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令和２年第１回東伊豆町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                      令和２年３月４日（水）午前９時３０分開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 施政方針 

日程第 ５ 一般質問 

    １． １番 楠 山 節 雄 君 

     １）稲取岬の景観整備について 

     ２）片瀬温泉の観光振興再策について 

     ３）市民農園の利活用について 

    ２．１２番 鈴 木   勉 君 

     １）町営風力発電の今後につい 

    ３． ５番 栗 原 京 子 君 

     １）お悔みコーナーの設置について 

     ２）旧大川小学校の利活用について 

    ４． ２番 笠 井 政 明 君 

     １）通学路の安全確保について 

     ２）漁協直売所開設に伴う経済波及効果について 

    ５．１０番 内 山 愼 一 君 

     １）新型コロナウイルス感染症対策について 

    ６． ３番 稲 葉 義 仁 君 

     １）小中一貫教育について 

     ２）公共施設の維持管理体制について 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  楠 山 節 雄 君      ２番  笠 井 政 明 君 
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     ３番  稲 葉 義 仁 君      ５番  栗 原 京 子 君 

     ６番  西 塚 孝 男 君      ７番  須 佐   衛 君 

     ８番  村 木   脩 君     １０番  内 山 愼 一 君 

    １１番  藤 井 廣 明 君     １２番  鈴 木   勉 君 

    １３番  定 居 利 子 君     １４番  山 田 直 志 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 太 田 長 八 君 副 町 長 鈴 木 利 昌 君 

教 育 長 黒 田 種 樹 君 総 務 課 長 梅 原 裕 一 君 

企画調整課長 村 木 善 幸 君 税 務 課 長 福 岡 俊 裕 君 

住民福祉課長 村 上 則 将 君 住 民 福 祉 課 
参 事 木 田 尚 宏 君 

健 康 づ く り 
課 長 鈴 木 嘉 久 君 健康づくり課 

参 事 齋 藤 和 也 君 

農林水産課長 鈴 木 伸 和 君 農 林 水 産 課 
参 事 国 持 健 一 君 

観光商工課長 森 田 七 徳 君 建 設 課 長 齋 藤   匠 君 

建 設 課 技 監 桑 原 建 美 君 防 災 課 長 竹 内   茂 君 

会 計 課 長 兼 
会 計 管 理 者 

正 木 三 郎 君 教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

梅 原   巧 君 

水 道 課 長 鈴 木 貞 雄 君 水 道 課 参 事 前 田 浩 之 君 

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 田 義 則 君 書 記 吉 田 瑞 樹 君 

───────────────────────────────────────────────── 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、おはようございます。 

  令和２年東伊豆町議会第１回定例会の開会に当たり、議員の皆様におかれましては、公私

ともに大変お忙しい中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  本定例会は、新年度予算を審議する重要な議会であります。議会として、町民福祉の向上

や町の発展のために十分に審議を尽くし、町民の要望する諸施策に反映すべく、尽力してい

ただきたいと存じます。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の拡大が叫ばれる中、皆様方には感染症の予防対策に十

分留意され、健康管理に努めていただき、議会運営に御協力を賜りますようお願い申し上げ

まして、開会の挨拶とします。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第１回定例会は成立しましたので、開会します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会運営委員長の報告 

○議長（村木 脩君） 議会運営委員長より報告を求めます。 

  議会運営委員長。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 皆様、おはようございます。 

  議会運営委員会より、令和２年第１回定例会の運営について御報告します。 

  まず、本議会に於ける、新型コロナウイルス感染症対策についてお知らせします。 

  本会議場等の入室の際は、石けんやハンドソープによる手洗いや、設置してある消毒液を

使い、手の消毒を行ってください。 

  せきやクシャミをするときは、ハンカチで口を押えるなどしてエチケットの徹底を図って

ください。 

  なお、マスクの使用は奨励するところですので、会議中も遠慮なくおつけください。 
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  風邪の症状がある場合は、自宅療養され、議場等への入室は御遠慮くださるようにお願い

します。 

  休憩時間中は議場等の換気を行い、空気の循環に努めていただきたいと思います。 

  また、議員及び職員の皆様には喉の乾燥を防ぐため、水またはお茶などを用意し、定期的

な水分の補給を行ってください。 

  次に、議事関係についてお知らせします。 

  本定例会には10名の議員の方々より一般質問が通告されております。一般質問の趣旨をよ

く御理解され、円滑に質疑、答弁がなされるように御協力をお願いします。 

  なお、本定例会では、一般質問については時間は60分以内、一問一答方式で行います。ま

た、町長には反問権の行使が認められております。なお、反問に要する時間は制限時間の60

分には含みませんので、御承知ください。 

  また、質問通告者の中で、掲示板の使用願いが１番、２番、５番、７番、14番議員より、

資料の配布願いが、１番、７番、14番議員より出されております。 

  本定例会の提出案件といたしましては、条例の制定案が３件、条例の廃止案が１件、条例

の一部改正案が４件、規約の変更が１件、協議会の設置が１件、指定理者の指定が４件、令

和元年度一般会計及び５つの特別会計の補正予算案、令和２年度の各会計の予算案が、それ

ぞれ日程に組み込まれております。 

  なお、議案第25号から第31号までをそれぞれ一括議題とし、質疑は一括、討論と採決は各

号ごとに行います。 

  補正予算の説明に関しましては、一般会計はおおむね300万円以上で、特別会計はおおむ

ね100万円以上で説明すること、また、条例改正案等の説明には、新旧対照表または説明資

料等を用いるなどにより概要説明とすることが協議決定されました。 

  令和２年度予算案につきましては、一括上程後に町長の提案理由、担当課長の概要説明を

受け、大綱質疑を経た後に、２つの特別委員会を設置し、付託案件の審議をいたしていただ

くことになります。 

  ２つの特別委員会の委員の構成は、一般会計が文教厚生常任委員会に所属の委員、特別会

計は総務経済常任委員会に所属する委員となっております。 

  また、大綱質疑につきましては、一般会計予算審査特別委員会所属の議員が７つの特別会

計に関する通告書を、特別会計予算審査特別委員会所属の議員が一般会計に関する通告書を

それぞれ提出をしていただき、質疑の範囲は事業別までとします。持ち時間は１人30分以内
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で、質問回数は２回までとさせていただきます。 

  大綱質疑の通告用紙につきましては、既に議案とともに配付してあります。受け付けは本

日午後１時より事務局で行いますが、締切りは、３月６日の11時30分までとさせていただき、

その後、議会運営委員会を開催します。 

  ３月10日の議会は午後１時から開会し、大綱質疑を行う日程となっております。 

  以上の内容を踏まえて、本定例会の会期につきましては、予備日を含め、本日より３月24

日までの21日間とさせていただきます。 

  また、議会運営委員会の所掌事務調査につきましては、議会運営に関すること、会議規

則・委員会条例に関すること、議長の諮問に関すること、以上、３点を閉会中の継続調査と

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

  最後に、本定例会については、新型コロナウイルス感染症の影響が危惧されるところです

が、重要な新年度予算の審議も含め、審議日程をこなしていくことになります。 

  議員及び職員の皆様には、健康管理に十分留意され、スムーズな議会運営に御協力いただ

きますように切にお願い申し上げまして、議会運営委員会からの報告といたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 



－6－ 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、１番、楠山議員、２番、笠井議員を

指名します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、本日から予備日を含め３月24日までの21日間としたい

と思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、会期は21日間と決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（村木 脩君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

  議会閉会中に提出されました例月出納検査及び財政援助団体監査の結果に関する報告につ

きましては、既に送付しました。 

  また、議長の出席した会議等の報告及び議員派遣結果の報告につきましては、お手元に資

料を配付しました。 

  会議資料につきましては議員控室に置きますので、御覧いただきたいと思います。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 施政方針 

○議長（村木 脩君） 日程第４ 町長より施政方針を行います。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 皆さん、おはようございます。 
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  令和２年第１回議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位には何かとお忙しい中、

御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  令和２年度の当初予算案、その他諸議案の御審議をお願いするに当たり、所信の一端と大

綱を申し述べ、町民の皆様並びに議員各位に一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第

でございます。 

  我が国の経済は、今後も緩やかな回復が続くことが期待されるものの、消費税率引上げ後

のこの経済動向を引き続き注視するとともに、台風等の被害からの復旧、復興を加速させ、

様々な経済の下方リスクを確実に乗り越え、民需主導の持続的な経済成長の実現につなげて

いく必要があるとされております。 

  国の令和２年度予算では、誰もが生きがいを持ち、活躍できる一億総活躍社会の実現に向

けまして、人づくり革命や働き方改革の取組み、少子高齢化に真正面から立ち向かいながら、

自然災害からの復興や国土強靭化など、重要課題への取組みを行うとともに、2025年度には

プライマリーバランスの黒字化を目指しまして、財政健全化を進めることとしております。 

  当町の経済動向につきましては、少子高齢化や昨年の台風被害の影響により、雇用・所得

環境の改善や経済の好循環を実感できていない厳しい経済環境に置かれており、さらには新

型コロナウイルスの感染拡大による観光への影響を注視しているところであります。このま

ま入湯客が減少しますと、税収の減収はもちろんのこと、町の活力そのものが失われ、その

結果として福祉、防災、教育などの様々な面で大きな影響が出てくると大変危惧しております。 

  また、今後さらに続くと予想されます人口減少や税の減収、社会保障関連経費の増加に加

えて、多様化する町民ニーズや山積する行政課題に対応するため、より一層の行政改革が必

要ではと考えております。 

  令和２年度を「さらなる行政改革スタートの年」といたしまして位置づけ、熱川支所の廃

止やごみの有料化を初め、学校の統廃合や施設の廃止、入湯税の引上げ等、スピード感を持

った改革に取組み、持続可能な町として町政運営を行っていきたいと考えております。 

  このような状況の中、令和２年度の当初予算にはこれまでにはない大変厳しい編成作業と

なりました。 

  私は就任以来、「みんなが安心して暮らせるまち、笑顔があふれるまち」を政治信条に、

様々な場面を捉え、町民の皆様の貴重な御意見を伺いながら、クリーンな開かれた行政運営

に取組んでまいりました。 

  その基本となる方針を、これまでと同様に「町内産業の振興発展」、「次世代の育成支
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援」、「移住・定住の促進」、「健やかで生き生きと暮らせるまちづくり」、「安全・安心

な環境整備」、「広域行政への対応」として、私の残り任期２年間を集大成に向けて着実に

推進してまいりたいと考えております。 

  それでは、予算規模について申し上げます。 

  まず、一般会計の予算規模は52億5,000万円となり、令和元年度当初予算に対しまして１

億2,100万円、2.4％の増となっております。 

  また、国民健康保険、介護保険などの６つの特別会計の合計で32億8,013万8,000円となり、

前年に比べ0.2％の減となりました。水道事業会計は支出ベースで６億2,385万6,000円で、

前年対比1.1％の増となっております。 

  一般会計の当初予算の内容について申し上げます。 

  初めに、歳入ですが、自主財源の根幹をなす町税では、宿泊施設の廃業や地価の下落、入

湯客数の減少により、町税全体では約3,800万円の減少を見込んだところでありますが、消

費税率引上げによる地方消費税交付金4,500万円の増や新年度の大型事業に充てる町債を約

１億400万円へ増額しております。 

  地方交付税につきましては、国・県からの情報に基づき試算した結果と合わせて、近年の

実績を勘案した、前年並みと見込んでおります。 

  なお、予算編成においては、基金への財源依存を極力抑える方針で臨んでまいりましたが、

地域の基盤整備や町内産業への振興対策を講ずる必要から、ふるさと納税基金の活用と不足

する財源を財政調整基金から補塡いたしましたので、御理解をお願いいたします。 

  一方、歳出におきましては、道路橋梁補修事業や防災情報システム整備、白田の漁港津波

対策事業に加え、稲取幼稚園や町立体育センターの改修工事などにより大幅な増額となりま

した。 

  今後も、町税の伸びは見込めず、地方交付税も縮減との動きも聞こえる中、社会保障関係

経費の増加や老朽化した公共施設の維持・更新を要する経費などにより、財政状況が厳しさ

を増していくことは必至であります。 

  そのため、歳出では事務事業の徹底した見直しと重点化を進めるとともに、公共施設等の

総合管理計画の個別施設計画を策定し、公共施設の計画的かつ適切な管理に努め、整備を推

進してまいります。さらに各種補助金のゼロベースでの見直しも検討していかなければいけ

ないと考えております。 

  歳入面では、財源確保における重要な課題である町税の収納率向上を図るため、静岡地方
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税滞納整理機構の活用による滞納整理を初め、賀茂地方税債権整理回収協議会など賀茂地区

１市５町との連携を図るとともに、納税者の利便性を高めるコンビニ収納により納期内納付

を促すことで税収の確保に努めてまいりたいと考えております。 

  それでは、令和２年度の具体的な取組みの大要を御説明いたします。 

  最初に、「町内産業の振興発展」についてでありますが、昨年の当町の入湯客数につきま

しては、ＪＲグループがデスティネーションキャンペーンを行った４月から６月については

前年比4.5％の増となり、上半期は前年比プラス1.9％になりました。しかし、９月と10月に

台風に見舞われ、特に10月は前年比でマイナス16.3％と大きな影響を受けました。 

  また、中国においては新型のコロナウイルスが発症したことから、中国人団体旅行客のキ

ャンセルが相次ぎ、日本人の外出控えなどの影響も出ていることから、令和元年度の入湯客

数が前年度を３％程度下回る情勢です。 

  当町を経済的に支えるこの産業が観光でありますので、町民１人１人が町外から訪れる方

を歓迎し、喜んでいただけるような、開かれた観光地域づくりを目指していきたいと考えて

おります。 

  その一環といたしまして、一昨年に１校、昨年３校の女子大学と連携協定を締結し、大学

生を受入れ、地方の現状について勉強していただきながら、特に若い世代において認知度の

低い当町の観光地としての魅力を、大学生の視点から情報発信してもらう取組みを新年度も

積極的に実施する予定です。若い人たちに対して、当町が開かれた町であることを含めてア

ピールしていきたいと思います。 

  今後の国内旅行マーケットは、高齢化や人口減少により縮小していくことが予想されてい

ます。さらに観光客のニーズが多様化、また細分化し、また働き手不足が今後より一層深刻

になる中で、数を追いかける観光地域経営はますます困難になっており、今後は消費単価を

高めるような取組みが必要であります。そのために、町は、当町を訪れたお客様の満足度を

高めることが重要であり、財政状況が厳しい中であっても将来に向けた投資を確実に継続す

る必要があります。 

  また、国内旅行客の減少に反して世界全体で見れば、観光は21世紀最大の産業になるとも

言われていることから、引き続き外国人旅行者の誘客に力も入れていきたいと考えておりま

す。限られた予算ではございますが、現場の皆さんの知恵もお借りしながら、より効果的な

取組みを行いたいと思います。 

  商工振興につきましては、近年、全国的に、後継者がいないことを理由に廃業する企業や
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商店等が増加していることが問題となっており、当町におきましても同様、この問題を解決

するには、外部の力を借りて事業承継に取組む必要があると考えまして、３月７日、８日に

は商工会が中心となりまして、首都圏に住む投資に興味のある方たちを町に招聘いたしまし

て、現状を視察していただく予定であります。このような取組みは継続性が重要であること

から、新年度につきましても商工会を支援いたしまして、事業承継に取組んでいきたいと考

えております。 

  また、多くの町民の方に御利用いただいております住宅リフォームの補助金につきまして

は、さらに使いやすい制度とするため、補助限度額内であれば複数回補助金を受けられるよ

うに要綱を改正いたします。これによりまして、小規模なリフォームでも補助額を余すこと

なく活用できるようになります。 

  人手不足やキャッシュレス決済などへの対応など、商工業においても課題が山積しており

ますが、人口が減少する中で、今後は観光客に対して特産品の商品をより多く販売し、町内

で食事をしていただくことが非常に重要であると考えるので、創業支援の補助金なども活用

していただきながら、商工会を中心に商工振興に取組んでいきたいと考えております。 

  農業分野におきましては、５期目として事業の継続が決定されました中山間地域等直接支

払制度は、引き続き９つの集落で今後も５か年、農村の景観保全活動が行われます。これら

の活動に携わる方々へ支援を実施してまいります。 

  水産業分野につきましては、伊豆漁協稲取支所が行う資源を守り・育てる漁業のための各

種事業を支援してまいります。５年目の最終年度を迎えますテングサ藻場の保全活動につき

ましては、その成果を期待するところであります。 

  次に、「次世代の育成支援」についてであります。 

  学校教育関係では、当町にふさわしい学校の在り方を検討するため、小中一貫教育研究会

を立ち上げ、２か年にわたりまして研究してまいりました。昨年11月26日に報告書を提出し

ていただき、１月７日の議会全員協議会に報告をさせていただいたところでございます。 

  令和２年度からは、この報告書を基に保護者や住民に向けた説明会を開催し、当町の子供

たちに必要な教育環境について議論を重ねながら、学校環境整備に向けた活動を着実に進め

ていきたいと考えております。 

  令和元年度の国の補正予算では、学校のＩＣＴ環境を強力に進める目的で、児童生徒１人

１台の端末を整備する公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金が創設されたと

ころであります。 
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  当町においても将来のＩＣＴ社会を生き抜く力を身につけるため、重要な環境整備である

との認識を持ち、この機会に国庫補助金を活用し、端末と通信環境の構築、さらに必要な整

備を図りたいと考えて、今定例会の補正予算に繰越し事業として端末購入と通信環境整備に

係る経費を計上させていただきました。 

  東京オリンピック・パラリンピックの開催まで140日余りに迫り、全国で応援ムードも高

まってきておりますが、稲取・熱川の両小学校がパラリンピックの学校観戦プログラムに当

選いたしました。種目は陸上競技であり、新設の国立競技場で観戦できる願ってもないチャ

ンスであるとともに、生涯を通じて貴重な体験でありますので、この機会にぜひとも障害者

スポーツへの関心と、障害を持つ方々への理解を深めていただくことを望んでおります。 

  幼稚園教育では、懸案となっておりました稲取幼稚園の雨漏り対策として、屋根の防水工

事を新年度予算に計上させていただいております。園児に快適な保育環境を提供するため必

要な措置であるとともに、建物の長寿命化にも資する事業ですので、御理解いただければと

思います。 

  社会体育関係では、町立体育センター改修工事を計画しております。昭和61年度建設の施

設であり、老朽化による雨漏り、フロアの傷み、トイレ等設備の旧式化等により利用者の使

用にも支障を来し、御迷惑をおかけしているところですが、健康増進やスポーツ関連事業の

核となる施設でありますので、バリアフリー化を含めた大規模な改修工事をすることとなり

ました。 

  なお、工事期間中は施設の利用ができなくなり御迷惑をおかけいたしますが、完成後リニ

ューアルされた施設で快適に運動をお楽しみいただけるものと考えております。 

  次に、人口減少に歯止めをかける活気ある町をつくるため「移住・定住の促進」を進めて

まいります。 

  稲取の新宿通りの古民家を改修いたしましたお試し移住体験施設の今年度の利用状況は、

１月までの10か月間で21組42名、207日の利用がありました。非常に高い利用率を保ってお

りますので、さらなる成果を期待するとともに、首都圏を中心に行われている移住相談会へ

積極的に参加いたしまして、町の魅力を情報発信し、移住者の増加につなげていきたいと考

えております。 

  平成27年度から開設いたしました空き家バンクは延べ53件の登録がなされ、18件の物件が

成約となりましたが、移住希望者が町中の賃貸物件を希望する中、それに応えられる物件を

提供できていない現状になります。なお、この空き家活用の支援補助金として、町外者の空
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き家取得等の助成を行っております。 

  さらに、若者夫婦世帯の住宅取得の支援による定住の促進を図るため、町内への定住を希

望して住宅を取得する若者夫婦世帯に対する若者定住促進住宅取得補助金による助成は、こ

れまで30件の実績となっております。新年度も引き続き継続いたしまして助成を行ってまい

ります。 

  東伊豆海のみえる農園では、利用者の皆さんが運営協議会の委員や管理人と交流を楽しみ

ながら野菜づくりに勤しんでおります。 

  滞在型の施設２区画で新旧の入替えがありましたが、10区画全てが埋まり、人気の高さを

誇っております。日帰り型施設では60％の利用率です。空き区画の募集にも尽力しながら、

今後も利用者の皆さんとともに町の情報発信に努めて、併せて移住・定住の推進にもつなげ

ていきたいと考えております。 

  次に、「健やかで生き生きと暮らせるまちづくり」についてであります。 

  身近な資源を利用した健康づくりの推進と通いの場の創出のため、新年度、新たにイース

トドックを拠点にウオーキングと健康相談や栄養相談などを複合させたミニイベントの潮風

ウォーキング＆カフェを開催いたします。 

  保健事業では、子育て支援や感染拡大を防止することを目的に、新たに18歳以下の町民を

対象といたしましたインフルエンザ予防接種費用の一部助成を行います。 

  次に、福祉関係ですが、少子高齢化の進行や障害のある人の増加、核家族化に伴い高齢者

のみの世帯の割合も高まっており、地域社会の希薄化が進展しています。このような中、福

祉サービスに対するニーズの多様化・複雑化している課題を把握するため、アンケート調査

を行い、町民誰もが地域で幸せに暮らせるまちづくりが進められるよう、令和３年度から５

か年の地域福祉計画を策定いたします。 

  当町では、高齢化率が45％を超えまして、年々、高齢化が進展している状況の中、高齢者

が生きがいを持って生活でき、日常生活と健康状態の維持・向上を目的とした生きがい活動

支援通所事業や、高齢者等配食サービス事業など、継続して推進していくとともに、引き続

き緊急通報システムの導入を進め、高齢者の自立促進並びに支援体制の構築を図ってまいり

ます。 

  また、住民の利便性の向上と行政組織の合理化を図るため、熱川郵便局窓口における公的

証明書の発行及び国民健康保険、後期高齢者医療、水道業務の届出に関する事務の業務委託

を10月から開始する予定であります。 
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  静岡県内では初となります第13回全国草原サミット・シンポジウムを９月27日、28日に開

催いたします。本大会は全国の24市町が加盟しております全国草原の里市町村連絡協議会が

２年に１度開催しているものです。草原保全に取組んでいる全国の自治体や草原保全の担い

手、ＮＰＯ法人等の共通認識を熟成し、連携と交流を図ることを目的とするもので、この大

会を契機に、稲取細野高原の保全活動を推進するとともに、観光資源としての面でも充実を

図り、全国に当町の魅力を発信してまいります。 

  次に、「安全・安心な環境整備」についてであります。 

  昨年度より更新工事を進めております同報無線につきましては、最終年度となる本年度、

26か所の屋外スピーカーの更新を行いますが、スピーカーの性質上、高性能スピーカーをも

ってしても、雨、風が強い場合には音声がかき消されるおそれがあります。 

  この課題を解消し、屋内で住民の皆様に迅速かつ的確に情報伝達が可能となる、また命を

守るため危険地域から早期避難に資するシステム、テレビプッシュ及びコスモキャストの導

入促進に努めてまいります。 

  また、昨年の台風被害では、長期間の停電により住民の生活に多大な支障を来しましたこ

とから、新年度予算に家庭で使えるポータブル発電機、家庭用蓄電池の購入に対する補助金

を計上いたしました。 

  次に、消防関係では、地域の消防防災の要である消防団につきましても、人口減少、高齢

化は避けて通れない課題であり、今後消防団を取り巻く環境はさらに厳しさを増すことが予

想されます。 

  この課題を解消する施策の一つとして、本年１月に条例を改正し、機能別消防隊員を新た

に創設いたしました。災害時限定で消防活動に従事していただき、防災力を確保するととも

に、公務災害補償の対象とすることで団員の処遇改善につながるものとなっております。 

  火災だけではなく自然災害も頻発する昨今、消防団の組織体制の強化、見直しは急務とな

っております。消防団本部を中心に団員の負担の軽減を図りながら、消防力を低下させない

施策を推進し、住民の皆さんが安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。 

  昨年の台風による被害を受け、国の補助制度を活用し、被災者生活再建支援システムを導

入いたします。当システムの導入によりまして、被災者の被害状況や被災者台帳の作成、ま

た管理等ができるようになり、罹災証明の発行を迅速に行います。さらに、関係各課との情

報共有が可能となることから、状況認識を統一的にでき、また被災者への速やかで適切な支

援が行えるとともに、業務負担の軽減を図ることが可能となります。 
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  当町は、東海、あるいは東南海、南海と３連動地震も想定される地域です。また、平成23

年の東日本大震災、平成28年の熊本地震は未曽有の災害となりました。災害時は緊急輸送路

の確保や早期復旧が被災者の方々にとって大変重要であることを強く認識しております。 

  稲取・入谷地内で進めている町道入谷天城１号線拡幅工事も順調に進捗しており、令和２

年度の完成を目指しております。 

  今後は、賀茂農林事務所が整備している一般農道整備事業の完成によりまして、町道入谷

天城１号線とともに、有事の際は国道135号のバイパスとして、河津町長野地区から奈良本

地区まで緊急輸送路となる道路確保に努めてまいります。 

  さらには、大川地区から奈良本地区までの県代行事業、町道湯ケ岡赤川線の早期完成、た

びたび通行止めとなる国道135号線を生活道路として不安のない機能強化、また大川地区と

伊東市を連結するバイパスの実現に向け、近隣市町と連携し、今後も国・県に要望活動をし

てまいりたいと考えております。 

  今年度も引き続き住宅の耐震化事業も実施してまいります。昭和56年以前の建物も耐震補

強工事を実施することによりまして、新築住宅と同等の耐震強度を得ることが可能となりま

す。住宅の改修工事などと併せまして、町の補助金制度を活用し、耐震化対策を進めていた

だければと思います。 

  平成29年度から津波の災害警戒区域を対象に地籍調査事業を進めております。官民境界を

明確にすることによりまして、被災後の復興事業の期間が大幅に短縮されますので、引き続

き推進してまいります。 

  地区協議会におきまして決定いたしました白田漁港の津波対策整備事業では、実施設計が

終了いたしましたので、新年度より工事に着手いたします。沿岸住民の生命と財産を守り、

安心して暮らせるよう早期完成に努めてまいります。また、同時に機能保全計画を策定し、

施設の長寿命化を目指します。 

  次に、「広域行政への対応」についてであります。 

  河津町との一部事務組合で運営しております東河環境センターには、ごみ処理施設の長寿

命化を図るための基幹的設備改良工事を、平成29年度から令和元年度の３か年の継続事業で

実施いたしました。 

  この間、町民の皆様には、ごみの減量や持込みごみの規制に御協力いただきありがとうご

ざいました。施設を管理していく上で、さらにごみの減量と分別を徹底されますよう御協力

のほどよろしくお願いいたします。 
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  また、廃棄物の処理法に基づく基本方針では、経済的インセンティブを活用した一般廃棄

物の搬出抑制や、また再生利用の推進、搬出量に応じた負担の公平化及び住民の意識改革を

進めるため、ごみ処理の有料化の推進を図るべきであると記載されております。 

  今後は、ごみの減量とリサイクルの推進、さらにごみの搬出量に応じまして費用負担の公

平化、また厳しい財政状況の中での施設の維持・整備に要する財源といたしまして、ごみ処

理費用の有料化を検討してまいります。 

  さらに、衛生プラントにおけるし尿処理施設につきましては、令和４年度からの基幹的設

備改良工事に向けまして、新年度は長寿命化の総合計画の策定を行います。 

  下田市、河津町、南伊豆との一部事務組合で運営しております伊豆斎場は、昭和54年５月

に竣工し、40年が経過しております。平成22年度に耐震補強を行っているものの、建物及び

火葬炉設備の経年劣化が進んでいる状態で、現在の火葬件数は年間900件程度、今後は減少

に転じていくという状況も踏まえ、長寿命化工事を令和２年度、３年度の２か年で実施し、

25年程度の施設の延命化を図ってまいります。 

  昨年度からまた事業実施しております、賀茂地区１市５町によります幼児教育アドバイザ

ーの共同設置事業は、アドバイザーのきめ細かな指導によりまして、各市町における幼児教

育の質の向上並びに幼稚園・小学校の円滑な接続等に大きな成果が得られましたので、新年

度も継続して実施してまいることとなりました。 

  また、指導主事の共同設置事業につきましても継続事業として実施し、教育指導体制の充

実を図っていきたいと考えております。 

  次に、主な特別会計でございますが、国民健康保険関係では、県が財政運営を担うことな

った制度改正から２年が経過いたしましたが、これまでのところ円滑に事業運営がされてお

ります。今後も県と連携を図りながら、共同の保険者として安定的な事業運営に努めてまい

ります。 

  後期高齢者医療保険関係では、医療費や被保険者数の増加などを見込み、令和２年度、３

年度の保険料が改定されて、均等割額４万2,100円で1,700円の増、所得税率8.07％で0.22％

増となります。また、低所得者への保険料の負担軽減のため、軽減判定所得の基準額を引上

げる制度改正が見込まれております。 

  介護保険関係では、高齢化のさらなる進展に対応するため、引き続き地域の包括ケアシス

テムの推進に取組むとともに、この課題に対応するため、令和３年度から５年度までの第８

期介護保険事業計画を策定していきます。 
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  平成15年に稼働開始いたしました町営の風力発電施設は17年目を迎えました。このため、

施設老朽化によりまして平成30年度から１基での運営となりましたが、老朽化の進行により

まして、現存の１基に重大な故障が生じた際には、会計を維持することができない状況とな

っております。このため、風力発電所を継承しながら、町財政の負担とならない方策を民間

の事業者と事業計画中であります。また、事業継承ができない場合におきましては事業廃止

を検討していきたいと考えております。 

  最後に、水道事業会計でありますが、一般会計と同様に水道事業を取り巻く経営環境は厳

しさを増しておりますが、平成30年度に策定した水道事業ビジョン、経営戦略、施設整備計

画に沿って、施設の更新や維持管理を着実に進めるということが重要だと考えております。 

  新年度には、２年目となるこの新規の井戸整備に係る詳細設計や、新白田浄水場の測量・

地質調査にも着手する予定であり、そのほかにも老朽の管路更新にも計画的に取組んでまい

ります。 

  しかしながら、料金収入での減少、さらに更新需要の増加という状況の中で、中長期的な

視点に立った経営戦略が重要でありますので、適切なアセットマネジメント（資産管理）を

実施しながら、収支改善に向けた料金収入の確保など、経営基盤の強化に取組み、住民の皆

様に安全で安心な水を提供していきたいと考えておりますので、御理解と御協力をお願いい

たします。 

  以上、令和２年度の町政運営に対する基本的な考え方と主要な施策につきまして、その概

要等を御説明申し上げました。 

  今後、当町の財政状況はさらに厳しさを増すことが予想されますが、社会経済情勢の変化

や新たな行政課題に柔軟に対応しつつ、町民の皆様の声に真摯に耳を傾け、町民と行政が一

体となった事業を進める協働のまちづくりを推進いたしまして、新たな発展のために誠心誠

意取り組んでまいりますので、議員各位並びに町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上

げまして、令和２年度の施政方針といたします。 

○議長（村木 脩君） ここで５分の休憩を取ります。10時20分まで休憩とします。 

 

休憩 午前１０時１５分 

 

再開 午前１０時２１分 
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○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（村木 脩君） 日程第５ 一般質問を行います。 

  持ち時間は質問、答弁を含め60分以内で、本定例会は一問一答方式により行います。また、

町長の反問権については議長の許可の下、行使することが可能です。なお、反問権に行使す

る時間は、持ち時間60分には含めませんので、御承知ください。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 楠 山 節 雄 君 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員より、一般質問で掲示版の使用、資料配付の申出があ

りましたので、これを許可します。 

  １番、楠山議員の第１問、稲取岬の景観整備についてを許します。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 先ほど、町長のほうから施策の方針が示されたその中で、本当に新型

コロナウイルス、この影響が出てくるというふうに書かれていますけれども、既に中国人の

キャンセルですとか、国内の方の出控え、ここにも記載されていますけれども、本当に不透

明なまだ部分はありますけれども、大変心配な状況を危惧しています。そんな中で、開かれ

た観光地づくりを目指していきたいということも書かれていますので、私、今回３問の中で

２問、観光振興につながるものじゃないかということで提言、提案をさせていただきます。 

  まず、１問目ですけれども、稲取岬の景観の整備について。 

  稲取岬は観光パンフレットを初め、様々な啓発に使われるなど魅力があり、さらに磨きを

かけることが観光振興等に寄与できると考えますが、以下についてお伺いします。 

  １点目、現時点で地中海を思わせる風景をさらなる魅力ある空間として推進するお考えは。

２点目、推進するとした場合、現在活用している住宅リフォームを地域指定などをすること

で、補助率の限度額拡大や住宅以外にも適用するなど、制度の充実を図るお考えはいかがで
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しょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 楠山議員の第１問、稲取岬の景観整備につきましては、２点からの質

問になっておりますので、順次お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、稲取高校付近の国道や、またクロスカントリーコースから眺

める稲取岬の景観は、印象的で非常に素晴らしいものだと感じております。しかし、この景

観を今後さらに整備することが観光客の増加につながることが予想できないことや、また景

観整備には町財政や住民に大きな負担が生じる事から、現時点で整備に取組むことは困難で

あると考えております。 

  次に、２点目ですが、補助制度を通じまして景観整備を図ることにつきまして、令和２年

度に当町が景観行政団体に移行することから、景観計画の策定や、また景観条例の制定など

を行う過程で、町内全体についての必要性などを総合的に判断する必要があると考えており

ます。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 町長から否定的な答弁で残念だなというふうに思います。 

  もう本当にうちの町は基幹産業はやっぱり観光で、やっぱり観光振興なくしてこの町の生

存はあり得ないなというのが常々私の考え方です。数字的にも毎年どんどん入湯客数も含め

て町の数字というのは下がっている状況なんですよね。私、議員として出馬するときに演説

の中で、何もしなければ何も生まれないというふうなことを申し上げました。本当に勇気を

もってこういう観光振興策に取組まないと、本当に町が埋没をしてしまうんじゃないかとい

うふうな、そういう危機的な今、状況にあると思うんですよね。町長否定的な、いろいろ課

題等も予算の部分もあると思うんですけれども、こういうものが必要だと思ったら、本当に

思い切った推進をすべきだなというふうに思っております。 

  今回、掲示板、使用させていただきますけれども、この辺が過去に不動産業者がやっぱり

地中海を目指したいという思いがあって、この辺がそういう光景を思い起こさせる地域にな

っているんですね。これを見たときに、この岬全体でこういうふうな光景が出現できれば、

これ本当に観光素材としても有効に活用できるんじゃないのかなと、こういうことによって
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お客さんを呼べるんじゃないかなと私は考えました。 

  業者に頼んで、そういうイメージ的なものをここに掲載をさせていただいておりますけれ

ども、今、稲取高校のところからこの稲取岬を見ると、すごくきれいに稲取岬が見えるんで

すね。これは、個人の企業が当初はあそこの雑木を切って、自分たちのお店のＰＲもあるの

かも分かりませんけれども、きれいな光景が出現できるというものを目指していたと思うん

です。今現在は町のほうで雑木林の整備等を何か行っているということを聞きましたけれど

も、これが例えば地元も含めて、あるいは観光の方で見えられた方がこういう美しい光景を

見て、今現在の本当にはやりのＳＮＳですとか、そういうものから発信をしたら一気に広が

るという可能性を私は持っているんじゃないかなというふうに思います。その辺、町長のお

考え方を再度お聞きをしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この件に関しては、もう以前からありました。楠山議員が議員になる

前からこういう計画がある中で検討した経緯があります。その中でやっぱり大変すばらしい

ことでありますけれども、まず住民との意識がなければこういうことはできません。それで

当時やったらやっぱり住民がそれまで盛り上がっておりませんでした。そういう中でまた確

かにあそこからの景色も最高でございます。そこに、じゃ、道の駅的なものを造ったらとか、

駐車場造ったらとか、いろんな提案がある。やっぱりこれは生かさなきゃならないと町は考

えております。 

  その中で今、楠山議員から提案されたことは、以前検討した中で大変厳しいなというのが

その現実。ちょっと以前、松崎でこれをやったんですよね。そういう結果が出なかったもの

で、そういう経緯もありましたもので、以前検討したときはそういうこと、財政もあります

ので、最初はまず住民のコンセンサスだと思います。この地区の方々がそういうことをやり

ましょうという住民の意識が高まらなければ、幾ら町がこれいいからやりなさいといっても、

やっぱり住民の意識がそれに伴わなければならないと考えております。そういう中で、また

後から第２問の景観の点も、そういうことになった中でそういうことをやれば、また住民の

意識が変わった中でまたやれば、また違った方向にいくと思いますよ。 

  現在の段階では壇上で言ったように否定的なことになりましたけれども、当時のことを踏

まえた中で一応書かせていただきましたもので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 



－20－ 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 次に聞くことの内容が今、町長全くおっしゃったとおり、地域住民の

理解と協力はもう本当に不可欠で、それらが欠かせないということはわかっています。です

から、観光振興ですとかまちづくりというそういう観点から考えると、やっぱり観光商工課

と建設課、まちづくりを進めていく建設、その両課が協力をして、それらを推進をしていく、

そのことによってやっぱり地域の住民の理解を得るというそこの部分が出てくるのかなとい

うふうに思っています。 

  さっき、やっぱり費用もかかるということ、これはたしか住宅リフォームをこういうふう

に1.5倍に増やすだとか、２倍に増やすということになってきますと、やっぱり町の財政へ

の影響も懸念されるわけですけれども、一方で、例えば、じゃ、そのオレンジ・白の基調と

いうことを考えたときに、塗装業者を初め、様々な町内業者を使うことができるんですよ。

そうすると、やっぱり町内業者の育成という観点からも全くマイナス面だけではないという

ふうに私は考えますけれども、その辺は町長どうでしょう。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然このロケーションは本当にすばらしい。私も感動しております。

それで再質問の中で言いますけれども、やっぱりこれを何とか町のために生かそうという、

当時やっぱり観光課も後ろ盾に入りましたよ、やっぱり観光振興という中で。そういう中で

やっぱりもう基本的には住民の意識が醸成していなかったということでございます。そうい

う中で本当にこれができれば、住民がやりましょうと言えばそれは当然町といたしましても、

それは早急にやりますけれども、今の状況ではまだ住民がそこまで醸成していないから、今

そういう段じゃない。 

  そういう中でやろうといえば、当然楠山議員が言ったように、じゃ、施工業者は町内業者

やりましょう、経済のためになります。また、その中でやっぱり最初は何と言っても住民の

意識の醸成、これが一番だと考えておりますもので、そこから楠山議員が提案されたので、

こういうことを一般質問の町民が見た中で、ああいうことをやりましょうという、住民の方

からそういう意識が高まったならば、町をまたこれは当然検討していかないといけないとい

うことですから、町もやる価値はあるのかなとは自分自身は考えておりますけれども、まず

住民の意識、これをまず醸成していきたい、そう考えております。よろしくお願いいたした

いと思います。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 過去に取組みの中で住民の意識醸成ができていないということでお話

がありましたけれども、今、本当に観光産業も本当に数字的にどんどんとやっぱり下がって

いまして、当時から比べてさらに状況は悪化しているような状況だとは思うんですよね。町

民の意識の中で、やっぱりこのままでまずい、こんな状況を打破しなければならないという

ふうな考え方があれば、今後やっぱり住民にコンセンサスを受けるような形の努力、取組み

というのはやっぱり必要じゃないかなというふうに思っています。例えばアンケートを取る

だとか戸別訪問がいいのかどうなのか分からないですけれども、そうした住民の声もやっぱ

りしっかりと聞くということも一つ必要だなというふうに思いますけれども、その辺の取組

む意思みたいなものというのは、町長どうなんでしょう。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まずは簡単に言うと、これは多分、あと建築に対する制限が生まれる

と考えています。ただ、簡単に自分の出すイメージ、一番は瓦だと思うんですよね。瓦を指

定しないと。建て替えにおきましてもいろんな制限が出てきますもんで、それをまず町民が

理解していただかないと、これは幾らアンケート調査をやったとしてもあれで、一応２問目

になりますけれども、景観行政団体のようなものがありまして、その条例を二、三年でつく

る中で、一応この６月にまた講演会をしたいといった人たちがいる。その中で多くの方にそ

ういう講演会を聞いてもらった中、このようなまちづくり、大変すばらしいことだと私は考

えております。 

  再三、何回も言うように、住んでいる住民の方が第一でございますから、その辺を６月に

おける景観の講演会、これを多くの町民の方に聞いてもらった中で、町民の方がああそうな

んだということをやっていけば大変ありがたいと思います。そういうことで御理解願いたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 有名な言葉じゃありませんけれども、「ローマは一日にして成らず」

という、そういうこともありますよね。だから、まちづくりみたいなものというのは、やっ

ぱり長期的な捉え方をするということもこれは必要だと思いますけれども、今、町が置かれ
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ている状況ということを考えたら、私はやっぱりこれを加速化すべきだなというふうに思っ

ています。 

  そういう意味で、限度額の拡大だとか、今、住宅にしか適用ができない、そういう住宅リ

フォームの制度を非住宅までそれを拡大する。こういうことによって、このまちづくりがさ

らに加速をしていく、早期に推進をしていくという、その前提にはやっぱり地域住民の理解

だとか協力というものが絶対必要になってくると思いますけれども、そういうことの考え方

というのは、町長どうなんでしょう。「ローマは一日にして成らず」みたいな形の中で加速

をさせる。その辺も例えばアンケートを取る場合、こういう確認をすることがもし想定をさ

れたら、あなたはこういうものに協力をしていきますかみたいな、そんな確認の仕方もでき

ると思うんですよね。 

  景観の講演会というのを、ぜひここの稲取の、特に岬の人たちには啓発・啓蒙して、そこ

の講演会に参加をしていただくような努力もしていただきたいなというふうに思いますけれ

ども、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） このロケーションに関しては私も賛成でございます。それで、町独自

でやれといえば、町民の意識も関係なく、それはやりますよ。大変いい提案だ。しかし、や

っぱり根本は何といっても、やるには町民の意識がなきゃできませんもんで、そういうこと

も言った中でありまして、やっぱり中長期的にやった中で、当然、よくあそこで写真を撮っ

ている方も多くいらっしゃいます。そういう意味では、これは一つのメリットでございます

からやっていきたいと思います。 

  補助を使っても、やっぱり瓦の色も、最終的には自分は瓦だと思うんですね。あの形状。

そういった補助制度を使ってでも、多分、この補助制度は基本的には瓦の屋根の色、これを

なってくると考えておりますもんで、すぐにやるとかやらない。まずは、また１回戻った中

で、また住民と話し合った中でやっぱりこういうこともある。アンケートを取っても基本的

には私はあれだと思うので、ある程度、住民の、何しろ住民の意思がなければできないと、

ほんと考えております。やっぱり、そういう中で住民の方が意識を持った中で、観光もある

程度、この町も   や一つの実証なり例として、今後やってみましょうかという、町民が

そういう意識を持っていけば町としても大変ありがたいと感じております。 

  その中で、やっぱり景観の中では当然このロケーションのことも話題になってくると思い

ますもんで、景観の広域化を幅広く皆さん方に啓蒙した中で聞いていただきたい。そう考え
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ておりますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） オレンジの瓦というのは理想的なものなのかも分かりませんけれども、

今の時代、いろんな素材を使った建築物があると思うんですよね。だから、じゃ、そういう

ことを推進していこうという地域住民の負担をなるべく減らすような、そういうものもきっ

と探せばあるのかなというふうに思いますので、本当に町を変えていくのには思い切った施

策みたいな、取組みたいなものが必要だなというふうに思いますので、町長の中ではすばら

しくて、やっていきたいという気持ちが何かあるみたいですけれども、ぜひこの辺は観光商

工課、建設課も含めて、関連の費用の関係があれば例えば財政、総務課長あたりも含めて、

あるいは課長会議だとかいろんな場の中で職員の思いだとか意見なんかも聞いて、ぜひ前向

きに検討していただきたいなと。町長の前に進みたいというお気持ちを聞きたいなというふ

うに思いますけれども。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には、これは以前これをやりましたもんで、そういう中じゃ、

最終的には住民意識を統一するのは難しいなと断念した経緯があります。そのときは当然、

観光課も入りました。建設課はちょっと分からない。多分、観光振興計画のときか何かで、

何かやった記憶があります。 

  そういう中で当然、それはやっていきたいと考えておりますが、やっぱり基本的には何回

も言っているように、住民意識が盛り上がったら、やりたいと言えば、町としてはいろんな

中で助成を当然考えていきたいと考えておりますもんで、その辺で御理解願いたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） １問目終了です。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、片瀬温泉の観光振興策についてを許します。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ２問目です。片瀬温泉の観光振興策について。 
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  旧はまよし前の堤防周辺では、季節により砂利混じりの砂浜が出現します。そこで、以下

の点についてお伺いします。 

  １点目、堤防の延長を図り、砂浜化により観光振興を推進するお考えは。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 楠山議員の第２問、片瀬温泉の観光振興についてお答えいたします。 

  御質問の堤防につきましては、漁港施設として建設されたものですが、現在は漁港として

は使用されておらず、老朽化が厳しいため、静岡県と撤去について協議中であります。また、

最近では若者を中心に砂浜離れが進んでおりまして、近接する熱川ゆうゆうビーチの来遊客

も大きく減少しております。財政状況が大変厳しいことを併せて考えますと、効果が見通せ

ない堤防を延ばすことは極めて困難であると考えますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 確かにこういう提案を聞いたとき、「おまえ、何を考えているんだよ。

こんなことができるわけねえじゃねえかよ」という人が本当に大半かなというふうに自分も

認識をしていますけれども、先ほど言いましたように、観光振興のためには可能性みたいな

ものをやっぱり追求すべきだなと。何かしなければという、そこの思いでばかげたという内

容になっているのかなと捉える方いると思うんですけれども、私はやっぱり振興策として、

こういうことも一つの施策かなというふうに思っています。 

  熱川のゆうゆうビーチが入り込みがやっぱり減少になっているということですけれども、

それでもまだやっぱり夏で集客をする力というのは、伊豆地域の中で砂浜を持っている海水

浴場いっぱいありますけれども、やっぱり多くのお客さんが来ていますよね。減っていると

いう、そういうところというのもたくさんあると思いますけれども、増えたという経過も新

聞記事等から目にしますので、全くこれについては砂浜化になったときに効果がないという

ふうに。 

  ただ、費用対効果みたいなものを考えなければなりませんので、そこに投資をしたことに

よって大きな金額が多分かかると思うんですけれども、投資をしたものより入り込みがほと

んど見られないということになってきますと、これはやっぱり財政圧迫をする、そこの部分
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にもつながると思いますので、そういうことはできないなというふうに思いますけれども、

実は砂浜をというのは、私も稲取に来るときに車からはまよしさんの前を、よくあっちをち

らっと見て通過するんですけれども、今日、皆さんのほうに資料をお渡し、２枚ぺらですけ

れども、これを撮ったときにはちょっとやっぱり砂利混じりの砂が入っているというような、

こういう光景です。 

  ですけれども、私の頭の中にあって何回か見た光景というのは、こういう砂利ではなくて、

全く砂浜だけのものも時期的にやっぱり出現をするんですね。そういう光景も見ましたし、

あと過去に、やっぱり議員さんをやられて亡くなられた方なんですけれども、その方と会話

をする機会がありまして、「実はうちのおやじは昔、海岸を馬で駆けた」という話を聞きま

した。そのときに、「えっ、砂浜を駆けたということは、何、砂浜だったの」と言ったら、

「昔は季節によって砂浜になっていたんだよ」というふうなことを聞いて、あそこを堤防を

延長すれば砂というのがさらに、白田川の影響もあると思いますけれども、堆積をするんじ

ゃないかなというふうなことを思いまして、今回、提案、提言させていただきましたけれど

も、たしか若者の海離れみたいなものというのは報道関係でも承知をしておりますけれども、

そうかといって全くどうしようもない状況というのは、私には感じられないんですよね。そ

れによって１年間を暮らせるような地域もありますので、その辺の砂浜化に対する、費用が

かかってここが難しいよということでから、これ、できないとかというお話じゃなくてから、

砂浜化が誘客について効果があるのかないのか、その辺、町長、お考え方、どんなでしょう

か。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 砂浜に対する考えでございますけれども、基本的には若者が、昔は夏

の黒い肌は若い子に人気で、美白がはやっている中で、砂浜のつくったメリットというのは

少ないのではないかと考えております。昔みたいに真っ黒な肌、ぴちぴちした肌の黒い、そ

れが一つの流行でした。今は美白というのが若い人たちが言っておりますもんで、そういう

中で、ここに来て、若い方たちが日に焼けてやるのは、今の時代はどうかとは考えているの

が現状でございます。 

  それで、楠山議員は提案することは大変すばらしいことだと思います。やっぱり観光に対

する思いやりも十分感じられますもので、それは敬意を表したいと。それで、やっぱり一番

の問題はこの漁港ですね。県と協議して廃止する方向でやっているんですよね。そういう中

で堤防を延長するとなると、また用途が全然違ってきますもんで、これは大変、延長するの
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は厳しいかなというのが現状、認識しております。そういう意味で、そこでまず１点無理じ

ゃないかと考えています。 

  砂浜に関して、その点はいいんですが、時代といたしまして、将来的にまた時代が戻るの

かということより、何せ今の若い方、日に焼けた中でやるよりか美肌、これがずっと続くじ

ゃないかと自分は考えておりますもんで、砂浜に対する効果というのは年々減少していくの

ではないかと考えています。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 観光課長。 

○観光商工課長（森田七徳君） ただいまの砂浜のお客様の減少の状況でございますが、手元

にあるデータですと、平成８年に７万5,100人だったものが昨年は7,305人と、ピーク時の10

分の１になってございます。最近の直近の３年間で見ても、平成28年は２万人、平成29年は

8,000人ということで、直近の３年間を見ても相当数、砂浜を訪れるお客さんは減っている

というような現状がございます。 

  御存じだと思いますが、今、熱川海岸のほうも台風の関係で堤防のほうを修理しておりま

す。私、観光商工課に来て９年ほどたちますが、この間に多分堤防の補修が現在４回目とな

っておりまして、熱川海岸の堤防を維持管理するのにも財政上、四苦八苦しているような状

況でございますので、そういった点も御理解いただきたいなというように思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５１分 

 

再開 午前１０時５１分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 熱川海岸の夏の数値がこれほど悪いというのは、私はにわかには信じ

られないですね。町長、美白がというお話をしましたけれども、多分この８年というのは東

日本大震災の関係もあって、やっぱり海が危険性があるということの中で乖離をしたのか、
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ちょっと８年がその当時かどうか分からないんですけれども、しかし熱川海岸に訪れる人た

ちは若者も散見をしますけれども、ほとんどがやっぱり家族連れ的な海水浴場になっている

のかなというふうに思うんですよ。 

  そんな中で、やっぱり子供が熱い夏、本当に最近は信じられないほど猛暑が続いている中、

うちの中で冷房の部屋の中に過ごすかといえば、本当に海へ行きたいという、そういう要望

の中で、まだまだ海の持つ魅力というのは本当にあるのかな、海水浴の魅力。というのは、

やっぱり都会辺りのプールだとかというのは本当に芋を洗うような状況で、盛況な状況とい

うのをテレビ等から見るんですけれども、そういう意味合いの中で砂浜の集客力というのは、

私はあるのかなというふうに思っています。 

  美白でやっぱりそういう夏の暑い日差しを避けてという考え方の方もいると思うんですけ

れども、一方でから、さっき言ったように、家族連れを中心としてファミリーの客層という

のも私はあるのかなというふうに思います。 

  熱川海岸の維持補修にすごいかかるということですから、町のほうにも御負担、心苦しく

思っているんですけれども、過去に熱川海岸も冬の間はゴロタ石の海岸だったんですよね。

夏近くというか春先から砂が押し寄せて、夏が砂浜化するということの中で、熱川温泉旅館

組合を中心として観光協会と、当初は自費で堤防延長していたんですね、だんだん。途中か

ら県の観光施設整備事業、こういう補助制度を使って延長して、今の現在、砂浜、１年中砂

が堆積するような状況になったんですよ。 

  じゃ、そうかといって片瀬温泉に地元負担を求めて、観光協会、旅館組合、できるかとい

うとこれは全く無理な話で、そうかといって、課長からもお話があったように、その後の維

持経費も含めてなかなか難しいという、財政上圧迫をするというふうなこともあると思うん

ですけれども、そうなってくると観光施設整備事業、町の負担もやっぱり大きいですので、

どうでしょう。災害が今、頻発をしていろんなところで陸の孤島化になるという危険性とい

うのを持っていると思うんですよ。その中で、片瀬の堤防を延長することによって、非常時

に災害というか脱出用の堤防として使えるかということの中で、防災関係だとか、そういう

ものの補助金をもらって実施をするという…… 

○議長（村木 脩君） 楠山議員、防災のほうにいくと通告外になってきますので、あくまで

観光のほうでやってください。 

○１番（楠山節雄君） はい、申し訳ありません。 

  そういう意味合いの中でも何か模索ができるのかなというふうに思いましたので、すみま
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せん、通告外でしたら申し訳ありませんけれども。 

  そんなことで、やっぱり熱川も過去にはゴロタの海岸が堤防を延長することによって砂浜

化になったという、そういうことで町長、どうでしょう、その辺は。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には確かに家族連れ、あると思いますよ。しかし、この夏の砂

浜で炎天下で歩けないのが現状ですよ、実際問題。私も１回、２回歩いて、とんでもない炎

天下の砂浜の暑さね。素肌じゃ歩けません。基本的には何かを履いていかなきゃ歩くしかな

いという中で、朝早くとか、そういうときは使い道があると思いますけれども、炎天下の中

じゃ家族連れという方も多分、厳しいのではないかと考えておりますので、私は、今後ます

ます砂浜に対する価値ですか、それはだんだん少なくなっていくのではないか。もちろん、

うちだけじゃなくて白浜も相当減っておりますし、現状、どこのビーチを、砂を見ても、全

国的に増えたということは聞いたことがありません。 

  確かに、いっとき東日本大震災の海離れがありました。その海離れがあった中でも、現状、

もう十何年たっている中、10年ぐらいたっているのかな、東日本大震災。そういう中で、今

言ったように、私もびっくりしましたが、これはみんな大学生がカウントしたんだから、こ

れ、間違いないと思います。その中で、私も7,000というのはびっくりしましたけれども、

その点まで減っているのかなというのを改めて実感した次第でございます。 

  砂浜はそういう考えございますし、今現在、ゴロタ石、砂で砂浜をつくったと。これはい

ろいろな中で砂を運んだのを聞いておりますし、またゴロタ石のところ、今は問題は、熱川

の場合はゴロタ石がまた出てきて海水浴に危ないという、そういうデメリットもあります。

それはやっぱり、せっかくつくってもそういうことが中であります。 

  第一に、これは本当に提案はいいと思う。しかし、やっぱり今現在、漁港として廃止する

方向で今度は町として、じゃやるという中で、県のほうにまた行ったときに、実際、現実問

題、費用とか、そういうこともやっておかないと。まず第一に、漁港を廃止する方向で県の

中でやるのは大変厳しいと考えております。やっぱりそれが第一番のネックじゃないかと思

いますし、そうなったら、仮に維持するというと、今度はいろいろ費用を検討しなければな

りません。これも莫大な費用がかかってくると思います。その中で今の優先順位という中で、

やっぱりこれにかけていくかということになるといろんな課題も出てきておりますもので、

一つの提案として、今回、受け止めさせていただきたいと考えております。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 県と話し合われる機会があるということですので、ぜひその辺も１回

確認をしていただきたいなと。多分、可能性とするとゼロにほとんど近いとは思いますけれ

ども、町が観光振興策をこんなことで考えているよみたいな話をぜひしていただきたいなと

いうふうに思います、提案、提言ですので。 

  以上をもって２問目を終了いたします。 

○議長（村木 脩君） 次に、第３問、市民農園の利活用についてを許します。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ３問目になります。 

  市民農園の利活用について。 

  日帰り型市民農園に空きが見られると認識していますが、以下についてお伺いをします。 

  現在、日帰り型の市民農園の利活用の状況はどのようになっていますか。 

  100％の利活用を目指すためにどのような取組を行ってきていますか。 

  ３点目、今後の見通しをどのように考えていますか。 

  ４点目、農業が健康効果として有効との調査結果が明らかになっていますが、市民農園の

活用を図るため、地域の医療機関に働きかけをするお考えはいかがでしょうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 第３問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 楠山議員の第３問、市民農園の利活用については４点からの質問です

ので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、現在の日帰り型の利用状況ですが、２月１日現在で50平方メート

ル24区画中、19区画。40平方メートル26区画中、16区画の利用があります。 

  ２点目についてですが、利用者の募集につきましては、町のホームページを核にし、イン

ターネット上でＰＲしているものと、紙媒体といたしまして専門雑誌への掲載やポスターの

張り出し、チラシの配布、また伊豆新聞への掲載などを行っております。利用者の皆様にも

口コミ等、案内を広げていただくようお願いもしております。 
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  ３点目についてですが、現在、利用者の皆さんのほとんどの方が継続して利用していただ

いており、また共同で２区画目の契約をしていただくなど需要の継続性は確保されていると

思いますが、今後、急激に利用者が増えるとも思われません。来年度、５年目を迎えますが、

連作障害の解消等が必要となってきますので、70％の利用率を確保しながら、現有利用の区

画の土壌再生等をやって空き区画をうまく利用していきたいと思っております。 

  ４点目についてですが、現在のところ地域の医療機関に働きかける考えはありません。ま

た、先月開催されました市民農園の運営協議会の中でも同様の考えであったと聞いておりま

す。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 今、２月１日現在の活用状況、50平米が24のうち19が埋まっている。

40平米が26のうち16、少し空きが見られる状況ですね。当初から、やっぱりこの日帰り型農

園というのは厳しくなっていくんじゃないかなというふうに予想がされていまして、携われ

る委員さんあたりの認識も同様だったとは思います。 

  そんな中で滞在型を建設した。そのことによって定員がもう満杯の状況ということで、今

現在は人気の状況にあります。たしか１区画60万だったと思うんですけれども、年間。10区

画で600万。市民農園をいろいろな方にサポートしてもらったりして、運営をしていくのに

やっぱりお金がかかる中で、日帰り型だと町の税金、本当にほとんど持ち出しの状況なんで

すけれども、滞在型があることによって市民農園の運営が健全化状況にあるということなん

ですね。 

  ただ、滞在型が未来永劫に100％全部入るという保証もやっぱりないわけなんですよね。

空きがあるというところも聞いておりますので、東伊豆町はやっぱり海が見えたり、１年中

耕作ができたり、あるいは露天風呂みたいなものも半額ぐらいでから使用できるという、何

かそんないろんな特典があって、魅力ある市民農園には間違いないと思うんですけれども、

そうはいっても、例えばこの辺の状況が悪くなったときに、やっぱり日帰り型もそこをフォ

ローしなければならないという、そこのことを考えると、町長、考え方ないよということな

んですけれども、その辺を模索していかなければ100％に近い数字を目指すというのは、や

っぱり無理じゃないかなというふうに思っているんですね。その辺はどうなんでしょう。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 市民農園の現状、楠山議員が言われたとおりで、当然、日帰り型だけ
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では市民農園は成り立たないという中で今、ラウベやっている中で収支がプラスにいってお

ります。これは、楠山議員も協議会の中に入って理解していると思います。今、起債をやっ

ております、借りております。その起債を返すと完全にもうかる、もうかるのは５年後だと

自分は考えています、計算上。 

  それで、５年後がある程度なった中で利益が本当の利益になってくると考えており、起債

を考えなければ当然プラスになっておりますけれども、起債の返還を考えれば、５年後あた

りから本当のプラスの市民農園になってくると思います。 

  それで、市民農園は本当は基本的には日帰り型100％が、実情で、壇上で言ったように５

年たつと連作障害が出てくるのは聞いております。そういう中で、いろいろ計算した中で担

当のほうが70％が妥当じゃないかという中で、100％になるとやっぱり将来のことを考えた

中で、ある程度の空きは必要じゃないかと、今、自分自身の頭の中でありますもんで、取り

あえず壇上で言ったように70％を目指すようにやっていきたい。当然、将来的には地域の医

療、これも考えていかなければならなくなる。 

  今、国のほうも農福連携といっております。やっぱり農業と福祉の関係でして、これはど

んどんやりなさいと。その中で、今、取りあえず福祉センターのほうが市民農園を借りた中

で、農福といっていいか、そこでやっておりますもんで、これまたさらに一歩進めた中、将

来的には医療との関係。また協議会がありますもんで、その辺のところまた十分連携しなが

らやっていきたい、そう考えておりますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 本当は冒頭に申し上げなければならなかったと思うんですけれども、

市民農園の選出議員として、こういう質問はいかがかというふうに思う人もいるかも分かり

ませんけれども、やっぱり今の市民農園の現状というのを町民の方にも広く知っていただく、

どういうところに問題があるのかもやっぱり考えていただきたいと。そういうことで、今回

質問させていただきましたので、御容赦をいただきたいなと思います。 

  町長、参考資料として、全国農業新聞のコピーをお手元のほうに配付をさせていただいて

あります。この中で、傍線引いてあると思うんですけれども、農業者の平均寿命が非農業者

より、男性で8.2歳、8.2歳ですよ。女性でも1.6歳長い。さらに75歳以上の高齢者の医療費、

これも農業者のほうが３割少ない。こういうことが研究のデータとしてから明らかになって
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いるんですよ。この数字を、町長、どういうふうに考えますか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この数字は大変すばらしいと考えております、数字を見る限りは。し

かし、やっぱり当然、県や国のほうはまず農福をやりなさいといっております。農福連携と

なっております。これは、基本的には農家と連携した中で福祉をやるということでございま

す。 

  市民農園におきましては、取りあえず健康づくりのほうでは福祉のほうと一生懸命やって

おりますもんで、それを見た中、それと並行してやればいいかなと。これは、もうちょっと

検討させていただきたいと考えています。このデータを見る限りはすばらしいと思いますも

んで、そういうことが見た感想でございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 先ほど町長の答弁のほうにありましたように、保健センタ

ーのほうで今現在、１事業持ちまして、精神デイサービスという形で、心の安定を図るとい

うようなことで、自然と触れ合いながらということで事業をさせていただいております。２

週間に１回のペースということでちょっとやっているもんですから、その間の畑の維持とか、

そういう面ではまだいろいろ考えなければならないところがあるということと、それから高

齢者の部分につきましては、非常に今、暑さ、夏期だけでない部分の中の暑さということで、

その部分の健康の管理とか、そういう面がいろいろ検討しなければならないということで、

高齢者のほうの農園を利用しての事業についてはまだ着手をしていない状況ですけれども、

今後そういう部分も、当然、今、こういう新聞の記事にもありますように、健康的な部分で

健康寿命を図れるというようなことも言われておりますので、考えていきたいというふうに

考えております。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 今、健康づくり課長からも、まさにそのことを私が言おうとしていた

こと。確か暑さ対策も含めて、そこでお世話をするスタッフ、人的な部分だと思うんですけ

れども、そういうのがやっぱり福祉関係についてもぎりぎりのスタッフの中でやっている中

で、困難性というのはやっぱりあると思うんですけれども、新聞の数字を見て、農業者、非

農業者の平均寿命が8.2歳、女性は1.6歳なんだけれども、それにしてもやっぱり、私は驚異
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的な数字だなというふうに思っております。 

  町長からもお話があったように、今回は医療機関との提携みたいな形の中で提案をさせて

いただいてありますけれども、例えばデイサービスだとか、そういうやっている福祉施設な

んかも、やっぱり健常者の方はいると思うんですよ。認知症じゃありませんけれども、そう

いうものの防止だとかという、健康的なものももちろんそうなんですけれども、様々な効果

が私は期待できるんじゃないかなというふうに思っていますので、医療機関に投げかけてか

らのほうが組織とした手っ取り早く動けるのかな。日帰り型農園も区画も１区画じゃなくて、

もっとたくさんの区画が必要だよという、そういう可能性もあるということを考えたら、こ

の辺のものを健康づくり課長ともやっぱり話をして、その辺を推進していただきたいなとい

うふうに思っています。その辺はどんなでしょうか、再度お聞かせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） これを見る限りすばらしいカウントと言いました。それで、福祉セン

ターが取りあえず農福のほうで頑張っておりますもんで、またスタッフを見た中で、これは

連携していきたい。やっぱり職員の過度なことになると大変でございますから、それを検討

しながら、また病院のほうにもこういうことが議会から提案されたもんでいかがなもんでし

ょう、これを投げかけてもいいと考えております。ひとつ提案されたということの中で検討

させていただきたいと思いますもんで、よろしくお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） いろいろ自分も含めての健康の高まりみたいなものをやっぱり考える

ときに、こういうこと必要じゃないかなというのが根底にあると同時に、市民農園を健全に

運営していく、そこもやっぱり大きな目的の一つになるのかなと。 

  町長、70％という数字を先ほど申し上げましたけれども、私はやっぱり、これは極力

100％に目指す取り組みをすべきだなと。過去に私も協議会の役員というか委員として、い

ろいろな会議の中で参加をさせていただいた中でいろんな努力をしているんですね。さっき、

いろいろポスターだとか、チラシだとか、新聞だとか、ホームページだとかというお話も承

りましたけれども、一つには職員がコンビニですとか飲食店だとか、伊東を中心にそういう

ところに足を運んで、お願いしますということでポスターだとか貼ってもらって推進を図ろ
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うとした、そういう努力というのも本当に見えますし、聞いていますし、そういうことを考

えたら、やっぱりこれは100％に近づける、いろんなことを、私も委員としてこの辺の投げ

かけは過去にもさせていただいたんですけれども、その辺をぜひ健康づくりの観点も含めて、

連携をしながらやっていただけるとありがたいないうふうに思いますけれども。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、私も限りない100％、これは実は考えております。これを打合

せしたときに、連作障害とかいろいろな中で、基本的には70％が妥当ではないかと。当然、

これからある程度オーバーしてもそれはいいと思いますので、基本的にはなる。 

  当然、楠山議員が言ったように、数限りなく多くやれば大変理想でございますが、いざ５

年、連作障害が起きまして、その方がやりたいという中で、代替地がなければやっぱりその

市民農園をやっていく方に申し訳ないと考えております。連作障害を考えた中で区画が一番

最大限どのぐらい活用できるのか、これはまた再度、検討しなければならないとか思います

けれども、当然、打合せの中では70％という数字が出ましたもので、一応70％と言わせても

らいましたけれども、これもまた連作障害を考えた中での努力は大変いいことでございます

から、それでまた検討していきたい。 

  それで、医療との関係。これはやっぱり当然考えていかなければならないと考えておりま

すもんで、これはうちの町にも民間がありますもんで、その辺、こういうことが提案された

のでどんなもんでしょうかねと、また投げかけていきたいと思いますので、その辺また御理

解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 最後になりますけれども、連作障害も含めて、スタートしてまだそれ

ほどたってない中で、いろんな課題もあると思うんですよ。ですけれども、それは、今回は

連作障害の講習会みたいなものも実施をするというふうに担当課から伺っておりますので、

県の職員が来て、そういう講習会もやっていきましょうということで、連作障害は当初から

予想をされていた問題じゃなかったかなとは思いますけれども、これからやっぱりいい点は

どんどん推進をして、悪い点は改善をしていって、市民農園が自前で、そこで運営できるよ

うな、日帰り型農園、滞在型もそうなんですけれども、その辺の拡充を図る方策をぜひ考え

ていただきたいなというふうに思って、終わります。 
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○議長（村木 脩君） 答弁はよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 以上で、１番、楠山議員の質問を終結します。 

  この際、11時30分まで休憩とします。 

 

休憩 午前１１時１８分 

 

再開 午前１１時３０分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 鈴 木   勉 君 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員の第１問、町営風力発電の今後についてを許します。 

  12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 皆様、おはようございます。 

  新型コロナウイルスの対策には十分配慮をいただきまして、お元気でお過ごしをいただき

たいと思っております。 

  それでは、町営風力発電の今後についてをお伺いいたします。 

  全国どこの自治体でも少子高齢化が進み、人口減少をはじめ多くの課題があり、将来に備

えて行財政改革に取り組み始めている。町の風力発電所は耐用年数が過ぎ、３基のうち稼働

しているのは１基だけになっている。そこで以下の点について伺います。 

  １点目、維持管理費は３基で年間どれぐらいかかるのか。 

  ２点目、平成30年度の純利益はどれぐらいあったのか。 

  ３点目、撤去費用は３基でどれぐらいかかるのか。 

  ４点目、民間業者に継承すべきだと思うが、町の考えは。 

  答弁のほどをよろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 
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  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 鈴木議員の第１問、町営風力発電の今後については４点からの質問で

すので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、維持管理費の平成30年度決算額は３基で年間2,129万336円となり

ます。主に修繕料によりまして、年度ごとに増減はあります。平成26年度から平成30年度の

５か年平均額は2,481万9,348円となっております。 

  次に、２点目ですが、平成30年度の営業収益は1,595万7,810円で、営業費用は2,129万336

円です。営業収益から営業費用を差し引いた平成30年度の営業利益は、マイナスの533万

2,526円となっております。 

  次に、３点目についてですが、風車の解体費用につきましては、これまで３社に見積り依

頼を行いました。この見積りは、大型クレーンを使用した一般的な解体の見積りとなってお

ります。しかしながら、当町の風力発電所は大型クレーンを使用せず、特殊な工法にて建設

いたしたため、一般的な解体方法は当てはまらず、参考程度の情報となります。 

  現在、当町の風力発電所を建設した業者へ、当町風力発電所に適した解体方法による見積

り依頼を行っているところであります。なお、参考になりますが、これまで３社から提出の

あった見積額は税込みで4,840万円から6,640万円となっております。 

  次に、４点目についてですが、事業継承の検討を行っている民間会社の騒音等調査結果に

よりまして、近隣の地元関係者の皆様から同意を得ることができれば民間事業者に事業継承

していきたいと考えております。理由といたしましては、継承事業で現風車が解体され、町

の負担がなくなるなどの財政的な面、また環境教育、または視察者受入れなどによるもので

あります。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 答弁ありがとうございました。 

  町長、ちょっと確認だけれども、先ほどの令和２年度の町政運営に関する施政方針の中で

も、当町の経済動向については少子高齢化や厳しい経済環境に置かれ、税収の落ち込みが激

しく、町の活力そのものが失われ、様々な面でも大きな影響が出てくるという危惧を述べて

いるわけなんですよね。 

  そういう中で、さらなる行政改革のスタートの年に令和２年度を位置づけ、スピード感を
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持って改革に取り組みたいという、このことについてはもう一度、再度確認しますけれども、

町長の気持ちはこういう形の中で揺るぎないわけですよね。どうぞ、所信を。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、行政報告施政方針の中で述べたことは全く私の揺るぎないもの

でございまして、財政状況も年々ますます厳しくなっておりますもんで、また令和２年の行

政改革のスタートの年に改めてここはやっていきたいと考えて、これは揺るぎないものと思

っていただいて結構でございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） そこで、町長に一つ進言したいのはこの風力発電機のことなんです

よね。この風力発電については、先ほどの答弁の中でも、なかなか維持管理費も二千数百万

もかかるし、30年度の１基で働いてくれたお金が、３基分の経費を引くと533万円のマイナ

スが出ていますよとかいうのが今、話の中にあったわけなんですけれども、こういうものを

私は見過ごしていくというのは、一議員としても、やはり町に強くこれは要望をしていかな

ければいけないのかなと思っているわけなんですよね。 

  町長が今言われたみたいに、スピード感を持って行政の改革をしていきたいんだという、

その一環として行政の改革するという形は、今、諸問題もありますけれども、町民にとりま

しては住民サービスの低下が起きたりする、様々な不便が発症するとかという形があるわけ

なんですけれども、そういう中でこういう一つの風力発電、こういう一つのものもやはりき

っちりと整理していかなければ、町民の皆さんに説得力がないんじゃないかなと私は思うわ

けなんですよね。 

  それで、この風力発電も、私も議員になりましてできたものですから、17年間働いてくれ

て、本当に今までこの風力発電で、言葉が正しいかどうか分からないんですけれども、風力

発電で得たお金は結構、町民の皆さんのために私はお使いになったんじゃないかなと思って

いるわけなんですけれども、今、17年働いてくれてありがとう、もう休んでいいよ、そうい

う時期じゃないかなと私は思っておるわけでございます。 

  数字的なものが、そこに今、町長の答弁の中にもあったような気がするわけなんですけれ

ども、それでこの時期が来たんだ、こういう私は考え方でいるんですけれども、町長はどう

でしょうか。継続についてじゃなくて、今の３基を全ておやめになるという、そういう考え
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方はありますか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 町といたしましては、基本的にはまず近隣の住民の同意、基本的には

ひとつの保育園とか動物園があります。そういうのがあります。それのまず同意を得られな

ければ、これは絶対もって駄目ですよとは言っております。そういう中で、やっぱり町とい

たしましても、以前からエコリゾートタウンという名前を出している中で、風力関係、これ

は一つの町のシンボルとなっております。 

  その中で、町としては継続してやっていきたいんですけれども、基本的には何回も言った

ように、近隣の同意、これが必要なきゃ動くことはできない。そういう中で、１事業が機械

のほうも知っておりますけれども、１事業が来まして、これを承継してやっていきたいと言

っております。 

  その中で、この３月議会中はある程度、途中経過を報告したいと思いましたけれども、今、

また新型コロナが出ましたもんで、４月になりましたら議会のほうへそろえ、ある程度の途

中経過を知らしめていきたいと考えております。 

  町といたしましても、そういうことを何回も言ったように、この風車に対しましては、鈴

木議員が言ったように、子供たちに対する教育、アースキッズといいまして、地球環境に対

する勉強もさせまして、太陽光におきましても、太陽光の一部を補助にも使いましたもので、

その中で３基の町営風車は町のいろんな面で考えて、本当に今までありがとうございました

という中で、基本的には町といたしましては、撤去費もいろんな中で4,800万から6,600万か

かります。これは最低でも、特殊で建たりましたもんで、私はこの倍はかかるじゃないかと

考えております。仮に5,000万としても１億ぐらいはいくんじゃないか、これ仮定の話で、

実際まだ出てきておりません。今現在、これが駄目になった場合、町の負担といたしまして、

これは大変厳しい状況になってきておりますもんで、できれば事業者に継続してやってもら

いたいなというのは町の考えでございます。 

  その中で、いろいろな問題がある中で、事業者についてはクリアする方向で今、努力して

おりますもんで、できれば町といたしましては、行革また財政が大変厳しい中で、自分とし

ても最低6,000万近くかかると壇上で言いました。5,000万から6,000万、やっぱりこのぐら

いを一般財源で取り壊すとなると、これに対して町民に対するいろんな面で問題になってき

ますもんで、できれば町としては事業を継承していただきたい、そういう考えでございます。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 今のお話を聞いても、なかなか大変だなという形はあるんですけれ

ども、今、３基あったものが２基故障して、１基で稼働してくれていて、それで３基分の経

費だとかいろいろ引くと、先ほど言ったみたいに500万の赤字が出るよという話。それが全

て、今残っている１基も故障したら、これは相当の費用負担が発生する。約2,000万ぐらい

の年間、維持経費がかかるんですか。それを、もし今おやめになるんだったら先ほどの数字

で済むんですけれども、これが３基とも故障して１年たつ、２年たつ、３年たつと放置すれ

ば、非常に大きな金額になってくるのではないかなと私は思うわけなんですよね。 

  できれば、私は今、あそこを撤去する方策を考えていくべきじゃないかなと思うんですね。

そういう中では、その方策としては、いろいろと私たちも委員会なんかでもお聞きしている

んですけれども、民間企業の方たちのほうにあそこを継承していく。私はこの方法というも

のを大事にすべきだろうと思うわけなんですよね。 

  そこで、一番大事なことなんですけれども、民間企業が継続していくためには、今、どの

ような問題点が起きているのかな。環境アセスの調査の結果とかいろいろな問題点があって、

そこに住む住民の方たちとか、そこに現存するアニマルの動物園ですか。そういう施設が今、

民間企業に継承したときにはどういう問題が起きるのかなとかという形あろうかと思うんだ

けれども、そういう問題についても何か解決策が、私はあるような気がするんですけれども、

そこら辺の話し合いというのは進んでいないんですかね、どうなんですか。民間企業のほう

に町は継承するという過程の中で、民間企業との話し合いは進んでいないんですか。ちょっ

と答弁ができたら、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然です。言ったように、民間業者がやらないとなれば、これは１基

じゃ赤字ばかりでございますから、町は１基動いていてもすぐに撤去する方向でいきます。

そうしなければ町営風車に対する経費がどんどん累積していくばかりでございますもんで、

この話がたとえ仮に御破算になった場合は、町を一般財源を使った中でこれは撤去していく。

しかし、それはやっぱり最低でも5,000万近くの金がかかる。これは一般財源から出します

もんで、そうすると、これによって町民に対する福祉施策とかいろんな面でまた御不便をか

けるようなことを感じております。 

  そういうことで、町はできるだけ事業者に承継してもらった中で、町のデメリットはほと
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んどありませんもんで、その方向でやっている中で、事業者としては今、近隣の今言った動

物園、さらには子供を預かる場所、それと個人的にまだあると。話し合いをしていくという

ことは聞いております。その結果につきましては、ある程度、本当はこの３月にやりたかっ

たんですけれども、コロナのことが出ましたもんで、４月ごろにその辺の途中経過を皆さん

方に報告していきたいと考えています。 

  やっぱり、ここで町が一般財源として5,000万近く、それ以上の金をここに費やすとなる

と、町民に対して福祉でもどんどん遅れていきますもんで、やっぱり一つの行政改革の一環

としてこれはやっていただきたいなというのは、これは本音でございますけれども、これは

やっぱり最低住民というか近隣の住民が一番でございます。その中で、今、近隣の施設とか

と事業者は話し合いを進めていると聞いておりますもんで、その辺は御理解願いたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） ただいまの御質問の中で環境アセスの必要性の御質問があり

ましたが、環境影響調査につきましては、既に県のほうに判定を仰いでおります。以前にも

報告させていただいたと思うんですが、平成31年１月には環境影響調査について、第２種に

なるんですが、必要がないという判定をいただいております。ただし、騒音等の影響が懸念

されますので、企業につきましては自主アセスということで騒音調査等の調査を行っていま

して、現在、地元説明等に結びつけるような形で事業検証を行ってというのが実情となりま

す。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 先に、町長の答弁の中では撤去費用を一般財源で賄いたいという話

のようだったんだけれども、私なんかは議員としての役割としては、やはり町がどういう税

金の使い方をするのかというのを監視するのが僕たちの役目じゃないのかなと思っているん

ですよね。 

  そういう中で、この撤去費用に一般財源をそのまま、約6,000万、それを捻出するなんて

いうのは、私は自分個人としては賛成できるような金額じゃないなと思うわけですよね。で

きれば、こういう税金を使わないで撤去できる方法というものがないのかなと。そういう形
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の中でいくと、私はこの民間企業とちゃんと連携して、話し合って、問題点があれば解決し

て継承していただく。そうすれば一般財源から撤去費用を出さなくて済むのではないのかな

と私は思っているんですけれども、その考え方は間違っておりますかどうか、ちょっとただ

してきたいなと思っています。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的にはそういう考えで十分だと思います。そういう中で、町とい

たしましては、基本的には撤去費用が大変だから、一応民間事業の方に来ていただいた中で、

全てを含んだ中で民間事業が責任を持つと言っておりますので、民間事業者がやってくれれ

ば一般財源からの持ち出しはありません。 

  しかしながら、これがなくなった場合、やっぱり言ったように、これが未来に累積的に町

も圧迫するもんで、駄目になった場合はすぐ撤去しなければならないと町は考えています。

その中で、撤去するときは、やっぱり基本的には一般財源しかありませんもんで、その辺は

また議会の皆さんに御理解願いたいと思います。 

  だから、できれば町といたしましては、撤去費用も一切かからないですので、この会社が

一応全てをクリアした中、やってもらえば一番ベストだと町は考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） いろいろと町民の考え方の中ではあろうかと思うんだけれども、や

はり行政改革というのは無駄を省いて、スリムな形にして行政運営していきたいなという形

の中で、僕はあろうかと思うんですけれども、そういう中では、やはり撤去費用、これも出

さなくて済む方法があれば、私はその方法がベターじゃないかなと思うわけなんですよね。

そうすれば、私はそこで撤去費用というものが浮いたならば、ほかに行政サービスに使える

んじゃないのかな、そういう考え方の中でいるんですけれどもね。だから、そこら辺も、私

は民間企業に継承していくべきだろうなというのも個人としては強く思っているわけなんで

すけれども。 

  先ほどの課長の答弁ありがとうね。その中で、今、私が言ったみたいにアニマルだとか下

にある保育園、そこに通う人たちの、そういうことに対しては何か問題点がございますか。

民間からの声とかというのはあるんですか。町のほうには、そういう声届いていないんです

よね。 
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○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 理解いたしましたけれども、この辺、事業者が向こうへ行っている。

その事業者が町のほうに遺憾だとか、そういうことは一切ありません。聞いておりません。

それは事業者がどういうような説明しているか分かりませんけれども、近隣の事業者のほう

から町に対して意見とか、そういうことは一切ありませんのが現状でございます。 

  その中で、本当は行革の一環としてといいますけれども、やっぱり基本的には一般財源か

ら持ち出すことは本当に大変厳しく、今ご説明あったように、この金はやっぱり住民のこと

やいろんな方面に使いたいですよ。しかし、これはあくまでも、それは近隣の住民の同意が

なきゃできないもんでございます。それで、県のほうの環境アセスはクリアしております。

だから、基本的にはそういう中で自主的に騒音をやっている中で、ある程度途中経過を報告

したいと言ってきましたけれども、基本的にはコロナがあるもんで、やっぱり町としてはそ

れに全力で取り組みたいという中で、４月に全協がありましたならば、その辺でまた皆さん

方に途中報告とか、そういうことはまた報告していきたい。そう考えておりますもんで、御

理解願いたい。事業者から町へのクレームは一切今のところございません。その辺は御理解

願いたい。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） 一番、私、大事なことだろうと思うんですよね。風力発電所が民間

のほうになると今の規模よりも大きくなるという、そういうお話的な内容は相当、町民の間

にも広まっているんじゃないかなと思っているわけなんですよね。そういう中で、声がある

人とない人もいろうかと思うんだろうけれども、そういう人たちにも私は配慮していくべき

だろうという点も考えますけれども、今、日本の国の国策としては自然エネルギー、再生エ

ネルギー、こういうものに力を入れて、化学的な発電をなるべく控えていきましょうという

のが一つの方向にあるわけなんですけれどもね。そういう中で、私は今度の町営の風力発電

をおやめになって、民間にそこを継承していただき、町の撤去費用、約6,000万からかかる

ような、また加工にかかればもっとお金がかかるのかも分からない。そういう大きな費用を

出さなくて済むような方法としては、私は民間企業に継承する、そういう方策をもっと打出

して、町民に問うべきだろうと思うわけなんですけれどもね。 

  町長の考え方を聞きたいんだけれども、町営という形になると、これは全て、全町民がそ
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こに関係するというものだろうと思うわけですよね。ですから、これを撤去するのも撤去し

ないのも、やはり町民の意向というものも必要だろうと思うし、そこに撤去する費用が今の

金額でいくと約6,000万ぐらい。これをかけて撤去するほうがいいなのか、いろいろな問題

点を解決することができて民間企業に継承していって、町が撤去費用5,000万もかけなくて

も撤去する方法があればいかがなもんでしょうかというものを、僕は回覧板か何かで町民に

意向調査というものをしてみたらどうかなと思うんだけれども、町長、首振らないで、ちょ

っと答弁お願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 町といたしましては意向調査をするつもりはございません。しかしな

がら、町営風車、今まで町独自でやった、その経営には参加いたしますけれども、何回も言

ったように、この風車は民間事業がやった中、町が経営に参加しても、町は赤字補塡とか一

切しないということだけは御理解願いたいと。あくまで町も経営の一角には関わります。し

かしながら、今までかかった費用、一切それは民間があれします。 

  それで、また本当はこの３月に議会のほうに説明したかったんですが、何かその辺が理解

できないもんで、皆さん方。あくまでも町は共同経営、参加いたしますけれども、一切それ

に対する運転資金とか、そういうことは一切関わりませんし、ある程度出資金というのはや

っていけば、撤去費用も一切、町には面倒をかけないで、全てこの民間事業がやりますと言

っておりますもんで、町としても大変ありがたい話でございます。 

  それと、このところが撤退した中で、この風車、これからお荷物になってくると考えてお

りますので、これは一刻も早く撤去をしたいというのが町の考えでございます。そうなると、

やっぱり一般財源から、言ったように5,000万円以上のお金をかけたなら、それによってま

た福祉のほうに補填することを考えられますもんで、できればいろんなことをクリアした中

で、やっぱりこれは民間事業者にやっていただきたいというのが、これは町の希望でござい

ますもんで、その辺は御理解願いたいと思います。 

  住民に対するアンケートとか、そういうことは一切考えておりませんもんで、その辺は御

理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） こういうのは、そういう話の中でやる、やらない、撤去する、撤去



－44－ 

しない、誰がお金出すのかなという形があるんだけれども、町がこの事業から手を引くとい

う形は、私は先ほどの経費の問題もあろうかと思うし、これに職員がこの風力発電に関与し

て事務的なものもしていかなければならない。そういうものも、私は撤去することによって

はしなくても済むような形になろうかなと思っておるわけなんですよね。 

  それも一つの私は行改だろうと思うわけなんですけれども、だから、先ほども言ったみた

いに問題点があるならばその問題点を解決し、いろいろな皆さんともちゃんと話し合ったり

して、丁寧な説明もしていったりしながら、私は民間企業に継承して、町の負担をゼロにす

るという、撤去費用も出さなくて済むような、そういう形を私は推進していっていただきた

いなと思いながら終了します。ありがとうございます。 

○議長（村木 脩君） 答弁はよろしいですか、答弁。 

（「いいじゃないですか、ありがとうございます」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 以上で鈴木議員の一般質問を終結します。 

  この際、午後１時まで休憩とします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 栗 原 京 子 君 

○議長（村木 脩君） 午前に引き続き、一般質問を行います。 

  ５番、栗原議員より一般質問で掲示板の使用の申し出がありましたので、これを許可しま

す。 

  ５番、栗原議員の第１問、お悔やみコーナーの設置についてを許します。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） こんにちは。今回、私からは２問について通告を出させていただきま
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した。 

  それでは、１問目、お悔やみコーナーの設置についてから、よろしくお願いいたします。 

  お悔やみコーナーの設置について。 

  家族が亡くなった後、悲しみの中、遺族は様々な手続をしなければなりません。中には、

２週間以内の届出が必要なものもあり、どのような手続が必要か、何を準備すればよいのか

分からない人も多く、また、書類の多さに苦労したという声も耳にします。役場内の手続の

簡略化を図り、市民サービスの向上に取り組む必要があると考え、次の点を伺います。 

  １、家族が亡くなった場合、平均して幾つの課でどのぐらいの届出が必要か。 

  ２、遺族が遠方に居住している場合の対応はどうなっているのか。 

  ３、どんな手続が必要で、何を準備すればよいかを事前に確認できるようお悔やみハンド

ブックを作成してはいかがか。 

  ４、手続に必要な申請書などを一括で作成するなどの窓口「お悔やみコーナー」の設置を

提案するが、町長のお考えは。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 栗原議員の第１問のお悔やみコーナーの設置については、４点からの

質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、まず、住民福祉課の窓口において、死亡の届出をしていた

だき、埋火葬許可証を発行いたします。通常に葬儀等終了後に、再度来庁いただき、各種届

出となります。健康づくり課にて、健康保険、介護保険、年金の届出を行っていただきます。

そのほか亡くなられた方の状況によりましては、住民福祉課にて障害関係、町営墓地の承継、

税務課には各種税金の関係、さらに水道課にて使用登録の変更等が必要となります。４課で

８業務の届出となります。 

  ２点目についてですが、遺族の方が遠方でどうしても手続のために来庁ができないような

場合には、郵送にて対応しております。 

  次、３点目についてですが、ハンドブックではありませんが、埋火葬許可証をお渡しする

際に、亡くなられた方の手続として、１点目でお答えしました届出を行う際に、どの課の何

番窓口で、どのような書類が必要かを記載した書面をお渡ししております。 

  ４点目についてですが、亡くなられた方の行政手続につきましては、一括で案内を行う窓
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口を設置する動きも広まっているということをお聞きしております。国におきましても、内

閣官房にて死亡または相続の手続についての検討が始まっております。国の動きにも注視い

たしまして、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 東伊豆町でも４課８業務についてのいろいろ届出が必要だということ

で、ハンドブックはないけれども、町としてもその説明の書面を渡しているという御答弁で

ありました。 

  これ、私、町の書面を見せていただいたんですけれども、詳しく、いろいろな、この課で

この届出をしてくださいという説明が書いてあったり、何が必要かというものもちょっと書

いてあったり、また、テレビ等で、ハイキャットなどで通知をしたい場合には、この書類に

出してください、大きな書類が一緒についていたりもしました。ただし、これ、これ以外に

も、例えば印鑑登録証とか、返納する場合とか、まだまだ必要な届出はあると思うんです。

確かに書いてはあるんですけれども、ちょっと分かりづらい部分もあるのかなというふうに

感じました。 

  また、その本当に届出というのは、人によって様々違います、皆さんが。基本なものは一

緒なんですけれども、介護を受けている人はこれ、福祉サービスを受けている人はこれとか、

いろいろな届出が人によって全く違うために、自分は一体、何を届けたらいいんだろう、そ

れにはどういうものが必要なのかなというのを分からなくて、本当に困った、また届出も多

くて、時間もかかって大変だったという声もたくさん聞かれます。 

  特に、高齢者の場合は一つ一つ、その課に行くたんびに名前と住所と生年月日と書いたり、

同じ作業を繰り返すということもかなり負担になってくるかとは思います。 

  これは、本当に高齢者にとって、また家族を亡くした遺族にとっては大変な負担になって

いるんじゃないかなと考えます。 

  これに対して、国のほうからもそういう意向があったという町長の御答弁でしたけれども、

町として、やっぱり自治体ごとにいろいろこのお悔やみの窓口、お悔やみコーナーをつくっ

て対応している自治体も多くて、町としてやっていく必要がある、これは手続の簡略化は考

えなくてはいけないかなと思うんですけれども、そこら辺は町長はどういうふうにお考えで

しょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 本当、亡くなられた方はを本当、亡くなった状況がまだ悲しみの中で

やるということは大変つらいことがあるとは考えております。そんなんで、町といたしまし

て、栗原議員が言ったように、このようなことでお知らせしていると。できれば、また担当

課におきましては、懇切丁寧に教えているということは伺っております。しかし、高齢者の

方も何枚も書くということは、また大変でございますもので、それは検討した中で高齢者の

方も簡単にできるような方向、どのような方向がいいか、またそれは検討していきたいと考

えております。何せ、まず、市独自でやっておるものという聞いており、藤枝市がやってい

る中、ちょっと見せてもらいました。ホームページの中のお悔やみの中でちょっとこういう

書類が必要と書いてありますので、その辺はすぐ対応できるなと考えております。なるべく

そのような方向で、亡くなった方の御遺族に対しまして、御苦労がなるべく少ないような方

向で、また町としても対応していきたい、そう考えますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） すみません、あと、遺族が遠方に住んでいる場合は郵送によるサービ

スを行っているというふうに、今、答弁をいただいたんですけれども、ちょっと詳しく伺い

たいんですが、これは事前に遠方に住む遺族に、あなたの場合はこれと、これと、これが必

要ですよみたいな通知というか、案内をしてからの郵送サービスになりますか。それとも、

遺族のほうからの届出をこちらで受理するという形だけのものなのか、そこら辺をちょっと

教えていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（村上則将君） それぞれ各課におきまして届出の様式は違うんですけれども、

どうしても死亡届は窓口で受け付けますけれども、その後、葬儀終了後に来ることができな

いという方につきましては、その書類を郵送して、記載をしてもらって送り返してもらうと

いう形をどの課も、各課とっているという話でございます。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ありがとうございます。やはり遠方に住む方はなかなか来庁がしづら

い状況であるので、落ちがあったり、また来なきゃいけなかったり、何度もそのやり取りを

何度かに分けたりするのは大変なので、１回で済むようにそこら辺の御案内をまたこれから
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もよろしくお願いしたいと思います。 

  また、先ほど、町長が簡略化できると考えるので、町としてもそういうふうにやっていき

たいということで、やっぱりそのためにはある程度、これは、京都府の城陽市というところ

で作った本当に一番わかりやすいと言われているおくやみハンドブックであります。これは

各課ごとに、いついつまでにこういう書類の提出が必要ですよという案内、また、高齢者の

場合はこれが必要、もし子供さんが亡くなった場合はこれが必要とか、項目ごとに分かれて

いて、そのときに必要なものが何と何が必要ですよというのも、全部説明されている状況な

んです。これを一番左側のところにチェック項目があって、亡くなって届出するときに、遺

族に対してそのお悔やみコーナーの担当の職員が、あなたはこれと、これと、これが必要と

いうものをチェックが入れられるようになっております。 

  町のハンドブックというか、この書面もあるんですけれども、ぜひ、こういう町民が見た

ときにとても分かりやすいようなものをまた改めてというか、新しく作っていただけたら、

より皆さん、分かりやすくて助かるんではないのかなと思うんですけれども、そこら辺を作

るお考えはいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、郵送の件ですけれども、これはもう一括して送ればいいことで

すから、各課がやるので、各課一括でなければ、そうすれば郵送料も助かりますもんで、そ

れは一括して今後、できればやっていきたい、そう考えています。それはまた、原課と相談

しながらいい方向でやっていきたいと。 

  これに関しましては、やっぱり、これを将来、そのハンドブックという名前かどうかわか

りませんけれども、これを改良した中でそれはチェックできるような方向でやっていければ

いいのかなとは考えております。これ、もうちょっと検討させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） この、今の町で使っている書面を改良して、やっていければいいとい

うことでしたが、確かにハンドブックというちゃんとしたものを作んなくてもいいと思うん

です。本当にホチキスどめの簡単なものでもいいと思うんですけれども、いかにも、これは

本当にちょっと分かりづらい、今使っているのは。そこら辺の改良をぜひ、町民の方が、高

齢者の人が見ても一発で分かるような、そういうものに、分かりやすいものに変えていただ
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けたらなというふうに思います。ちょっと手間がかかりますけれども、よろしくお願いいた

したいと思います。 

  また、窓口ですけれども、これ、実は最初にやり始めたのが別府市、別府市がこのおくや

み窓口というのをまず設置しました。これは若手の職員がもっと亡くなった遺族の方に対し

て、行政の縦割りによる窓口のたらい回しを防がなくてはならないと、体力的な、時間的な

負担も軽減させてあげなくてはいけないという若手職員からの提案だったそうであります。 

  別府市では死亡届がまず住民福祉課というか、うちでいえば、提出されると、各担当課と

死亡者データを共有するそうです。こういう方が亡くなりましたということで、各担当のほ

うに担当課のほうにデータがいくそうです。故人の手続の要不要、うちの課ではこの方はこ

れが必要というものをピックアップして、遺族が記載した入力シートも担当課と共有するこ

とで、各担当課で必要事項が記載された届出書類を作成、印刷し、事前準備を行うそうです。

これは、なので窓口に届出を来たときではなくて、死亡届が出された段階でその亡くなった

方に合った届出必要書類を事前に各課で作ってあげるという形です。 

  それを行うことによって、何度も何度も書類に名前とかを書く手間というか負担を減らし

てあげるということで行っているそうです。遺族が来庁したときには、各課をそれぞれの窓

口を、各課を回るのか、またそのおくやみコーナーというところに担当課に来てもらうのか

というのを選択できるシステムになっているそうです。届出は足の悪い高齢者の方なんかも

いらっしゃいますので、やっぱりそのコーナーに担当課が来てくれるというのはとても助か

るんではないかなというふうに思います。また、次は何課ですよ、何課ですよという案内だ

けではなくて、実際にそこの課に案内してあげる。 

  東伊豆の場合は本当に庁舎内、分かりやすいので、そこまでのことは必要ないかもしれま

せんけれども、例えば、健康づくり課に行って、次が税務課だったら、健康づくり課の担当

した方が「次はあそこの税務課ですよ」という一言、声をかけてあげるだけでも来た方にと

ってはとても分かりやすいのではないかなというふうに思います。 

  そういう方法を行って、いい取組ですので、今、各自治体に広がって国からもそういう方

向性を示されているということでありました。 

  今まで、置いてからトラブルというものはほとんどなくて、時間も３割から５割短縮でき

たそうであります。各窓口でも必要な手続の情報を事前に把握して準備できるために、各課

の職員の対応時間も約３割ほど短縮されるということで、ちょっとこれ、手間がかかって大

変なようなんですけれども、逆に事前に準備することで、負担はちょっと減らすことができ
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るということで、高額な予算も必要ないと思いますし、手間をかけて家族を亡くされた遺族

の心に寄り添ってあげれれば、また、負担を軽減できればということで、町としてもぜひ取

り組んでいただきたいと思いますし、やるんであれば、またこれ早急にこのお悔やみコーナ

ーを設置していただきたいなと思うんですけれども、いかがでしょうか、町長、お悔やみ窓

口コーナー、置けるかどうか、そこら辺の考えを聞きたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） お悔やみコーナーの、今のところ考えておりませんけれど、基本的に

来た方、高齢者も大変です。これは検討していく、やりやすいように。そういうのも、本当、

この庁舎内狭いもんですから、来た方に対しましては、この次はあそこです、これはちゃん

とやっていると考えております。 

  そういう中で、国の動向、本当、独自でやればいいんでしょう。とりあえず、ホームペー

ジ上、藤枝市ですか、一応、ホームページ、単にお悔やみにつきましてはこういうのが必要

ですよとか、そういうやつがあります。それはすぐできますことで、そういうことやってい

きたいと考えております。このお悔やみコーナーというのは、ちょっと担当と相談しながら、

できれば何と言っても来た方に対しまして、御苦労が少ないような方向でやって、対応して

いきたいと思いますもんで、それもちょっと即答はできませんもんで、検討させていただき

たいと思います。 

  以上です。 

○５番（栗原京子君） 終了です。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、旧大川小学校の利活用についてを許します。 

  ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） ２番目は、旧大川小学校の利活用についてをお聞きします。 

  大川小学校が閉校し、２年が経過します。これまで、一般質問で町のお考えをお聞きして

きましたが、現状は何も前に進んでいないように見受けられます。区民の中にも不満や諦め

の声が上がっています。校舎を使用しないことにより老朽化も進み、一日も早く利活用され

ることを望むところであります。 

  町長は以前、答弁の中で区からの考えを最優先とし、本年度中に利活用を決定するとされ

ましたが、区からの要望書が提出されたと伺っておりますし、町長が利活用を決定するとさ

れた今年度も残すところあとわずかになりました。現在、担当課を中心に町としてどのよう



－51－ 

な対応がなされているのか、以下の点を伺います。 

  １、昨年４月から、町と大川区との協議は何回開催されたか。また、協議内容、町として

の対応は。 

  ２、人口減少・高齢化が進む中、旧大川小学校の施設全てを区が指定管理で行っていくに

は、区の負担は大きなものと考えます。町としてどのような支援をお考えか。 

  ３、町長は以前、旧大川小学校は防災面でも大きな役割を担っており、町道から直接進入

できるよう道路の拡幅が今後の利活用の上で重要だと答弁されましたが、道路拡幅の進捗状

況は。 

  ４、防災面での活用となると、昨年の台風被害の経験から、停電時の電源の確保が重要と

考えるが、対策はどのようにお考えか。 

  ５、仮に、個人や事業者に貸す場合、空調設備の整備や光熱費などはどのようにしていく

お考えか。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 栗原議員の第２問、旧大川小学校施設の利活用については５点からの

質問となっておりますので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、昨年４月から、町と大川区との協議は複数回行っておりますが、

旧大川小学校の利活用について協議してまいりました。大川区より、旧大川小学校を公民館

として利用したい旨の申し入れがあり、施設を維持管理するための経費助成を検討するよう

要望がございました。 

  町といたしましては、旧大川小学校を大川区の公民館のみの使用といたしますと空きスペ

ースが生じることから、公民館以外のフロア利活用について検討してまいりました。複合施

設として利用することにより、維持管理費の負担の考え方が大きく変わるため、複合施設と

しての利用が決まりましたら、大川区と維持管理費の負担を協議してまいりたいと考えてお

ります。 

  なお、公民館の利用箇所以外の旧大川小学校の利活用につきましては、部分的に公民館と

して使用すること、災害時におきましては広域避難場所となることの条件を承諾した者につ

いて、地域の活性化、地域コミュニティの形成に主眼を置き、検討を重ねてまいっておりま
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す。 

  次に、２点目についてですが、旧大川小学校の維持管理費を大川区のみで行いますと、負

担が大きいものとなってしまいます。１点目で答弁いたしましたように複合施設として利活

用することによりまして、施設維持管理費負担が軽減されるものと考えております。 

  次に、３点目についてですが、町道からの直接進入するための道路の拡幅は、防災面から

重要であると考えております。なお、今後の施設の利活用方法によっては、道路拡幅の考え

方、方法も変わる可能性もございますので、施設の利活用とともに道路の拡幅も検討してい

きたいと考えております。なお、拡幅として検討される土地につきましては、大川区長に土

地所有者並びに土地使用の考え方について調査をしていただいております。 

  次に、４点目についてですが、非常電源の確保につきましては、自稼働発電機、太陽光発

電機もしくはポータブル発電機が考えられます。このうち、自稼働発電機、ポータブル発電

機につきましては、県の緊急地震・津波対策減災交付金の３分の１を活用できます。 

  災害時だけでなく、今後、大川区におきましては公民館、また地域コミュニティセンター

として活用していくとなれば、片瀬地区防災センターと同様に、維持管理におけます電気料

金等の負担軽減を考えますと、太陽光発電機とポータブル発電機を併用した対策が有効と考

えておりますが、太陽光発電機につきましては、どのような補助制度が活用できるか確認す

る必要があり、今後、検討が必要となりますので、御理解をお願いいたします。 

  次に、５点目についてですが、利用者との協議となりますが、基本的には施設使用者が新

たな設備の整備を行い、光熱水費を負担するものと考えております。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） この区との協議が昨年から複数回行っているという御答弁だったんで

すけれども、ちょっと私が聞いた話では２月27日の日に区の役員２名と町とで初めて、第１

回目の話合いが持たれたというふうに聞いております。区長さんと個人的にお話をされたの

か、または区との協議だったのか、そこら辺をちょっとお答えいただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） 先月、大川区と協議をさせていただいたんですが、そのとき

には、ちょっと御不幸もありまして、副区長さんほか２名の役員と協議をさせていただいて

おります。 

  今、第１回目というお話を伺ったんですが、協議という規定がちょっとどこまでかという



－53－ 

のが分からないんですが、昨年４月と８月にも複数の役員様と話合いを持たせていただいて

おります。 

  また、区長さんとは、区長さん、役場に来る機会多いので、来た機会にいろいろお話合い

はさせていただいている内容となっております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まずは大川区長さん、本当に、先日お亡くなりになられまして、本当

に大川区のために一生懸命やっていただいて、心より感謝を申し上げ、また心より御冥福を

お祈り申し上げたいと思います。 

  それで、担当課が言いましたけれども、私には直接、個人的に、やっぱり維持管理の面で

大変負担があるもんで、町としてその維持管理をなんとか軽減するとか、それを何とかして

くれないかということを会うたびに再三言われておりますので、それは御理解願いたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 役員の方と何回か協議をされたというお話でしたけれども、やはり正

式に区と町との協議という形では２月27日が初めてだったのではないかなというふうに思い

ます。町長はずっと、昨年の３月の私の質問に対しても、町と３月いっぱいは区からの要望

を待って、ないようであれば今年度中に町としての使い道を決定していくという御答弁であ

りましたけれども、その後、町、区との話合いも持たれず、また、今年度ももう、残り僅か

となりましたけれども、相変わらず学校の使用方法が決定されていないということに対して、

どういうお考えなのかをちょっと聞かせていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この点につきましては、ある程度、方向性は決まっております。まず、   

大川区とのちゃんとした正式には言っておりませんもんで、この議会上では答弁は差し控え

たいと思いますけれども、ある程度の方向性は決まった中で、新年度からはこの線に沿って

やっていきたい。令和２年度はある程度、この方向でやっていきたいとは考えている。あと、

区のほうにこの一旦相談、オーケーが出れば、基本的には公民館以外は、ほかのところは町

の考えたことでやってくれと言われておりますもんで、それはあと方向性が出ておりますの
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で、これは区の言った中で、また議会のほうに説明していきたいと思います。その辺は御理

解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 複合施設についてなんですけれども、現在、町が利用者の選定を行っ

ているように見えますけれども、例えば、大川区がその公民館として指定管理者となった場

合でも、町が利用者の募集とか決定、また利用料などの決定をしていくのか、また、利用者

と指定管理者の関係がどうなっていくのか、ちょっと複雑になってしまうんじゃないかなと

いうふうにも思いますし、また、まずずっと町長が答弁されているように、まずは大川区の

意向を踏まえた上で、町がその意向に対してきちんとした対応を、考えを示した上で、複合

施設の利用を考えて話を進めていくのが本来の進め方ではないのかなと思いますが、そこら

辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、大川区からも再三再四、公民館等の活用はしたい、これでやっ

ていきたい。しかし、そのあと、区のほうから差し迫って、あとは町にお任せしますよと、

区長が言っておりましたもんで、そういう中で現在進めているのが現状でございます。その

指定管理の問題が出てきます。ただし、基本的には壇上でも言ったように、あくまで防災面

の機能もありますもんで、そこのお借りする方におきましても、いざ災害が起きた場合は、

もうそこは無料で開放していただきまして、そこが１つの広域避難場所になること、これを

前提とした中でやっております。 

  そういうことで、町がやっているところにおきましては、それもある程度クリアした中で

もやっておりますもんで、近々、このことに関しましては、大川区のほうに御理解いただい

た中でやっていきたい、そして、その辺、また指定管理との関連性もまた引き続き、その中

で検討していきたいと考えておりますもので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） また、先ほど、町長は答弁の中で、区長さんが本当にお会いするたび

に、その維持管理へのことを気にかけて悩んでいらっしゃったということで、私もたびたび
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直接ではないんですけれども、例えば大川区のイベントなんかで区長さんとお会いすると、

こういうところが問題なんだよなということで悩みをお話しされていました。 

  なので、なおさら早い段階で区長さんにその町としての姿勢、これからどうやっていくの

かという提示をしていただけたらなと思っています。そこは本当に残念に思っております。 

  また、町としての支援として、先ほどあったように、これ大川区がやっていく上で維持管

理料というのは大変な問題になっています。また、大川区もほかの地域もそうですけれども、

人口減少で区費とかが減ってきているので、収入もなくて厳しいところでありますけれども、

先ほど町としての支援をどういうものを考えているかという具体的な、ちょっと答弁がいた

だけなかったものですから、そこら辺をできたら具体的に、この程度はというものをお示し

いただけたらなというふうに思います。これは維持管理に要する経費の助成だけなのか、ま

たそのほかにもいろいろな支援を考えていらっしゃるのか、また建物の保険とか、改修はこ

れ町の財産になりますので、そこら辺は町が負担ということでよろしいのか、そこら辺の確

認もしたいですし、また、現在使っている公民館も、あれ、かなり建物が古いのでアスベス

トが含まれた建材が出てくる可能性が非常に高いと思います。取り壊しにも相当な額が見込

まれると思うんですけれども、そのあたりの支援もしていただくおつもりがあるのかどうか、

そこら辺もできたら併せて、具体的にお聞きできたらと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まずは、今使っている公民館、これも区長から再三再四、これ大川区

長ができればこれはもう解体したいということを言われて、それを何とか助成願いたいとい

うことを言われております。その点、町としては大変厳しいようなことを言って、区長さん

に言っています。基本的に、あの建物がいろいろな面で、ちょっといろんな条件があって、

あれ町の建物じゃないようなことも、ちょっとこれはちゃんと、後から正式に、あやふやな

ことは言いませんけれども、当然、現状ではなかなか今の公民館を壊すときの助成は厳しい

ということだけは亡くなった区長さんには言っております。 

  本当、今の区長さんがある程度のそういった方向性が分かればよかった。本当にこの辺は

区長さんに申し訳ないなと感じています。区長さんが亡くなってから後、話がとんとん進み

ましたもんで、そういう中で、今、再度また区の方に言った中で、そして、それがオーケー

出れば、また、新年度早々全協なんか開いた中で、また議会のほうには知らせていきたい。 

  指定管理につきましては、基本的には指定管理の中で10万以上のやつは町が見るというこ

とも言っております。基本的に維持管理がもう基本でございますので、補修に関しましては、
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指定管理の状況の中でやっていきたい。しかしながら、今、考えているのは１階は公民館で

使って、２階、３階がそういう来た人が使うようなことには詰めておりますけれども、基本

的にできるだけ区のほうに負担をかけない中で、その方たちにはあと負担していただければ

なと、今、考えておりますので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） また、先ほど来、複合施設のお話が出ていますけれども、施設を複合

で利用する場合、教室、教室は区切られているんですけれども、フロア、フロアが区切られ

ていないんです。１階の幼稚園側の教室というか、ワンフロアを区で使わせていただきたい

という要望だったと思うんですけれども、そうなった場合に２階に上がる校長室の前の階段、

あそこを塞いでほしいという要望が区から上がっていると思うんですけれども、それは町と

してどうお考えでしょうか。聞いていないですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今、階段を塞いでくれとは、私は聞いておりません。その辺は、また

担当から、また答弁をいたさせます。 

  そんな中で基本的には１階、上下で分けるような感じでいます。それで、１階は大川区の

ために使うと、その中で、大川区は全部使うことがありませんので、できれば文化的な面も、

やつもその１階でできればいいんじゃないかなと考えています。それをまずはやっていきた

いと考えています。 

  その階段につきましては、ちょっと、私は聞いておりませんもんで、担当課のほうから、

ちょっと説明いたさせます。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） 大川区の複合施設としての利用の一応、考え方なんですが、

大川区につきましては１階部分を公民館、２階、３階については、一応、今、大川区さんの

ほうにも提案させていただいている民間事業者の活用ということで、出入り口につきまして

は、１階の大川区の公民館利用については職員室前の玄関で、２階、３階については今まで

児童生徒が使っておりました玄関を使用するという、一応、まだ決定ではないんですが、そ

ういった案で話を進めております。ただし、そういった利用でも職員室前の階段が出入りが

できるということで、そこについては何かパーテーションとか、その程度で、特に締め切ら



－57－ 

なくても、お互い、避難地としても使用しますので、そこまでしっかりやってくれという要

望はすみません、私が４月になってからは、お話は伺っておりませんので御了解ください。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） しっかりと閉じてくれというそういうことではなくて、本当にパーテ

ーション的なものでいいと思うんです。ここから先は出入りできないよというのが分かって

いただければ。また、その公民館だけではなくて、複合施設で２階、３階を使っていく場合

に、やっぱりフロアごとの出入り口も専用、こっち専用とかいろんな形があると思うんです。

２階は２階、３階は３階で使った場合に、やっぱり自由に出入りができないような、そのパ

ーテーション的なものも必要だと思いますし、かといってしっかり閉じてしまうと、今度、

先ほどあったように避難所として全部開放してほしいということで、そのときに簡単にでき

なくなってしまいますので、そこら辺も細かく検討していただきたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的に今来ているのは、民間を、２階、３階を同一、一つのやつを

使いたいというのが来ておりますもんで、２階から３階へ行くパーテーション、これは必要

ないと考えて、必要があればまたやっておきますと、今のところ、２階、３階全部使いたい

という、そう来ておりますので、町としては、そこは別に必要ないのではないかなと考えて、

その１階におけるパーテーション、それは絶対必要ではないかと今、考えております。２階、

３階に関しては、現状の中では必要ないのではないかとは自分は感じておりますけれども、

また、そういう話合いの中でまたどうなるか分かりません。 

  以上でございます。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 道路の拡幅の件なんですけれども、先ほど町長が利活用の方法が決ま

った時点で道路の拡幅の考え方とか方法が変わるというふうにおっしゃったんですけれども、

拡幅はシンプルに広げるだけなので、その利活用の方法によって考え方や方法が変わるとい

うのは、ごめんなさい、いまいち納得できなかったんですけれども、そこら辺を具体的に教

えていただけますか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 原則的に私はあそこを拡幅しなきゃならないけれども、大川小の基本

的には価値はないと考えております。何があっても、今のアクセスでは本当に狭いですから、

できるだけ早く利活用に、一応壇上ではそう言いますけれども、基本的には利活用に関係な

くあそこの土地の買収ができれば、早急にあそこはやった中で、そして、大川区のいろんな

ことも考えられます。子供と校庭を使うとか、あそこから直接やれば、いろんな意味で使い

勝手もいいですから、とりあえず壇上ではそう言いましたけれども、基本的にはもう、でき

ればそういうこと関係なく大川区のために土地交渉ができれば、早急にやっていって、そう

いう考えでございますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） やはり、去年の自衛隊の訓練、宿泊訓練のときにも大型車両が入れな

かったという現実がありました。本当にこの道路の拡幅は早急に何よりも優先して行ってい

ただけたらなというふうに思います。ただ、その土地の買収に関してなんですけれども、以

前、土地の所有者のほうから土地提供の提示があったときに、町の対応が悪かったために白

紙になってしまったというお話を伺っています。そういう状況の中で、また今回、使わせて

くださいということを言って、話がうまく進んでいくのかどうか、もうちょっとどうなのか

なというのもありますし、あっち側、裏側の、今もう既に道が直接行っているほうの道が。

そこら辺とあと、区長さんにお願いしてあるというお話でしたけれども、そこら辺の進捗状

況を教えていただけたらと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今、ちょっと、町の対応が悪かったかという、ちょっと初耳なもんで、

どのような対応が悪かった、また、言ってくれれば、それは対応していきたいと思います。

今、初めて聞きましたもんで、それによってちょっと頓挫していると、今、初めて聞きまし

た。町といたしましても、できるだけ早く、あそこは欲しいという中でも、本当に亡くなっ

た区長さんに御尽力願っていたところでございます。そんな中で、本当にそこ、提供してい

ただいて、当然、それでまだ土地の交渉の値段、もしもそうであっても、土地の値段の交渉

までいっていると思いますけれども、対応、どのような対応が悪かったというのか、また栗

原議員が分かれば町の方、私のほうにお知らせ願えばありがたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 区長さんにその土地の件はお願い、調査お願いしてあるということで

したけれども、区長さんが御健在なら、またそこら辺もお願いできるんですけれども、それ

ができなくなってしまった現在では、やっぱり町が直接、その以前のトラブル、また後で詳

しくお話ししますけれども、直接町がその所有者の方とお話をして進めていただく必要があ

るんじゃないかなというふうに思います。 

  ちょっと、暫時休憩していただいていいですか。 

○議長（村木 脩君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４１分 

 

再開 午後 １時４２分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） そうしましたら、電源の確保についてなんですけれども、昨年、やは

り停電で困ったということが一般のお宅でもたくさんありました。地震や台風被害によって

長期間の大規模停電に陥るケースが相次いで起こったために、環境省が太陽光発電などを備

えた次世代型の省エネ建物、これＺＥＢ（ゼブ）というそうです、Ｎｅｔ Ｚｅｒｏ Ｅｎ

ｅｒｇｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ。これに蓄電池を組み合わせ、防災拠点などとして整備する事

業を新たにスタートさせたそうです。補助率が３分の２。先ほど、町長も太陽光を補助制度、

調べて確認して太陽光がいいのではないかということで、やっぱり複合施設となると、やっ

ぱりエアコンとか、またつけ直したりとか、電源の問題もいろいろ出てくると思いますし、

また防災拠点になっているので非常時の電源確保は非常に重要だと思うんです。やはり、太

陽光発電と蓄電池を組み合わせたこの補助金を使いながら、またなるべく電気代もかからな

いように、また非常時にはきちんと安定した電気が供給されるような取組をしていただきた

いなというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） これ、ちょっと環境省の補助金の関係につきましては、そういうふう
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な自由ならば、それは当然使っていきたいと考えて、それにつきましては、ちょっと防災の

担当課長から、少し答弁いたさせます。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） それでは、今の太陽光発電の補助制度について、御説明させてい

ただきます。 

  環境省のほうで、災害時にも避難施設等へのエネルギーの供給が可能な再生可能エネルギ

ーの設備に対して補助金が出される内容となっております。これについては、今言われた太

陽光それから蓄電池等が該当となります。公共施設については当然対象となります。ただ、

これにつきましては、令和２年度までの事業内容となっておりますので、もし、これを活用

する場合につきましては、早急な対応が必要になるかとは思っております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） これ、補助対象、令和２年度までということでしたので、これ、早急

にまた、ぜひ対応していただけるよう検討していただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当に今、国の関係の仕事やらせてもらっています。そのとき、環境

省に行く機会もありますんで、また１か月もあったら、そのうちにあればできるだけやって

いきたいと思いますので、それをお願いした中で、やっと今からいろいろやると当然、事業

を繰り越すようなことになると思いますので、その辺の繰り越したいろんな面の中で、そう

いうことが理解できた中でもお金が使えればそれは町といたしましても、それを活用してや

っていきたいなと考えていますもんですから、御理解願いたい。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） また、施設整備についてなんですけれども、先ほど町長は利用者が空

調などを整備してもらいたいという御答弁でしたけれども、これ、電気使用量によって電気

関係の設備の整備がけっこう必要になると思われますし、また容量が大きくなれば基本料金

も大変値上がってしまうということで、その経費についてはどこが負担するようになるのか、

また、区が使用する場合でも、区がその施設設備なんかは整備しなければいけないというこ
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とか、ちょっと確認させていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には入りたいという業者、話し合った中でできるだけその業者

の方にやってもらいたいと考えていて、その中で１階分に関しましては、当然、区の持ち物

になりますもんで、その辺のとりあえず設置とかそういうことはやって、あとは町もある程

度のこと面倒を見なきゃならないかなと考えております。 

  あと、維持管理の件につきましては、これは基本的にその指定管理の中である程度、その

方からまた使用料としてもらったりした中で、できるだけそういう方向の中で、区に負担が

かからないような方法で、これはやっていきたい、そういう考えでございますもんで、御理

解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） 基本的には町が複合施設として利用していただく場合は、利用できる

ように施設整備を行ってお貸しするというのが本来の形だと考えますし、また、区が公民館

として使用する場合は、今現在の公民館にかかっている電気代でちょっといっぱいいっぱい

みたいなことを区長さんからも聞いたことありますので、そこら辺の超えた部分は助成を行

うなどして、区に指定管理委託するのが本来の形ではないかと思いますけれども、そこら辺

はいかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今、この辺どういう状況が、今の民間の業者やるか。基本的には、も

うある程度、貸すところは民間業者が全てやっていただく、そういうような方向で。 

  そういう中で、これから話合いをする中で、基本的にはそういう複合施設の２階、３階に

対してはやってくる事業者の方にお願いしたいなと、今、考えております。その中で、当然

１階部分関します指定管理料の中で、あとその方からお金をもらえたらもらいたい。しかし、

その事業者がある程度、そういうお金抜きで、一応今後の将来のことを考えた中で、その辺

が町の本当にいい方向であるというのになれば、それは今後、対象の中でその辺のまた賃借

料をどうするかということもなってきます。やっぱり、東伊豆町の20年、30年先のことを考

えた中で、２階、３階の民間事業の方には貸していきたいと考えて、基本的に町としまして

は、２階、３階については、今度、渦中事業者にやってもらえればというのが現状でござい
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ますけれどもその使い勝手が本当に町のために良くなれば、その辺はまた町として考慮しな

ければならないかなと考えておりますもんで、基本的にはある程度、町が、ある程度、１階、

２階は整備していきたいと考えていますゆえ、２階、３階は基本的にやってもらいたい、そ

の２階、３階の事業者がどのような活用をするかという中で、また町としては対応していき

たいと考えております。 

  それと、後は指定管理料の中でいろんなものが収まれば町としてもありがたいかなと感じ

ておりますけれども、そういう中で本当に、２階、３階の活用が、本当に町の将来のことを

考えれば、また、出てこなければという、以前、区長が言ったように、電気料の半分は見て

くれないかと言われておりますもんで、そういう点はある程度致し方ないのかなということ

は、自分の頭の中ではあります。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ５番、栗原議員。 

（５番 栗原京子君登壇） 

○５番（栗原京子君） この大川小学校の利活用については、本当に一昨年の４月に閉校にな

って、２年間、ずっとずっと町からのどういう使い道をしていくのか、また区にどういうふ

に、区としてどういうふうにしていくのかと見守ってまいりましたけれども、本当に話合い

もそうですけれども、町がなかなか形として提示をしてくださらなかったことに対しては、

本当に、非常に残念に思っています。 

  また、先ほどの電源の、環境省の補助金についてですけれども、もっともっと早くいろん

なものを決めていければ、できることは結構出てきたと思うんです。なので、本当にこれか

らスピード感を持って、これは大川区のことであるようですけれども、またこれから小学校

の統廃合が進んでいく中で、各地域においても同じようなことが繰り返されていくと思いま

す。本当にスピード感を持って、いろんなことに、はっきりとした町としての態度を提示し

ていただけるようによろしくお願いしたいと思いまして、質問を終わらせていただきます。 

○議長（村木 脩君） 以上で、５番、栗原議員の一般質問を終結します。 

  ここで、１時55分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 １時５１分 

 

再開 午後 １時５６分 
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○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 笠 井 政 明 君 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員より一般質問で掲示板の使用の申し出がありましたの

で、これを許可します。 

  ２番、笠井議員の第１問、通学路の安全確保についてを許します。 

  ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 皆さん、こんにちは。私は事前に通告したとおり、今回、２問の通告

になっておりますので、御答弁のほう、またよろしくお願いいたします。 

  それでは、早速、１問目、通学路の安全確保についてを行いたいと思います。 

  平成30年第２回定例会において同様の質問をしています。その後、どのように検討された

かお聞かせいただきたいと思います。 

  １点目、通学路の安全確保について、どのような検討がなされてきたのか。 

  ２点目、来年度以降の計画はどのようになっているか、御答弁お願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 笠井議員の第１問、通学路の安全確保については、２点からの質問で

すので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、笠井議員から以前に御質問のありました通学路につきましては、

その後、各学校とも通学路の点検や危険箇所の確認を随時実施しており、児童自らも交通安

全リーダーと語る会に向けた安全点検、全校児童との情報共有、保護者や地域への発信をし

ております。 

  行政側においても、常に状況把握に努めており、昨年の交通安全リーダーと語る会で提案

された改善箇所につきましては、私と関係各課にてパトロールを実施し、できる範囲ではあ

りますが改修を行っております。 
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  次に、２点目についてですが、来年度以降につきましても、これまでの取組を継続し、通

学路の安全確保には最適な対応をしていくよう指示しておりますが、大規模な道路やのり面

の改修は難しい状況にありますので、御理解いただければと存じます。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 御答弁ありがとうございます。 

  昨年もさせていただいて、同じようにＰＴＡとかあとは学校のほうとかと、一応安全確保

をしていて、危険箇所等を確認して歩いていると。今、町長からありましたけれども、状況、

やれる範囲で改善を行っていますという説明でございました。 

  来年度以降もこれまでと同じようにやっていくということで、大規模なことはできません

ということでしたが、今日、掲示板のほうを使わせていただくのは写真を２枚ほど掲示をし

ております。これは昨年９月９日に私が実際歩いて撮影しております。これは、場所は分か

るかもしれませんが、堀切、片瀬のところでございます。９月９日、台風の後でございます。

一番ひどいときの写真ですが、実は雨が降った後、時間が空けば、私歩いておりまして、枝、

葉っぱ、たくさん落ちている状況というのは何度もあります。ここまでの大きい倒木という

のは確かに、台風の後とかしかないかもしれませんが、結構風が吹いても木が落ちるような

状況です。 

  僕が聞きたいのは、先ほど言ったように町長は学校とＰＴＡとか、あとは生徒さんと危険

箇所を見ているというところあるんですけれども、こういうふうに倒木がなってしまうよう

な場所の危険の把握はどのように共有しているか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、通学路の危険性箇所、本当に年１回、交通安全リーダーと語る

会で、区長さんも入った中で、いろんな東伊豆町全体のことで、子供たちの見た視点から、

ここが危ない、ここが危ないという中で、そこから順次見せてもらった中で、できることは

どんどんやっていく中で、子供たちの提案、提言、これはどんどんやっていく中で、通学路

の安全を確認しております。穴切が出ました。 

  私は以前、３代前のＰＴＡ会長さんと一緒に行きました。その中で、本当、現状はこうと

いうことは、その中でもＰＴＡの方も、これはもうとりあえず金もかかるし、とりあえずこ

ういうときは歩かない方向でやってもらうしかないねとか、本当にこれは、とりあえず民間

の土地でございますもので、これは当然、こういう状況になったものは教育関係の学校のほ
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うも、当然このような状況の中で台風の後は通さないような方向で、私はやっていると信じ

ております。その辺また、教育長からどのような学校が指示出しているかと言っていただき

ますので、ただ、一応、このやつは、以前の２、３代前のＰＴＡ会長と言った中で、いろい

ろ現場見させていただきました。 

  そのときも木のことも言われました。しかし、この木に関して、また所有者のことがちょ

っと、それがＰＴＡ会長も理解して、当時のＰＴＡ会長には理解していただきました。そん

な中でこれが確かに通学路として適切かということは、ある程度、その辺はありますけれど

も、小中一貫の中でもいろいろ検討しておりますもので、そういう中でこの辺のことも改良

できれば改良していけたらいいのかなということで感じています。 

  これを直すの、大変、莫大なお金もかかりますし、とりあえず崩れたところが、とりあえ

ず民間の土地でございますもので、町といたしましてもこれを町道と、これは整理した中で、

子供たちにはこういう状況のときには通学路としては通っていけませんと、その中でまた、

その学校の通学路に関して、また学校側と協議した中でできるだけ、その子供たちに負担を

かけないよう、そのような方向でまた教育委員会と話をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

  ごめんなさい、訂正します。堀切を穴切と言ったらしいですが、ちょっとその辺は訂正し

てください。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 台風の後の写真、本当にこのような状況で、日頃から木が多くて、

坂道であり、道が狭いということもありまして、台風のときにはこのような状況があったと

いうことは、私も実際見に行って確認しております。ただ、笠井議員さんがこの写真撮られ

た後じゃないかなと思いますけれども、私も見に行きました。 

  それで、日頃の危険箇所の情報共有ですけれども、町長が答弁しましたように、定期的に

子供たちとそれから教職員と、通学路を歩いたりしながら、まず危険箇所の把握、確認、そ

して必要があれば保護者への連絡等は日頃の、年間を通しての危険箇所把握ということで、

情報共有をしているところです。 

  こういう災害時、台風等の非常に大きな危険というか、倒木があったり、物が落ちたりと

いうようなことがありました場合は、早急に学校職員も通学路の点検は、そういう災害、台

風等の後にはできるだけ早く行って、子供たちの通学の危険なことにつきましては、保護者

にメールで配信するとかということはその都度対応しております。ただ、このときの台風の
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ときには非常に範囲が広かったということもありまして、全て早くに皆さんに連絡できたか

ということにつきましては課題は残っています。日頃の災害等、こういう危険箇所が生じた

場合の連絡等の共有はそのような形で行っております。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ご答弁ありがとうございます。 

  30年の質問のときにも、町長はこうおっしゃっています。小中一貫の検討委員会の中で、

これも含め検討していくということもおっしゃっています。今の答弁も同じと。その間は特

には今までどおりという形なんですかね、これに関してじゃないですけれども、こういう危

険場所のところ。来年度も今までどおりＰＴＡと歩いていくと。 

  僕が言いたいのは、何か言ったら、先ほど教育長も言いましたけれども、保護者への連絡、

共有というのはあるんです。確かに、台風の後とかメール、あとは、ちょっとごめんなさい、

控えて来なかったんですけれども、先日かな、やはり倒木があって、堀切通れないのでとい

うことでメールがありました。安全確保するまではちょっと通れませんよというメールの配

信はありました。ただ、大きなものとか、そういう要は風が吹いただけでも枝が落ちるよう

な場所を通学路としているのはいかがなものかと、僕は思っていますので、その部分に関し

て、町長の御意見をお伺いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この中でやっぱり、通学路としていかがなものか。しかしながら、や

っぱり当時も、今聞いてわかりませんよ、当時のＰＴＡは本当に町の状況を理解していただ

けました。その中でＰＴＡとしてはできることはやりますよと言った中で、現状いっており

ます。確かにそういう中で、町はどうかと言われればそれは直したほうがいいに決まってい

るのは決まっています。しかし、いろんな財政状況を考えたら、やっぱり遅いと言われても、

何とも小中一貫の中でやっぱりこの辺は解決していきたい。そういう中で、いざ災害が起き

ないように、台風の前とか後、これは通学路としては危険なものですから、その辺はもう十

分に対応して、教育委員会とか、そういう中で対応していただきたいと考えております。 

  基本的にやっぱり、ＰＴＡもある程度、その辺の理解をしていただきまして、できること

はやっていただきたい。町といたしましてもできることはやって、また本当にこのときは当

時のＰＴＡ会長と一緒に回りました。そういう中で、当時のＰＴＡ会長はこの広さは、町と

いたしても、できることは限られていますよねということ、理解していただいております。
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そういう中で、やっぱり町としても最善のことは尽くしますけれども、今の状況の中ではこ

の通学路が果たして適当かどうかと言われれば、この状況を見る限り、それは大変厳しいな

と考えておりますけれども、その辺はまた何回も同じような答弁になりますけれども、小中

一貫の中でこれはやっていきたいと、なるべく早急にそれは解決していきたい、そういう考

えでございますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  民地であって、なかなか手を出せないというのは、前回の答弁でもお伺いしていて、それ

は僕も理解しております。要はこういう状況のところを通学路にしているのはどうなんです

かというお話なんです。要は危ないなと思っているんだったら、じゃどうすればいいか。２

つしかなくて、整地をするかルートを変えるしかないんじゃないですか。そのルートを変え

ると考えたときに、例えば湯ケ岡赤川線、太田のほうから遠回りにはなります。道は広いで

す。あそこは車の通りも多いので、大きな倒木というのも、僕もなかなか見たことはないで

す。道も広いですよね。なので、例えば、ここが危険なので、そちらを通学路としてすると

かいう考え方は今までなかったんでしょうかというのが１つ聞きたいです。 

  ２つ目は、やはり学校としても集団下校のときに堀切というくくりをつくっています。先

生たちも一緒に歩いてきますけれども、そこに対してもＰＴＡだってそうですけれども、危

ないと思っていても、ここが通学路だからここを通らなきゃいけないという考え方を持って

いる方々、たくさんいます。だから、送迎をする親御さんたちもいるんです。特に雨の日は

そういう危険が増しますから。そこに関して町長は、ここを通学路として、学校も昔からそ

うなっているからそのままでいいのかとお考えなのか、新しいルートを住民とかＰＴＡに提

案をして、危ないからそちらのほうを町としてはしたいという協議をしていくのか、どうい

う考えを持っているか教えてください。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 町としては、基本的にはその赤川を使っていったほうが大変ありがた

いと思います。そういう中で、またそこで使っていただきたい。それを快く受けていただけ

ればありがたいですけれども、遠くなることによって、また移動手段を町として考えていく、

そういうことを言われてしまっても、また頓挫いたしますもんで、町としてはこういう状況
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の中で、ここを使うというのはいかがなものかという中で、また、ＰＴＡの方の話す中で、

その赤川のほう、今の湯ケ岡赤川線ですが、あのほうを通学路として使ってほしいといいま

すと、そこでまたいろんな、また要望が出てきますと、またいろんな面でまた、長引くと思

いますので、町としては要望はしていきたい、提案していきたいと考えております。そうい

う中でどのような方向にいくか分かりませんけれども、基本的には、町としては、できれば

ここは使わないで、一応、湯ケ岡赤川線、それを通学路として使っていただきたいなという

ことを新年度に対してまして、ＰＴＡの会長につきましては、そのような方向でまた学校側

と話合いはしていきたいと思いますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 笠井議員さんの太田の方向を回るという通学路の検討ですが、今ま

で保護者からそういう強い要望等がなかったということもありまして、実際に検討したこと

はありません。ただ、通学路が現在の堀切の通学路が昔から使われているものであるという

ことは、昔は太田のほうの道路もそんなに広い道路状況ではなかったということもあったか

と思いますけれども、もともと通学路は子供たちの通学の距離をもとに、できるだけ距離的

な負担のないようにということで、学校ができてというか熱川小学校の通学路が今に至って

いると思います。ただ、その当時のこの堀切の状況と現在の状況はやはり違うところがある

と思います。木が大きくなって、大きな木は風等、影響を受けてやはり倒れやすいとか、や

はり昔なかった危険がさらに増しているというような状況は、私もそういうところ御指摘の

とおりだと思いますので、これから通学路に関しては、子供の負担、それから保護者の皆様

の御理解をいろいろいただけなければいけないので、これから、この堀切の状況について皆

さんと確認した上で、検討していく、保護者の御意見等も伺いながら学校と相談していくこ

とが必要ではないかなと思います。今まで検討したことは、今のような経過でございません。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 御答弁ありがとうございます。 

  今まで検討されてこなかったというのは、教育長がおっしゃったとおり、距離的な部分と

いうものあると思います。ただ、距離なのか、子供の安全なのか、これをどちらを取るのか

というのは保護者であったりとか、決めるのは町であったり、教育長であったり、学校であ

ったりというところがあります。 
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  例えば、僕が思うには、距離、確かに短いほうがいいに決まっているんですが、そこにや

はり危険があれば、多少遠回りさせてでも歩かせたいというのが親の心じゃないでしょうか。

ですので、これに関してはぜひ、来年度、対象地域の保護者様にアンケートをとっていただ

いて、来年度中に結果を出さなければ、やはり事故は起きる可能性というのはどうしてもあ

ります。今まではなかっただけ、町長も30年の答弁のときに、子供の安全性、これが十分注

意しないと考えておりますと。そういうふうな事故が１件も起こらないような、そういうま

ちづくりをしたいと答弁をしておりますので、ぜひ来年度、やっていただいて、進捗状況等

進めていただければと思います。 

  その財政状況でバスを出すだとか、木を切るということはなかなか難しいことも私も分か

っております。なので、距離が遠くなっても歩かせたいというお母さんたちもいると思いま

すし、実際、そういう話も遠くなっちゃうけれどもねというのはありますが、町がそういう

ふうに太田のほうを通学路ですと言ったときに、もう近いから堀切を通らせるんだというの

は、もうここは親の責任になると思います。もう、ここは親の責任になると思うんで、そこ

は最終的には判断はやっぱり保護者になってくるんじゃないでしょうか。 

  ですので、この危ないとみんなが認識している場所をやはり町が率先して、学校と一緒に

危険なのでルートを変えたいと保護者のほうへ説明をしていただいて、理解を求めるような

行動をお願いしたいと思いますが、町長、いかでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 確かに堀切は通学路というそういう概念がこびりついておりまして、

やっぱり我々もそうですし、教育現場もそういうので、今、一つ、笠井議員からそう提案さ

れました。大変いいことだと思いますので、これはまた町といたしまして、教育委員会のほ

うで、投げかけた中で、やっぱり子供の安全性を考えた中で、やっぱり通学路として、ここ

よりか距離は遠くなるけれども、そういう点はどうですかと、またアンケート、いろんな中

でとった中で、やっぱり最善の方法をやっていきたいと思いますので、御理解願いたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  じゃ、それではそれに期待をして、この１問目の質問は終わりにしたいと思います。 
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○議長（村木 脩君） 次に、第２問、漁協直売所開設に伴う経済波及効果についてを許しま

す。 

  ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） それでは、２問目の漁協直売所開設に伴う経済波及効果についてをお

伺いしたいと思います。 

  直売所がオープンして、約11か月が過ぎようとしております。計画段階で町の起爆剤とな

り、周辺の経済効果が十分に得られるとのことでした。その点を踏まえまして、以下の点を

お伺いいたします。 

  １点目、周辺の商店への経済波及効果は前年度対比でどの程度の予測ができているのでし

ょうか。また、来年度以降の予測はどのようになっていますか。 

  ２点目、港の朝市への経済波及効果は前年度対比でどの程度の予測ができているのか。ま

た来年度以降の予測は。 

  ３点目、生産者の所得向上も目的になっていましたが、どの程度、所得向上が見込まれて

いるのか。また、来年度以降、税収はどの程度の伸びを予測しているのか。 

  ４点目、直売所が完成して町内への流動人口がどの程度増加したのか。また、来年度以降

の流動人口推移の予測は。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 笠井議員の第２問、漁港直売所開設に伴う経済波及効果については、

４点からの質問ですので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、周辺商店への経済波及効果ですが、町では具体的な数値等

を把握しておりませんので、前年対比とする数字をお答えできませんが、人通りが増えまし

て、若干ではありますが売上げが上向きの商店がある旨、伺っております。来年度意向にも

少しずつではありますが、来客数が増える商店があるのではないかと予測しております。 

  ２点目についてですが、港の朝市への経済波及効果は独自に具体的な予測はしていません。

来年以降についても特に必要性がないことから予測はしておりません。 

  なお、直売所開店後の朝市の売上につきましては、朝市に常時出店し、さらに売上げの報
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告が４月から12月までそろっている10店舗の比較で前年対比マイナス8.4％になっておりま

す。 

  ３点目についてですが、１月末のデータでは直売所への出品者登録会員が132名いらっし

ゃり、5,200万円前後の売上があると伺っております。これらの登録者の方々の所得が向上

したものと解釈しておりますので、この向上分が来年度以降の税収の伸びになるものと考え

ております。 

  ４点目についてですが、１月末のデータでは、７万7,000人のレジ通過者がカウントされ

ております。単純計算で約15万人の方々が直売所に来店されていらっしゃるわけで、稲取漁

港周辺への流入人口と捉えていいのではないかと考えます。来年度以降もこの数値を維持し

ていただければと思っております。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 御答弁ありがとうございます。 

  まず、１点目の経済波及効果については、以前から調べていないので、把握する数字がな

いので具体的な数字は分かりませんという答弁でよろしいでしょうか。 

  この直売所に関しては、紆余曲折ありまして、当初の計画、直営から漁協がやっていただ

くような形になりまして、反対した議員もおりましたが最終的には出来上がるというもので

したよね。そのときに、町長は計画段階で経済効果というか、起爆剤になって町の経済を盛

り上げるんだと言っておりました。そこが、人通りが増えたし、一部の店舗の売上げが上が

ったと言っていましたけれども、数字が出なければ分からないですよね。僕が土日見ていて

も、できたから物すごく増えたとかいう感覚はないです。確かに港の周辺の車は朝市のとき

とちょっと増えたかな程度の形は見受けられますけれども、でも、町長、今、こうやって首

捻りましたけれども、これって数字が出ていないから分からないですよ、体感的なところだ

から。僕はそんなに増えていないと思っているけれそも、町長は増えているから首をかしげ

ている。だから、数字がないからそうなっちゃうんです。 

  なんでこの１年というか、町長そういうふうに計画をした段階で、今調べていないのかな

と思って、そこのところを聞きたいなと思います。 

  要は、町内の経済波及効果とか起爆剤だとか言ったんですから、そこのところは何をもっ

てそうなるか、やっぱりここ10か月やってきた中でちょっと教えていただけたらなと思いま

す。 
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○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 経済波及効果、これはすぐに出ませんよ。これは長い目で見ていただ

きたい。そういう中で、今、現状を見ますと流入人口が15万、土日は朝市だけでした。平日

に来ていただいておる。これも全然違うじゃないですか。これに関してはもう完全に流入人

口ですよ。朝市、土日やっているだけじゃなくて、それ以上に平日やっている、お客が増え

ている、この前、月曜日にオープン町長室をやっておりますけれども、そのとき平日です。

あの辺の駐車場、こっちはいっぱいでした。これは以前なかったことです。やっぱり今まで

は外で買い物してた人が、やっぱりこらっしぇでやってくれている。それは、はっきりして

この町に対していいことじゃないですか。私はそう考えております。それが数字に見えない

とか、数字にはっきり見えているじゃないですか。基本的には７万7,000人ですとか、15万

人の人がいるんですよ。これは平日を含めた中でもこれだけの人が来ている、これは一つの

流入人口という中で、これは完全にこの経済効果あると私は考えております。また、雇用の

方もいます、７、８人。そういう中で、数字を調べていない、これはなかなか厳しいですが、

現在、見た中ではやっぱり町の人たちも多少、できたおかげで稲取から直売所では歩いてい

る方が増えて、活気が出てきていると言っております。やっぱり長い目で見た中で、やっぱ

り10か月の中で、そんな急にぱあっと来るような、そんなまちづくりではないと私は考えて

おりますもので、いろんな面でデータ的な面は、また観光課長が持っておりますもので、そ

の辺はまたちょっと説明した中で、これだけの経済効果があったということは、また笠井議

員に理解していただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（森田七徳君） これは、直売所、朝市、双方について、経済波及効果につい

て御質問いただいているもんですから、まとめて私のほうから答弁させていただきます。 

  経済波及効果について、独自に具体的な予測というのはしておりません。というのは、独

自に具体的な経済波及効果の測定をしようと思うと、町のノウハウではできないもんですか

ら、当然、もしやるとすればコンサル等に外注して正確な経済波及効果を図らなければいけ

ませんが、これコストをかけて経済波及効果を測定して、それが次の町の施策に生かせるよ

うなものであればコストかける必要があると思うんですが、経済波及効果が幾ら上がったと

いうことが将来の町の独自の政策に今現在では反映させる要素がないということで、具体的

な効果をお金をかけて予測することはしておりませんが、ただ一般論として、あそこに直売
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所ができて、経済波及効果はどのぐらいあったのかなということであれば、総務省のほうで

産業関連表というのを用いて、経済波及効果を計算するような仕組みのほうが公表されてお

ります。 

  現段階で、また売上げが１年間たっておりませんので、現段階で、コロナの影響等は考慮

しておりませんが、４月から12月の直売所だとか朝市の売上げから、これを１年間の売上げ

に換算しますと、直売所については、消費税込みで年間の売上が１億5,000万円程度になる

のかなというふうに考えておりまして、これを総務省のデータに基づいて計算をいたします

と、農林水産業の経済波及効果というのは、新規事業に対して1.47倍程度という数字がござ

いますので、大体２億2,000万円程度は経済波及効果の数字としては表れてくるのかなとい

うことで考えております。 

  同じような計算をしますと、朝市のほうはレジシステムがないものですから、売上げのほ

うも自己申告で、任意の自己申告なもんですから、１か月ずつ出す方もいれば、３か月、６

か月、１年まとめて出す方もいますので、現時点で、まとまっている10軒程度のお店の伸び

率等から推移をしますと、朝市のほうについては同じような計算で経済波及効果が9,300万

円ほどとなります。これ、両方合わせますと３億1,300万円程度、経済波及効果が上がった

ということになります。 

  また、お客さんの数については、直売所のほうはかなり正確な数値が把握できております

ので、町長が申したようにお客さんが増えた人数についてはかなり正確な数字がでているの

かなというふうに思ってございます。 

  以上、一般的なモデルケースに基づいた経済波及効果の計算でございますが、町長も言っ

たように経済、今まで取りこぼしていた平日の朝市のやっていないところでの観光客の消費、

これ、今まで過去の観光客の動態等を見ますと、うちの町を出ると一番多い人がどこに行く

かというと、伊東のマリンタウンに寄っているというような数字がありまして、せっかくの

買い物、お土産物等の購入が町外に流出していたものを町内に引き留められたということだ

けでもかなりの経済波及効果があったのかなというように、観光商工課としては評価をして

おります。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 
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  要は、確かに経済波及効果というところで、数字、そのぐらいの売上げというのは全部じ

ゃないだろうと思っていますから、そんなにびっくりはしていないんですけれども、地域商

店に、僕が言ったのは地域の商店ですよ、の巻き込んでやると言っていたじゃないですか、

そっちも当然上がってくる、一部商店は上がっていると言っているんだけれども、一部商店

は上がっているけれども、いや、そうでもないよという声も聞くというところも、僕もあり

ます。 

  要は、つくるときに結局、あれはもう絶対的に必要で、町長は、直売所は絶対必要で、税

収の歯止めを利くとかいうことを言っていたものですから、もうちょっと、町長、そこまで

言ったんであれば、細かく、町は町で独自でいろいろ探っているかなと思って聞いたわけで

す。 

  そうしたら、直売所の、直売所で７万7,000人、レジ通過していますよと、それは分かり

ます。だけれども、それイコール流入人口ではないわけじゃないですか、15万人というのは。

７万7,000人も町民の方も結構使っていますよね。使っていると思うんですよ。だから、売

上げがこれだけありますよ、町内波及効果というのはある意味、もしかしたらそれは大きな

スーパーの売上げがこっちに来ているかもしれないけれども、個人の人達の商店のもこっち

に来ているかもしれないというところもあると、一概に増えたからよかったねと、万歳、万

歳というわけにはいかなくて、いろんな原因というのを追究していかなきゃいけないんじゃ

ないですかと。 

  僕は別に、できてそこが、売上げが悪いんじゃないかとか、お荷物なんじゃないかという

つもりも毛頭ないです。要は、できてしまったので、あれを核として、先ほど言ったように

核として流入人口を増やしていきましょうよと言っていますし、以前の答弁には５％ずつぐ

らいを目標に伸ばしていきたいと町長言っていますので、じゃ、今後、どうしますかという

ところなんです。今年はオープン初年度で、当然、新しいものができたら皆さん行きます。

ただ、来年度以降です、２年目、３年目。町長はまだできたばっかりだからと言っていまし

たけれども、僕はそうじゃないと思うんです。今年１年、いい印象つくらなかったら、来年、

再来年のリピーター、どうやってつくりましょうかというところなんです。 

  その辺も含めて、やっぱり、町として補助金を出している部分で、運営は漁協さん、農協

さんです、売上げとかは。そこは頑張ってもらうんだけれども、町全体としてのやっぱり指

導じゃないけれども、まちづくりの一環としてもうちょっとどうだよとか、来年度以降、や

っぱりこういうふうにしていかなきゃまずいという思いはあるかどうかというところを教え
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ていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当にこれは、本当、つくったときには流入人口の拡大も一つの目的

でした。そんなように、今、言ったように流入人口が確実に増えております。やっぱり、こ

れを長い目で、１年間かけてうちはどれだけすぐに結果が出たか。やっぱり、これはまちづ

くりというものはそういうものじゃありません、はっきり言って。流入人口増やした中で、

どんどんそれがまた町内を歩いて、それがまたほかのところの商店で買う。１年目はこうい

う結果で、確かに一部のやつは増えましたけれども、全体的にまだ波及効果が出ないじゃな

いかということは、もう少し長い目で見ていただきたいと思います。 

  基本的には、まず、当初の目的であったやっぱり基本的には観光客がよそで買っていたも

のを、一応この直売所ができた中で町内消費が増えたということ、さらにもう一点、やっぱ

り近場の人が近場で買い物してあげようということも要望がありました。その中で、今言っ

たように、笠井議員が言ったように、住民の方もこれ使ってもらっております。 

  そういうふうなところから、一部が外部資本のところに行かないです。ここで使ってもら

っている、これは大変ありがたいことで、やっぱり町内経済の活性化にもなっていますし、

またこの近くの住民の方にもそういう中で使っていただければ、また当初の目的であるのか

なと考えております。 

  その中でやっぱり、ある程度のことは、これが、町がある程度やっていれば直接この町が、

この町とはっきり言いますけれども、ある程度やっぱり展示に感じましても、ちょっと町と

しても不満があります。基本的には今の状況では、確かに１年目で。はっきり言いまして、

計画の段階で800円でした。それが今1,400円、１人当たりの単価です。当時も少なめで800

円とした中で、今1,400円、当時、皆さん方、800円でも高いんじゃないかと言っていました

けれども、現実問題としても大体倍以上の方の売上げがあります。やっぱり、そういうのも

徐々に見てもらった中で、確かに町の目で来ている、それも確かでしょう。その中で、やっ

ぱり町としても、３年目、どのようにやっていくか、一番、自分が危惧しているのはやっぱ

り展示の仕方とか、いろんな面でまたお客を魅了するような陳列の仕方、また内容、その辺

はまた、今度改めましてまた、漁協、農協の方には一応、今度は提案です。こうやったほう

がいいんじゃないかということは、また言っていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（村木 脩君） 農林水産課長。 
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○農林水産課長（鈴木伸和君） ただいまの来年度以降の町の指導は、ということなんですが、

この直売所できてから、毎月、前月のポスレジデータのデータ解析、それを踏まえて静岡県、

それから東伊豆町、商工会、それから農協、漁協の幹部が入りまして、毎月データ解析をし

て、次の月に反省点をどうしたらいいのか、何かイベントを打つ手があるのかとかいうのを

毎月やっております。 

  それから、補助金をいただいた関係上、毎年６月に水産庁にこれから５年間、事業評価を

して報告しなければなりません。最初に町が提出しました補助金の申請書の目的に沿った内

容で活動がなされたとか、なされない場合は当然指導が入ってきますので、それがこれから

毎年６月に事業評価があるということでございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  そうですね。増えているということは、分かるんですけれども、町がやはり補助金を出す

ときに、僕らは附帯決議というものをつけて提起させてもらっています。その中では、町内

の商店、商店街との連携を図ることを十分検討していただくということを言っておりますの

で、要は、あそこを核にして歩いてもらうと、町長、言っていることはごもっともでござい

ます。ただすぐには出ませんよというんですけれども、すぐに出ないんだったら、じゃいつ

までにどうしようという青写真でも考えない限り、あそこに人がいて流動する計画というの

は町として、これは町が考えなきゃいけないと思いますよ。あそこに核として町をどうやっ

て歩くんだという計画だったりとか案だったりというのをコストかけずに考えるのが仕事じ

ゃないでしょうかというところです。 

  だから、あそこにポスで７万7,000人が売上げがこんだけあって、当初の予測より上がっ

ているんだと、それは当初１年目です、上がっていると思いますよと、と僕は思います。た

だこれを維持していくのがどうするですかということです。要は今のままあけていて、来年

度、再来年度いくんだったら、みんな、そうですよねという話です。 

  町長は御覧になったかどうかは分かりませんが、グーグルマップの稲取漁港直売所、この

「こらっしぇ」の口コミって御覧になったことございますかね。結構、ここにはシビアなコ

メントがたくさん出ていまして、評価に関しては3.3というところですけれども、やはりこ

ういう口コミ、評価厳しいの結構ありますよと。ここで言ってしまうとまたあれになります
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かなというところもありますけれども、こういうところでやっぱり評価がこう１年目で出て

しまうと、２年目とか、あ、できたんだって行ってみようかといったときに、必ず調べます

よね。この評価が悪ければ、ああ、じゃ行ってもしようがないよねという話になっちゃうと、

だんだんこれが人が減っていってしまうので、５年ごとの評価と、さっきも課長言っていま

したけれども、だんだん厳しくなっていく。 

  じゃどこで手を打つのっていうのは、毎月データをもらっていると言っていますけれども、

町が売上げにどうこうは言えないだろうから、町内の経済効果に関しては、いろいろ提案は

できるのかなと。だから、そこに寄るような何かをやってもらったら滞在時間が増えて町を

歩かせるから、もう一回そっちに戻れるよとか、そういう提案をしていかなければいけない

のかなと思っているんですけれども、その辺どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 確かに口コミで本当に今3.3、もっともでございます。 

  それで今3.3という数字、これがどんどん悪くなったら本当に困りますもので、その口コ

ミによって、今お客さんが来るような状況でございますけれども、これをまず上げるような

方法で、当然またこれは指定管理者の方とか出店している方、やらなきゃいけないと考えて

いる。そんな中でいろいろなことイベントもやっている。しかし、最終的にはその品物がど

のような品物が置いてあるか、またその品物がよくても、陳列の仕方がいかがなものかとか

ありますもので、そういう中で、やっぱし町といたしましても、確かに笠井議員が１年目で

すから、その御祝儀もあるでしょう。しかし、その御祝儀に甘えない中でやっていかなけれ

ばいけませんよということはまた強く言っていきたいと思いますし、そういう中で皆さん方

も、やっている皆さん方も、それが十分承知してやっていると感じております。 

  そういう中で、私、１点またお願いして、何度もお願いしているんですけれども、とにか

くあそこには食べる施設造りませんでした。基本的には食べる施設を外に造った中、町が歩

いていけたらいいなという中で、今やっている中で、そういう食べ物を作るに関してもやる

し、やっていきたいなということがいますもんですから、そういう人達はどんどんやってく

れという中で、町内循環型が歩くような方向をやっていきたいと思います。 

  今回、本当はコロナがなくなれば、一応、素盞鳴神社と三嶋神社というのが１つの、両方

とも、この町めぐりもできると考えておりましたけれども、今回、そのコロナのおかげでお

客が本当に減っておりますもんで、そういう中でいろいろな中で、この「こらっしぇ」をせ

っかくつくったもんですから、もう最初の目的のとおり、町の起爆剤、また町の活性化なる
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ようなことで、今の状況を続けるか、それ以上になるような方向で町はまたいろいろな面で

その指定管理者に提言、そういうふうにしていきたいと考えておりますもんで、御理解願い

たいと思います。指定管理者じゃない。今実際やっている、その方にやった、そういうよう

な提案をしていきたいと思いますもんで、ご理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） では、町に関しては御祝儀もあるというのは、町長も分かっていただ

いているということで、来年度以降も、引き続き売上げが町に経済波及効果があるような形

で打っていくんだろうなと解釈をします。 

  それで２つ目、直売所の売上げがマイナス8.4％ですか、前年比。朝市、ごめんなさい、

朝市ですね。この原因は具体的に何か原因が分かっていますか。 

○議長（村木 脩君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（森田七徳君） これについては、先ほどちょっとお話ししたように、まだ確

定した数字が出ていないもんですから、非常に荒い推計でございますので、その点ちょっと

承知をしておいていただきたいんですが、令和元年度、コロナの影響を考慮しないとしても、

朝市の売上げが年間で1,600万円ほど減るのかなというような推計をしております。 

  ただそのうちの1,000万円は、農協さんと漁協さんが朝市から出た分がございますので、

実質の売上げの減少が600万円前後かなというふうに見ております。ただ過去の入湯客と朝

市の売上げのデータ等をこう見ていきますと、現在、入湯客数も、残念ながら令和２年度の

ほうも減少しておりまして、観光客減っているという影響が朝市にも当然影響を与えており

ます。ですので、減少分、減少見込分の600万円程度のうち、もし直売所の影響で減ったも

のがあるとすると300万円から400万円かなというようなことで推計をしております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  そこに関しても、町長は両方で相乗効果あって売上げが伸びるんだと言っていたので、減

るということは何か分析をしているのかなと思ったんですけれども、農協が抜けたから

1,600万で、入湯客数が減っているから実質300万円程度じゃないですかというところですけ
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れども、減っていますよねというところです。 

  減るのが悪いと言っているわけじゃなくて、じゃ、町長は命をかけてこの計画をやってい

くんだと言いましたよね、当選した直後。その前もそうですけれども。命をかけてやってい

くと言って、朝市、直売所ができてお互いが相乗効果で高め合って売上げが伸びていくんだ

と言ったんだったら、来年度以降をこのマイナスが黒字化するということでいいですよね、

計画的にはね。ですよね。そういうふうに腹をくくってやってくれているんだろうなと僕は

思っていますけれども、まだあります。そこが１つ。 

  ２つ目です。先ほど直売所の出店に関してですけれども、農家さんたちも、確かに売上げ

が5,200万円ですか、132名、5,200万円の売上げがあるよという形になっています。だから、

所得は向上してくるでしょうと。ただこの出品者さんたちの132名は全部町内者さんでいい

と思っていいんでしょうか。結構町外者だったりとかの方の出店もあるような感じもするし、

農協の持込み分とかもあるけれども、この132名は町内の人たちの売上げでよろしいのか聞

かせていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 確かに相乗効果ということは言いました、強くね。これは、本当に私

どもはできると思って今回できませんでした。やっぱりそれなりの理由がありまして、やっ

ぱしこっちを売って、また朝市が目立たなかったらね。その朝市さんに聞けば、そのリピー

ターは来ていると。新規の方が来ていない。やっぱりこの新規の方にいかに取り組むか、や

っぱりこれは新年度の課題ですよ。やっぱり「こらっしぇ」だけが目立って、今、朝市の会

場がほとんど目立たない。こういう現状でございますもんで、朝市の会場がまたさらに見え

るような方向でやればまた増えるんじゃないかと考えております。 

  しかし、これも早急にやって来年すぐ黒字になるかと言えば、それはまた朝市さんのほう

のまた努力もあるでしょう、いろいろな面で。減ったからともっと努力した中で頑張るぞと

いうね。やっぱりそういう中でも、お互い競い合った中で、これが上がっていく。私からそ

れが相乗効果だと思っております。 

  今後、たしか600、300万赤字でございますが、一因として、朝市をやっているということ

が分からなかったりとか、また朝市の方から結構言われておりますもんで、やっぱし現状、

「こらっしぇ」があっても、朝市がちゃんと開場、土日、休日はやっていますということを

分かるような方向でやれば、また違った方向で努力することじゃないかと考えております。

これまた朝市の皆さんと相談した中で、どのような方向が一番いいかという中は検討してい
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きたい。 

  それでさっきの132名、これは全部町内じゃありません、はっきり言いまして。笠井議員

も知っているように、町内の方もありますし、町外の方もあります。県外の方もあります。

そういう中で、全てがというのは少し、その町内も出した人も必ずやもう所得上がっている

んですよ。だから、少しだけでも所得が上がれば、それはもうひとつ上がっているんですよ。 

  その売上げ以外にも雇用効果としても、七、八人の方がそこに勤めておりますよ。やっぱ

りそうなるといろいろな面で、目に見えないところではそういう経済効果というと、私は考

えておりますもんで、もう少し長い目で見ていただければ大変ありがたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 長い目で見ていただければということなんですけれども、何もこうし

なければ、気づいたときには駄目なときがあるじゃないですか。だって、１年に１回売上げ

見てああ駄目だったね。それじゃ、やっぱり遅いじゃないですか、遅くないですかというと

ころです。 

  僕が言いたいのは、あれですよ、要は今売上げが落ちていても、上がっていても、どっち

でもいいんですけれども、それに対してどうするんですかということです。そういう計画を

やっぱり指導していかなければいけないし、それは町としてあそこを起爆剤として、中心と

して町歩きをさせるというのであれば、町の商店はどうやって使うんですかって、商工会と

話をするべきだし、朝市の人たちだって、「こらっしぇ」が目立っていて、朝市が目立たな

いから人が来ないんじゃなくて、多分似ているから来ないだけだと、僕は勝手に思いますよ。

これは僕の考えだからね。 

  だから、そこの原因というのをちゃんと見ましょうよと。例えば、呼び込んだけれども、

人は入っているんだけれども、売上げが上がらないのか、そもそも人が入ってこないのか。

これですごい変わると思うんですよ。例えば、人は入ってきてぐるっと回って出ちゃうよ。

これは何でだろうといったら、これは「こらっしぇ」の袋を持っているから。そういうのも

あるでしょう。だから、そういう原因を早くつかんでいかないと、１年置いておいて、さあ、

余りよくなかったね。来年頑張ろうということじゃ駄目でしょうという話なんです。 

  だから、そこを町長がどうこうするんじゃないんだけれども、ちゃんと逐一チェックをし

ながら、話し合いをしていかなければいけないし、2,600万円、やっぱり町の税金を入れて
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いる、補助をしているので、やはりほかのところにも波及ができるような施策を打つなり、

やらなければいけないと思うんですよ。ただお金をまいてじゃないですけれども、看板作っ

て、何作ってって、もうやれる時代じゃないんですよ。そうするとどうするかといったら、

早い段階で考えていって、お金をかけないでどうやってやろうかというところに時間をかけ

なければ難しくないですかというのが、僕の質問です。どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、時代の流れの中で、一般にやるのはＳＮＳですよ、フェイスブ

ック。それで拡散した中で、口コミもそうじゃないですか。はっきり言ってＳＮＳ，そうい

う中で3.3と出ていると。しかし、やっぱり今言われたように、看板をやればすぐできる、

そんな問題じゃないです、はっきり言って。いかにここの口コミの中で情報発信していくか。

そういう状況ですよ。 

  やっぱり長い目で見てくれと言ったのは、やっぱり何もしないということはないですよ。

やっぱりいい方向でやっていきながら、そういうやっていく中で長い目で見た中で、まちづ

くりを見てほしい、そう言っている。長い目で見てくれというのは、何もやらないというこ

とじゃないということは理解していただきたいと思います。ある程度、そういろいろ改革し

た中で、長い目で見てこのまちづくりを見てほしい。そういう考えでございますので、御理

解願いたいと思います。 

  当然、そういう中で、担当課長が言いましたように、一応、１か月１回、いろいろな方が

集まってやっているという中で、またいろいろな面でそう言います。そこもまた商工会なん

かも入っていいのかなと考えております。そういうまたメンバーも、また担当課の中で聞い

た中で、今後この「こらっしぇ」が本当にいい方向でこの町の起爆剤になってくればと思っ

ておりますもんで、町としても、言うべきことは言っていきたい、そう考えておりますので、

御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） ありがとうございます。 

  これがね、町長が言うように起爆剤になっていくことを願っておりますが、あと１個、す

みません、聞き忘れていました。 

  今、農協さんが入っていますね。漁協さんが主体で農協さん入っています。昨年、県東部
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地域の農協が数年後に統合されるという話が出ましたよね。今の直売所の人件費とかは、一

応今の伊豆太陽の本部扱いなのかな、人件費とかが農協さんが持っているんだけれども、こ

れ統合して東部地域ででかくなったときに、先ほど町長、計画の段階で３年とか数年とか、

もう赤字でも人件費だけ出ればいいからやっていくんだと言っていると言っていましたけれ

ども、ちょっと状況が変わってきましたよね。 

  町長、今もうかっているし赤字じゃないみたいな感じなんだけれども、これ採算ベースに

農協が合わないといったときに撤退するということってあり得ないですかというところなん

ですけれども、そういう話は、約束は当然できていますかね。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的にはもう撤退しないという中で、ある程度やっていただいてい

る、これはまあ現況。それで合併という話が出てきました。しかし、これはもう従来のこと

はもうやってもらう。もし、町が出ていけば出ていきますよと、やっぱりこの「こらっしぇ」

の一番のメリットは、漁協さんと何回も言ったように農協さんが一緒になってこれやっても

らっているということ、本当に珍しい。そういう中でこの直売所ができているのが、これが

もう一番のメリットでございまして、計画の段階からもう農協さんと漁協さんがコラボした

中で直売所をやっても、全国で本当に珍しく、これはいいでしょうということは、もう再三

再四議会のほうにもう言っています。 

  そういう中で、撤退という話、たしか合併になれば、そういうことも考えられるでしょう。

しかし、町といたしましては、それでは困りますもんで、それは合併する前のことも、一応、

町の姿勢をはっきりと漁協さん、農協さんのほうには言っていきたい、そう考えております

もんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ２番、笠井議員。 

（２番 笠井政明君登壇） 

○２番（笠井政明君） 町長が強く言っていただけるのはありがたいと思います。 

  ただ農協さんは、会社ですから、採算ベースに合わなければ、僕が経営者だったら切りま

す。そこだけ覚えておいていただいて、この質問は終わりにしておきます。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 確かに民間というのは、何かもう計画の段階から言っておりました。

これは農協さんは民間と、確かに民間、半公共的で、それは民間と切り離した考え方でやっ
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ていただきたい、そう考えておりましたもんで、それでちょっと頭のほうちょっと変えてい

ただいたら大変ありがたいと思います。何しろ、この「こらっしぇ」に関しましては、本当

に笠井議員が心配しているような方向で行かないような方向で町としてはやっていきたい、

そう思いますので、また御支援いただければありがたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 以上で笠井議員の一般質問を終結します。 

  この際、３時10分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 ２時５４分 

 

再開 午後 ３時１０分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 内 山 愼 一 君 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員の第１問、新型コロナウイルス感染症対策についてを

許します。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） それでは、私は１問だけ通告してありますけれども、新型コロナウ

イルス感染対策についてということで、新型のコロナウイルス感染症が猛威を振るって人々

の生活、社会生活だとか経済に大きな影響を与えていますが、当町の取組についてお伺いい

たします。 

  質問を出したときから大きく変わってきたのは、小中学校、高校が唐突に全国的に休校し

ろということの要請があったようなことがありまして、このことについては、細かく触れて

いませんでしたけれども、関連がありますので、また町長以下教育長のほうにも若干のお答

えをもらえればと思っています。 

  まず第１点目に、新型コロナウイルスの感染症の拡大に伴って国・県、それから対策につ
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いて通達だとか指導については国・県から来ているのかどうか。来ていれば、その内容につ

いてをお答えをしてもらいたいと思っています。 

  それから、２点目については、当町として防止策及び発症が確認された場合の対策につい

てはどうなっているのかどうか。それから、水際の防止策、保健所等の連携だとか医療体制

の確保、それから防御用品等の備蓄や町民への啓蒙についてはどうなっているのかどうか。

それで相談窓口、これに対して特別相談窓口等を町として開設をするのかどうか。その辺の

ことです。 

  それから、３点目については、観光客の減少が著しいことがあります。各イベントだとか

集会だとか、そういうものがストップしたらどうかということがありまして、要請がありま

して、経済的な損失を我が町としては、どのようにして補足しているのかどうか。それから、

また今ちょうど私どもの町のほうでは、ひなのお祭りのイベントがあるわけですけれども、

その行事での対策、それからそれに対する経済対策についてはどのように考えているのかど

うか。それから、これについても、相談窓口等が設けるようなことを考えているのかどうか。

その３点についてお伺いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 内山議員の第１問、新型コロナウイルス感染症対策については、３点

からの質問ですので順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、国は１月30日に「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し

て以降、協議された内容につきましては情報提供されております。内容につきましては、感

染症法や検疫法の整備による検査体制やまた「指定感染症」とし、その取扱い、予防につい

ての普及、相談窓口の設置、医療体制などとなります。また、２月25日には状況を踏まえ、

国としての基本方針が示されました。 

  ２点目についてですが、当町としての防止策ということではなく国の基本方針に従い個々

の一般的なせきエチケットや手洗いなどの予防を徹底し、感染の不安があるときは直接病院

で受診をする前に保健所等へ相談し指示を仰ぐことが推奨されています。仮に発症が確認さ

れた場合は保健所による個別対応となります。「新型コロナウイルス感染症」については、

「指定感染症」として取り扱われている水際の防止策、また医療体制、相談窓口などは国及

び県が講ずることとなっております。具体的な案内は町のホームページへの掲載及び回覧に
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て案内をさせていただいております。保健所との連携については２月６日に「賀茂地域新型

コロナウイルス感染症に係る連絡調整会議」が開催され保健所、消防、病院、医師会、行政

により賀茂地域での情報の共有と連携を密にすることが図られております。防御用品の備蓄

についてですが、「新型インフルエンザ」対策として備蓄した消毒用エタノール、マスクが

あります。その他に手指の消毒剤を購入して対処しております。啓蒙活動及び相談窓口の開

設についてですが、個人ができる予防及び相談窓口については回覧にて案内させていただき

ましたが、今後必要な情報提供の周知については適宜行ってまいりたいと考えます。 

  ３点目についてですが、新型コロナウイルスの観光に与える影響ですが、１月の中旬以降、

宿泊キャンセルが出ております。２月末日現在で観光協会の実施した調査の回答のあった39

軒の宿泊施設の合計で５万860人のキャンセルが報告されております。回答が得られなかっ

た施設やその後の状況を考えると、影響はさらに拡大し、非常に深刻な事態となっておりま

す。今回のような世界レベルでの特殊な要因による観光需要の減少に対しましては、現時点

で誘客対策的な経済対策を実施しても効果が得られないと考えております。 

  今後、経済対策を実施する場合には新型コロナウイルス感染の収束が見込まれ、効果が確

実に期待できる段階で検討したいと思います。 

  なお、相談窓口の開設についてですが、２月12日に商工会に設置済みでございますので、

御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 国・県から法律の載った形でいろいろ通達が来ているということで、

その指導については、２点目の私どもの町のほうではどうしているかということが今、町長

のほうから答弁がありましたけれども、私が確認をしたいのは、まず基本的には通達に載っ

かった形のものがそこにあるわけですけれども、住民の方は、例えば、自分がどこも行かな

いけれども具合が悪いとかというようなことで検査ができるかどうか、そういうことも随分

気にしていると思うんですよ。それと、それに対して実際今、検査をする機能が保健所等し

かないもんですから、その辺の不安があって、そういうものの解消というかね、そういう中

ででき得れば、相談窓口を町のほうでも設けてもらうことがまずできないのかなと。それが

１つの住民に対する親切かなというようなことの考え方をしております。 

  それで、検査についても、現在は全国で4,000人ぐらいの確保しかありませんけれども、

これから何か簡単な検査キットができて、今まで６時間もかかるようなものが30分ぐらいで、
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１台の機械が数百万だけれども、30分ぐらいでできる。そういう機械も今後実際に医療機能

だとか、そういうものに回ってくると思うんですね。そういうこともできれば、そういう相

談窓口に来れば分かるようにしてあげるとか、あるいは先ほど町長、回覧と言っていました

けれども、回覧なんかも１つの方法だと思うんですよ。 

  それと、この新型のウイルス感染ということについては、初めてのことで、インフルエン

ザもそうですけれども、新型のときはまだ治療薬だとかワクチンだとか、そういうものがな

くて、相当の恐怖があるわけですけれども、この治療薬等についても、相当なんか今いろい

ろな治療薬がだんだん開発されて、研究されて、間もなくのようなこともあります。そうい

う点では、私は人間の人知といいますかね、そういうことについては、相当の形があって数

か月後になれば、インフルエンザと同じような格好になってくれればなと、そういう希望的

な観測があるですけれども、現在の中でそこまでもいかないと思うんですよね。 

  そういう点で、でき得れば、相談窓口を設けてもらえるようなことがまず今の一連の検査

の関係だとか、それから治療薬の関係だとか、あるいは実際に今度保険の適用ですね、検査

も保険の適用になるとかということありますけれども、そういうことも含めて、生活相談と

いいますかね、社会的な生活の上で必要なものの相談窓口を設けていただいたらどうかなと

いうことだけ考えますけれども、それについてはいかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 確かに提案。しかし、これはもう基本的には国・県のことでございま

して、町がまずやっても、下手に混乱すると困ります。今言われたものはほとんどマスコミ

で推測でございます。これが確実にもう使えるとか、そういうあくまで、それでこれはいい

んじゃないのとか、そういうものまだまだ曖昧なあれでございますもんで、下手に町が開設

いたしまして、町には町民に混乱を与えると困りますもんで、とりあえず今は国・県の指導

に従った中でやっていきたいと考えておる。 

  そういう中で、昨日、区長会があったので、県からこういうことが来ました。そういう中

で、相談窓口はあくまでも新型コロナウイルスに関して相談窓口案内について回覧板に載せ

ます。これはあくまでも賀茂保健所、県の施設でございます。だから、基本的には町が下手

に相談窓口を出して下手な情報とか、そんな違った情報を流すと困りますもんで、あくまで

国・県の指導に従った中で町はやっていきたい。 

  その中でやっぱり１番は手洗いをまずやること、そしてあとはせきエチケットでマスクを

やっていただく。マスクは余り影響ないと言いますけれども、基本的にはマスクをやってせ
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きも減らす。それで、やっぱり１番は手洗いでございますから。一応町として町民に啓蒙し

たいのは、まず手洗い、これを励行していただきまして、あとはせきエチケット、マスクを

やってほしいということをまず、これはもうさらに啓蒙していきたい。 

  そして、相談窓口は町単独で開設することは毛頭今のところございません。やっぱり下手

に混乱を与えては困りますもんで、あくまでも国・県の指導に従った中でやっていきたいと

考えておりますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 相談窓口については、混乱を来すようなことあるから、むしろ今、

県等から来ている回覧ね、そのままで回覧で回すということですけれども、実際に何という

か現在の社会生活する上で、今十分に考えていかなければいけないのは、これからテレビだ

とか報道機関の中では、マスクも、それからトイレットペーパーだとかティッシュペーパー

というようなことも盛んにあるということを言っているんですけれども、実際にはどこへ買

い物などに行っても、量販店行っても、実際にはない。まして薬局だとかそういうものへ行

ってもなかなかないというような状態の中で、現実の中で困っているわけですよ。だから、

もう今、町長が言われたように、私もやっぱり不要不急の外出を控えて、それからマスクを

して、それから消毒液だとか手洗い、うがいする。そういうことを徹底させる上でも、もし、

いや、町にお金を出すということではありませんけれども、でき得れば、例えば、国・県か

らそういう物が、マスクだとか消毒液だとかそういう物が入ってくれば、実費で住民の方に

配布できるような形を、もし、とれないもんかなと。それが例えば、役場で窓口やるのか、

あるいは薬局さんのほうで今、国が盛んにマスクだとかと言っていますけれども、そういう

物を行政が直接依頼していただいて、薬局だとかに任せて実費で売るような形だとか、そう

いうものはとれるのかどうか、この１週間とか２週間の問題だと思うんですけれども、もし

そういうことができるかどうかということについてをちょっと確認をしたいと思いますけれ

ども、よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） このマスクに関しましては、もう国が北海道という中で、もう政府の

指示が来ないと。これはもうほとんど何年以来という中でも、政府の指示でもうこんだけは

よこしなさいと。それはもう北海道富良野町と、そうやるという中で、これは現実問題でも
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うマスクはないのは、実際問題、これは風評ではありません。しかし、トイレットペーパー

は完全に風評ですから、これはもう風評被害の中でやって。マスクだけは本当現実に国内に

はないというのは現状でございます。政府がそのように言っているんだから本当にないんで

しょう。 

  それで、今のところ、この１週間、２週間のうちにそういう国・県からそういうことがお

りてくるということは今ちょっと考えられない。そういう状況の中で、本当にマスクは不足

している。そのマスクのやっぱり一番必要としているところ、今は北海道、政府が出した指

示は私は大事と考えております。政府があくまでも北海道に対して、そういう要請に対して

富良野と、そこにやったということは、これはもう的確な判断だなと考えておりますもんで、

一旦言ったのは、この前、首長と県の保健所が行ったときに、その消毒液のことを町がやっ

てくれと。そんなことはもう県の自助努力で、そういう消毒液はもう確保してほしいという

ことは要望しておきました。 

  そういう中で、内山議員がもう仮に国・県からそういう入ってきた、またその状況により

ます。また、そういう状況によって、本当に町民に対しましてやらなければならないとなれ

ば、それは町としても積極的にそれは開放していきたいと。その優先順位というのも、本当

申し訳ないんですけれども、その優先順位、高齢者が一番かかりやすいっておりますもんで、

そういうものをやっていきたい。限られた枚数になってくると思いますもんで、その辺は十

分また町民が理解したら、もしそういう場合があったならば、町民が十分理解した中で、そ

のマスクとかいろいろなこと配布してしていきたいということは考えておりますもんで、現

実問題、今そのような状況はちょっと考えられないのが現実ではないかと考えておりますも

んで、それはまた御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 町長、私もね。だから、もしできればそういう形にして、だから、

何というか、町で負担をしなさいということでなくて、実際に北海道だとかの場合は、国の

ほうで公費で実際にやっているわけです。それは感染者がたくさん出ていますから。私、言

うのは、たまたま昨日の新聞ですか、伊豆新聞の中で、西伊豆が観光協会を通じてイベント

だとかそういうものあるとこについてのものが、マスクだとか消毒液を無償で配布したよう

なことがありますから、私は無償でなくても、現在、今困っている形のものを必ずしも全部
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の方が見えるんじゃないと思うんですけれども、でき得れば、薬局さんあたりを指定してか

ら、入るものがあれば、そこに行けば実費で買えますよというようなことが、行政としてそ

ういう指導ができるのような形をとれるように努力をしていただきたいということです。 

  だから、県だとか国にも働きかけして、そういう可能性があるのかどうか、あるいはメー

カー等に直接行政に働きかけして、そういうことができるかどうかということを考えていた

だいて、もしできなければ、今の回覧で、これこれこういう格好の中でこのくらいの時期に

は潤沢に入りますよということをお知らせするようなことをしてあげれば親切だなと思いま

すけれども、もう一度、それについては確認いたします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当マスクに関しては、もう国会でさきにやっているじゃないですか。

もうやってもなかなか入ってこないと。もう国がやって駄目なことを幾ら一自治体の行政と

言ってもですね、もう国の状況がそういう状況ですから、とてもじゃないのでできない。そ

うなると、やっぱりマスクに関しましては、県のほうから町、町に対してマスクがどれだけ

所有をしているか、そして、余っているマスクがあったら出してほしいという県のほうから

言ってきましたけれども、町はとりあえず出すマスクはないと言いました。やっぱり基本的

にはある程度、やっぱりそう言ったように、ある程度、町としても最低限はあるけれども。

またそれ以上、消費することが考えられますもんで、町としては県に出すマスクはありませ

ん、ゼロ回答いたしました。やっぱり最低は町民を守るのが第一でございますから、やっぱ

りそういう中で、国・県のほうからそういう調査があったときに、マスクに対しましては、

一応町としては供給することはありませんと、ゼロ回答いたしましたもんで、そういうふう

に御理解願いたいと思いますし、やっぱりこのマスク、そういうのはやっぱりもう一自治体

ではどうすることもできません。 

  やっぱり、その辺また議員の皆さん、理解していただいた中で、基本的には国・県の指導

に従っていく。やっぱり今、国のほうも、病院側も混乱するもので、もう熱があっても、と

りあえずは家庭で我慢していただいた中でやってほしいというので。やっぱり現場の混乱も

考えられます。簡単に熱があるからすぐ病院に行きなさいとも、町も言えませんもんで、そ

れはやっぱりあくまでも国・県の指導に従った中で、町はこの新型ウイルス感染に対して対

応していきたい、そう考えておりますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 
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（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 町長の申し上げることについても、十分分かるんですけれども。 

  私は、１つの例として、備蓄がないということであれば、西伊豆あたりのことも聞いて、

実際に西伊豆あたりは観光協会に実際にマスクを配付するようなことがありますから、そう

いうことの事例も踏まえて、もしできれば、そういう努力してあげることが、実際に今一番

町民が困っていることですから、そういうことのお願いをしていきたいと思っています。そ

れについてはあれします。 

  それで、ちょうどその唐突に先ほど言ったように、学校関係が休校の要請が来たんですけ

れども、その辺のことについてどういう対策をとっているのか、もしできれば、お話をして

もらえればと思っています。よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） ご質問の新型コロナウイルス感染症対策ですが、まず、国と県から

の通知のところをちょっと御報告します。 

  まず、今回全校一斉の休校の要請がありましたが、その直前、２月25日の時点で国から、

文部科学省から発出された通知が、教育委員会に次の日に届いていますが、内容は、児童生

徒本人が感染した場合に臨時休校を行うというような内容、それから、地域に感染症が確認

されている学校では、風邪の症状がある児童生徒は自宅で休養させるという、それが25日付

で国から通知が来ました。県からもそれを受けて、同じ日付で同様な通知が来ております。 

  それを受けて、２月27日に東伊豆町教育委員会として各学校に同様のことを通知して、こ

れからの対応についてという内容で学校、それから保護者にも通知を出したところでござい

ます。 

  そうした後、27日の夕方の安倍総理大臣の要請発表がありまして、それを受けて、次の28

日付で、文部科学省より３月２日から春休みまでの期間の小学校、中学校、高等学校、義務

教育学校の一斉の休校を要請するという通知がありました。 

  静岡県では、それを受けて、28日中に検討して、県の県立学校ですね、県立高校と県の義

務教育学校について検討して、同日、28日には県立高等学校を３月３日から３月19日まで臨

時休校にするという通知が来ました。 

  町内の小中学校においては、設置者が、町が休校等の決定をするということになっており

ますので、東伊豆町教育委員会として、町とも相談をした上で３月３日から３月19日までを

臨時休校とする旨を各学校、そして保護者に案内を２月28日に出しました。それがあの通知
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の経過で、対応でございます。 

  現在は子供たちは休みに入っておりますので、子供たちが休業期間中にどのように家庭学

習を進めるかというようなこと、それから健康維持ができるかということについては、学校

教職員が相談をしながら、家庭とも連絡を取りながら、できるだけ学校での授業はできなく

なりましたけれども、その家庭学習の内容等を支援していけるようにということで現段階で

は対応しているところです。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 本当に教育長のほうも大変だと。私のほうも急に、唐突に話をされ

て、全く25日に児童の感染した場合に休校にするとか、あるいは地域にそういう皆さんが出

たときに休校にするような形をとるのは１つの方法かなと思ったんですけれども、27日に唐

突に安倍首相のほうからそういう話が出まして、実際に町も含めて、教育の関係者の方も大

変な御苦労があったと思うんですよ。そういう中で、またその辺はほかのテレビなんかの報

道でも、ほかの小中学校なんかでやっているような形を参考にしながら、子供さんが有意義

に、また過ごせるような格好のことを努力をしていただくようなことでまたよろしくお願い

します。 

  それで、３番目の観光客が相当減少して、経済的な損失についても、実際にはこれからど

こまで、私もいいかげんなことじゃなくて、実際に治療薬だとかワクチンがどんどんできて

くれば、終えんすることを願っているんですけれども、早々と。あればいいなと思っている

んですけれども、実際にどこまで損失が続くか分かりません。そういう中で、宿泊のキャン

セルも相当、先ほどの数字を聞くと６万何千人というんですか、５万ですか、相当多い人数

がキャンセルをしています。 

  そういう中で、ちょうど西伊豆の例も、先ほど言ったように、西伊豆は入湯税の分の、入

湯税相当の3,500万について、観光協会の補助金を充てて、誘客のキャンセルに対して臨む

ということですけれども。当然財政的なものもあるし、それから先ほど町長言われたように、

私も今すぐに手を打つということもなかなか難しいと思うんですけれども、その時期を見計

らってまた補正予算等でそういうものを考えていかなければいけないのかなと。 

  それからもう一点については、これは観光業者だけでもありませんけれども、学校が休日

になって親の収入といいますかね、親御さんの収入、あるいは旅館で働いている方について
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も収入がなくなってしまうわけですけれども。そういう方についての親の収入については公

費でですね、１つは、従業員さんについては正規、不正規を含めて8,330円については雇用

調整金、雇用保険の関係の調整金というかね、そういうものの支給ができる。これは各事業

所のほうにお休みをもらう格好のことの証明だとか、そういうものはこれから来ると思うん

ですけれども、そういうものについても、また先ほど言った回覧等で町のほうから回してい

ただくというか、そういうものが必要かと思います。 

  もう一つは、週20時間以内のパートの職員だとか、そういう方についても、一応収入保障

するということで、これも実際に、これ静岡新聞ですけれども、ほかの新聞にも十分載って

います。そういうことの回覧だとかそういうものを含めて、そういうことがあるから相談に

来なさいよというようなことをやっていただける格好をお願いしたいと思っています。 

  それと、各事業所のほうにはそういう休業補償だとかそういうものはありませんけれども、

二、三日前の新聞でも、三島信用金庫あたりが、例えば、融資の相談窓口を設けましたとか

ありましたけれども、先ほど、私も出身が商工会ですから、当然同じことを言おうと思うん

ですけれども、商工会のほうで今言ったように事業所がキャンセルだとかそういう、それか

ら売上げが少なくなったことについての、コロナの場合については、従来はその変動の資金

というか、20％の売上げが少なくなった場合だとかということがありましたけれども、今度

はコロナの場合はそういうものの制約をほとんど除いて融資をしていただけるような格好の

ことも考えておるようです。 

  そういうことについて、政府機関だとかそういうものの窓口も設けていくような格好があ

るんだと思いますけれども、町のほうとすれば、静銀だとかあるいはスルガだとか、信用金

庫のほうにも、ぜひそういうつなぎの資金だとかそういうものをできるだけ補いをつけるよ

うな格好のことを努力をお願いするようなことを町長、あるいは商工会も含めて御相談行っ

てお願いしたようなことがしていただければと思っていますけれども、その辺についてどう

ですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この新型コロナ、本当にまさか５万という、そういうものショックを

受けたところでございます。再三、議会の委員会のときには１万何千人という報告したと思

いますけれども、その後、半年もたたないうちに、もう５万ということはもう本当に危機的

状況でございます。 

  そういう中で、２月25日にやっぱし旅館組合、稲取・熱川の旅館組合、そして、町の観光
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協会、また商工会長が来ました。そういう中で、町もいろいろなことを御支援願いたいとい

う中で、またこういう危機的な状況でございますから、町もできるだけこれは支援していき

たいと考えております。 

  そういう中で、もう静銀さんには、一応こういう状況ですからできるだけそういう事態で、

この町が生き残る方向で対応していただきたいということは、静銀さんには要請してきてお

ります。やっぱり何だかんだ言っても、静銀さんがこの町にとって割合、旅館とか多いもの

ですね。また今後また三信さんとかいろいろなことを言いたい。まして時間はもう限らず、

時間なもんで、もう対応が大変だ。 

  それは本当に商工会と連携した中でやらなければ、とてもこれこんな乗り越えることが大

変難しい。そしてまた３月10日には一応、第２次のこの緊急対策の取りまとめがでます。一

応、その取りまとめる中で、国がどのようなことを考えているか。それを待つ中で、町が支

援できることはやっていきたいし、またセーフティネット４号のほうにももう指定されてお

りますもんで、国もそれなりの危機感を持っておりますので、国が大胆に財政援助をしてい

ただければ大変ありがたいなと感じているところでございます。 

  そういう中で、本当ここでやらなきゃならないというときが必ず来る。もしか臨時会もや

ると間に合わないときもあると思う。そのときは議長さんに相談しながら、一番いい時期に

そういうことをやっていきたいと考えておりますもんで、それは議長さん、要するに臨時会

議が開けない、そんな状況のときはね、議長さんにお願いした中で町としてはこのような方

向で専決やっていきたい。そういうことを今考えております。当然、利子補給なんかも出て

くるでしょう、その中で。そういう中で、一応この町ができるだけの支援をした中で、この

産業が停滞しないような方向で町はやっていきたいと考えておりますもんで、またいろいろ

な面でまた御支援と御協力をよろしくお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 

○１０番（内山愼一君） ぜひ町長ね、私言ったような、キャンセルに対する観光の施策とい

いますか、どういう形でやるのか分かりませんけれども、それはそういう補助をしてやるよ

うなことが当然出てくると思いますので、その辺のことと、それから休業補償だとか、そう

いうものについてのこと、それからつなぎの融資だとかそういうものを含めて、町長、わざ

わざ利子補給ということを言ってくれましたけれども、そういうことを含めて、周遊機関だ

とか金融機関にもお願いするようなことをまたしていただいて、今実際にしているというこ
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とですから、商工会のほうにもそういう相談窓口を設けてきっちりやってもらいたいと思っ

ていますからよろしくお願いします。 

  それから、もうちょっと具体的な格好で、ひなのそういう祭りが今、イベントが最盛期な

わけですけれども、その辺の対策だけちょっと教えていただけませんか。 

○議長（村木 脩君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時４４分 

 

再開 午後 ３時４５分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

  町長。 

○町長（太田長八君） ひなに関しましては、イベントに関してはひなフェスが中止になりま

した、イベント中止。そして、３月３日にあるお茶会ですね、これも一応中止になりました、

ひなに関しましては。 

  お祭り自体はやっているんだよね。その代わり、やっぱし手洗いとそのマスクに関しまし

ては、徹底してやるような方向で一応指導はしております。初節句の会も中止だ。ごめんな

さい。ほとんどイベントは中止になったと考えていただければ結構です。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 大きなイベントね、ひなのイベントについては中止で、実際にはつ

るし飾りの関係の会館だとか、あるいはそういうようなものについては行っていて、実際に

先ほど冒頭申し上げたように、消毒液だとかあるいはマスクの着用をお願いするような格好

でお願いをして、来てくださる方にはそういうものの注意を払って実施するということでよ

ろしいですね。 

  そんなことで、私も今、町長はちょっと遠慮している部分があったか分かりませんけれど

も、国・県のものに従ったということですけれども。町のほうとしても、それなりの対応を

していただいていることがありますから、住民の方に親切に分かるように、あるいは何かあ

りましたら相談に乗ってあげて、こうしたらいかがですか、あるいは回覧もできるだけ、ま
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た早いうちに回していただいて、住民の不満をぬぐうような格好のことをしていただくよう

なことで、私の質問は終了します。 

○議長（村木 脩君） 答弁のほうはいいですね。答弁要らないですね。 

  以上で、10番、内山議員の一般質問を終結します。 

  ここで３時55分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ３時４７分 

 

再開 午後 ３時５５分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 稲 葉 義 仁 君 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員の第１問、小中一貫教育についてを許します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 本日最後の一般質問ということで、皆さん、お疲れでしょうが、もう

しばらくお付き合いください。 

  それでは、１問目、小中一貫教育について伺います。 

  令和元年11月に東伊豆町小中一貫教育研究会より報告書が提出され、東伊豆町の小中一貫

教育に関する方向性が示されました。今後は東伊豆町小中一貫教育準備会、これは仮称とな

っていると思いますが、それを設置し、具体的な計画を立てていくものとされておりますが、

以下の件について伺います。 

  先ほどの準備会、これが目的とするところはどこにあるのか。また設立の時期や人選、協

議を行う期間はどのように考えているのか。 

  ２点目、小中一貫教育に関する検討が、このように重ねられていく一方、ここ数年の出生

数から見て少子化の傾向が顕著でございます。そういった中で、既存の小学校、中学校、こ

れは現在の小学校、中学校です。こちらの教育や体制についても、現在抱えている課題の解
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決を図るような施策の検討というものが必要と思われるがいかがお考えか。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） この件に関しましては教育委員会の関係でございますもんで、教育長

より答弁いたさせますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 稲葉議員の第１問、小中一貫教育については、２点からの質問です

ので順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、御質問にありましたとおり、昨年11月に東伊豆町小中一貫教育研

究会の報告書がまとまり、本年１月開催の議会全員協議会にて報告をさせていただきました。 

  教育委員会といたしましては、報告書にて提案いただいた、これから目指したい東伊豆町

の教育や、稲取、熱川地区、それぞれに小中一貫校を設ける考え方を保護者・地域の方々に

お伝えする説明会を開催し、御意見を伺っていきたいと考えております。その後、アンケー

ト調査なども実施し、方針を定めていく所存です。 

  小中一貫教育の方向が決定した後、東伊豆町小中一貫教育準備会、これは仮称ですが、を

設置して、小中一貫校開設に向けての準備を進めたいと思っております。 

  準備会の目的ですが、小中一貫校を開校するためのさまざまな準備について検討し、教育

環境の整備充実を図ることですが、検討内容が施設・設備の面から教育課程、通学や制服、

ＰＴＡ活動等、多岐にわたるため、それぞれ専門の部会にて検討していくことが必要になる

と考えております。 

  また、時期や期間につきましては、説明会やアンケートの結果等を踏まえた上で、決定し

ていくものと考えておりますので、現時点で具体的な回答はできませんが、早期に開催でき

るように努力してまいります。 

  なお、人選については、学校の代表、保護者代表、地域の代表、有識者等を考えておりま

す。 

  次に、２点目ですが、御質問のとおり、児童生徒数の減少は年々進み、今後もこの傾向は

続いていくものと思われます。 

  現在、少子化も踏まえた中で、小中一貫教育の方向を検討しているところですが、現状に
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おいても、児童生徒数の減少による学校教育における課題への対応が必要であると考えます。 

  学級の児童生徒数が少なくなり、授業等での交流機会が減少していることについては、こ

れまでも、小学生と幼稚園児が授業や行事で一緒に交流する場を増やしたり、小学生が中学

校の音楽発表会に参加したりするなどの学校種を超えた交流を深める取組を進めています。 

  今後は、スクールバスを活用しての合同授業など、熱川・稲取の学校間の連携や交流も考

えていきたいと思います。 

  また、ＩＣＴ環境が整えば、離れた学校同士がネットワーク通信を介して行う遠隔授業も

少人数化の対策として有効ではないかと思われます。 

  各学校とも相談しながら、少人数化する中での、よりよい教育を進めていきたいと考えて

いますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御答弁ありがとうございます。 

  そうですね。ちょっといろいろ質問に入る前にもう一度確認させていただきたいと思いま

す。 

  今のお話しですと、ここまで小中一貫教育研究会の報告書をここにまとめられた考え方、

方向性というものを町民の方々、親御様も含めた、その辺に広く示して意見を伺った上で準

備会を設立するというふうに理解しましたが、それでよろしいかというところ。 

  それから、そうなると準備会のほうでは具体的な課題をいろいろ検討して、それの解決方

法を探りながら、この小中一貫校の、要は具体像、こういったものをつくって、ここでは実

際こういう学校ができるんだという形でなんでしょう、協議を重ねていく場だと。 

  簡単に言うと、準備会が終わるころには小中一貫校が設立されるという理解でよろしいん

でしょうか。ちょっとその２点お願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 稲葉議員のおっしゃるとおり考えております。 

  小中一貫教育の研究会で出していただいたのは、東伊豆町、本町にとって小中一貫教育は

どのように効果的であるかということを検討していただいたもので、その答申の中心は、東

伊豆町では小中一貫教育を進めていくことが望ましいという研究まとめをいただいておりま

すので、それを保護者、町民の皆様に説明をさせていただくということをこれからまずやる

べきことだと考えております。 
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  その中で、保護者や町民の皆様、そして教職員とも当然話し合いますけれども、御意見を

伺いながら、具体的に小中一貫教育のイメージをどのような内容になるかとか、どのような

学校になるかということをやはり周知をしていく必要があると考えております。 

  その中でいただいた御意見を基に最終的に町として、教育委員会として最終決定をしてい

くものと考えております。 

  その後、決定をした後で学校設立に向けての具体的な内容を詰めていくということでの準

備会が必要だというふうに考えております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ちょっと私の今までの認識の感じ、これはちょっと私だけの理解かも

しれないんですけれども、もともと研究会の前に学校整備教育委員会があり、そこで統合の

方針が示され、総合教育会議でしたっけ。そこで基本的に小中一貫の方向でいくのが、当町

としては望ましいということで、今回の研究会かな、小中一貫教育研究会が立てられたとい

う理解をしています。 

  この報告書を見ていると、全体的にいろいろな意義や効果、そういったものから課題、そ

れからおおむねのその課題に対する当町としての解決の方向性みたいなのは一通り網羅され

ていて、こういったものを今後解決して小中一貫校をつくっていくんだよという形でまとま

った資料になっていると思うんですが、今この段階で、この報告書を町の方、親御さんに出

して意見を伺っても、いいことだよねという話以外に、いや、こうしたいという話が余り逆

に言うと出てこないような感触が個人的にはします。 

  具体的に言うと、全体の課題やそういったところに対する言及というのはあるんですけれ

ども、それを具体的にこうやって解決してこういう学校をつくるんだというものがやっぱり

まだはっきりとは示されていないので、何というんでしょうかね、ちょっとぼやんとした、

ああいい学校ができるといいよねというような、こうやったらいいね、ああやったらいいね

というレベルの段階で意見を聞くということがどういう意味になるのかなというところが、

個人的に今感じているところです。 

  例えで言うと、大川と熱川の統合の際には、実際にこの統合準備を進めながら、ある程度

課題を多分つぶしていったと思うんですよね、時間がなかったところもあったと思うんです

けれども。統合準備についてということでいろいろまた資料を見ていたんですけれども、あ

る程度、具体的な形があるから、そこに対していろいろな意見が生まれてくるんじゃないか
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なと思っております。 

  課題の解決に当たっては、教育長がおっしゃったとおり、いろいろな場面での広い範囲で

の課題というのがありますので。どうなんですかね、準備会を立ち上げるのと、このアンケ

ートで意見を伺いながらという部分は、私個人的には並行か、逆に言うとある程度具体的な

ものを形づくりながら聞いていくというほうが住民にとっても分かりやすいんじゃないかと

思うんですけれども、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） ありがとうございます。 

  まず、学校教育環境整備委員会の段階の事柄でのお話がありましたが、経過につきまして

は、これまでも何回かいろいろお話しさせていただいたこともあるんですが、学校教育環境

整備委員会も、この小中一貫の検討会の前に２年間持っておりました。 

  その中で、町の学校環境の整備を検討する中で大川小学校の、その当時でまだ入学してく

る前の段階の子供たちの数も含めてゼロの学年があるということを御指摘を受けて、大川と

熱川の統合について早急に進めるべきだということが、その学校教育環境整備委員会の中で

中間答申的な形でいただいて、それを大川、それから熱川の皆様と話し合いをしながら、そ

して最終的には総合教育会議で町で決定をしたという、その経過は稲葉議員さんのおっしゃ

るとおりです。 

  それで、そのときには早急にということが求められていましたので、本当に大川の皆さん

に統合の話をしながら、熱川の皆さんにもお話をしながら、その中で具体的な学校の内容も

話し合う中で出していただいて、そしてそれを検討するということがやはり同時進行という

か進んでおりました。それは準備会ということではなかったんですが、やはり保護者や住民

の皆様と学校のあり方をお話しするのには、ぼんやりした話ではなかなか御意見をいただく

にも地域の方、保護者の方、意見の出しようがないということは、大川の皆様からも言われ

たことが、私の頭にも残っております。 

  それで、今回、順番としては研究の結果をまとめをいただいた、そのことは細かく学校の

位置から熱川と稲取に小中一貫の学校を置くということが望ましいというまとめをいただい

ていますけれども、じゃ学校の形とか、どこの校舎を使うとか、制服はどうだとかという、

そういう細かいことは当然まだありません。 

  それで、これから説明会を行っていく段階で、やはり稲葉議員のおっしゃるように、ぼん

やりした形での議論というか御意見をいただくというのは、なかなかやはり難しいと思って
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いますので、そこではやっぱり教育委員会としても、その具体的な案をやっぱり持ってお話

をさせていただいて、それから、御質問とか御意見をいただいた中で、それはこのように考

えられますという現段階での具体的なやっぱり案を示しながら話し合いが進んでいくべきだ

なと思っています。実際、そうじゃないと本当に話し合う、もうね、話を詰めていくという

か御意見をいただく、なかなか意味がないということになりますので、おっしゃるように、

地域と保護者の皆様との話し合いの中で具体的なことが少しずつ、お互いの意見の中でこう

出てくるものと思います。 

  ですから、アンケートも大川、熱川のときも、その保護者、地域との話し合いの途中でア

ンケートはいただいております。２回実施をしております。それを基に最終的に総合教育会

議を開いたということですので、おっしゃるように、これから説明会とは言うんですけれど

も、いただいた研究のまとめの内容だけではなくて、それからまたさらにもっと具体的に学

校をつくるとしたらどうしたらいいかということの内容も含めて、教育委員会としては提案

的なものも出したいと思いますし、多分保護者の方、地域の方はこういうところはどうなる

のということで心配されて御意見をいただけると思いますので、それはまた私たちの検討課

題というか案として少しずつまとめていきながら、御意見のアンケートという形でまた御意

見を集約していきたいと思っております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  説明会実施に当たって、教育委員会でたたき台となる具体案というものを持って、それを

基にいろいろ議論をしていくということで理解をいたしました。そのほうがよりやはりいろ

いろな具体的にそりゃ困るとか、このほうがいいという意見が出てくると思いますので、ぜ

ひそういった形で進めていただきたいと思います。 

  その点、教育委員会が提示をしようとしている具体案というものが、今現在、今ここで答

えろということではなくて、今現在あるのか、逆にないとすれば、それをじゃいつぐらいま

でにつくって報告書、説明会をいつぐらいからどのくらいの期間行うのか、そのあたり。 

  あとは全体的に結果としてやはり小中一貫校の話になると、みんな、私も含めてなんです

けれども、一体いつごろ完成するのだというところがやっぱり気になるところだと思うんで

すよね。そこはやはり丁寧な検討と言いながらも、ある程度時期は意識をして進めていくこ

とが必要だと思われます。 
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  そういった意味で、先ほどの具体案の提示から説明会、準備会への流れ、このあたりのス

ケジュール感というのがもしあれば教えていただきたいです。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 先ほどの町長の施政方針の中で令和２年度からそういう説明会を始

めていきたいというお話をさせていただきました。 

  やはり具体案をある程度持って説明会を開くということについては、こちらも準備が必要

ですので、稲葉議員おっしゃるように、今ここで詳しくはその案を語るだけのまだ案がまと

まっておりませんが、大体課題となりそうなことは、小中一貫教育研究会の中でも委員の皆

様から、まとめの中には載っていない部分においても意見をいただいていますので、そうい

うところをより分かりやすくこう説明する具体的な案とか内容を示す資料とか、そういうも

のをこれから準備していくということになります。 

  本当にいつごろ、それが、学校が、例えば話し合いが進んで学校ができるかということに

ついては、やはりはっきりは言えないんですが、先日の全員協議会の中で、町長は５年ぐら

いを目安にしたらどうかというようなお話をされたかと思いますけれども、他の市でのこれ

まで小中一貫校開校された市の状況で言いますと、昨年、土肥小中一貫校を視察を、その研

究会の委員の皆様と視察をしてきました。そこで伺ったお話では、決定してから、説明会も

やったそうですけれども、決定してから準備会の日程で言いますと、準備会のその細かいと

ころを最終的に詰める準備会だけでも３年ちょっとの日程がかかっております。ほかのとこ

ろでは、ほかの学校では４年かかったところとか２年ちょっととかいろいろ、その市のその

学校の状況にもよりますけれども、やはり細かい内容を準備する目的でやる会もかなりの日

数、年数というか期間が必要ではないかなと思っています。それを含めるとやはり５年ぐら

いを目安に考えていきたいというところが今の段階で、大きな目標というか期間の考え方で

はないかなと思います。 

  そうすると、説明会もそんなに長くこうやっているというのはなかなか期間的にも難しい

でしょうから、何とか令和２年度の中で御意見を伺いながら、その御意見をまとめたいなと

いうふうには思っています。そこのところは、ただ話し合いによっては、もっとこういうこ

とも検討が必要じゃないかという御意見がたくさん出た場合には、説明会、検討する議題と

いうか内容が多くなった場合には長くなる可能性もあります。 

  ただおっしゃるとおり、大きな考え方としてやはりいつまでも、その目標もなくというこ

とではなくて、５年ぐらいの間にはやはり、５年というか、その説明会はできるだけ令和２
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年度内に終えて決定をして準備を何年か、やっぱりかけて開校に向けていくということが必

要ではないかなと思っております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） そうですね。実際の細かな課題を解決していくとなると、確かにそれ

なりの期間が必要となる部分は出てくると思います。仮にこのおおむねという意味で５年ぐ

らいをめどにと考えた場合、逆に言うと、現行の小学校、中学校、５年間は今までのままの

形で運営されていくという形になってくると思います。 

  その中で、先ほど、最初のときの御答弁で、教育長からは小学校、幼稚園との交流や小中

の交流、そういった形での交流、これに加えて、今度は稲取、熱川地区の交流というのも考

えていきたいということをいただきました。 

  おっしゃるとおりで、小中一貫をどうするというのは、もちろんこれ大切な話ですけれど

も、一方で、今学校に通っている子供たちもいますので、この方々がよりよい学校教育を受

けられるように、こちらのほうでもいろいろ手だてを打っていただきたいと思います。 

  特に、最初に学校統合の話が出てきたときに、中学校の部活の話がございました。中学の

部活という意味でいうと、小中一貫になったとしても、小学校の高学年の方が仮に一緒に活

動を行うことができたとしても、やはりなかなか難しいところが現行の体制だと難しいと思

います。 

  そういう意味で言うと、教育長のおっしゃったように、稲取、熱川間の両方の学校の交流

というのを今からもう少し費用もかかるところもあるので、すぐにやってみようというとこ

ろは難しいかもしれないんですけれども、検討していく必要があるのかなと考えております。 

  併せて、研究会の報告書でもありましたけれども、部活については、将来的には社会教育

のほうでうまく吸収して、多分学校という部活から社会の中でのそういう活動に少し先生の

負担を減らすという意味で移行していきたいという意向もあるんじゃないかと思います。 

  そういった意味では、今現在の部活においても、何かそういう形でやっていける手はない

のか、こういったところは今から検討していく、現行の枠組みの中でもいろいろ打てる手を

検討する余地があると思うんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 小中一貫の学校を開くにも、もし開くとしても、必要な期間がある

ということをお話しして、５年というようなことになると、現在の学校の子供たちは、その
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間は現在の状況ということになりますが、小中一貫のことを一生懸命研究して話し合って、

現在の子供たちについては、何も課題を検討していないわけではございません。 

  先ほどお話ししたように、今の子供たちは今しかこの時期の自分の年齢に合った教育を受

けることができないわけですから、現在ある課題ももちろん、私、教育委員会としては全力

で対応していきたいと思っていますし、その方向性としては、少人数化することに対しての、

方向性は先ほどお話ししたようなことを考えながら進めていきたいと思います。 

  それから、部活についてですけれども、小中一貫の学校づくりは部活動の問題も当然少人

数化した教育の現場というのは、部活動の問題も課題も大きいわけです。学校教育環境整備

委員会を開設した当時は、やはり部活動の問題ということは大きな課題となっていました。 

  ２年間の検討の結果、これからの学校教育を考えていく上で２つの方向性があるというこ

とで、１つは中学校同士の統合が考えられる。もう一つは地域との関係づくりをさらに深め

た小中一貫の学校を熱川と稲取に設置するということが、その学校教育環境整備委員会の答

申では出された内容でした。 

  その中で、中学校の部活については、確かに小中一貫の形にするということは、熱川と稲

取別々にするということは中学生が１つの学校になるわけではありませんので、生徒数が増

えないということになると、部活動の状況は人数的な課題は同じであるということがありま

す。 

  それで、当然これは東伊豆だけではなくて、全国の部活動を行っている地域、学校は、今

ある学校中心の部活動、運動部を中心とした文化部もありますけれども、部活動を地域スポ

ーツとか、地域の活動に転換していく。そういうふうな形をつくっていくべきだということ

は、国も県も方針としてはあります。 

  今から当然検討はしているところですけれども、これまでに検討した内容としては、部活

動の部によっては人数が少なくなる。大会参加するのに、例えば、熱川中と稲取中の合同の

チームをつくって参加するということも、何年か前にも検討したことがありますが、そのと

きには学校側から移動する時間と練習時間の確保、それについてなかなか移動して練習をし

てまた帰るというような、そういうような移動のことを考えると現実的ではないということ

で一旦検討したことはあるんですが、それは合同の部活動についてはまだ実施しておりませ

ん。 

  そういうことも含めて、これから地域のほうへどういうふうに地域スポーツに転換してい

くかということは、うちの町だけでもなかなか難しいので、そういう方向を考えながら、国
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とか県の情報とか、方針等も踏まえた上で本当に検討していくべき、今から検討していくべ

きだと私も考えております。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御答弁ありがとうございます。部活の例は一例としてとらせていただ

きました。 

  いずれにしても、小中一貫という形で２つの学校をつくった先でも、やっぱりしばらくの

間、どんどん子供は減っていくというのに変わりはないかと思います。少ない子供たちに楽

しく過ごしていただくという意味では、この東伊豆町の町内の話において言えば、熱川、稲

取に両方つくる２つの学校の交流というのは、１つのキーになってくるとやっぱり感じてお

ります。これは、本当にだからそういう意味では小中一貫校をつくるというところと、それ

以前のところの今ある学校間の交流という、この両方の観点からぜひ今後もいろいろ実際難

しいところはあると思うんですよね、物理的に離れているというところで。ただこれを難し

いといっていてもしようがないので、何とか解決できるような方策がないか、今後も御検討

をよろしくお願いいたしますというところと、あとは今５年というめどを頂戴しましたが、

仮にこれが１年早くなるようなことがあれば、１年分、たくさんの子供たちが小中一貫校で

教育を受けられるということでもありますので、そこのところも併せてぜひよろしくお願い

いたしますということで、この質問を終わらせていただきます。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） ありがとうございます。 

  小中一貫校をつくっていく、今検討しているところですが、小中一貫というのは、町で２

つということで、先ほどお話ししたように、熱川と稲取の子供たちがそれぞれ義務教育の段

階を一緒に学校で過ごすということですので、１校の、その学年の人数が増えるわけではな

いということ、それからだんだんこれからやっぱり児童生徒数が減っていくということは学

年の人数が少しずつ減っていくということですので、おっしゃるとおり、それに対応するこ

とは、今の段階もそうですけれども、小中一貫の学校になっても同じように検討していく課

題を解決していく努力をするべきだと私も思っております。 

  それで、２校に分かれても、２校の交流ということは、先ほどお話ししたように努力して

いくべきですし、それから、学校教育環境整備委員会の答申のお話を先ほどしましたが、熱

川、稲取に小中のこう一貫の学校をつくるということの中に、地域との結びつき、つながり
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を深めるということが前提としてあります。そのために、熱川と稲取の地域の特色、よさを

生かしながら、学校の近くでたくさんの方に学校を応援していただくということも含めて今

検討しているところです。 

  それで、子供同士の交流も大事なんですが、その考え方から地域の方との交流、それも深

めていきたいと思います。 

  以上です。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議時間の延長について 

○議長（村木 脩君） お諮りします。 

  本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本日の会議時間は延長することに決し

ました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、公共施設の維持管理体制についてを許します。 

  ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） それでは、２問目、公共施設の維持管理体制についてお伺いいたしま

す。 

  昨年６月の一般質問において公共施設のマネジメントについて質問させていただいた際に、

公共施設の管理については「公共施設の維持管理に関する情報を共有し、維持管理のレベル

適正化を図り、さらに全庁的な視点から維持管理を総合的かつ計画的に進めるために、将来

的に施設を管理する部署を設け、全庁的な維持管理体制を構築することを検討していきたい」

との答弁をいただきましたが、その後の進捗について伺います。 

  １点目、公共施設の維持管理に関する情報の共有という点において、具体的にどのような
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手法で、どのような情報を誰、あるいはどの部署とどの部署が共有しているのか。またその

結果として得られた効果というんでしょうか、そういったものがあれば教えていただきたい

と思います。 

  ２点目、昨年６月時点で、２年後をめどに専門家を交えた中で個々の公共施設の改廃等の

方針を決定し、またその方針を踏まえて施設管理を一元管理する部署を設けると御答弁をい

ただいておりますが、こちらも現在の進捗状況についてお聞かせください。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 稲葉議員の第２問、公共施設の維持管理体制については２点からの質

問となっておりますので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、静岡県では、県全体の行政の効率化・最適化を目指しまして、県

市町や市町間の連携を促進し、共通する行政課題の解決に向けて研究等を行うため、行政経

営研究会の部会の一つとしてＦＭ研究会を平成26年度より設置し、県内35市町と県でＦＭ推

進に向けた研究等を行っております。当町においては、このＦＭ研究会に現在、企画調整課

の職員が出席しております。研究会は、これまでにも主に計画の策定支援や各市町の先進的

事例を共有してきましたし、これまでにもＦＭ研究会から得られた情報は、東伊豆町公共施

設等総合管理計画策定に生かされております。 

  当町の公共施設の維持管理体制は、現在、公共施設個別施設計画策定の窓口的役割を果た

す事務職員が兼務職で１名配置されております。このような実情で公共施設マネジメントを

実施するのが困難な状況であり、情報共有も明確に制度化されていない現状であります。 

  なお、公共施設を含む建築物の管理に関する情報は、基本的には県より建設課に通知され

まして、そこから全庁に情報提供される体制となっております。 

  次に、２点目についてですが、これまでにも、公共施設の一元管理する部署を設ける予定

であり、専門家の意見を取り入れ全庁的な維持管理体制を構築することを検討してまいりま

した。そのためには、この技術職員の確保が必要な条件となっております。しかしながら、

近年、技術職員の確保が大変厳しい状況になっております。大規模改修事業を実施中であり、

今後も実施を予定している一部事務組合にも技術職員を派遣できない中、河津町より静岡県

に依頼し技術職員を派遣していただいている状況です。また老朽化したインフラ施設への対
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応が求められる中、技術職員は橋梁の補修工事を実施しております。加えまして、昨年の台

風の災害復旧工事にも対応しております。これらの技術職員の不足している中、直ちに公共

施設の一元管理する部署を設置することが大変困難な状況となっておりますことを御理解願

いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 御答弁ありがとうございます。 

  そうですね。前回の質問させていただいたときも、少し上げさせていただきましたが、公

共施設等の総合管理計画、こちらのほうで公共施設は現在所管ごとに維持管理をしていて、

全庁的、中長期的な観点からの維持管理がされていなかったと、これがまず課題ですと。 

  これを解決するために、部署間での維持管理に関する情報の共有、それからその情報の共

有によって、恐らく維持管理レベルの適正化を図るということだと思うんですけれども、こ

のあたりについて、具体的に何か進捗というものがあるのかどうなのか、ちょっとその辺教

えていただけますか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 壇上で言いました、その辺の進捗状況はございません。 

  基本的にはもう公共をやったのには、今ちょっと考えが変わってきまして、まず補助金と

かいろいろな目をつけても、その建物を個別にまた計画を立てなければなりませんもんで、

そういうような方向でそうやっていきたいという状況でございますもんで、言ったようなこ

とではできていないのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） そうすると、この公共施設の維持管理はこのまま所管ごとに行ってい

くということになるんでしょうかというところと、その中でこの維持管理レベルの適正化と

いうのが図っていけるのか、その辺について、すみません、町長の考えをお聞かせください。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 現状的には、基本的には今の現状でやっていくしかないのかなとは考

えております。そうなると、維持管理としては職員にお願いしたり、それで維持管理の中で
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いろいろな問題点があると言ってきたときには、全庁的な中で、これはじゃどういうふうな

個別計画をつくった中で今後継続していくかなと対応していくか、そういうようなことをや

っていきたいと考えておりますもんで、そういう状況ということをまた御理解願いたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） ありがとうございます。 

  現実問題としてなかなか急には変わらないという部分は当然あるでしょうし、一方で大規

模施設の修繕というのが続いているという意味で、その中でなかなか変えていけないという

状況があるということは理解いたしました。 

  一方で、前回からもそうなんですけれども、いわゆる技術職、これがなかなか確保できな

いよという話が出ております。この辺については、これは別にやれとかやっているのかとい

う意味ではなく、例えば、効果があるかどうかは別として、採用活動について、例えば、こ

の辺の広域ですよね、賀茂郡の中の町が協働して、こういった技術職に関する採用説明会を

開くですとか、逆にはどこかの企業に相乗りする形で募集に回るとか、そういったことが、

そういった活動みたいなもの、検討された、したことがあるのかどうかというような部分。 

  それから、今いる職員さん、その中に実際こういった部門に関心がある方が本当にいるか

どうかという問題もあるんでしょうけれども、既存の職員の中からそういう技術を持った職

員を育成するような考え方、そのあたりについて少しお考えをいただけますでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当この技術職員を応募しても来ないのが現状でございます。しかし

ながら、今年の新入職員の中で今、建築士の資格を持っている。やっと１人来まして、これ

もいろいろ家庭の事情の中で、奥さんがこの町に住んでいるから自分も町に住む。本当今、

本当そういう中で技術職来ないのが現状。 

  それでも、稲葉議員が言ったように、これはもう本当に広域でやるしかないなという中で、

これ１市５町の広域連携の中でも話しておりますし、できれば、県の職員を派遣してほしい

ということも言っています。要するに、１市５町の技術職が少ない中で、そういう中でまず

は支援を願いたいと。また、町長会でもいろいろな中でそういう説明会も一緒にやった中で、

広域でできればいいなということは考えていますもんで、またこれは引き続きやっていきた
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い。 

  その中で、企業等の相乗り、これはやっておりませんもんで。そういうのが果たしてでき

るかどうかね。それがまたちょっと検討させていただきたいと思います。 

  さらに、今、現在の職員がこういう仕事に対しましてということで聞かれましたけれども、

やっぱり職員に対しましても、いろいろな当然意向に沿った中でこういうことをやっていき

たい。また、無理矢理にやらせても、またストレスがたまりますもんで、それでまた意向し

た中で、職員の意向をお聞きした中で、これに取り組んでやっていきたいよということは町

としても、自分としてはやっていきたい、そういう考えでございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 町長がおっしゃるとおり、技術職の確保に向けて打てる手はどんどん

打っていただければと思います。 

  今の職員さんの育成についても、どういう興味を持っている方がいるかにもよるんですけ

れども、中にはやっぱりこういう工作が好きな人だったり、いろいろな方がいると思います

ので、ぜひそのあたりはもしそういう職員さんがいるのであれば、そういった方をきちんと

育成できるような研修システムというのを御検討いただけると非常にありがたいです。 

  あと最後に１点、これも先ほどからちょっと出ておりますけれども、全体の公共施設の改

廃という言い方をすると、非常に語感が悪いというかあれなんですけれども、全ての施設に

ついて、おおむねどれとどれをどうするというような計画を専門家を交えた中で２年ぐらい

のうちに決めたいというお話をいただいておりまして、これについては、今朝方の施政方針

のほうでも御説明をいただいております。このあたりの今後のスケジュール感についていた

だけますでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 早急にやりたいのは、基本的にはやっぱし昨年、地域住民説明に行っ

たとき、熱川支所の統廃合ね、閉鎖。これはできるだけ、町民の方に理解してもらった中で、

これは早急にやっていきたいと考えております。 

  さらに、次に分団の統廃合もありました。分団の統廃は９分団あったのをいろいろ各分団

の器具置き場もありますもんで、また消防団のあり方につきましても、またこれは消防団と

十分話し合った中、それの改廃、統廃合、いろいろな面でまたこれはやっていきたいと考え
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ております。 

  それで、これが本当今、これからちょうど過渡期で当時新築した建物が、これからそのほ

とんどの修繕、金がかかってきますもんで、それを的確に捉えた中で本当それをこれが必要

ならばそれは絶対個別の計画を策定した中で、国・県からの補助金をもらった中で、これは

やっていきたいと考えておりますもんで、当面としては、まず熱川支所の統廃合、これは早

急に解決する課題なのではないかなと自分自身は考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 喫緊の課題として幾つかの公共施設があるということは理解いたしま

した。 

  前回の質問でも、個別の施設ということではなく、全ての公共施設、町長が今おっしゃっ

たとおり、そろそろ全てのものがそこそこ古くなってきて、これから修繕費がかかってくる

という中において、前回の答弁でも、これをさすがに職員だけじゃ厳しいので、専門家を入

れた中で、この施設は必要だとか、これはちょっとなしにしようということを２年後ぐらい

までには決めていきたいということを御答弁いただいております。同様のことが施政方針の

ほうでも御説明いただきました。ここの部分についてはいかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当にこれ統廃合でなく、町民の理解が得られなければとてもできま

せんもんで、町民に対しましてやっぱり昨年、大塚先生に来てもらったんだって、町の財政

状況を一般の方に聞いてもらって、今の町の現状を知ってもらった中で、やっぱり町民もあ

る程度、不便さを我慢してもらった中でやらなければ、なかなか行政改革できませんもんで、

それでまた町民の御理解を得た中でやっていきたいと思います。 

  さらに、そういう中で大塚先生もある程度縁ができましたもんで、大塚先生におきまして

も、ちょっと相談した中でやっていきたい、そう考えておりますもんで、御理解願いたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） しつこくて申し訳ないです。了解いたしました。 
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  前回聞いた中で言うと、この公共施設全体を全部こうやって広げて全部をああだこうだと

やっていくと、例えば、伊豆市でしたかね。あのあたりでもやっぱり丸々１年ぐらいの期間

をかけて全てのものに対してこうするという方針を立てるので、そのぐらいの期間が必要な

んだということをたしか伺いました。 

  同様に考えてみると、町長がおっしゃられた２年後という話、これ半年ちょい前での２年

後、あと今１年半ぐらいなんですけれども、何でしょうね、実際の検討をここに１年かかる

という前提で言うと、この令和２年度、下期ぐらいにはそういった検討組織を立ち上げて実

際に、これは町民に周知するという部分は別として、町としてここがどうだという評価をす

るという意味において、そういうものを立ち上げるという理解をしてもよろしいでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、施政方針の中でも、この令和２年度を行革のスタート地点とし

て捉えてと言っておりますもんで、基本的にはそのような方向で自分としてはやっていきた

い、そういう考えでございますもんで、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ３番、稲葉議員。 

（３番 稲葉義仁君登壇） 

○３番（稲葉義仁君） 町長のおっしゃるとおり、このあたり、非常に組織の話においても、

施設の維持の話においても、今後非常に頭の痛い部分で、できれば触りたくないなという気

持ちも、私もございます。 

  ただ一方で、やはりおっしゃるとおり、全てのものが同じように経年劣化していくという

状況でもありますので、ぜひここは努力していただいてというのかな、きっちりとその辺の

検討を進めていただいて、今後の東伊豆のために貢献できるよう、今後も努力していただけ

ればと思います。 

  すみません。最後がちょっとぐしゃぐしゃになっちゃいましたけれども、これで終わらせ

ていただきます。 

○議長（村木 脩君） 以上で稲葉議員の一般質問を終結します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 
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○議長（村木 脩君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  長時間御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時４５分 
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令和２年第１回東伊豆町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                      令和２年３月５日（木）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 

    １． ６番 西 塚 孝 男 君 

     １）防犯カメラの設置について 

     ２）消防団の運営について 

     ３）喫煙場所の在り方について 

    ２．１４番 山 田 直 志 君 

     １）災害対応について 

     ２）消防団活動について 

     ３）行財政改革について 

     ４）水道問題について 

    ３．１１番 藤 井 廣 明 君 

     １）新型コロナ肺炎の対応について 

    ４． ７番 須 佐   衛 君 

     １）町長の政治姿勢について 

     ２）台風被害について 

日程第 ２ 発議第 １号 東伊豆町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

日程第 ３ 議案第 ４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う 

             関係条例の整備に関する条例の制定について 

日程第 ４ 議案第 ５号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理 

             に関する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第 ６号 東伊豆町水道事業の私債権の管理に関する条例の制定について 

日程第 ６ 議案第 ７号 東伊豆町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一 

             部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第 ８号 東伊豆町町営住宅管理条例の一部を改正する条例について 

日程第 ８ 議案第 ９号 東伊豆町総合グラウンドの設置及び管理等に関する条例の一部を 
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             改正する条例ついて 

日程第 ９ 議案第１０号 幼稚園保育料徴収の特例に関する条例を廃止する条例について 

日程第１０ 議案第１１号 東伊豆町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議案第１２号 静岡市町総合事務組合規約の一部を変更する規約について 

日程第１２ 議案第１３号 賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営協議会の設置について 

日程第１３ 議案第１４号 公の施設の指定管理者の指定について（田町コミュニティ防災セ 

             ンター） 

日程第１４ 議案第１５号 公の施設の指定管理者の指定について（奈良本地区多目的研修集 

             会施設） 

日程第１５ 議案第１６号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町いきいきセンタ 

             ー） 

日程第１６ 議案第１７号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場） 

日程第１７ 議案第１８号 令和元年度東伊豆町一般会計補正予算（第１０号） 

日程第１８ 議案第１９号 令和元年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第１９ 議案第２０号 令和元年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第２０ 議案第２１号 令和元年度東伊豆町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２１ 議案第２２号 令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正予算（第１号） 

日程第２２ 議案第２３号 令和元年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第４号） 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  楠 山 節 雄 君      ２番  笠 井 政 明 君 

     ３番  稲 葉 義 仁 君      ５番  栗 原 京 子 君 

     ６番  西 塚 孝 男 君      ７番  須 佐   衛 君 

     ８番  村 木   脩 君     １０番  内 山 愼 一 君 

    １１番  藤 井 廣 明 君     １２番  鈴 木   勉 君 

    １３番  定 居 利 子 君     １４番  山 田 直 志 君 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第１回定例会第２日目は成立しましたので、開会します。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 西 塚 孝 男 君 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員の第１問、防犯カメラの設置についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） おはようございます。 

  私の質問は３問からなっていますのでよろしくお願いします。 

  １問目、防犯カメラの設置について。 

  この頃町の中で空き巣や強盗未遂などがあり、昨年度24件の強盗や置き引きなどがあり、
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稲取地区でありました。そこで、次の点を伺う。 

  １、町の治安のためにも防犯カメラを設置してはどうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） おはようございます。 

  西塚議員の第１問、防犯カメラの設置についてお答えいたします。 

  防犯カメラを町内各所に設置することは、設置場所または設置経費、機器の管理などを考

えると難しいものと考えます。町民安全連絡会議におきまして、下田警察署から管内の犯罪

等の状況と防止対策について御説明いただいた際にも施錠につきまして意識が薄い地域があ

り、空き巣や忍び込みの７割から８割は鍵をしていないという状況であるとのことでした。

泥棒の多くは侵入に５分以上かかるとあきらめると言われております。玄関やまた、窓に必

ず鍵をかけまして防犯を強化することによりまして、未然に防ぐ対策をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長の言うことは分かるんですけれども、稲取地区においてはいわゆ

る防犯カメラが、いわゆるほかの地区だと町の中にいろいろあるそうなんですけれども、稲

取地区はセブンイレブン等とかほかのところが全部町の外にあるもので、その防犯カメラの

あれがよそのところだとそういうので分かるんだけれども、この町、稲取地区においては分

からないと。この前もありましたたけやさんの強盗なんかも、未遂なんかもやはり歩いて逃

げて行ったと。という中でどっちに逃げたのか、どこに行ったという中のを見たときに稲取

地区ですと、いわゆる２か所ぐらいで済むというんです。そう考えると、２か所だったらそ

れほどかからないのではないかなと思うんですけれども、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には防犯カメラは設置しないという方向で。２か所、その根拠

がわからない。その根拠を示して、ちょっと教えていただければと思います。稲取地区のこ

とは。 

  ここに静岡県の暮らしの中の防犯まちづくりの事業概要というのがあります。県といたし

ましては、とりあえず見守りを基本といたして、人の目によるこの見守り、これを基本にい
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たしまして防犯の町づくりを推進していきたい、いきますよと。そうしたらやはり、防犯カ

メラの設置は、犯罪の抑制に有効だが、しかし、いろいろプライバシーとかいろんな面で、

十分留意することは必要ですとは書いてありますもので、基本的にはやはり、人の目が一番

でございます。そして、先ほど言ったように施錠とかそういうことをやっていただいた中で、

そういうことをやっていただければありがたいなと考えております。 

  やはり、その設置する場所もなかなか大変です。その人の了解を得なければなりません。

また、防犯カメラを設置してもどのようにまたやるかが、その本当プライバシーと難しい面

がありますもので、その２か所と、その場所だけはちょっと教えてもらうと大変ありがたい

と思いますので。これは、反問というのはいけないんだよね。いいえ、結構です。一応２か

所というのは頭に入れておきます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） これ、町長。２か所はね、泥棒が聞いているから言えないんです。す

みません。 

  町長、泥棒はさっき言ったようにもうちょっと、今これから町長も所信表明の中で高齢化

が進んでいると。そういう中で認知症もだんだん多くなってくると。そういう中で今、実験

的にそういう日常のそういうＩＣチップですか、とその防犯カメラをどこに設置して、そう

いう人たちの役目をするという世の中にだんだんとなってきたと。ということで、やはりま

た、子供のこともあるだろうし、そういうことでやはり、それをちょっと考えたときには、

やはりこれからはこの町としても高齢化が進んでいく中で、やはり家で見る、病院なんかも

預けるところがいっぱいだというようなのは聞いているし、家で見なければならないと。だ

けど、そうなるとそういう人たちが仕事行ったら出て行ったりとか、どこに行ったか分から

ないとか、よく有線でもいなくなりましたとかというお知らせをしていますよね。だから、

そういうことを考えたときに、これからはそういう形の中でもやはり、お金はかかるけれど

も、必要ではないかと思うんですけれども、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） そういう中で本当に防犯のみならず、そういう高齢者の認知症の方、

そういう使い道もあると思います。 

  しかし、基本的には今は見守り隊とかいろんな中でやっておりますもので、それは検討す
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る価値があると思います。そういう中でいろんな面でとりあえず、町としては公立幼稚園や

小学校とか、そういうところには防犯カメラを設置しておりますが、町内となるとまたいろ

んな問題が出てくる。ちょっとまた、ケースとかいろんな面で相談させて検討させていただ

きたいと思います。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当に町の治安のためですから、町長、いろいろ考えて、また、警察

とかいろんなところと話合いながら設置のほう、いい方向でやってもらいたいと思います。 

  これで１問目は終わります。 

○議長（村木 脩君） 次に第２問、消防団の運営についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ２問目ですけれども、消防団の運営について。 

  今、南海トラフ地震がいつ来てもおかしくない状況である。ここで、次の点を伺う。 

  １、消防団員の定数が330人から280人になって、組織編成はどのようになったのか。 

  ２、団員の報酬と機能別消防団報酬はどのようになっているのか。また、各分団に活動費

はあるのか。 

  お伺いします。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（太田長八君） 西塚委員の第２問、消防団の運営については２点からの質問ですので、

順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、消防団員の定数が280人になったことに伴う組織につきましては、

本部９分団１分隊に変更はありません。 

  ２点目についてですが、基本団員への報酬につきましては、国基準に近づけるべく副団長

以下の団員の報酬を引き上げさせていただきました。機能別の消防団員の報酬につきまして

は、年額報酬は支給せず、出動があったときに手当を支給することとしております。 

  次に、各分団の活動費についてでありますが、団員に支払われる報酬手当が個人、分団に

おける活動費に充てられるものと考えております。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 
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（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、消防団の組織は変わらないという中で、町長も昨日の答弁の中

でいわゆる組織の強化と見直しをというようなことを昨日も言っていましたけれども、やは

り人数が少なくなってきたという中で、本当に９戸分団、そこに分団長というものは必要な

のか、大型ポンプが必要なのかと、そういうのをやはりよく考えていかないと、維持費とか

そういうものに対して大変お金がかかることですよね。そういうことをちゃんとしていって、

それで団員の今言われたように報酬とか、そういうものを考えていくべきではないかと思い

ますけれども、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 一応定数も削減します。これはいろんな面で実際300人いますが、ほ

かに財政のこととか言っておかしいけれど、団員によって保険料とかいろいろかかってきま

す。やはり、それが多くなればそれだけの負担が出ますもので、実質問題定数がこれだけだ

と、あと、機能付分団、団員ですか、報酬、機能別消防団員、各トータルした中でふだんの

行動を行っていると聞いています。これはあくまで団員、団のほうの検討した事項の中でこ

ういうふうな決定になりました。そういう中でやったように西塚議員が言ったようにこれか

らの団の在り方、これは十分検討していかなければならないと考えております。基本的には

その辺をまた、当然その辺をまた団のほうと話合いまして、行うと考えておりますもので、

それは逐次事務局が防災課なもので、それは聞きながら改良していきたい、そう考えており

ますもので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、いわゆる日中いる、いわゆるこれだけ団員が少なくなってきて、

日中本当にこの地域に、西区とか７分団、６分団、そういう稲取地区でも、いわゆる日中い

る団員の数といったら本当に少ないんです。西区なんかはこうやっていうと五、六人、いて

も五、六人だと。というと、その機能別消防団というのがどういう形で組織をつくって、ど

ういう形にするのかというのが、大変これは重要になってくると思うんです。だから、あの

ポンプを動かす、可搬を動かす、そういう中でいわゆる今のルールですか、そういう中でそ

ういう人たちが乗れるのか、どんどん使っていいのかという問題も出てくると思うんです。

そういう一つの組織の在り方というものをちゃんと考え直さないと駄目ではないかなと思う



－121－ 

んですけれども、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） 先日、条例を改正していただきまして、機能別消防団員制度を導

入しました。これにつきましては、消防団の本部、それから分団長会議で話をさせていただ

きまして、これは今熱川地区には支援団員という制度がありました。その方々が出動すると

きにポンプ車等の運転ができないという問題がありましたので、機能別消防団員に位置づけ

ることによりまして、当然これは団員という位置づけがきちんとできましたので、ポンプ車

の運転もできるという形で、基本団員という今までの団員と同じような行動ができるという

位置づけをさせていただきました。当然日中、今西塚議員が言われるように日中今の基本団

員のほうが少なくなっておりまして、実際火災現場に来る団員につきましては１戸分団二、

三人というのが多くなっています。そういう中で機能別消防団員という位置づけることによ

ってその方々が災害時に出ていただいて、そういうサポートができるという状態になるので

はないかというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当にいわゆるこれから大震災とか、そういうものがあるという中で、

やはりそこのところをちゃんとしておかないと住民を守れないのではないかと思います。 

  それと、２点目のいわゆる報酬という問題ですけれども、聞くところによると去年ですか、

今年からですか、個人報酬が、年報酬が個人払いになると。そういう中で、やはりその個人

報酬になるとなったときに、今までですといいか悪いか分からなかったですけれども、自分

のときなんかは全部プールにしていて、その中から運営を出していたと、全ての運営費を出

していたと。それで足らないところは分団長が出していた。昔は稲取地区では分団長をやる

と家がつぶれるのではないかぐらいに言われたぐらいに組織を守るためには自腹を切ってや

っていたというのが現実なんです。今、こうしていわゆるその個人にちゃんと消防団をちゃ

んとしようよと。日本中でいわゆる報酬問題はいろいろ騒がれて、もらっていない、本当は

出ているんだという中でやっているわけです。そういう中で、国の、国としてはいわゆる団

員、消防庁で言っているのは３万6,500円と団長８万2,500円。出動手当7,000円、これがい

わゆる国が進めている、いわゆるこういう形にしていきなさいよと2015年にいわゆる報酬も

ちゃんと個人に払いなさいよという中で消防庁は言っているわけです。 
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  そういう中で我が町もこの前、この前町長の話だと上げましたよと。だけど、個人に行っ

ていると。では、運営費はどうするのかなと。団運営費というのが330から280になって、年

費だって自分のときには２万500円でしたから、100万円の金が消防団費に浮いていると数字

的にはなるわけです。そういうときに団運営費というのは出てこないのかと思うんですけれ

ども、分団長会議をやるということは、分団長は団に帰って副分団長とあと役員に会議を開

かなければならないんです。やはりお茶代とかそういうのが出てくると思うんです。やはり、

団運営費というのは、やはりつけるべきではないかと思うんですけれども、町長、どうですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 今西塚議員の消防団のときのことを言いました。私達のときも全くそ

のとおりでございます。しかし、やはり時代が変わりまして、やはり当時、やはりみなプー

ルした中で分団を運営していきました。そういう中で今、本当に国のほうも厳しく、またプ

ライバシーのこともありまして、実際問題、出動した人は出動した人には団員に払いなさい、

そういう方向でございますもので、基本的にはもう、それはもう変えることができないと考

えております。そういう中で、今西塚さんがもろもろのことを言いましたけれども、その辺

も全て国のほうはその中でやりなさいということを言っておりますもので、町としてもまた

国に背いて、気持ちは分かりますけれども、やはりそういう方向でやはり団のほうを運営し

ていただきたいなと考えておりますもので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） 今言われました団の運営費につきましては、まず飲食代、それか

ら団の蔵置場にかかる光熱水費等があると思います。光熱水費等につきましては町のほうで

予算を計上しまして、各分団に補助金という形で、その中で運用していただくようにしてお

ります。また、その中には消耗品代も含んでおります。飲食につきましては、これは20年近

く前になると思うんですが、総務省のほうから各市町の予算の中での食料費の取扱いという

ことで、公務員等についての食料費については抑制しなさいということがありまして、その

後各消防団を運営している市町において、今まで運営費という形でその飲食代を出しており

ましたが、今は県内を自分で調べた中ではそういう形で出しているところはありませんので、

基本的には消防庁が言う年額報酬の中にそういう経費が入っているということになっており

ますので、その中で運営をしていただければなと思っております。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） やはり今、町長も先ほど言いましたけれども、年報酬の中に運営費が

入っているというけれども、年報酬というのは個人のものであると自分は思うんです。そう

いうところが、今若い人たちが、日本中でもそうなんですけれども、若い人たちが団員にな

らないというのは、そういう不明、ちょっと分かりにくいところがあると。自分にもらった

ものをもう一回集めて、それでその運営をするというのは、そういうところを、仕組みを本

当に変えないと、自分のところの得た報酬は報酬ではないかなと思うんです。それを一回個

人に払って、そこから運営費としてまた徴収しなさい、そういうやり方だと、若い、これか

らの時代に遅れていくのではないかと。そうではないのではないかと。いわゆる出動手当も

もうちょっと出ていればそこから弁当代が出ていますよとそうやって言えるけれども、今現

状が東伊豆だと2,500円ですか。半日、１日ですか。１日今幾らなんですかね。そこのとこ

ろを教えてください。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） 今出動手当につきましては今回改正していただきまして、１回当

たり4,000円、それと訓練費につきましては１回当たり１日になりますが2,000円というふう

に改正させていただきました。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） その運営費につきまして内訳を言うと、基本的にはその年間報酬の中、

その会議をやったときにジュース代とかそういうのは自分で出しなさいということではない

かと、運営費ということは何を意味しているのかちょっと分からないもので、そのままその、

例えば会議にはそのときのジュース代とか、そういうのは当然その年額報酬に入っているも

ので団員に負担して、お願いしていると思いますけれども、それ以外の運営費につきまして

は、ちょっと理解できないもので、またその辺また後で詳しく教えていただければまた対応

して、できることは対応していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 今、やはりいわゆる町長も言うように何か分からないと言うけれども、
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やはり人が集まるとやはりお金がかかるんです、どうしても。いわゆる今１日で2,000円と

言いましたけれども、１日で訓練が、訓練１日で2,000円だと、じゃ、訓練に朝から出て、

昼飯食わして夕飯食わせたら2,000円でどうだかなと思うんです。それはちょっと、消防庁

で言っている7,000円からかけ離れ過ぎているのではないかなと。訓練だって１日やるんだ

ったら１日分をちゃんと出さなかったら、先ほど言うように、じゃ、自分のものは自分でや

りなさいといったときに、労働力というのはこれは自己犠牲でしかないですよね。それは消

防団って自己犠牲の塊ですよ、本当に。こんな団体ないですよ。命張っていて。どこでもい

つも死ぬかも分からないという中であって、そういう中で平常時のときにこの人たちは何か

あったら仕事もみんな休むんですよ。公務員は出ております、お金は出ますよ、給料。消防

団に出ますか。消防団は出ないんですよ。災害があって10日出ようが何しようが。もう少し

そういう面では考えるところがあるのではないかなと思いますけれども。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この辺、賀茂１市５町がどのような、ただいま言った金額が以上払っ

ていれば当然町といたしましても当然消防団にやると。しかし、賀茂郡のちょっと調べさせ

ていただきまして、その辺のことをちょっと検討させていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） よろしいですか。西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 本当に消防団の意識を高めるためにも、やはり今消防団は少しずつ大

会もよしたと。そういう中で少し士気が落ちているのかなと思うんですけれども、士気を高

めたり訓練、そういうものをするときにはどうしても分からないところでお金がかかるもの

ですよ。だから、そういうことを、やはりそこを分団長に任せていいのかと。そうではなく

て、やはり見るところは見てやろうかと。そういうのが一つの今、消防団を大事にしていく、

日本中が消防団が少なくなっていく中で、ましてやこれだけの災害が控えていると、いつ来

るか分からないと言っている団員は、やはり温かく見守っていくのが、やはりこれは筋だと

思うんです。他自治区とよくそういう中の話をしてもらって、皆さん消防団が本当に活動が

できるようにしてもらいたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には団の運営に対することはどんどん……ただし、飲食に対す

る提出、これは今の財政の中で、ちょっとそれは厳しいと考えています。その団の運営がう

まいほうな運営費、これはこれから１市５町また町長会とかまた団、賀茂支部のほうで聞き
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ました中で、それは対応していきたいと考えております。それに対しまして飲食代を増やす

となると、これはまた本末転倒でございますものでそれはちょっと考えますけれども、ほか

の意味で団の運営をうまくいくようなことがあれば、それは賀茂支部また郡の町長会の議題

といたしまして、各市町と共通になるような方向で調整はしていきたいと思います。 

  一つそういうことを言われましたもので、また帰った中で郡の町長会といろいろまた防災

賀茂支部のほうの中でよりよい消防団ですか、そういうふうができるような方向で検討して

いきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、飲食代を出せではなくて、訓練手当を上げることによって、そ

この中から出せるようになるんです。だから、先ほど１日が2,000円だとさっき言ったよう

にその中で全部はなかなかぎりぎりだという中で、そこのところを上げてもらえればそこか

らの自分たちで出た人たちが、先ほど言いましたように自分たちのものは自分たちで買える

というと思うんです。そこのところをちゃんとしてくれと言っているんです。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） とにかく西塚議員がそうやって、一応１市５町の中でその2,000円と

いうのがどの位置にいるのかという中で、今聞きましたその年報酬とかそういうのが、うち

の町が高いようなことを聞いておりますもので、それはちょっとまた検討させてください。

この場ですぐ結論はでませんもので。 

○議長（村木 脩君） 西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） そういうことですから、何しろ本当に自己犠牲の塊の消防団、町民の

ためにいつも戦っている消防団のためにも、一番いい方法で考えてやってください。 

  これで２問目の質問は終わります。 

○議長（村木 脩君） 次に第３問、喫煙場所の在り方についてを許します。 

  ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） ３問目の喫煙場所の在り方について。 

  喫煙場所の在り方について次の点を伺う。 
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  １、室内禁煙の店が増えている中、観光地として人が多く集まるところへの喫煙所を設置

する考えは。 

  ２、役場の現状の喫煙場所は薄暗く、どこが喫煙場所か分からない。町民も会議等で使用

し、中にはたばこを吸う人もいる中で明るくてきれいな喫煙場所を考えてはどうか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 西塚議員の第３問の喫煙場所の在り方については、２点からの質問で

すので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが平成30年法律第78条によりまして健康増進法が改正され、望

まない受動喫煙の防止を図るため、多数の者が利用する施設等の区分に応じ、当該施設等の

一定の場所に基づき喫煙を禁止するとともに当該施設への管理について権限を有するが、講

ずべき措置等が定められました。人が大勢集まるところにつきましては、原則禁煙が望まし

い形と思われます。また、目立たないところで喫煙所を設置しても利用につながらなければ

意味がないと同時に禁煙場所の指定など、逆に多くのことが必要になると思われます。他の

自治体では受動喫煙防止条例などを制定し、公共の場におきましては歩きながらの喫煙やま

たポイ捨てを規制する等もありますが、観光地としてのありようにつきましてはさまざまな

考え方があり、また、柔軟に対応していかなければならないと思います。 

  町といたしましては、現在条例を制定する考えはありませんが、町が喫煙場所を設置する

ことにつきましては、議論が必要な場合は禁煙についてもまた一定の形を示すことを並行し

て審議をしなければならないと考えております。 

  ２点目についてですが、役場庁舎につきましては行政機関ということで法律では第一種施

設に該当します。第一種施設につきましては、原則禁煙となりますが、特定屋外喫煙所、場

所を設けることができるため、受動喫煙を防止することと近隣の建物に隣接するような場所

ではないなどの特定屋外喫煙場所の要件を満たすことが必要となります。その上で役場庁舎

につきましては、１階の倉庫前に設置をしておりますので、御理解を願います。 

○議長（村木 脩君） ６番、西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、いわゆるたばこ税、いわゆる少なくなったと。たばこを吸う人

が少なくなったというけれども、今たばこ代が大体500円ぐらいになっちゃって、今東伊豆

町で大体9,400万たばこ税が入ってきているんです。9,400万と少なくなっても9,400万です
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からね。やはり、そういうことを考えるといわゆる町の中にこういうさっき町長が言ったポ

イ捨てとかそういうのではなくて、そういうところが、ちゃんとしたものが、やはりそうす

るとただ外で自分のマイ灰皿で、外で吸いなさいといっても、それはやはり、観光地として

はやはり違うのではないかと、そういうところにやはり一つの施設というのが必要であると

思うんです。 

  そしてまたこの役場、この前ちょっと見に行ってきたんです。どこがそうですかと聞いた

ら、黄色いテープが貼ってあるところですと。あそこで、たばこはそれは有害だなと思う人

もいるけれども、たばこを吸って精神が落ち着いたり、病気にならないという人もいると。

国で売っていると。これだけの税金を払っているという中で、やはり役場の職員の中でも、

いわゆるたばこはそれは吸わないほうがいいかもしれないけれども、自分の精神コントロー

ルとか、そういうものを維持するためには、吸う人だって必要だと思う。だから吸っている

んです。そこで、あそこが本当に暗い中で、町長はたばこを吸わないですけれども、自分も

吸いませんけれども、あそこに行ってみたときにあそこでたばこを吸っていて、本当にもっ

と暗くなっていくのではないかなと。そうではなくて、もう少し日の当たるところとか、そ

ういう中でちゃんとしたものを造ってやるとか、もしちょっと考えれば屋上、参議院会館は

屋上に造ったそうです。いわゆるこの屋上とかに造れないのかなと思いますけれども、どう

ですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） たばこ税、たばこを吸えば必ずたばこ税のことを言ってきます。たば

こ税はこれだけあるのになぜそれだと。しかし、逆に今度は健康のことを考えると、今はい

いですよ。将来的には国保税が値上がっていくんです。そうしたら必ずや、医者も必ず「酒

はいいけどたばこはよくないです、もう」と言っています。 

  国の方針が、確かに西塚議員が言ったようにたばこを販売している中でやっている中で、

やはりそれは矛盾していると思うわけですよ、自分自身も。確かに税のことを考えれば、や

はりたばこ税も必要でしょう。しかし、実際は自分自身のことを考えれば今はいいですよ。

でも、必ず将来的にたばこに対するその肺とかいろんな中で出てきます、障害が。だから、

自分としては今までは、だいぶ前になりますけれども、あくまでもこの庁舎内を全面禁煙と

いうことを打ち出した中で、法律の中でそういうことも出ましたもので、じゃ、しようがな

い、場所は問題か分かりませんけれども、そこに一応設置したという状況の中で、本当は基

本的にはたばこというのは、確かに一部の人は精神的に落ち着かせるとそういうこともあり
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ます。しかし、それは一時のことであります。それはもう、人間の、自分の、自分も弱いで

す。ただ、しかし、自分は以前たばこを吸っていました。しかし、一旦それによって健康を

害して、若いときに、それでやめました。やはり、そういった自分も吸っちゃったときには

やはりいろんな意味で精神を落ち着かせる中で、周りの人の言うことも、たばこを吸ってい

ましたよね。いざ、実際自分がそのたばこが原因で体調を崩して生死の境を、脳の血管をし

たんですけれども、やはりそういうことをできるだけ味わわせたくない、そういう中でやは

りたばこというものは、やはりそれ以上の有害なものであるなという考えの中で、今全面、

一時は庁舎全面禁煙ということを打ち出した中で、もう誰が何と言おうとこれは変更しませ

んでしたが、今回法律が変わりまして、国のほうもそのたばこを吸っている人、本当にそう

いうところはいかがなものかと思いますけれども、やはりその辺はしっかりと国のほうもた

ばこ税だとか、矛盾がありますけれども、やはり健康が第一というようなことで、たばこを

できるだけ吸わない方向でというのは、やはりこれは世界的なあれですからね。そういうこ

とは十分認識していただけたらと思いますもので、そういうのはやはり、その辺はやはり自

分の考えとしては、自分がやっている限りは、やはりたばこに関しまして厳しい対応をして

いきたいなと考えておりますもので、御理解願いたいと思います。 

  さらにやはり、この庁舎内の位置も、本当は自分は設置したくなかったので、最悪設置し

ないわけにはいきませんよと担当から言われましたもので、では、どこが一番いいか、人の

目にもつかず、そうすると一時やはり職員も外で吸ったときに町民から言われましたもので、

目立たないあそこがいいのではないかという中で、今の設置したところでございます。屋上

は今、太陽光がありまして現状使えないような状況でございますもので、その辺は御理解願

いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、町長の言うことはよく分かるんですけれども、やはり今のとこ

ろではなくて、だったら車を置く駐車場、車を置くスペースのほうにちょっと囲いとかを造

って、今のところだといわゆる車も通るところだし、そしてあの薄暗さというのは異様に感

じます。役場の職員だけならいいですけれども、さっき私が言ったように会議に来た人たち

でもあそこで吸ってくださいとはなかなかね。ではなくてもうちょっと、やり方、造り方が、

設置場所というんですか、そういうのがあるのではないかなと思うんですけれども。 
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○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） それこそ見解の相違で、自分自身は本当にこの庁舎内では吸わせたく

なかったし、はっきり言いましてね。最近職員といろいろ検討した中で、もうあそこでしよ

うがないといってやったんです。確かに暗いとかそういうこともありますけれども、基本的

にはやはり受動喫煙のこともありますもので、囲えばいいやではなくて、やはりその囲うま

でやる必要があるのかと私は考えておりますもので、やはり受動喫煙、場所に関しては基本

的には町としてはある程度、自分はそういう考えでございましたもので、その吸う場所さえ

この敷地内に置きたくはなかったです。基本的には学校の中も基本的にはそうなっていきま

すもので、これから公共建物に関しても全てそうなってくると考えておりますもので、それ

が今、また検討しますが多分変わらないと思います。一応そういう提案がされたもので、一

応また庁内で検討してみますけれども、多分場所的にはあそこが最上、確かに暗い、そうい

うことはありますけれども、場所は多分検討しても変わらないのではないかと思うけれども、

一応検討だけはさせてください。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 西塚議員。 

（６番 西塚孝男君登壇） 

○６番（西塚孝男君） 町長、本当に真剣に吸う人のことも、9,400万ですからね、そのこと

もよく考えてちょっと場所を決めてもらいたいと思います。 

  私の質問はこれで終わります。 

○議長（村木 脩君） 以上で、西塚議員の一般質問を終結します。 

  10時15分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時０７分 

 

再開 午前１０時１５分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 山 田 直 志 君 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員より一般質問で掲示板の使用、資料配付の申し出があ

りましたので、これを許可します。 

  14番、山田議員の第１問、災害対応についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 通告４問してありますけれども、まず第１問、災害対応について質

問いたします。 

  昨年の台風被害に関して、町長とはその約束されている台風の対応についてに関する検証

というものについて約束をしてきたと思うんですけれども、この状況というのは今どういう

状況にあるのかお伺いいたしたいと思います。 

  前回の12月の定例会でも町長は言われたのだけれども、台風被害の中でも問題点として、

やはり避難が一部遅かったのではないかと、こういう問題の教訓も町長は言われていたかと

思うのですけれども、その点で要援護者台帳を活用しての避難というものは各区自主防等で

行われたのか、これらについての考えをお伺いしたいと思います。 

  ３点目に耐震性のない避難所の指定や、飲食料を持っての高齢者避難など、防災計画の見

直しが私は必要だと思いますけれども、町長はどのようにお考えですか。 

  ４点目に、改修を進めている同報無線で放送が聞こえないなど災害情報が町民に伝わって

いない情報というのがあったと思いますが、この問題についてどう改善されていくのか。 

  以上の考えをお伺いします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 山田議員の第１問、災害対応については４点からの質問ですが、順次

お答えいたします。 

  まず１点目についてですが、台風への対応の検証でありますが、これほどまでの災害を経

験していない状況にありましたが、災害ボランティア協議会との連携、また、自主防災会な

どとの関係機関との情報共有におきまして若干の不具合があったものの、全体的には対応が

図られたのではないかと考えております。 

  次に２点目についてですが、昨年の台風19号の際には要援護者台帳に登録されている視覚
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障害者の方が、民生委員や自主防を通じまして避難所へ避難を行っております。 

  次に３点目についてですが、避難所の指定、また避難方法における防災計画の見直しにつ

いてでは、避難所の指定は発生事象ごとに指定を行うことが国の基準となっていることから、

地域の集会所、公民館などへ避難場所としての活用指定につきましては、地区自主防災会と

協議いたしまして避難先の見直しを図ってまいりたいと考えております。また、避難方法に

つきましては国、県におきまして推奨している自助を核とした考え方を町といたしましても

踏襲していきたいと考えております。 

  次に４点目についてですが、同報無線の開始に関しましては、議会において防災情報シス

テム整備特別委員会を設置していただきまして、今後の情報伝達につきましてそれぞれの情

報伝達、機器等の特性やまたコスト面も含めまして、情報伝達の在り方について協議してい

ただいた内容を踏まえまして、対応を図っているところでございます。情報伝達機器の特性

による対応といたしまして、屋外スピーカーの音声を屋内まで聞かせるのではなく、屋外で

きちんと伝えるための高性能スピーカーの導入を、また、屋内につきましては個々の状況に

合わせ、情報を得ていただくことを基本に、コスモキャストのほか、また戸別受信機、また

防災ラジオ、テレビプッシュの導入につきましては、補助制度を活用していただきと考えて

おりますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、私は検証ということについて言えば、そういう自主防や災ボ

ラの問題だけではなくて、全般的に役場の中でそれぞれの、例えば建設課であったり、農水

であったり、いろんなセクションのところでの問題というのはしっかり、やはり文書的にも

残していくということが次につながっていくのだろうと思うんです。それとの関係で、例え

ば今要援護者台帳での避難の問題で、例えば視覚障害者がということでしたよね。でも、例

えば、もし本当に検証するのであれば、本当にじゃ、それは例えば９区の自主防災会で何区

で活用されたのか、実際何人がそういう形での避難を対応されたのかということまで把握し

ていかなければ、今後のその避難等々の対応ができないのではないですか。検証というのは

まさにそういうことだと思うんです。 

  逃げる人が、確かに避難所へ来る人全般はそんなに多くはなかった、じゃ、なぜそうだっ

たのか、こういうやはり要援護者台帳として既に町で把握している人たちにおいても活動が

どの程度されたのか、少なくとも僕は稲取の各区のところに行った範囲では、民生委員さん
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が避難所を開設をしている自主防の皆さんのところに来て、一緒に応援してこの人たちを対

応してくれませんかというような動きがあったというふうには、私が回った時点では少なく

とも19号で言えば12日のお昼前後までの状況では、あれだけ避難しろとは言ったけれども、

そういう状況にはなかったですよ。だから、避難台帳を町が作りましたと言っても、それを

使って動きが起きなかった。 

  この避難台帳について言えば、町が管理をして民生委員さんや何かに本当に能動的に動か

なかったら、やはり犠牲者を出しちゃうというような性格の問題なのではないですか。それ

が今の検証しろと言ったら、視覚障害者が逃げた人がいますよというのは、レベルの話では

検証にも何にもならないのではないですか。大事なことなんです。僕も区長さんなんかに言

ったんです「何でやらないんですか」と。「俺たちのところには名簿が来ていませんよ」と。

民生委員やなんか持っていてというような話も含めてですよ、実際区長さんやなんか自主防

でそういうところの話をするとかという話は、それは町から避難所を開設しろといったとし

て、もしかすると町が要援護者について避難する措置をそういう行動をとってくださいとい

うことを、自主防なり民生委員さんなんかに伝えたのか伝えていないかというような問題も

あるのだけれども、いずれにしても要援護者台帳で作りました、避難が自分でできないから

避難をお手伝いしなきゃいけないような人がいますねと、ここを把握しても、例えば19号の

段階でそういう動きがしっかり取られたか取られていないかということの検証だって、これ

じゃ何にもならないのではないですか。まして、この間も言っているように本当に高齢者、

特に後期高齢者がこれから増えていくというような状況の中で、この問題、この状況で放置

していくんですかという問題だと思うんです。それはやはり、考えていく必要があると思い

ますよね。 

  避難所の問題については自主防と相談だということで、小学生でもやはり、避難、あそこ

へ避難したくないなという、思えるような問題も含めて本当にどうなのかということは考え

られていくのだと思うので、それはそういう問題で検証されていくのだと思うんです。いず

れにしても、今後提出される新年度予算なんかでは、防災計画の見直し等地域防災計画の防

災審議会ですか、ありますからそういうところで検討していく項目に私はなっていくと思う

んですけれども、しかし、それはやはり、この災害、昨年起きた災害の検証という状況をし

っかり把握した上でやっていくというのが通常のプロセスだと思います。そこが一つ。 

  もう一つの問題は、情報、防災情報システムの問題は言われなくても町長、よく分かって

います。でも、問題は、僕が言いたいのはそういうシステムをどう構築しましたかの問題で
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はなくて、そのことを町民に徹底していないという問題です。屋外スピーカーの問題はある、

コスモキャストの問題はある、テレビプッシュがありますよと。でも、こうしなければ情報

が伝わりませんよということを本当に町民に説明していないのではないか、足りていないの

ではないかと。ということが今一番心配していることで、システムがどうのこうのではない

と。私たちも、私も関わって報告はしました。でも、その報告でもこれは町民によく徹底を

していかなくてはいけないよと。特に今回、昨年の白田川の氾濫ということなんかで言えば、

当然そういうことが想定されるので、そういう危険地域なんかについてはしっかりと徹底し

てくださいというのは報告でもしてあるわけです。そういう動きが十分できていないからこ

ういう質問をしているんです。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 確かに検証につきましては、そういう中でやはり、その要援護者さん

の台帳は多分自主防災会長は持っていると思いますよ。それはまた原課に言わせますけれど

も、それを考えたら民生委員と要援護者との連携、これは本当に理想は簡単ですが実際現場

となりますと、やはりいろんな面で民生委員さんがあるでしょう、いろんな面が。これはや

はり、全員が全員これをやるのが理想ですけれども、基本的にはまた、今後もまた一回町長

会で函南町長、一応体験談、経験、そしてどういうことを反省したらいいか、どういうこと

をやったらいいかと体験を聞かせてもらったんです。そうしたらいろいろ町としても参考に

なることが大変ありました。そういう中では、やはり何回も山田議員言っていたけれども、

民生委員と要援護者の関係、それと自主防災の関係、これ、本当は自主防災にやってもらっ

て民生委員、これ、連携してもなかなかうまくいかない、これをどのように構築していくか、

これをまた細部また十分やったんだけれども、やはりこれから本当にますますこういう災害

とか、大変大きく、大体年１回必ず起きる、そういうような状況でやらなければならない、

来るのではないかと想定しておりますもので、その辺はしっかりやっていきたいと思います。 

  さらに、広報の関係、自分は本当確かに、啓蒙が、町民に対する啓蒙が少ないと言えばそ

う、自分は事あるごとに言っております。再度その辺のことはまた、町の広報とかそういう

のをどんどん入れた中でまた啓蒙はやっていきたい。やはり、せっかくの議会特別委員会で

いい方法を示した中で、それがまた町民に知らしめて、浸透していないのではないかと言わ

れれば、またさらにそれは浸透するような方法を、私も会議があるたびに一応防災に力を入

れておりますもので、そういうことも言っておきます。また、広報、さらにはハイキャット、
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いろんな面を、マスメディアを通じた中でこれは町民に、より多くの町民が分かるよう方法

で啓蒙していきたいと、そういう考えでおりますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、高齢者が増えて、要援護者というものの数も増えていく。例

えば、私、ある区でもここで待っているだけではなくてそういうお手伝いをしたらと、それ

と名簿の問題も一つある。ただ、各区で、多分稲取の各区なんか人数、田町は10人ぐらいで、

ほかはやはり６人、７人というような役員の中で、そういう業務をやって避難所の開設をし

てそれをやるということ自体もかなり無理もあります。 

  もう一つの問題は、防災、私は計画の中で見直してほしいと思うんだけれども、国がこう

言っているからという飲食料の問題、多分こういう本当に飲食料を持って避難しなさいよと

いうことであれば、特にこの間、去年の台風ということで考えれば、１日家にいないで公民

館なり、体育館に避難するということであるから、それにしてもそれだけのものを、買物難

民という言葉があって、町内でも買物に行くのに大変だという人たちが、水も食料も持って

行くなんていうのは、ましてそれが雨が降っていたりしたらできないわけだから、そうする

と、この自主防の皆さんの役割、それはじゃ、実際自主防いわゆる区の役員さんだけの問題

ではなくて、もっと班長やいろんな方々を動員してこれには備えるのか、その際、やはりそ

ういう飲食料を持ったりそういうお手伝いをするなのか、そういうやはりところまで、やは

り根本的に見直しをしていかないと、やはりいけないと思うんです。 

  もう完全に被災をしたと、津波や地震によって家が何らかの影響を受けるとかということ

での被害が出たときというのは、もうそういうことも含めて当然やらなければならないとい

うことになるわけなので、だけど、台風というこの災害、１日かもしれない、１晩で通り過

ぎるということもあるのだけれども、ただ、こういう台風等の災害が増えていくということ

は町長御認識のとおりで、そうだとすれば、この辺についてもやはりしっかりと、言われた

ような函南も必要なのかもしれませんが、やはり見直しをしていかないと、やはり今まで見

たいにただ自主防に避難所開設だとかいう形ではなくて、私はもう、稲取でいえば、もう避

難所は稲取小学校でよくて、高齢者の状況がわかる、考えたら各区の皆さんにはそこへの搬

送や要援護者への対応なんかに当たってもらうということだって一つは必要なのかもしれま

せん。必要な人に対しては。でも、そのぐらい踏み込まないと、今までどおりのマニュアル
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どおりのやり方ではやはり不安も拭えないし、対応は変わらないのではないかと思いますが、

いかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 避難場所につきましては、本当は山田議員が言ったことも考えられま

す。しかし、原則的には飲食の関係、これは基本的には自助努力の中で、原則です。やはり

言われたのは、やはりそれを持たなければ避難できなかったことも、しなかったということ

も聞いておりますし、それはもうあくまでも原則はこれは曲げられないと考えております。

しかし、そんな中でもやはりある程度そういう１日に関しましては、やはり水なんかは貯蔵

できないもので、それはそのときは対応して職員が買った中でやるとか、そういうことも考

えていけばいいと考えております。当然防災計画の見直しがありますもので、また山田議員

が言ったことも考慮した中で、皆さんの意見を聞いた中で、またよりよい防災計画をつくっ

ていけたならと考えておりますもので、またいろんな面でまた御提言いただければありがた

いと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 次に第２問、消防団活動についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） ２問目の消防団活動について質問いたします。 

  消防団の活動、さまざまな課題を抱えているというふうに思っておりますが、私は今日は

３点の問題について伺いたいと思います。 

  １点目は、町長の御発言として消防協会賀茂支部からの脱退だとか、査閲大会に参加しな

いというような御趣旨の発言をされたというふうに私は聞いているのですが、それらの真意

と影響についてどう考えているのかお伺いしたいと思います。 

  ２つ目に、新たに設けられた機能別分団員の役割について御説明をいただきたいと思いま

す。 

  ３つ目に、消防団員の減少、町外での勤務者などの増加から、消防団の運用や組織の見直

しがやはり必要となっているというふうに思いますが、それらについてのお考えをお伺いし

ます。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 
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○町長（太田長八君） 山田議員の第２問、消防団活動については３点からの質問ですので、

順次お答えします。 

  まず１点目についてですが、消防協会賀茂支部から脱退するとは一言も発しておりません。

操法大会への参加有無につきましては、団員の操法大会における負担、また、町の財政負担

等を考慮し、今後の大会への参加は見送ることを賀茂地区の市町長並びに賀茂支部団長会の

御理解をいただいたところであります。 

  ２点目についてですが、組織の見直しにつきましては平成29年度から本部会議、分団長会

議におきまして、今後想定される消防団を取り巻く環境等を見据え、組織、体制の見直しが

必要であると考え、組織、体制の見直し案、また素案となるものを提示し、現在本部会議及

び分団長会議、各分団において検討協議をいただいているところであります。 

  ３点目についてですが、機能別団員の役割につきましては現在、基本団員となるこれまで

の団員のほかに、特に熱川地区の分団におきましては、消防団の退団者を中心に支援団員制

度を設けまして、災害時の支援をいただいておりますが、法的な位置づけがないことから、

消防車両の運転ができないなど、活動に支障が生じていたことから、さきの臨時会におきま

して条例を改正させていただき、支援団員の位置づけを明確にしたところであります。 

  なお、活動につきましては基本団員が行う平時の器具備品、施設などの維持管理、また行

事への参加は行わず、火災や自然災害の発生時におきましてのみ活動をしていただくよう位

置づけを行ったところでありますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、査閲大会等に参加しない、財政的な問題もあるし団員の負担

もあると。当然、そういう部分でいうと喜ばれる人もあると思いますよね。実際問題、やは

りここはお金の問題以上に新規に入ってくる団員が毎年毎年少ないわけですから、これをや

はり２年おきに、１年おきですか、１年おきにでも大会をやるということになると、結局現

状で見ると毎回同じ人が毎回駆り出されるというような状況になっていて、この辺の負担も

やはりあったとは思います。 

  ただ、そうは言っても消防団の機能をやはり維持していくという点で考えると、２年に１

回を、かえってそれは４年とか５年に１回にしても、一定のやはり訓練をするなりとかそう

いう訓練期間の短縮を含めてですけれども、一定の訓練、何かしらの訓練等をしていかない

と組織という部分でいえばその機能を十分保持できるのかなという問題も一方ではあります。 
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  今回の機能別団員の問題という部分でいえば、これは消防団充実強化法という法律の下に

組織機能の在り方が変わってきたという中で行われているわけで、そうしてみると、じゃ、

消防団の機能がどこに向いていくのかということになると、火事というよりはやはり風水害

を含め大規模災害に対応するということを主眼に置いて、この消防団充実強化法というのは

作成されているわけで、そうしてみると、じゃ、査閲大会というものの在り方だって変わっ

たっていいはずだし、その参加の仕方等々も変わっても、そういうやはり積極的な提案があ

ってもよかったのではないかなと。火事以外、じゃ、どうするんだという部分だって、これ

から大きな課題だというふうに思うんです。しかし、そういうふうに巷では、私の友人辺り

で消防団をやっている方なんかからはそういうふうに、だから、査閲大会をやらない、参加

しないよということはそういうふうに受け取られてしまったというところもあるのでしょう。

だけど、やはり訓練をしていくということは、組織として何で存在するのかということに、

やはり直結する部分もあるので、それは工夫して必要なことはやらなければいけないという

一方の問題もありますので、これはよく検討する必要があると思います。 

  私そこの一番懸念するのは、先ほど町長が答弁された中で機能別団員の問題なんですけれ

ども、やはり町長答弁されたように火事、災害等々に出動するというとき、これはいわゆる

消防団における階級は団員ですよね。団員、平の団員です。だけれども、実際、じゃ、現職

の団員があまり集まらないからといって、その機能別団員がＯＢですよといったって、この

人たちが中心となって火事の現場に出動していくのかというような問題というのは、少なく

ても災害という問題について言えば、これから訓練をして能力を高めていくという要素があ

るのだけれども、どう考えたって火災について考えれば、当然ＯＢの方なんかのほうが経験

も豊富だし、高い能力を持っていらっしゃるのでしょう。そうしたときに指導系というか、

命令、指揮系統というのは混乱しないかな、また、現職の団員というのはそういうことを通

じてのやる気というのを喪失しないのかなという問題もありますよね。これはやはり、非常

に私は懸念するところで、運用上そういう人がいるから使えばいいというものの、じゃ、一

体現職でしっかり団員として基本団員として残った人たちは、そういうことについてどう考

えるかな。ＯＢで、いえば報酬も出ないＯＢの人たちが来て、俺たちは使われるのという命

令、指揮に関するやはり部分というのは、消防団員のモチベーションにも影響する問題がそ

こにはあるのではないかという問題が一つあると思います。 

  議会になって、昨日かな、配付された……、こっちのではないな、この間配付された新し

い参考資料で配付された東伊豆町の消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則という
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のが配付されました。この中身を見て、ちょっと私はびっくりしたのは、機能別団員という

のは言葉は出てくる、出てくる、ただ、一番この最後のページに団員のところについて「機

能別団員を除く」になっているんです。だから、設置の280人からは外すという意味はわか

りますけれども、これは規則ということであれば条例ではないので、ただ、こういう形でし

た場合に、機能別団員って各地区団員、分団に何人いるのか、どういう形で使える人間がい

るのかという、言わば戦力の状況を把握できない状況になってはいないかというふうに思う

んです。第１団に機能別団員が10人いますとかいうのを分かっていなかったら、災害時に第

１分団にこういう対応できますかという指示が出せないですよ。その部分がこの規則で見る

限りは違う形になっているので、だけど、これは行政的にいえば先ほど来の答弁で報酬、団

報酬は出ないけれども、当然その災害に対するということでいえば、補償保険の部分は町が

払いますよということがあるわけだし、ここに機能別団員というのも名称上は、組織上は分

かれてある以上、この最後の別表なんかに別枠を作って機能別団員何人とかという、一定の

把握、戦力把握というのは普通の組織としたら必要ではないのかな、そうでなかったとする

とどこでその人間を把握、どこの分団に何人いるという把握は可能なのかなと。その位置づ

け、そこにも出てこなかったとしたら、どこで町がそのいわゆる公務災害なんかの補償保険

を支払っていくのかという問題も、ちょっとこれは曖昧なのではないかなというふうに思い

ます。 

  ３点目に、先ほども西塚議員も言われたように消防団のやはり再編、見直しということで、

町長も今言われたことで言えば、しっかりと素案ができて示してあるよということも、ちょ

っとそういうふうな言い方をされましたけれども、ぜひ、これはやはり、役場の組織ですか

らいろんな将来的な人口、そういう若者の人数とかいろんなものを含めて、やはり全体を把

握しているのは町なわけですから、町の組織であるということを含めたら、やはり基本的な

素案というのは、やはり町がしっかり提案をしていただく、場合によっては本当議会や町民

の皆さんにもこういうふうにしたいと思っているけれども、どうですかというようなことは

コンセンサスをやる上でも必要ではないかなと。なんか、先ほど来のあれを聞いていると、

なんとなく消防団にそういうものを丸投げしているような印象すら受けるんですけれども、

いかがですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 具体的な条例、規則その辺はいろんな、事務的なことというとまた、

担当課長から説明、査閲大会の関係でございます。これは、基本的に訓練、最初は団のほう
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からも言ってきた中で、やはりいろんな状況を勘案した中で、やはり操法大会、郡の操法大

会をやはりやる必要があるのかという中で、それならば２年やはり訓練が必要だから、やは

り４年に県大会がありますものね、それに出たらどうかという中で、持ち帰った中でやはり、

分団のほうから、やはりその訓練は、操法、郡がやめたら県のほうも取りやめると、そうい

うことを言ってきましたもので、いろんな意見があると思います。それはそういう中で一応

団のほうからそう言ってきましたもので、そういうほうで。これは１市５町の首長からも、

また下田市を含めた中で、言った中で、これはこの１年間をかけてまたいろんなことを、ど

のような方向がいいのかと町長会は賀茂支部に投げたんです。その中で東伊豆町は一応操法

大会にも一応参加有無の中で文章をほしいということを言われたもので、一応１市５町の了

解を得た中で、一応賀茂支部団長に宛てまして、東伊豆町といたしましては、今後の操法大

会は参加しない、そういう文章を出したことは出したことでございますので、その辺は御理

解願いたい。 

  やはり、何回も言ったのですが、確かに訓練も必要だと分かりますと言ったように、一部

の団員はそういう意見もあります。相対的に団のほうの意向として、当然いろんなことがあ

ると思います、いろんな意見が。その中で団のほうから一応こういう方向で行きたいと言わ

れましたもので、一応町といたしましてもその方向で動いていることだけは御理解願いたい

と思います。脱退とか、一切言っておりませんもので、それは御理解願いたいと。これから

もやはり賀茂郡の１市５町、消防団連携、必要と考えておりますもので、御理解願いたいと

思います。 

  では、あとは担当の防災課長から説明させていただきます。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） それでは、機能別消防団員の位置づけになりますが、それについ

ては当然、団員となりますので分団長、それから副分団長、班長とおりますので、その指揮、

命令系統に入っていただくという形になりますので、よろしくお願いします。 

  それと、訓練等につきまして、操法大会がなくなったから訓練はやらないかということで

はありません。今現在もさまざまな訓練を行っております。それを充実していただくよう、

本部会議、それから分団長会議でうちのほうからこういう訓練のやり方はどうかということ

も提示させていただいていますので、その辺御理解いただきたいと思います。 

  それと、機能別消防団員の把握につきましては、３月に機能別消防団員何人それぞれの分

団で置くかということを報告いただきまして、それに基づいて先ほどありました補償のほう
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へ掛け金を払うという形で考えておりますので、この別表に入れますと当然定員に入れると

いう形になってきますので、その辺、増減を設けないでそれぞれの分団の必要に応じて機能

別消防団員の人数を決められるという形で、これは分団長会議、本部会議でその話をしてい

ただきまして決定した内容となっております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、まず訓練の問題なんですけれども、確かに査閲大会の内容と

いうものについての見直しというのはあってしかるべきだと思いますが、しかし、この消防

団充実強化法という形で見ると、今後消防団員がいわゆる地域自主防等の中でかなり能力を

持って、とりわけ大規模災害時には地域の人たちをやはり指導していく、また、いろんな形

で来る子供たちやいろんな人たちを中心的に指導していくようなリーダーになっていくとい

うようなことも求められておるし、当然それに基づいて装備、ライフジャケットから何から

という装備の切り替えをしろというのが国の考え方のようなんですけれども、装備を全部や

るには当然また金がかかる、しかし、金がかかること全て一度にできないにしても、やはり

消防団という組織が、やはりその地域に若い町民の方々が参加をしてその任務、役割をしっ

かり精通して、やはりやりがいを持ってやっていただくためには、必要な訓練、装備、必要

な体制をしっかり整えるという、このことはやはり必要だというふうに思いますので、そう

いうものをぜひ、見直していただきたいと、充実させていただきたいというふうに期待して、

２問目は終わります。 

○議長（村木 脩君） 次に第３問、行財政改革についてを許します。 

  14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 第３問、行財政改革について質問します。 

  町の財政は非常に厳しいと言われておりますが、そこで伺います。 

  町の財政はなぜ悪化して厳しいのか。 

  実質赤字体質の財政運営から脱却する考えと対策はあるのか。 

  ３点目に財政講演会は何のために開いたのか。 

  以上、３点をお伺いします。 

○議長（村木 脩君） 第３問の答弁を求めます。 
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  町長。 

○町長（太田長八君） 山田議員の第３問、行財政改革につきましては３点からの質問となっ

ておりますので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、現在町が直面しております少子高齢化、人口減少により、税の減

収や民生費の増大、また、当町の特徴として税の滞納が多いことや、過去に整備した施設の

数やまた規模が大きく、その老朽化により維持費が増えていることも財政を圧迫している要

因でもあります。 

  このような状況の中で、少子高齢化また人口減少のスピードに対していかに対応したこの

財政運営を行えるかが重要でありますが、そのスピードはすさまじく、まだまだ対応しきれ

ていないため、財政が厳しい状況にあると考えております。 

  次に、２点目についてですが、当初予算編成におきましては、年々財政調整基金繰入金が

増えておりまして、実質赤字体質であることは否めません。また、令和２年度当初予算には

これまでにない厳しい予算編成であり、今後さらに厳しくなることが予想されるため、令和

２年度をさらなる行財政改革のスタートの年と位置づけまして、熱川支所の廃止、また、ご

みの有料化を始め、施設の廃止また入湯税の引き上げを柱に、スピード感を持って行革を進

めていく所存であります。 

  次に３点目についてでございますが、これまでにもさまざまな場所で財政が厳しいと議員

やまた町民の皆様にお伝えしてまいりました。やはり、第３者の専門家に分析していただき、

その町の財政状況を知っていただくことが必要であると考えました。また、行政改革を実施

する際には、町民の皆様の御理解と御協力が不可欠でありますので、まずは財政、町の財政

の厳しさを御理解をいただき、共有することが必要であると考えまして、財政講演会を実施

いたしました。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、確かに言われたとおり厳しい要因はその少子高齢化、税収の

減収、観光を中心とした産業の、やはり衰退といえば衰退、少子高齢化で高齢者が増えて、

後期高齢者医療費や介護費の負担等が増えているとこういうやはりことと、やはり老朽化と

いうことは全くそのとおりだとは思います。 

  ただ、しかし町長、今日は皆さんにも資料をお配りしたんですけれども、ここにもあるよ

うに町の財政、通常普通に考えると収支ということでいえば、決算で見る収支は毎年１億と
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か２億余っているから、この形式的な収支は皆黒字で、いいじゃんと思いがちなのだけれど

も、実質収支というものはこの５年間をとってもずっとマイナスですよね。恥ですよ。 

  地方財政法の視点で見ると、地方財政法では第４条で積立金の処分という項目があって、

この積立金の処分については「１、経済事情の著しい変動により、財政が著しく不足する場

合において、当該利息額を埋めるための財源に充てるとき」「２、災害により生じた経費の

財源または災害により生じた減資を埋めるための財源に充てるとき」「緊急に実施すること

が必要になった大規模な土木その他の建設事業等の経費その他必要に、やむを得ない理由に

よって生じた経費の財源に充てるとき」等々あるわけです。実際上、総務省の統計によれば、

単年度単年度で見れば、ほぼ50％の自治体が実質単年度収支が赤字になるというのはあるわ

けです、統計上。 

  ただ、うちの町の場合、町長、調べてみて僕もびっくりしたんですけれども、この５年間

どころか町長が町長に就任してから、ずっと実質単年度収支は赤字なんです。これ、皆さん

のお手元にも資料があると思うんですけれども、これは僕が創作したのではないですよ。町

のホームページにある財政資料の中で、決算カードを集計してみたら、え、５年間、ここ数

年ではないじゃん。町長就任以来ずっと、言えば入ってくるお金で事業が賄えないから基金

を取崩すというのはもう、恒常化して、基金を取崩せなければ予算が組めないというのが当

たり前になっちゃったと。だから、大きな事業をしようとかいろいろ新しいことにチャレン

ジしようと言っても、お金があまりないじゃんというのが今の状況ではないかと思うんです

よ。町長、これ、どう思います。町長になってから本当に実質単年度収支はずっと赤字なん

です。一度も改善されていないんです。どんどん拡大していくのではないかと思いますけれ

ども、町長はどう思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然これは、実質赤字、これはうちの町だけではなく、各自治体の10

年間を見てください。多分大体こういう状態だと思います。50％。これを脱却したら理想で

ございます。それを目指した中で、脱却していく中で、本当に壇上で言いましたようにいろ

んな面の、人口減少また税の減収、やはり一番危惧しているのは観光という、うちは観光立

町でございまして、やはりその観光によってそのバランスか何か、一番厳しいです。やはり、

東海道筋のように法人税とかそういうのが安定していれば、全然また違うかと思いますが、

やはりうちの町のその産業形態、見た中でこれはやはり、これは10年間赤字、これは本当に

預かるものとしては大変いかがと思います。こういうことはなるべくやらない方向で予算編
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成している中で、実際問題自分のときにこのような形態になってしまった。これはこれを脱

却したい方向でやっていますけれども、今までやっぱりできること、壇上で言ったようなこ

とが、だんだん多くなってきまして、こういう状態になっている現状でございます。そうい

う中でこの財調につきましても、壇上で言っていた、いざというときに使いなさいと、これ

が基本でございます。これが恒常的にこういうことになっているのかと山田議員が、この示

せばそのとおりでございます。町もまた財政担当もこれを脱却するような方向で頑張りまし

ょうとやっていることは御理解願いたいと思います。 

  やはり一番は、臨時財政対策債、臨時財債がやはり国が返すというのが、全然返してこな

い中で、臨時財債をまたやっている中で、臨時財債というものを町が全然同じように返して

いくのはまた違った方法で各自治体というのは考えていく方向になってくると思いますので、

今山田議員が言っている、これに対してはもう、真摯にこれは反省しなければならないと考

えておりますので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） 町長、町だから今少しは基金があったり、実際必要な事業に応じて

起債が受けられたりするということがあるから成り立っているとは思うんですけれども、で

も、これ普通で考えたら、こういうのを普通の事業で考えると自転車操業というのではない

ですかね、まさにね。いや、そうだっていうことじゃ困るんですよ、町長。それを脱却する

と言っても、どうかというような問題もあるんだけれども、やはりそれだけ厳しいというの

は、やはり普通だったら、こういう会社だったら完全に銀行からお金を貸してもらえないで

すよ。民間企業だったら。12年、14年か、14年ずっと連続赤字ですよなんていうところだっ

たら、銀行は金貸さないんですよ。そういう状況なんです。 

  ただ、今町長が言われたことでいえば、非常に深刻なのはこれからですよね。まさにこれ

から。調べてみると、この５年間で後期高齢者になられた方が980人ぐらいかな。今後５年

間、2,300人を超える方が後期高齢者になります。その先５年間では、約1,000人になります。

これは後期高齢者が増大するということは、町長、先ほど言われたような民生費の中でいう

後期高齢者医療の負担金とか介護の負担金が増大をするという要因ですよね。この５年間で、

例えば税収は約１億ぐらいは減りましたよね。もっとなんですけれども、１億以上は減って

いるんです。５年間で民生費というのは約5,000万ぐらい増えた。だけど、このさっき言っ
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たように約900人から増えて5,000万増えたのだけれども、今後５年間を見たら2,300人から

というものが後期高齢者に移行していくとなると、当然もう町の後期高齢者医療や介護保険

の負担金というのが5,000万どころかもう１億とか、そういう規模で増えていく時代という

のが、これから５年、10年先の東伊豆町の状況ではないのかなと。これはやはり、深刻さを

考えると、今町長が言われたような施政というのは本当にできるのかなと。言葉でスピード

感を持ってやるとかいろいろ言ったって僕はできないと思いますよ。過去やっていないのだ

から。どうなんですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） いや、本当こういう財政の質疑、これは本当に一般の町民が聞いても

らって大変ありがたいです。本当に町の財政が口で厳しい、厳しいと言っても一般町民は分

かりません。こうやって壇上で質疑をすることによって本当にこの町の財政の厳しさが分か

ってくれれば大変ありがたいと思います。今回の一般質問、町としても大変ありがたいと感

じております。 

  そういう中で、税収はどんどん減って、今言ったように扶助費はどんどん上がっていきま

す。その中で幾ら自分が、もう財政は大変厳しくなっているからと言っても、やはりこうい

う議場を通じてやりとりをしていれば、やはり一般町民も聞いておりますから、やはり本当

に町は厳しいのだということを本当に理解していただくと考えると、それは大変ありがたい

ことだと自分は考えております。そういう中でやはり、いろいろ言ったようにスピードを持

ってというのはやはり、一番は町民にあって、いろいろやはりこれから今まであったものが

なくなっていきますので、それは当然御不便をかけますよ。やはりそういう中で痛みを分け

合って、この東伊豆町を、今言った前回の大塚先生のこの資料にも、やはり３、４年後はと

もかくいいのだろうけれども、その先は、もう町は大変財調も厳しくなっていますというこ

とも言っておりますもので、こういうことにこのケーブルテレビを見た中で、また町民が分

かってくれればまた大変ありがたいと思うし、そういう中でやはりいろんな面で、ごみの有

料化に、ごみの有料化に関しましては、これは河津との話合いがあります。しかしながら、

いろんな統廃合、この辺などは確かになくなれば、これは当然町民には不便をかけますけれ

ども、その辺はある程度多少の不便は御理解願いたい中で、これから町が生き延びる道をま

た町民と一緒に模索していきたい、そう考えておりますもので御理解願いたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 
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○１４番（山田直志君） 町長、僕はやはり町長、その毎年、その施政方針等では行革だとか

いろんなことを言っているんだけれども、全然やってこなかったからこうなっているんだと

私は思うんです。やはりそれは、具体的な問題で幾つか言えば、例えば町で、これはホーム

ページにあるやつですけれども、行政改革大綱というのは平成24年３月21日につくったきり

何もつくっていないですよ。何もつくっていない。本当だったら、ずっと赤字が続くのだか

ら平成24年につくったものが、これで対応できなかったら次の改革のプランとか計画が策定

していくのがやはり、トップの姿勢ではないかと思うんです。 

  その上、僕はさらにあれなのは、去年の熱川支所の統廃、廃止という課題の中で、私は聞

いていてすごく思ったのは、皆さんきっと、全然言っていることの意味が理解できていない

のではないと思うんです。理解できていないわけではないと思う。ただ、町長、今回言われ

たようにその熱川支所の問題だ、ごみの有料化だとか学校の統廃合だ、施設の廃止だ、入湯

税値上げだとか、いろいろこういう形で施政方針で言っても、町がどういうプランを持って

今、この状況にどう当たろうとしているのかという姿が見えないんです。何で俺たちだけ切

り捨てられるのかというふうな思いを感情的に感覚的に持っている人たちがいるというのも

事実だと思うんです。 

  それは２つの問題があって、一つはやはり、十八史略ではないけれども、まず隗から始め

よという、その姿が見えない、その姿勢、決意が見えないからいけないというのが一つと、

やはり本当に町の在り方や方向がどう変わっていくのかという相対的なプランが見えないか

ら、何で私たちだけ切り捨てられるのかという町民の思いが出ちゃうんです。だから、現実

的にどんなことを言ったって、理解を得られないんですよ。今のやり方のままでは。まず隗

から始めよということわざのとおり、そこがやはり必要だと。加えて言えば、いわゆる行政

改革のこういう戦略プランとなんかつくったって、計画もないのだけれども、町長この、施

政方針でもそうなのだけれども、具体的な体制もないではないですか。昨日の話を聞いてい

ても、例えば公共施設のやつも２年間どうだこうだと。学校統廃合は５年間どうのこうのと、

これ、通常に課長さんたちに仕事の中でやらせるというのではなくて、普通なら町長、行政

改革の本部長になって、やはり月に１回とか会議を持って、進捗状況を点検チェックして、

どういう問題が遅れているんだとかいうことをどんどんやっていこうというようなことが、

普通やられるのが当たり前で、スピード感という言葉があったって具体的に進む仕組みがで

きていないから、何も進まないのではないのかと私は思うんです。 

  だから、本当にこの先、このままで行けば税収が今の状況からして、来年度もっと税収が
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落ち込むよと、民生費がもっと高齢化の中で増えてきますよと言ったら、実質単年度収支が

マイナス２億円どころか３億円にも４億円にもなっていくかもしれない。全くの財政が底を

抜けてしまって、夕張とは違った意味での財政破綻だと言われかねないような状況なのに、

改革すべきものが改革できない、改革する姿勢や仕組みや体制がないということですよ。ど

う思いますか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） やはりそれは本当に今回の質疑、本当にありがたいと思いますよ。本

当に町民が今のこの一般質問を聞いた中では、確かに自分の姿勢も悪かったと言えば、それ

は真摯に受け止めた中で、財政は、町はこれだけ厳しいんだということをこの一般質問を通

じて町民が本当に理解していただきまして、そうすればさらなる行革の、これは熱川支所に

関してはやり方が悪かったかは分かりませんけれども、自分の考えは熱川支所に対する愛着、

やはりよく言うように稲取と熱川地区があって、なくなればますます熱川地区はさびれると

か、そういう気持ちもそういう財政的じゃなくても気持ちの問題、自分は一番感じましたよ、

熱川支所に関しましては。 

  確かに説明の仕方も悪かった、しかし、それに対して、以上に、稲取、熱川という中で対

抗意識があって熱川支所がなくなると、ますます熱川はさびれると、そういうことも多く言

われましたよ。 

  そういう中で、やはり、そういうところでは東伊豆町は一つだということを考えた中で、

やはり熱川支所が仮に廃止されても、いろんな面で多少の不便は感じますけれども、今度は

熱川郵便局の感じで、やはりさきの区長会でも言われました。町長、マイナンバーカード

50％なければもうやらないと言った、言わないかと言われましたよ。当時はマイナンバーカ

ードしか取れなかったもので、それでそういうことを言ったんじゃ、状況が変わりました、

今度。郵便局でできた中で、このマイナンバーカードがなくてももうほとんど熱川支所と同

じようなことができますもので、それでまた再度ちょっと、また熱川地区の方にはとりあえ

ずまた、お願いに上がりますけれども、確かに行革の姿勢が見えないと言われれば、それは

真摯に反省として受け止めます。 

  形が見えない、しかし、中では確かに口ばかりではないかと言いますが、実際問題の財政、

当初予算をやるときにいろいろやっていると、本当に今までやっても、今回は本当にこれで

は駄目だという中で、本当もうやらないと本当にこの町は四、五年先、山田議員が言ったよ

うに特にこの町は大変厳しいというようなこと、もう認識しておりますし、さらにうちの町
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では、うちは自分がよく、やはりほかの町はなぜこんなに危機感を感じないか、やはり本当

にこの１市、特に賀茂郡は人口減少、どんどん減ってくる、そして産業もない、そうなると

本当に１市５町はこれからどうやって生きるかということを真剣になって考えなければ、本

当に厳しいと考えておりますので、これから本当に形が見えるような形で、また町民に分か

るような方法でこれはやっていきたいと思います。御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

（１４番 山田直志君登壇） 

○１４番（山田直志君） ４問目、ちょっとできなそうな感じなんですけれども、大事なとこ

ろなものですみません。 

  町長、僕はこういうやりとりをしてこういう資料も出して言っていて、僕は町長が行革本

部をすぐに立ち上げますとか、そういうやはり姿勢すら出てこないで、よその町との比較で、

賀茂郡がどうだこうだなんて、そんなことはどうでもいいんですよ。自分の町のこの状況を

町長が町長として改革しようという姿勢が全然見えなかったら、前に進まないし、そのため

にはまず隗から始めよということもありますよというふうに言っているわけですから、それ

がやはり、なければいけないと思うんです。 

  どういうことをやりたいのかということもしっかり示していかないと、感情的な問題とい

うのは町がどういう状況で、どういうプランを持ってその状況を解決しようとしているのか

ということがよく見えないから、町長の姿勢もそうなんだけれども、単発でこの間みたいに

熱川支所の廃止だけ取上げられるから、ああいう感情的な問題になっちゃったと私は思って

いますけれども、それは必要、不必要の以前の問題なんです。今問題になっているのは。 

  今回本当にやるんだとするならば、本当にどこまで何を必要なのかという、絶対的なパッ

ケージというのはやはり必要で、それをやはりやるための体制も町長の決意も必要なんだと

いうことは絶対必要だと思います。今日聞いても、はっきり言ってこれ聞いた人たちが、町

長が本当に行革やるという姿勢があるのかな、そういうふうに思ったのかどうかわかりませ

んね、私は。私は今ある、聞いている限りでは、町長は２年間無事に過ごせばいいのかなと

思っているぐらいにしか思いませんでした。 

  もう一つの問題、今回やはり予算上補助金等のいろんなカットだとかいろんなものがあっ

たというふうに聞いているのですけれども、私一つ思うのは行政評価、いわゆる決算等上に

おける行政評価のやはり導入というのが、やはり必要なのではないのかなと。やはり、役場
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の職員の皆さんというのは２年、３年で部署が変わりますよね。やはり、その部署の仕事仕

事が本当に必要なのか、妥当なのか、これは本当に効率的なのか、やはり絶えずそこをチェ

ックしていかないと、結局やはり役場の仕事ってなんか従前からやっているから、それをこ

う継続していくということは、それはそれでいいんだけれども、経費が必要、小さくても大

きくても法律的に対応しなければならない問題もあるし、でも、法律的に関係なく、お金が

あった時代はサービスでやれたことも、やはり財政が厳しくなるとこれはサービスというの

か、法律的な根拠に基づいたものではないのだから、この金額は見直さなければいけないよ

ねという、一つ一つの事業や、やはり絶えず見ていくということが必要で、既に町長、町村

なんかでもやはり６割ぐらいの町村がこういう行政評価もやっていると。課長さんというの

も、割と多少何人かお伺いすると、国と同じでやはり、自分の課の予算を執行するというこ

とに、やはり当然重きを置いてしまうのだけれども、当然それは効率的に行うということが

大事なんだけれども、しかし同時に、この仕事はどういう意味がある仕事なのか、法律的な

根拠がある仕事なのか、住民の理解やコンセンサスの中でやっている仕事なのか、妥当か妥

当でないのか、こういうことを絶えずやっていかないと、やはり職員の皆さんもただお金を

使うだけの、そういう集団になってしまうというところがあるかと思うので、この辺もやは

り導入することも、これからのやはり行政改革、仕事のやはり見直しにとっては必要になっ

てくると思います。 

  すみませんが、４問目ができそうもありませんけれども、最後の質問だけ、答弁だけぜひ、

これ、お願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然私は意気込み、いろんなことが悪かった。しかし、実際問題この

討論をやっている中で、本当に町民が分かってもらえればありがたい。そういう中で、行政

改革、これは真摯にやりますよ。これははっきり言わせていただきます。決意が足りないと

言われたので。 

  そういう中で、やはり２年間無事に平穏、そんなとんでもない話ですよ、そんなことを言

われたら。それなら、熱川支所の廃止だってやりませんよ。何もやらないで２年間無事過ご

せれば、こんな楽なことはありません。やはりこの町のことを思った中で、やはり嫌なこと

でも、熱川の方はあと２年だからやらなくていいのではないかとはっきり言いますよ。しか

し、これはやらなければならないことですから、２年間無事平穏な、そんな考えはやめてく

ださい。また、そこで言われても私はそんな気は絶対ありません。やはり、この２年間なん
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とかしなくては、本当にこの町は沈没をしちゃうんです。そういう中で、やはり熱川地区の

方は本当、もう、２年間無事平穏に過ごせと言ったんだけれども、そんなことをやったらこ

の町が、山田議員が言ったように本当に沈没しますので、それは御理解願いたいと思います。

行革、本当にやっていきます、これは。それだけは御理解願いたいと思います。 

  それと、この紙については財政のほうからちょっと。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） 山田議員から、実質単年度収支の推移ということで、この平成15

年、16年度のみ黒字になっているという、この関係は10年度末の財政調整基金が当時１億

4,500万、それから15年度が１億5,600万というふうな形で、取崩す基金が、財政調整基金が

ほとんどなかったということです。そんな中で、いわゆる財政調整基金を取崩して、そして

決算剰余金が出て、それをほぼ全額積み立てるということで、今６億、７億の推移ができて

いるのは、そこの部分で差額を少しずつ積み立てているというふうな感じでございます。そ

ういった要因があるからこそ、そこの部分が黒字ということで、今の町長が全て赤字の運営

をしてきたという、そういったことではなくて、過去においてもそういう形が引き継がれて

いるというふうなことでございます。 

  それからもう１点ですけれども、この度大塚先生、県の行政経営研究会の本当に講師とい

うことで、私、この講師は非常にすばらしいなと思いまして、今回いろいろ分かりやすく、

町民の皆さんに70人ほどに聞いていただいて、我が町のデータを全部お出しして、そういう

形で講演会をやっていただきました。今後も我が町のそういった形のアドバイザーとして、

昨日、公共施設の管理計画も含めて、行革も併せて全てそういった道のスペシャリストなも

のですから、そういった形を、大塚先生の指導をいただきながら進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（村木 脩君） 以上で、山田議員の一般質問を終結します。 

  この際、11時25分まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時１５分 

 

再開 午前１１時２５分 
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○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 藤 井 廣 明 君 

○議長（村木 脩君） 次に11番、藤井議員の第１問、新型コロナ肺炎の対応についてを許し

ます。 

  11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） それでは、午前中の最終になりますけれども、１問の通告をしてお

きましたので、よろしくお願いしたいと思います。 

  新型コロナ肺炎の対応についてをお伺いいたします。 

  現在、世界中で感染が拡大している新型コロナウイルスによる肺炎は国内にも広がってい

ます。現状の認識と対応策について伺いたいと思います。 

  １番目、当町から感染者を出さないためにどのような予防策と体制が重要か。 

  国、県との情報の共有や収集はどうなっているか。 

  ３番、観光業へのダメージは把握しているか。また、ダメージがあるとすれば町はどのよ

うに考えているか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 藤井議員の第１問、新型コロナ肺炎のコロナウイルスの対応につきま

しては３点からの質問ですので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、感染者を出さないためには個々が行う予防策を徹底していただく

ことが重要と考えます。手洗い、咳エチケット等を徹底し、風邪の症状があれば外出を控え

ていただき、やむを得ず外出をする際はマスク着用を行っていただくことが国の基本方針と

して推奨されております。体制としては、現在基本方針に基づきまして、対応は県単位で行

うこととなっています。町としましては国及び県から発信される方針に基づきまして対応し

ていきます。 
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  ２点目についてですが、内山議員の一般質問で説明させていただきましたが、国が設置す

る新型コロナウイルス感染症対策本部から発信される情報を基に、２月６日に賀茂地域の新

型コロナウイルス感染症に関わる連絡調整会が開催され、賀茂地域での情報の共有を図り、

また、国や県から示される対応につきまして確認したところ、２月17日に静岡県新型コロナ

ウイルス感染症対策本部が設置され、県の各部署における対策等が情報提供されたところで

あります。また２月25日には国の基本方針が示されました。この間町はホームページにて情

報提供を行うとともに、回覧により相談センター等の連絡先などをお知らせしたところです。

対策等につきましては日々更新されるため、町といたしましては柔軟に対応できるように努

めてまいりたいと思います。 

  ３点目についてですが、観光業への影響は町観光協会が調査しており、内容については内

山議員に答弁したとおりであります。今回の新型コロナウイルスにおける観光業への影響に

つきましては、喫緊の課題となるこの宿泊施設等の資金繰りに関しましては、国、県が既に

対策を実施しております。内山議員に答弁したとおり、今回の事態を町担当の対策で打開す

るのは困難でありまして、宿泊施設の経営上非常に厳しい事態であると認識しておりますの

で、新型コロナウイルスによるさまざまな影響につきましては、今後の推移を注視しながら

必要に応じて国、県への要望なども含めまして的確に対応していきたいと考えております。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） これは、現在進行形と言いますか、非常に、日に日に感染者も数が

変わっておりまして、今日現在でその日本国内でも1,035人の感染者が報告されております。

そういった中でいろんな問題が多岐にわたっているのですが、確かに前回の内山議員とだぶ

らないようになるべく別な観点から伺いたいと思っております。 

  これは、うちの町も国、県からの指示等々にも従い、例えば学校などは小中高とも３月３

日から３月19日まで休校だということのようでございます。それで、当然そうなりますと春

休みと連動しますと１か月くらいのこれは長い休みになるわけで、この辺にも非常に問題が

あるのではないかと考えるのですが、とりわけ両親が働いていらっしゃって、学年が低学年

ということであれば、これはそのまま置いておくわけにもいかないわけで、こういった場合

にはどんなふうな処置を取るか、その辺の考えをちょっと伺いたいなというふうに思ってい

ますが。 

○議長（村木 脩君） 町長。 
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○町長（太田長八君） 基本的には一応そういうような、ただ、災害まで想定した中でやって、

今のところありませんもので、教育委員会もその辺は考えていると思いますので、ちょっと

教育長に。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 突然の休校ということで、学校等対応なかなか苦慮しているところ

ですが、まずは休業ということで長期休業になるということで、子供たちは家庭にて健康と

安全に確保していただくと。感染拡大を防いでいただくということですが、御両親、お家の

方、御家族が働いていられるとか諸事情で小さな子供さんが家庭に独りとか、子供だけでい

るということが非常に心配されるという、そういう問題が発生しております。 

  当町では、学校のほうは休校になっていますけれども、放課後児童クラブで小学生の対応

を、預かりをしていただくということで、その辺は住民福祉課のほうが管轄でありますけれ

ども、そのような子供たちの受け皿ということを考えて、教育委員会としてはその放課後児

童クラブの子供対応に学校での学習支援員、町でお願い、任用している学習支援員を放課後

児童クラブのほうに勤務替えをしていただいて、そちらで子供の対応に当たっていただくと

いう、そのような対応をさせていただいております。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 

○住民福祉課参事（木田尚宏君） 放課後児童クラブにつきましては３月３日より３月19日ま

で、月曜日から土曜日までの８時から18時まで開所しております。放課後児童クラブに来た

児童については、まず体温を検温し、37度５分以上の熱がある場合や咳がひどい場合は、預

かりをいたしておりません。マスクは必ず着用するよう徹底しております。また、小学校４

年生以上の兄弟がいる場合は、できるだけ自宅で過ごしていただくようお願いをしておりま

す。利用者の問合せにつきましては、３月２日以降２件ありまして、そのうち１件は３月３

日に利用の手続をいたしました。 

  放課後児童クラブの在籍者数は、稲取が18人で現在は１年生から３年生まで16人、自宅で

過ごす児童は２名となっております。熱川の在籍者は14名で現在の利用者は１年生から３年

生まで５人です。自宅で過ごす児童が９人となっております。また、今教育長が言われまし

たように学校の熱川、稲取の小中学校の支援員の方６名と、稲取、熱川の放課後児童クラブ

の支援員６人と計12名で３月19日まで対応していくような形を取っております。もしも希望

者が大幅に増えた場合は、学校の小学校の教室などの開放も検討していきますので、御理解

をお願いいたします。 
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○議長（村木 脩君） 藤井議員、これは通告外ですけれども、今現状を知らしめるために答

弁はしてもらいました。その点を頭に入れて。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） 了解です。非常に重大な件で、また未曽有の事態なものですから、

こういった問題に関して、やはり町も非常に苦慮しているところではないかと思いますが、

町としては対策本部というのは立ち上げたのでしょうか。それはまたちょっとお願いします

が。 

  それで、学校の関連から言いますと、もう一つは、これは給食センターなんかがあったか

と思いますけれども、給食センターはどんなふうに、これは当然給食はないと思うわけです

けれども、そうしますとその人員とか物資とか、余剰は何かが、よく余ったものとか利用す

べきものを販売するとかそういったふうな処置をとっているようですけれども、そういった

その問題というのは何か問題は出ていないのかどうか。その点に関してもお伺いしたいと思

います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 対策本部の関係でございますけれども、対策本部は立ち上げておりま

せん。前回の管理職会議の中で情報を共有しまして、いつでも対策本部に変えられるような

方向で今やっておりますもので、現状では対策本部は立ち上げていないということが御理解

願いたいと。しかし、いざとなれば即座に立ち上げるような方向性は取っておりますもので、

御理解願いたいと思います。あと、給食関係は…… 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、給食の関係についてお答えさせていただき

ます。 

  給食のほうも休校になったということで現在作っておりません。給食センターも休止はし

ておりますけれども、食材につきましては仕入れているもので、冷凍のものを購入予定なも

のは購入しておるわけですけれども、現在業者さんのほうの冷凍が効くところで保管してい

ただいていますので、これは給食が再開されてから活用できるという考えで今、保管してい

ただいております。それと、もう納入済みだったもの、乾物系ですとか調味料はございます

けれども、こちらも日持ちがするものですから、現在のところは今後使用できるという考え

方でおります。ただ、牛乳などは止めさせていただいているので、そちらでの影響は出てい

るかなということは思っておりますけれども、現在のところそれの支払いをどうするんだと
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いうことまでは言われていませんので、現状ではそういった形での対応となってございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） きめ細かい、いろいろ対応してくださっているということで安心す

ることも多々ありますが、また、今従業員のほうの対応に関してはお休みになるわけで、そ

れに関しての補償なんかが国のほうでは、国の予算2,700億円を使って何とかその8,330円で

すか、金額としてはそんなふうな額で考えているというようなことなんですが、現実に給食

センターの方たちとか、そのほかどうしてもお子さんを預けることができないので、これは

休まざるを得ないというような方も出るのではないかと思うんですけれども、そういったこ

とに関しても何らかの、町の全体的な経済対策とは別に、そういう人員に対する対策なんか

があるのかどうかちょっとお伺いしたいと思いますが、どうでしょう。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的には町はそれを考えておりません。またそれだと大変でござい

ます。また、国のほうもやはりその対象者が企業に勤めているか、自営業は出ないとかでい

ろんなことがありますけれども、町といたしましてはそれを助成する、それは考えておりま

せん。給食のほうはどう……。 

○議長（村木 脩君） 事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 給食センターの調理をしていただいている臨時の職員

の方々なんですけれども、通常の日ですとできないような清掃作業を今従事していただいて

おりまして、こちらから休んでくれという言い方はしてございません。ですので、給食セン

ター内ももちろんですけれども、周りも含めましてふだんできないことの清掃ですとか手入

れなどを今やっていただいていますので、現在は休んでくれというお願いをしておりません

ので、御了解いただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） それでは、これは割と若い人には比較的に罹患率は低くて、年配の

方が多いというふうなことでいろんな問題があるのではないかと思うのですが、町中でも高

齢化率が45％を超えているような状態ですので、いろいろ不安を持っている方もいるのでは

ないかと思うのですが、町では例えば現在病気にかかっている方で、医者に行かなくてはな
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らないという方が薬をもらいに行くと、すると大体お医者さんのところに行かないと、薬と

いうのは普通出ないわけです。ところが、国のほうの指示で必ずしもその病院に行かなくて

も、ずっともらっている薬に関しては医者のほうには連絡すれば処方箋はしてもらえるとい

うような国からの指示が出ていると思うのですけれども、その辺は町のほうに伝わってきて、

そういった処置といいますか、通達といいますか、その辺はどうなっているかちょっと伺っ

ておきたいのですが、どうでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 薬の処方に関しては、現在通常日常的に継続してもらって

いるものについては、病院からの電話指示という形でもできるような形が取られております。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） それに関連しまして、やはりこれは皆不安がたくさんあると思うの

ですけれども、よく必ずしも37度５分の熱かどうか、ちょっとまだわからないけれども、具

合が悪いなとか、あるいは自分がそうなのではないかなとかかかった場合、じゃ、どうする

かなとかいうような幾つかのこの不安があると思うのですけれども、いわゆるＰＣＲ検査と

いうのがなかなかしてもらえないというふうなことが、例えばお医者さんの指示でも、して

もらったほうがいいよというふうに言うと、保健所さんのほうに電話しても、それは必要な

いというふうに断られるというふうな事例が全国的にちょっと発生しているという中で、う

ちの町の場合は、例えばかかったなというときに、あるいは検査してもらいたいなというと

きにどんなふうな手順といいますか、どういうふうなルートでそのＰＣＲ検査なんかをやる

ようになっているのか、その辺を伺っておきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 事務的なことは答弁させますけれども、一応国のほうが保険適用にな

ったと聞きました。しかし、手続上病院にかかる方法、これは従来どおりといっております

もので、町といたしましても、やはり国、県の指示に従った中でやっていきたいと考えてお

ります。 

  とりあえず、事務的な流れは健康づくり課長のほうから答弁させます。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 報道等でもされておるので議員も御承知かと思いますけれ

ども、検査における保険適用ということで、昨日報道があったかと思います。そのことにつ
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いて細かな事務の対応について、これからちょっと整備をするところではありますけれども、

実際にコロナウイルス等の疑いというような形で、やはり体調が悪い方がする場合には、そ

うであったにしても、まず保健所に御連絡をしていただいて、指示を仰ぐということがまず

先決かというふうには考えます。その点で、病院のほうではお医者さんが発生届というよう

な形でコロナの疑いがある場合にはそういうものを作成するということがあって、その上で

検査が必要と判断されて初めてお医者さんのほうから検査機関へという形に、流れになると

思いますので、いずれにせよ今の現段階、町民の方々、もし、自分の体調で不安があったと

きには一番の方法としては、やはり現段階でも保健所にまず相談を向けてみてその指示を仰

ぐことが重要かと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） 確かに軽症の場合は必ずしも医者に駆け込まないで、自宅に待機し

て、今課長がおっしゃられるように電話等で問合せするとかいうふうな方向が望ましいかな

というふうに思うわけです。また、お薬にしても国からの指示によって、必ずしも病院に行

かなくても電話で、ふだん処方してもらっている薬に関しては、薬局等に行けばもらえるよ

うな状態になっているということを聞いて、これは患者も安心ですし、また、お医者さんの

ほうもやはり安心があるのではないかと思いますので、そういったものが国から来ている、

それをまた町が実施するということを聞いて一安心というようなところでございます。 

  また、この学校の問題に関してはもうちょっと伺っておきたいのですけれども、今万全に

学童保育やらそれの支援員等々で対応しているということで、非常にすばらしい対応かなと

思うんですけれども、ただ、１か月となりますと、やはりなかなかこの長い期間ですので、

それがそのいわゆる学力の低下とか、あるいは生活習慣がちょっと乱れるとか、あるいは体

力が落ちてしまうと、学校に行けばこれは休み時間にしろ体育の授業にしろ、駆け回るわけ

だし、子供さんは元気ですから非常にそういう点では体力も維持できるのではないかと思う

のですけれども、なるべくお家にいなさいというふうなことでいますと、やはりテレビやら

スマホやら、学習をするにしてもお家にいるということはふだんと全然違うような状態にな

るわけで、その辺の懸念は学童保育、あるいは放課後児童クラブの先生方に支援してもらっ

ていても、やはりちょっと問題が出てくるのではないかという気がするので、これは１か月

の長きにわたる状況ですから、これに関してはもう少し対応策、何か取れないのかなという
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ふうなことでどうでしょうか、何かその辺は伺っておきたいと思うのですが。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 基本的にはこれはもう、マスコミでも話題になっております学力の低

下とか、それよりもともかくこの難局を何とかして乗り越えようというのが国の姿勢でござ

いますから、町といたしましてもその辺、これもまた新学期にずれ込むとまたどうなるかわ

かりませんけれども、とりあえず内閣の特措法もつくろうなんて言っている中で、この一、

二週間大変だ、大事だと言われていますもので、町といたしましてもこの一、二週間は現状

のままでやるしかないのかなと考えています。 

  その辺はまた、教育委員会のちょっと考えを。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 藤井議員のおっしゃるように長期にわたって子供たちが家庭で過ご

すということに関しては、学力の面、それから生活習慣、健康的な面、心配されるところで

あります。何かいい対策、方策はないかというような御質問ですけれども、現段階では国の

要請に従って、昨日も答弁したのですが、国の要請それから県の対応策に従って、町として

は３月３日から３月19日までの小中学校の臨時休校を決定をして、子供たちには家庭で過ご

してもらうということを御家庭にもお伝えして対応していただいているところです。その家

庭で過ごす中で学力の心配とか健康の心配があるのですが、まずは国の、国からのその要請

の内容の中にはそのこの一、二週間非常に日本全体で感染拡大を防いでいくという、そうい

う観点からできるだけ家庭内で過ごしてほしいというような内容の要請がありまして、それ

は御家庭にもお伝えをしています。 

  ですから、基本的なところで町としてもお伝えをしたのですが、では、家庭内にずっと長

期間いた中でどのように子供たちが学力の面とか健康的な面を自分で、あるいは家庭の中で

うまく過ごせるかということのさらに指導ということは、なかなか短期間で学校がお休みに

なったものですから、３月２日の月曜日には家庭での学習の仕方等は、学校からの先生から

の指導ということでプリント類を持って帰って、どういう学習を休みの間に家庭でするかと

いうことの指導はしましたけれども、その全ての心配に対して細かく指示をするというよう

な準備の期間もなかったということもあって、現段階ではこれからどうしていくかというこ

とを、まだ学校でも教育委員会でも考えていかなければならないという、そういう段階です。 

  ですから、今このようにして過ごしていただいて学力や健康問題、そういう問題が解決で

きるよということをお示しできている状況ではありません。ただ、子供たちの家庭内での過
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ごし方については、学校としてもできるだけ把握をさせていただいて、これが登校させるわ

けにはいかないものですから、今考えている町内では、春休みになる直前ですけれども、登

校日をつくって短時間学校に子供たちを呼んで、家庭での学習の状況とか、それから健康の

状況とかそういう問題は、子供たちの様子を把握したいなとは今、計画しております。それ

以上のところはまだ、検討段階ということで御理解ください。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） これは国の要請で今現在休校しているわけですけれども、学校その

ものは学校設置法で、これは当然自治体が設置しているわけですから、国は必ずしも命令す

ることはできないわけです、これは。現在も要請という形で来ているわけで、もちろんこれ

に従わないという方向といいますか、そういう選択肢もあったわけで、これは非常に逆に大

変難しい側面を持つかと思いますけれども、現在全国では399校の学校が開校しているとい

うようなことでございます。 

  また、一旦は休校と決めたんですけれども、逆に放課後児童クラブが少し多くなってしま

ったり、幼稚園も、それから保育園も開園しているわけですから、それで学校、小学校だけ

あるいは小中高、そっちだけ閉校しても意味ないのではないかということで、これは各学校

の校長先生あるいはＰＴＡの方、それから父兄の皆さんの意見を聞いたりしまして方針転換

をしたというような学校もあるわけで、現在全国では399の学校がこの休校をしないという

方向をとっているようです。 

  国のほうも各学校、地域で柔軟に判断いただきたいというふうに28日には談話を出してい

ますので、そういった形で少し柔軟性を持たせたのかなというふうに思うわけです。今、教

育長からも提案があったみたいに登校日を少し長めに取るというようなところもあるようで

ございます。そういった形で何とか生活のリズムとか学力低下とか体力の低下を防いでいき

たいということで苦慮しているようです。 

  もう一つは、じっとお家にいるとどうしてもテレビゲームとか、スマホ、現在はスマホが

ほとんどでしょうけれども、小さい子までかなりスマホが行きわたって、そのスマホゲーム

に熱中するような問題がやはり発生するわけです。それはそれで一つにまた問題になりまし

て、スマホゲームの依存症みたいないうこともささやかれておりますので、あまりそういう

長時間にわたって置いておくのは問題もあるということで、なるべくその全国の例等もあり

ますので、問題が出たらその時点で登校日を少し長くもつとかいうふうにお願いしておきた
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いなというふうに思います。 

  それともう一つ、大人のほうは罹患率が高い、かかる可能性が高いということで、ただ、

ほとんどの方が現在は引きこもっちゃうと言いますか、引きこもるというのはちょっと語弊

があります、お家の中にいることが求められるというか、そういうふうな雰囲気になってい

るかと思うのですけれども、現に町を歩いても全然人もいない、道路にも車もあまり走らな

いというふうな状態になっているわけで、すると我が町は観光の町でもありますから、何か

その少し元気がなくてはいけないし、とりわけ年配の方が多い中で私が言いたいのは、結局

健康の維持といいますか、そういうことのためにもう少しいろんな町でやっている健康教室

等を、これは屋外であるとか、あるいは屋内であっても換気をしてやればこれは問題ないわ

けで、その辺の免疫力のアップという意味でも、少し、かえってこの運動するような方向で、

みんなあまり家に閉じこもるのではなくて、何らかのイベント等々をやっていくような方向

で町は考えていただけないかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当に一般質問はそう思っている。しかし、この内閣総理大臣の言葉、

これは重たいです。内閣総理大臣が要請、これは要請といっても言葉は要請でも、ある程度

のことは要請ではないと考えております。各学校に関しましては各町もそれに大体従って、

今390だと。それで、昨日は栃木県の茂木町が報告した、私、茂木町長をよく知っているも

ので、落ち着いたら茂木町の中ではどう判断したかということを聞いていきたいとか、確か

に学童保育に行っても同じだという中でやったということ、ちょっとマスコミから聞きまし

たけれども、茂木町長、今本当に本人を知っていますもので、それはまた、落ち着いたら聞

かせていただきたい。 

  イベントに関しましても、基本的には内閣総理大臣の言葉、これによってもうほとんど全

国なっておりますもので、そこでまた最悪の場合を考えて、そこでまた仮に新型のウイルス

が出た場合は、そら見ろということで、一概にまた、違う意味でまた東伊豆町がまた有名に

なっては困りますもので、基本的にはまた、そういう中ではまた、町といたしましてはやは

り国、県の指示に沿った中で対応していきたい、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課長。 

○健康づくり課長（鈴木嘉久君） 高齢者の方の体力維持等ということで、そういうものが考
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えがないかという御質問がございましたけれども、感染症、一般的に言われておりますよう

にスポーツジムでの感染であったりとか、それから換気をされていればというようなことも

ありますけれども、当方教室のほうにつきましては、こういうコロナウイルス等が出る前か

らリスクマネジメントとして手指消毒、それから使った器具の消毒等はずっと行っていると

ころではありますが、それであっても高齢の方が仮にそういう状況に陥ったときに、やはり

なってからでは遅いというようなことがございますので、重要なこの期間ということで、３

月の頭から教室等を今停止しているような状態であります。もう少し推移を見た中で判断を

させていただきたいと思いますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 以上で、藤井議員の一般質問を終結します。 

  この際午後１時まで休憩とします。 

 

休憩 午前１１時５７分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

  午前に引き続き一般質問を行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 須 佐   衛 君 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員より一般質問で掲示板の使用、資料配付の申し出があ

りましたので、これを許可します。 

  ７番、須佐議員の第１問、町長の政治姿勢についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 皆さん、こんにちは。 

  監査委員という立場で質問するということで、ちょっとためらった部分もあるんですけれ

ども、一番最後の提出になりまして、一番最後の順番になりました。議長からは、「数字の

ことを言うな」というふうに言われておりますので、その辺のところをちょっと気をつけて
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まいりたいと思います。 

  では、第１問目。 

  町長の政治姿勢についてということです。町長は静岡県町村会長で、全国町村会の副会長

の要職に就かれているとお聞きするが、今後、どのような思いで町を運営し、引き継がれて

いくのかお伺いする。 

  （１）当町の現状を踏まえ、要職に就かれてどのような提言、要望をしているのか。 

  （２）東京オリンピック・パラリンピックについて、町長はこれまで関心を寄せてこなか

った。今年はいよいよ開催の年になるが、取組として何か考えているか。 

  ３番目として、近隣市町との合併についてのお考えはということです。 

  お願いします。 

○議長（村木 脩君） 第１問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 須佐議員の第１問、町長の政治姿勢については、３点からの質問とな

っておりますので、順次お答えいたします。 

  まず、１点目についてですが、昨年６月から静岡県の町村会会長、７月からは全国の町村

会副会長に就かさせていただいておりますが、県の町村会としては、昨年10月に国及び県に

対しまして施策、また、予算に対する要望及び提言を行いました。 

  同じく昨年10月には、台風19号の襲来により甚大な被害を受けたことに伴いまして、静岡

県市長会の会長である熱海市の齊藤市長とともに、台風19号被災支援に関する要望として、

災害救助法の適用及び激甚災害への指定、また、災害救助法及び激甚災害の対象とならない

市町に対しまして同等の支援が受けられるよう、現行制度の一層の拡大を図ることを、いず

れも国に対して働きかけるよう県に対し要望いたしました。 

  全国町村会では、昨年８月に令和２年度の予算編成及び施策に関する要望といたしまして、

総務省や復興庁、または国土交通省、自民党などへ要望活動を行いました。 

  また、12月には、内閣府や総務省、農林水産省や厚生労働省、自民党などに対しまして、

全国町村長大会で採択したこれからの町村行政と新たな圏域行政に関する特別決議や、農村

価値の創生に関する特別決議の提言書等を手渡し、実行運動を行ってまいりました。 

  今後も、県の町村会代表として、また、現状に即した提言や要望、全国町村会の副会長と

いたしまして、全国の町村における様々な要望事項等をまとめ、引き続き施策や予算に対す
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る要請活動等を積極的に行ってまいりたいと考えておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

  次に、２点目についてですが、東京オリンピック・パラリンピックにつきましては、総合

的に判断して、積極的に予算を投じて取り組むことはしておりませんが、私が関心を寄せて

こなかったということはございません。 

  新年度の取組についてですが、町が必要な費用を負担して、町内の小学校５年生、６年生

がパラリンピックの陸上競技を９月２日に国立競技場で観戦する予定です。次世代を担う子

供たちにパラリンピックを通じまして共生社会への理解を深めてほしいと考えております。 

  また、インバウンド誘致に関しましては、町の観光協会が都内のホテルに町の観光案内の

パンフレットを配架いたしまして、オリンピック・パラリンピックで来日した方々に当町の

ＰＲを行う予定であります。 

  次に、３点目についてですが、市町村の合併の特例に関する法律は、平成17年７月に法の

一部改正が行われまして、合併特例債を柱とする財源措置が創設されましたが、この法律は

平成17年３月31日を期限とする時限立法でありました。このため、現在では合併特例債の発

行等による財政措置を得ることができないこととなっております。 

  このような財政的なメリットがない状況でもありまして、近隣市町との合併は考えており

ません。なお、この賀茂地区におきましては、賀茂広域連携会議を設置いたしまして、これ

まで広域連携を推進してまいりました。今後もこの広域連携を検討していきたいと考えてお

ります。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  町長の施政方針がなされまして、こちらを熟読をしまして、今回、一般質問の通告が早か

ったので施政方針について質問に盛り込むことはできませんでしたけれども、引用させなが

らちょっと質問させてもらいたいと思います。 

  町長の任期は折り返し地点に入ったと思います、４期目。この任期は大変厳しい町政運営

を迫られているということでございます。ベテラン町長ということで、町長会の要職に就か

れたんだということなんですけれども、町民で意外と知らない方も多いと思うんですよね。

町長がどれだけ、町外でどういう活動をして、町のためにどういう働きをしているかという

ことをよく知らない人が多いと思います。地方の町村の現状を訴えてもらいたいという、そ
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ういう思いもあるんですけれども、広報「ひがしいず」の年頭の挨拶等でも、あまりそうい

うことも述べられていなかったので、何かやっぱり全国の代表としてといいますか、要職の

中でこういうことをやっているんだ。そのために、この町がこういうふうによくなっていく

んだという発言といいますか、そういったことも必要なのかなというふうに思っているんで

す。 

  ４期目、まさに集大成ということで御自身もお話しされていますけれども、正直言いまし

て、将来に向けたちょっとビジョンというものが見えてこないのではないかなと思っていま

す。それどころか町民はちょっと不安になっている。不安に感じている部分も非常に多いん

じゃないかと。 

  特に、私も奈良本ですから、熱川地区のほうの現状というものを見ますと、悲観せざるを

得ない部分がある。それがやはり先ほど14番議員からもありましたけれども、熱川支所の閉

鎖であると思います。中には、稲取には直売所を造ったけれども、奈良本から熱川支所を取

り上げたというような感じで思っている方もいらっしゃるということなんです。 

  それと、この施政方針にもうたわれていましたけれども、我々議員は理解することはでき

るんです。つまり、補助金のゼロベースで見直していくというようなこともありました。た

だ、これをただ聞いている、町民はそれを聞いて、一体この町はどうなるんだろうかという

ような、不安というものが先に立っているのではないかなという思いがするんです。その辺

に立って、町長はそういう不安というものを払拭させる何かというものをちょっとお聞きし

たいなというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、本当にいろんな巡り合わせの中で、今回要職に就かさせてもら

っています。まず、県の町村会長、さらに全国の町村会の副会長、中でも、11人いる中で会

長代行というのが３人います。その３人のうちの１人に選ばれておりますもので、河津の会

長が全国に行くときは、一緒になって行動した中で活動しております。 

  それで、やっぱり全国において、この町村の大変厳しい局面に向かっておりますもので、

全国の町村の現状をやっぱり各総務省、自治体、自民党、官僚に町村の現状を知らしめてい

る。そういう状況でございますもので、一つの東伊豆町ではない、全国のことを考えなけれ

ばならないもので、そういう状況でやっていることを御理解願いたいと思います。 

  そういう中で、本当にこの町がどうなのかということ、これは大変危惧しております。山

田議員のときもありましたように、やっぱりまずは財政調整基金、これを10億にしたい。こ



－164－ 

れはもう何回もやっています。自分がなったときは本当に財調が１億ちょっとでしたけれど

も、いっときは８億になりました。しかし、やっぱりいろんな人口減少の中で、また、どん

どん減った中で、この財調が今は４億、３億、災害がありましたから、その特交が返ってく

ればまた４億近くになると思いますけれども、基本的にはやっぱり10億円を目標とした中で、

この町が未来永劫やっていくような状況で町政に取り組んでいるような現状でございます。 

  そういう中で、熱川地区と稲取地区のことを言いましたけれども、基本的には熱川地区、

私こんなことを言っちゃいけません、やっぱり平等にやってやりたいんですよね。そういう

中で、熱川地区の方に何か、自然を生かした何かそういうことを提言してほしいということ

を、また、熱川地区の隠れた資源、そういうこともやった中で、一応、現地の方には「要望、

どんどん提言してください」と言うが、なかなか出てこないんですよね。そういう中で、稲

取地区にいろんな隠れた資源がありますもので、特に稲取地区、特にこらっしぇなんか、そ

ういうこともあるか分かりません。しかしながら、現状の地域性考えた中で、特に稲取に多

いんじゃないかと、熱川地区の方は不満があると思いますけれども、熱川地区の方がいろい

ろなことをまた町のほうに要望、本当に町のためになると考えれば、やっぱりやらなければ

ならないと、考えておりますもので、その辺はまた、そういう。何も、こっちを重視してい

るとか、そういうことじゃありませんもので、自分としては公平にやっていると考えており

ますので、その辺御理解を願いたいと思います。 

  そういうので本当に町民の方本当に不安に思っていると思いますけれども、基本的には、

こんなことを言っちゃいけません、やっぱり。今、本当に巡り合わせの中で、全国の町村会

のナンバー４の中に入っておりますもので、やっぱりそういう中で東伊豆町ということを印

象づけていった中で、この役職が終わったとしてもこの人間関係でありますとか、その辺は

これからの町政の運営に生かしていきたい。そういう中でやっぱり行改で、今後町民が不安

を抱かないような、そういうようなことをやっていきたいと考えておりますもので、その辺

また御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今、人間関係、人脈ですとか、そんなお話の中で、東伊豆町をＰＲし

ていただくということは本当に町のためにもなると思いますので、そういう全国の場でお願

いしたいなというふうに思っています。 
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  施政方針の中で、ちょっと７ページ目のところなんですけれども、下のところに、いろい

ろ国内マーケットは高齢化や人口減少により縮小される、予想されていくという中で、観光

客のニーズが多様化していて、消費単価を高めるような取組が必要ですという話の中で、そ

のためには当町を訪れたお客様の満足度を高めることが重要であり、財政状況が厳しい中で

あっても将来に向けた投資を確実に継続する必要がありますというふうに、町長述べられて

おりますけれども、この辺のところというのは、具体的にはどういうことになってくるんで

すかね。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、今回の新型コロナウイルス、本当に大変厳しい、観光上ありま

す。また、いろんな面で、昨日ですか、賀茂地域の中で観光協会と商工関係の方が集まって

もらった中で、県に何とかしてほしいと。そして、あしたは一応静岡県と政令都市の静岡、

三島、そして県の市長会長、市長会と、県の町村会が、今後この経済をどのようにするかと

話を持つそうでございます。町村会とか市長会では、事務局長が対応するというような、そ

ういう対策協議会を立ち上げた中で、一応またその情報もすぐに入ってくると思いますので、

その情報などで町としてはできるだけ支援することが、これは今回コロナ関係でございます

けれども、その辺は十分対応した中で、町の経済が破綻しないような方向で。本当に困って

いる、５万人のキャンセル、とても考えられないような数字でございますもので、その辺は

もう財政が厳しい中でも、その辺は積極的にある程度話した中で、これは議会と議長へいろ

んな相談しながらやっていきますけれども、それにはそういうことをやっていきたい。 

  それで、ここに書いてありますのは、基本的にはうちと同じいろんなデータを見た中で、

やっぱり来たお客が常に満足して帰るんですよ。やっぱり旅館とか、いろんな面においても、

おもてなしということは大変すばらしいということでリピーターも多い。やっぱり前回の美

伊豆におきましても、やっぱり美伊豆の事務局が稲取の東伊豆町のおもてなし、大変褒めて

おりました。やっぱりほかの観光地とは違うねということを言っていましたもので、それを

伸ばしていきたい。そう考えています。やっぱりそれはこれから東伊豆町が生きる道。そう

いう中では当然それだけのサービスをするならば、客単価も当然それなりに見合って出すと。

それがこの町にとって、そういう方向で、いい方向でいっております。客単価に対しまして、

来たお客さんは不満足の方もいらっしゃるでしょうけれども、極力満足して帰っていかれて、

さすが東伊豆町の旅館だなということは私もじかに聞いたこともありますし、今回の全国町

村会のときも、私、行政委員会というところに所属していますけれども、うちの町で視察と
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研修をやったときに、各町の方がさすがは東伊豆町、観光地のおもてなしだと感服しており

ました。また、東海４県の会議、視察研修、またうちの町でと言っています。やっぱりその

辺は特権にはならないですけれども、うちの町、観光地でありますから、やっぱりそういう

人をどんどん呼んだ中で、ある程度活性化していきたいと考えておるので、やっぱり各町長

が東伊豆町のおもてなしには感嘆していた。これは現実でございますもので、その辺は伸ば

していきたいなと考えております。 

  基本には消費単価。基本的には今のようなことをやっていくことによって、町のおもてな

し、または町に来たときにお客さんが満足するような、そういう施策に対しましては町も積

極的に財政投資をやっていきたい。そういう考えでございますもので、よろしくお願いいた

したいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） おもてなしということで、うちの町も本当に以前から、このおもてな

しに関してはいろいろ町の施策とかでもあったと思います。今後もそういう形で、おもてな

しを中心に、当町の観光というものが盛り上がっていくということ、だということで判断さ

せていただきます。 

  ちょっとオリンピックのほうに話移させていただきます。 

  最近、職員がポロシャツを着て、オリンピックの雰囲気を高めようということで頑張って

いるなんていうのを姿を見ます。また、議員もポロシャツを買いまして、それで似合うか似

合わないかは別としまして、外で研修会とかへ行ったときには、そういうのを着てＰＲをし

ているというようなことがあるんです。 

  以前も何度かこのオリンピックの質問をさせていただいた中で、答弁ももらいながら、例

えば、26年の６月議会では東京五輪の誘致に関して、例えば、ゴルフ日本一の町であるから、

そのゴルフを何とかＰＲするようなイベントをやったらどうかとか、それから、そういった

ところの答弁では町長はレスリングの話があったと思います。ところが、30年６月に質問し

たときには、それは断念したという経緯があったということだと思うんですよね。どのぐら

いの試算で断念したかちょっとこちらのほうでは分かりませんけれども、低迷が続く町のこ

とを考えればまさに千載一遇のチャンスで、伊豆で開かれるということを思えば、まさに黒

船来航以来の伊豆にとっては大変なビッグチャンスだったというふうに思うんです。 
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  負担を考える、負担を検討するということもあったのかと思いますけれども、議会とその

辺のところで何か相談があったのかどうか。ちょっとその辺のところを１点お聞きしたいの

と、誘致に関して言えば、誘致に動いて、もしそれが成功していれば東伊豆町の知名度が向

上して、オリパラのレガシーがこの町に継承していく。関連競技やイベントの開催が行われ

る可能性が出てくると。インバウンド客の増加等、明るい兆しが見えたんだと思います。こ

れは将来に続くものとしてね。 

  しかし、そういったことが今の段階ではないということで残念ではあるんですが、伊豆市

で自転車競技、トラックレースとマウンテンバイクのほうが行われる予定であります。東伊

豆町は伊豆市に隣接して、町と市の境も恐らく一番長いのが伊豆市じゃないかと思うんです。

フィールドもたくさんあると思うんです。マウンテンバイクですとか、そういったことを考

えると。今後、そういったことで町のほうにつなげていくお考えはどうなのか。 

  また、ゴルフ場も利用客が少なくなったという話も聞きますけれども、この辺のところも

やはり将来オリンピックの後ということも考えて、どういうような検討がなされるべきなの

か、町長の所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、合宿の誘致に関しましては議会とは相談しません。積極的にや

ると考えた場合は議会と相談しなければいけないと思いますけれども、当時もある程度財政

ということが、向こうも見ればいいんだが、一応「来たやつは全て町が面倒見なさい」とい

うことを言われましたもので、全て町が見た中でそれをやったんじゃ、いろんなまた要望が

出てきておりますもので、やっぱりそれだけの財政負担はなかなかできないなという中で、

町単独でこれは断念したのが経緯でございますもので、その辺は御理解願いたいと。幾らか

かるかは、そこは試算をしておりませんけれども、何しろ１つの国を呼んだときに、来た団

体の予算は全て町で負担してくださいとあったもので、これはもう試算する以前に、もうこ

れはちょっと、とてもじゃないができないなと感じております。 

  そういう中で、たしか合宿を呼んで誘致やったときに、伊豆の国がやっておりますけれど

も、皆さんは伊豆の国がどこを合宿誘致したか、これはモンゴルを誘致したんだけれども、

一般の方は知りません、はっきり言って。基本的にはやっぱり、今度は下田はサーフィン、

これはやればサーフィンは結構若者に人気がありますから、それなりのレガシーとか、いろ

んなのが残るでしょう。しかし、やっぱり競技によって大分違いますもので、そういうこと

で、それで今度は議会と相談しなくて、町が「費用一切を町で見てほしい」と言われた中で、
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断念したということだったことは御理解願いたいと思います。 

  たしかに誤解を与えると思いますけれど、修善寺で自転車、これは本当にすばらしいです

よ。やっぱり町としてもいろんな面で、伊豆半島のことですから、しかしながら、やっぱり

対する予算的な面、ほとんど修善寺から沼津の間、こっちはもう、１市５町は全然予算的に

ありません。やっぱり町も国や県のほうも、自転車で１周させるというので、自転車ロード

を整備してくれと要望しても、やっぱり矢羽根でやっているだけで、本当に伊豆半島をそう

いう自転車のメッカにするとなれば、やっぱり県もそれだけの予算をかけていただきたいと

思います。やっぱり要望してもなかなかできないで、矢羽根で私はごまかしているという、

そういう状況でございますもので、その中で確かに、やっぱり修善寺でオリンピックをやる

という、何とか伊豆の活性化につなげたいと考えております。それはやっぱり１市５町の首

長も同じでございます。やっぱり聖火リレーも来ないし、来ても下田だけで、すぐここは走

らないで伊東へ行っちゃうということで、やっぱり「オリンピックを盛り上げよう」と言っ

ても、なかなか盛り上がらない今の現状でございます。 

  しかしながら、本当に１回でございますから、一つのルートとして、宇佐美から自転車、

修善寺、これ、一つのアクセスのルートとなっておりますもので、基本的には伊東へ来るお

客さんをインバウンド、できればこっちに持ってきたいなということは、特にやっていきた

いと思いますけれども、だから、オリンピックに対する積極的ではなかったですけれども、

ある程度伊豆でやるんだから応援しなきゃいけないなということは、あることは理解してい

ただきたいと思います。そして、やっぱりオリンピックになれば当然、ユニホームがありま

すもので、そのときには着るような方向でやっていった中で、少しでもオリンピックを盛り

上げていって、伊豆半島が活性化するような方向で、特に奥伊豆１市５町がこれを契機に経

済が活性化すればありがたいなと考えておりますもので、その辺は御理解願いたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） ゴルフについてもしあれば、また教えていただきたいというふうに思

います。 

  今、町長のほうから話もありましたように、聖火リレーについて、ちょっと今、そこに話

していただきました。下田で少し走る。走ると言ってもリレーというか、短距離走みたいな
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感じのコースを走るだけで、６月26日なんですけれども、伊東で走った後、車に聖火を載せ

て下田まで車で移動だということです。東伊豆町、河津町を車でそのまま行ってしまうと。

素通りだということなんですよね。私はそれを聞きまして、はっきり言って県にちょっと電

話しまして、組織委員会のほうに電話しまして文句を言いましたよ、正直言いまして。さん

ざん文句を言ったんですけれども、言われました、逆に。「オリンピックに協力的な市町さ

んを優先的に」というようなことを言われちゃったんですよね。それはいろいろ見解がある

と思います。いろいろなあれがあると思いますけれども、そういうふうに言われちゃいます。

そういうふうに言われちゃいますと、こちらは何も言えなくなってしまうということがあり

まして、非常に残念。すっぽりと、もちろん東伊豆町がそうですけれども、賀茂郡が走らな

い。全く無視されているような状況ですよね。非常に屈辱的だというふうに私は感じている

わけです。これ、後ほどまた町長にお考えをお聞きしますけれども。 

  それとあとは、施政方針の中でオリパラの言葉が出てくるのかなと思って見ていましたら

ば、１か所、今お話しされました小学生がパラリンピックの観戦プログラムに当選したとい

うことです。 

  今、障害者スポーツの皆さんが、本格的に練習や合宿をするところがないということで困

っているという話を聞きます。そんな中で、今回、町立体育センターが改修工事されるとい

うふうに聞いておりますけれども、そういうような車椅子のラグビーですとか、バスケです

とか、そういったような競技ができるような形の改修になるのかどうか、ちょっとそこが聞

きたいんです。大事なことだと思います。つまり、レガシーということも含めて、今後の将

来、障害者スポーツの人たち、聞きますと、トイレも車椅子でも入れるようにして、スロー

プもきちっとしてとかという話を聞いております。それならば、そこまでやはりやらないと、

何のために小学生が観戦プログラムに行って、じゃあ、あの選手たちが頑張っているという

姿を応援しようと、大人になったときに、うちの町はどうなのかといったときに受けられる

ような体制というものを、そこはやっぱり町長、懐深く理解を示していただくような整備が

必要じゃないかと。その点をちょっとお伺いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、県がそう言った、失礼ですよ。私文句言ってやりますよ。実際

そうですよ。とんでもないですよ。県の職員が、どこですか、県の。後でまた教えてくださ

い。そんなこと言ったら、とんでもない話です。何を言っているのか、基本的に。本当に憤

慨いたしますよ、これは。オリンピックに関係しないから、聖火リレー走らせない。とんで
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もない話ですよ、私に言わせれば。 

（「協力的じゃないからと」の声あり） 

○町長（太田長八君） 何で協力的じゃないんですか。 

（「いやいや、私に言っても」の声あり） 

○町長（太田長八君） その辺は……、また後で担当を教えてください。文句言ってやります

から、それは。 

  そんな中で、基本的には下田市から伊東へ行くんですよ、車で。下田市をちょっとはペリ

ーロードを走って、そしてすぐに伊東へ行って、伊東から伊豆の国に行くのかな。そんなん

で基本的にはもう伊豆半島は無視ですよ、はっきり言って。東海道筋だけ。それだけ県は伊

豆半島を軽んじている、私に言わせれば。口じゃ、「伊豆半島、伊豆半島」と言っていまし

ても、現実問題見ればそういう対応で、しかも奥のほうはお金をあまりかけないでね、基本

的には自転車の修善寺から沼津までアクセスを良くするような所、それは莫大な金をかけて

いますよ。その一部分でもいいですから、１市５町のほうにお金をかけていただければあり

がたいなと感じる。ここで愚痴言ってもしようがないですけれども、そういう感じでおりま

す。 

  ゴルフ場、やっぱりこれはレガシーとして残すとかという中で、これからゴルフ場をいか

にこの町で育てるか。やっぱり町有地の問題も出てきますもので、これは撤退されちゃ困り

ますもので、その辺はまたいろんな面でいい方向に進めることができればありがたいと思い

ますし、さらに体育館、これは多分バリアフリーになっていると思いますけれども、その辺

ちょっと教育委員会のほうに答弁させたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 須佐議員、設備投資の話だとか、そういう話は監査委員として持って

いかないようにしてくれないですか。 

（「はい、分かりました」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、来年度の計画に上げさせていただいており

ます町立の体育センターの改修の内容ですけれども、メインとなるのは、やはりトイレが老

朽化しておりますので、今の仕様に合わせてバリアフリー化をメインに考えております。 

  それと、床も大分傷んでおりますので、一度削りまして再塗装し直すということがメイン

になりますので、パラリンピック、障害を持つ方のスポーツに完全に対応できるかどうかと

いうのは、今後調べてみなければなりませんけれども、バリアフリー化は進めるということ
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でやります。床につきましては、どれほどのものでないと対応できないかというのは、今後

調べさせていただきますので、その中でできることはやっていきたいなと思っています。 

  以上でございます。 

○議長（村木 脩君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（森田七徳君） ただいまの聖火リレーの関係でございますが、静岡県のほう

から公式に説明されている内容についてちょっと御説明を申し上げます。 

  静岡県のほうからは、聖火リレーについては日本全国回るわけですが、もちろん期日に決

まりというか、限度がございます。その中で、静岡県の場合は伊豆市、あと小山町がオリン

ピックの会場になっているということで、オリンピックの会場になっていないところよりは

１日多く聖火の日程を取っていただいているということです。ただ、その聖火の日程の中で、

全市町村をくまなく回れるだけの時間があるかというと、これ、とてもございません。 

  そういった中で町長、先ほど東海道中心、あとは伊豆市が中心ということでしたが、伊東

市なんかは、オリンピックの伊豆市に来る乗客が降りる駅ということで、伊東駅が想定され

ているというようなこともありまして、伊東は通ると。下田は開国の町だということと、あ

と、サーフィンの事前キャンプを受け入れているということでなるということですので、冷

静に県の事務局の話を聞いてみると、完全に時間が足りないので全市町は回れませんという

ことでございまして、それは県の言っているとおりかなというふうに思いますので、どうい

ったやりとりの中でそういう言葉が県から出たかということは、また、町長のほうからでも、

私のほうからでも確認したいと思いますが、公式には日程が取れないということでございま

すし、それについては説明を受ければ、日程が取れないというのは、これだけ広い静岡県で

すので無理のないことだなということで認識をしております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） ただいまの観光課長が言ったようなことで、やっぱり日程的に無理だ

からということを言われたのは、これは間違いないです。 

  しかし、協力的でないからということは一切言っていない。これは私がじかにそこに、担

当に電話しますよ。抗議いたします、はっきり言って。できれば知事のほうに言ってもいい

ですよ。副知事にも。県の職員からこんなことを言われたと。とんでもない話でございます。 

  現状はそういうことでございますもので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） それでは、近隣市町との合併についてのほうに、ちょっと話を移させ

ていただきたいというふうに思います。 

  昨年の青少年の主張で、「これからの東伊豆町について」という発表があったかと思いま

す。下田高校の１年生の山田君がこう言っています。「近年、少子高齢化が進み、若者の負

担がますます増えています。先日、消費税が８％から10％に上がり、少子高齢化を感じます。

東伊豆町でも、大川小学校と熱川小学校が統合、子供会の地区の合併、商店の閉店など、い

ろいろなことが起こっています。私はこのままだと東伊豆町と隣町の河津町と合併、もしく

は衰退するのではないかと思っています。皆さん、どう思いますか」というようなことなん

ですよね。高校生が、切実にこの町の将来のことを考えて発言されたというふうに思うんで

す。 

  このことに関してやっぱり何か、彼の質問を何か私が取るようであれですけれども、町長、

やっぱり一言これからの高校生に向けて、この町が合併とかのことについてどうなのかとい

うことを、ちょっと答弁してもらいたいなというのが一つあるんです。 

  そんな中で、昨年11月にこれは新聞記事にちょっと……日弁連が調査を行って発表してい

ます。11月７日なんですけれども、「1999年から2010年までの平成の大合併で合併した人口

4,000人未満の旧町村の地域は、合併に加わらず存続を選択した近隣の小規模町村に比べ、

人口減が加速傾向にあるとの調査結果を日弁連が発表した」ということなんですよね。合併

しているほうが、人口減が加速傾向にあるというような結果が出ているということもあるん

ですけれども、そういったことの中で、町長は先ほど広域連携というような話もあったもの

で、そういう方向で行くと思うんですけれども、ちょっとその高校生のことに答弁をお願い

します。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 本当に青少年主張発表会で、山田さんからそういう提言があったこと

は承知しています。しかし、合併というのはやっぱり大変だが、合併特例債が一つの……、

何ていうの、それはお菓子ですね、あめ玉、本当にこれは一つのあめ玉でありまして、実際

問題、合併したところに関しましては本当に大変苦労しております、現実問題。 

  それと、やっぱりこれから本当に大変厳しくなってくる中で、今、できるところはお互い

に独立しながら、広域連携でやっていった中で、そういう財源をなるべくスリム化して、少
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なくした中でやっていくというのが主流になっておりますもので、山田さんには、合併しな

いでできるものは広域で、やっぱり何といってもトーンが違うで、東伊豆と河津は結構仲が

いいもので、できるだけその辺はうまく調整した中でやっていって、さらに輪が大きくなれ

ば、それは多くなればなるほど負担も少なくなりますもので、そういう方向でこの町を存続

していきたいと思っています。 

  それとまた、日弁連の方が言いましたように、基本的にはもう合併したところは中心は、

特に浜松なんかは特にひどいですよ。中心部はいいけれども、天竜なんかはとんでも見放さ

れて、確かに人口減少はあるでしょうけれども、全国町村会の役をやってもらった中で、や

っぱり小さくてもぴりっとした自治体、これをつくりますよというが本当に全国町村会のあ

れでございます。やっぱり合併に対してはもう絶対反対という姿勢の中で、小さくてもきら

りと光る、そういう町村をつくりましょう。それを進めております。 

  そういう中で、基本的には交付税が一番の問題なんですよね。やっぱり交付税を一律同じ

ように分配してくれれば、それはいいんですよ。うちの町なんかも本当に交付税が少なくて、

そういう中でいろんな苦労をしている中でもやっております。交付税が一律各自治体にやっ

ていけば、また違った方向性がありますもので、そういうことをまた提言とか、いろんな要

望はしてありますもので、その辺は御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 次に、第２問、台風被害についてを許します。 

  ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 台風被害についてということで、質問を移らせていただきたいと思い

ます。 

  昨年の台風15号、19号でソーラーパネルが起因とされる被害が見受けられたように思う。 

  また、断続的な停電による影響は町内経済に影を落としたが、次のことについて伺う。 

  （１）現在、企業が設置しているソーラーパネルは何か所あるか。 

  また、新設の予定はあるか。 

  （２）想定外の風水害が発生する中、パネルが破損し、周辺に危害を加える例が見られる

が、町は現状を把握しているか。 

  また、太陽光発電設備設置事業に関する条例には、破損したパネルの修復や撤去義務がう

たわれていないが、対応策について町長のお考えは。 
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  （３）倒木等により停電が発生する例が多発しているが、町道にかかった樹木については、

どのように扱っているか。 

  （４）静岡県と東京電力が行っている予防伐採は効果があると思うが、町が検討するお考

えは。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 第２問の答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 須佐議員の第２問、台風被害については４点からの質問となっていま

すので、順次お答えいたします。 

  １点目についてですが、企業が設置したソーラーパネルの把握状況ですが、太陽光発電設

備設置事業に関する条例が平成31年２月１日に施行される以前の設置については、課税対象

の15件を把握しております。 

  また、新設の予定につきましては、条例及び指導要綱の確認のため窓口を訪れる方もおり

ますが、条例で対象となる事業区域1,000平方メートル以上の案件につきましては、現在の

ところ１件も設置されていない状況であります。 

  次に、２点目についてですが、昨年の台風15号及び19号で当町においてパネルが破損した

のは１件把握しており、対応といたしましては、事業者に連絡し、撤去していただきました。 

  なお、平成29年４月に改正ＦＩＴ法が施行され、保守点検及び維持管理等、メンテナンス

の義務化がされているため、当町の条例を改正することは考えておりません。 

  次に、３点目についてですが、倒木により町道を封鎖した場合、道路管理者として道路啓

開のため、東伊豆町造園事業組合と災害協定を結んでいる中で、優先的に対応していただい

ております。 

  また、電線等に接触した危険な枝葉の伐採につきましては、東京電力及びＮＴＴに連絡、

対応していただいております。 

  次に、４点目についてですが、静岡県と東京電力パワーグリットの協働による予防伐採が

１月20日に伊豆市湯ヶ島地区で試行的に実施されたことは承知しております。 

  今回の取組は先進的事例であると捉えていますが、官地において実施されたものであり、

民地の伐採につきましては、費用負担の在り方等に課題があると思っておりますので、今後、

県の動向を注視していきたいと考えております。 
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○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 今、町が確認している事例というのは、その写真に出ているところで

はないかというふうに思いますけれども、福祉センターの下で、かなり風が吹きましたもの

ですから、そういった形で海側のほうにべたっとこのパネルがへばりついて、恐らくその周

辺にも危害が加わったのではないかというふうに、もう隣が民家になりますものですから、

そういうようなことがありました。 

  一昨年でも西日本豪雨というのがありまして、昨年も台風15号の被害が非常にすさまじか

ったわけですけれども、千葉県でも火災が発生するというような例が見られたようです。 

  台風の後、私も町内の太陽光発電を見て回ったんですけれども、その中でこの一例も初め

としまして、山間部でもパネルが少し裏返ったり、破損している例が見られました。非常に

それを見て、やはり山火事等の危険性はないのかな。これ、どうなるのかな、直さないのだ

ろうかというようなことで不安に思ったこともあったわけなんですけれども、これ、関係者

に問い合わせてみましたところ、ちょっとやそっとの故障では直さないみたいですね、業者

の方というのは。やはりそれだけお金がかかってくるということもそうなんですけれども、

発電量もそんなに変わらないというような話が、そういうところにあるようです。 

  今の話を聞きましたところ、改正ＦＩＴ法によって、私の理解しているところでは、事業

計画段階から厳しい管理監督がなされるというようなことで聞いているわけなんですけれど

も、例えば、適切な点検、保守を行うということであるとか、設備の更新、または廃棄の際

には不要になった設備を適切に処分するとかというようなことが今回新たにうたわれている

ということで、私のほうも認識しておるわけなんですけれども、その辺のところで、今、条

例のほうにある東伊豆町の設置条例ですね、それで見ますと、17条に立入調査というのがあ

ります。そして18条のほうに、指導、助言、勧告ということで述べられております。ちょっ

と時間がないので、そこは読みませんけれども、こうなっています。 

  そうしますと、これは設置条例であるんですが、上位法であるＦＩＴ法によって、そうい

ったことがうちの町の今の条例でできると。例えば、そういうような台風ですとか、そうい

ったものがあったときに、被害が生じたときに、そういうものを指導できると。そういう認

識でよろしいのかということを１点、またちょっと確認のためお伺いしたいというふうに思

います。 

○議長（村木 脩君） 副町長。 
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○副町長（鈴木利昌君） ただいま議員がおっしゃったとおり、上位法でこれは法律と規則の

ほうで定められておりますので、また、これが改正された後にうちのほうは条例をやってお

ります。この法律につきましては、見なし認定も適用となるということですから、改正する

前にできた太陽光についても、これは対象となるというようなことが書かれておりますので、

そのように理解しております。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） この話は監査員の中でもできる話ですので、あまりここで、多分これ

はあの周りの話だと思うんだけれども、監査員の意見としても言える部分があるので、その

辺についてはもう少し押さえて発言をしてもらいたいなと。 

（「はい、分かりました」の声あり） 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 倒木等によるそういった被害が多発しているということで、今、答弁

を行ったわけなんですけれども、なかなか民地、例えば予防伐採の話で言うと、国道の両脇

が官地というんですか、公の土地であるということで、あると伐採がスムーズにいくんであ

るということでしょうけれども、なかなか民間の土地であると、非常にその辺のところの、

伐採していいかどうかというものの判断も難しいということになってくると思うんですけれ

ども、その辺のところは、これから台風の被害が大きくなってくる、土砂災害等も心配にな

ってくるという形の中で、どのようにこれから町として取り組んでいくのかということを、

ちょっと一つ確認させていただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 当然、倒木した木が道路網を塞いでいたら、これは当然もう道路啓開

というのを開かなきゃいけませんもので、それはもう、例えば民地の土地だと、その民地の

方に言った中で、「これはもう道路啓開が必要なので、工事させていただきますよ」とか言

っていきます。やっぱり道路の開通が一番いろんな面で大事でございますもので、それは当

然町費を使った中で、それはやっていかなければならないとは考えています。これはあくま

で町道とか、そういうことに関してでしょう。これが一般的な農道、いろんな面、町道以外

のところで塞いでいたとなれば、それはまた相談しながらやらなければならないと考えてお

りますけれども、町道に関しましては原則的にはもうこれは町費でやる。そういう考えでい

ていただいて結構だと思います。 
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  以上です。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

（７番 須佐 衛君登壇） 

○７番（須佐 衛君） 繰り返しですけれども、想定外の災害がある中で、ある程度危ないと

ころは伐採するというような感じの中で、東京電力の方の話によると、電線の周り２メート

ルというんですか、円周、半径２メートルですか、そこら辺の、それ以外に入った枝に関し

ては伐採しているという話を聞いたわけなんですけれども、その辺のところで、例えば、東

京電力さんとの連携というのは、今の現状の中でどういう形になっているのかということを、

ちょっと１点お聞きしてよろしいでしょうか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 東電さんとは一応、連携というのはないんですけれども、昨日の県議

会議員の、県のほうの議会のほうで予防伐採という中で質問したのを、今日新聞見ましたら、

それはこれから県としても取り組んでいきたい。また、何かの補助金を使った中でそれを代

行してやっていきたいという答弁がありましたもので、その辺県の動向を注視した中で、そ

れと連携した中で、またいい方向でやっていきたいなと考えておりますもので、御理解願い

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 以上で須佐議員の一般質問を終結します。 

  この際、２時10分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 １時５５分 

 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 発議第１号 東伊豆町議会委員会条例の一部を改正する条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 発議第１号 東伊豆町議会委員会条例の一部を改正する条
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例についてを議題とします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） それでは、ただいま上程されました発議第１号について、朗読をも

って説明に代えさせていただきます。 

  発議第１号。 

  東伊豆町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

  上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第112条及び会議規則第14条第３項の規定により

提出します。 

  令和２年３月４日提出。 

  東伊豆町議会議長、村木脩様。 

  提出者、議会運営委員会委員長、内山愼一。 

  賛成者、議会運営委員会副委員長、山田直志。 

  提案の理由については、委員会の傍聴の見直しを図るためであります。 

  恐れ入りますが、資料の３枚目の新旧対照表を御覧ください。 

  改正前の第17条第１号、「委員会は、議員のほか、委員長の許可を得た者が傍聴すること

ができる。」を、「委員会の会議は、原則公開とする。」に改め、傍聴の事前許可を撤廃し、

原則公開とすることで、傍聴者の利便性の向上を図るものです。 

  また、17条第３項に、議長が別に定める規定を追加する内容になっております。 

  附則として、この条例は令和２年４月１日から施行します。 

  以上、簡単でありますが概要説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 
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  これより、発議第１号 東伊豆町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施 

            行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

○議長（村木 脩君） 日程第３ 議案第４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第４号 地方公務員法及び地方自治法の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、提案理由を

申し上げます。 

  本議案は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により、それぞれ関

係する東伊豆町条例の条文の整備を図るものでございます。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） それでは、ただいま提案されました議案第４号 地方公務員法及

び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例につきまして、

概要を御説明させていただきます。 

  地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が平成29年５月17日に公布され、令和

２年４月から施行されることに伴い、関係する地方条例の条文の整備を図るものです。 

  主な内容は、附属機関の一部削除、従来の臨時または非常勤の職を会計年度任用職員へ置

き換え、会計年度任用職員の休職、懲戒等の取扱い、特別職非常勤職員から会計年度任用職
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員への移行及び一部委員の追加、削除、漢字表記の変更などであります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどを

お願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 議案第５号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条 

            例の整理に関する条例の制定について 

○議長（村木 脩君） 日程第４ 議案第５号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第５号 地方自治法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

  地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴い、地方自治法第243条の２を引用する条

例の条文の整理を図るものでございます。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた
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します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） それでは、ただいま提案されました議案第５号 地方自治法等の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、概要を御説

明いたします。 

  平成29年６月９日公布、令和２年４月施行の地方自治法等の一部を改正する法律により、

地方自治法に第243条の２が新設されることに伴い、改正前の同法第243条の２の規定が、改

正後は第243条の２の２に繰り下げられます。したがいまして、同法第243条の２を条文中に

引用している東伊豆町監査委員に関する条例及び東伊豆町水道事業の設置に関する条例につ

いて、一括して同法第243条の２を第243条の２の２に改める内容でございます。 

  また、施行日につきましては、地方自治法等の一部を改正する法律の施行日であります令

和２年４月１日に合わせております。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第５号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 議案第６号 東伊豆町水道事業の私債権の管理に関する条例の制定に 
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            ついて 

○議長（村木 脩君） 日程第５ 議案第６号 東伊豆町水道事業の私債権の管理に関する条

例の制定についてを議題とします。 

  町長より提案の理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第６号 東伊豆町水道事業の私債権の管

理に関する条例の制定について、提案理由を申し上げます。 

  私法上の原因による時効の援用を要する債権に関し、条例で債権の管理に関する事項を定

めることにより、適正な債権管理を図るため、条例の制定について議会の議決を求めるもの

であります。 

  詳細につきましては、水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました議案第６号 東伊豆町水道事業の私債権

の管理に関する条例の制定について、お手元の資料により概要を説明させていただきます。 

  初めに、１の条例制定の趣旨についてですが、平成15年の最高裁決定により、これまで公

債権と位置づけられていた水道料金債権が、私法上の債権として、民法の短期消滅時効制度

の２年が適用されることになりました。 

  この私債権は、権利を放棄しない限り、永続的に管理をしなければなりません。 

  権利放棄は、地方自治法第96条第１項第10号の規定による議決事件であり、たとえ少額で

あっても個別の案件ごとに議会の議決を得ることが必要であるが、債権を適正に管理するこ

と及び事務の煩雑化を折り合わせるために、本条例を制定するものであります。 

  次に、２の条例（案）の説明ですが、第１条では私債権の適正な管理を図ることを目的と

しております。 

  第２条では私債権の定義を規定し、第３条では他の条例等との関係を規定しております。 

  第４条では適正な債権管理を行うため、実態調査や徴収努力など、管理者の責務を規定し

ております。 

  第５条では未収金台帳の整備を定め、第６条では未収債権への督促を規定しております。 

  第７条では債権放棄の要件を定めております。必要な措置を講じたにもかかわらず徴収す
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ることができない場合であって、第１号から第６号までのいずれかに該当するときは、当該

私債権及び履行の遅延に係る損害賠償金、その他の徴収金を放棄することができることとし

ております。第１号、生活保護法、第２号、破産法・会社更生法、第３号、時効期間が満了

したとき、第４号、地方自治法施行令の強制執行、第５号、地方自治法施行令の徴収停止、

第６号、死亡による相続での限定承認、これらを要件としております。 

  第８条では議会への報告を規定し、第９条は委任規定となっております。 

  次に、附則の施行期日についてですが、この条例は公布の日から施行といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第６号 東伊豆町水道事業の私債権の管理に関する条例の制定についてを

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第６ 議案第７号 東伊豆町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する 

            条例の一部を改正する条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第６ 議案第７号 東伊豆町会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 
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（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第７号 東伊豆町会計年度任用職員の給

与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  本議案は、地方公務員法及び地方自治法の一部改正により、令和２年４月から会計年度任

用職員が導入されることに伴い、パートタイム会計年度任用職員の基準月額の算出根拠及び

特殊な職に関する報酬を明確にするため、条文を改正するものでございます。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） それでは、ただいま提案されました議案第７号 東伊豆町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまして、お手元の

新旧対照表により概要を御説明させていただきます。 

  令和２年４月からの会計年度任用職員制度の施行に当たり、まず、第18条に第４項として、

パートタイム会計年度任用職員の基準月額の算出は、フルタイム会計年度任用職員の基準月

額の算出に準ずる１文を追加する内容です。 

  パートタイム会計年度任用職員の基準月額算出につきましては、フルタイム会計年度任用

職員の基準月額の算出根拠に照らし、職務内容、責任、その他勤務条件を考慮し決定をいた

します。 

  なお、算定根拠に関連する第４条から第６条の内容につきましては、参考資料として添付

してありますので御参照ください。 

  次に、第28条ですが、従来の特別職から会計年度任用職員に移行する特殊な職の報酬内容

を定めたものです。 

  初めに第１号ですが、外国語指導助手、ＡＬＴについて定めたものです。経験年数によっ

て報酬が変わりますので、月額幾らから幾らといった表記となっております。 

  次に、第２号の地域おこし協力隊ですが、全ての隊員が現在月額16万6,000円の固定とな

っております。 

  最後に、第３号の幼児教育アドバイザーですが、賀茂地区１市５町による共同設置となっ

ており、勤務は週３日、火、水、木、報酬は１時間当たり1,985円となります。 

  一般の会計年度任用職員は職員と同じ行政職１の給料表を使用することとなりますが、以

上の３職種は報酬額があらかじめ決まっており、報酬は条例で定めなければならないため、
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今回条例改正をすることとなりました。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第７号 東伊豆町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第７ 議案第８号 東伊豆町町営住宅管理等条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

○議長（村木 脩君） 日程第７ 議案第８号 東伊豆町町営住宅管理等条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第８号 東伊豆町町営住宅管理等条例の

一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  民法の一部改正及び公営住宅法の改正に伴い、国土交通省が示す公営住宅管理標準条例が

改正されました。この施行に伴い、条文の整備を図るため、議会の議決を求めるものでござ

います。 
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  詳細につきましては、住民福祉課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（村上則将君） ただいま提案されました議案第８号 東伊豆町町営住宅管理

等条例の一部を改正する条例について、説明をさせていただきます。 

  民法の一部を改正する法律が平成29年５月26日成立し、債権関係の規定の見直しが行われ、

公営住宅制度に関係する改正も行われました。また、公営住宅法の改正も行われております。

公営住宅の管理を適正に行うために、国土交通省が示す公営住宅管理標準条例が改正されて

おり、これらを受けまして町条例の一部を改正するものです。 

  新旧対照表により、概要を説明させていただきますので、新旧対照表を御覧ください。 

  入居の手続、第８条では、連帯保証人について、町内居住者に限定し、収入についても定

めておりました。これらを撤廃し、町長が適当と認めた者といたします。低所得者への住宅

提供という公営住宅の目的から、保証人を確保できないと入居できないといった事態が起き

ないよう、公営住宅管理標準条例から保証人に関する規定は削除されましたが、静岡県内の

市町は保証人を確保していただく方針で進めております。入居者の高齢化と、一人世帯、身

寄りがないという方に対し、家賃等の保証というだけではなく、緊急時の連絡先という意味

で保証人は確保していただきたいという考えでございます。 

  次に、家賃の決定、第11条に第５項を新設いたします。第５項の内容は、認知症である者、

知的障害者、精神障害者等で、収入の申告をすることが困難な事情にあると認める者につい

ては、収入申告義務を免除し、収入調査により把握した収入に応じた家賃が課されるという

ことを明記いたします。 

  住宅の明け渡し請求第24条では、年５分の割合に固定されていた民事法定利率が、民法の

新法によりまして３％に引き下げられるとともに、３年ごとに見直す変動制に改められたこ

とに伴いまして、民法に規定する法定利率というものに改めるものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行いたします。 

  以上、簡単ではありますが、説明といたさせていただきます。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第８号 東伊豆町町営住宅管理等条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第８ 議案第９号 東伊豆町総合グラウンドの設置及び管理等に関する条例 

            の一部を改正する条例について 

○議長（村木 脩君） 日程第８ 議案第９号 東伊豆町総合グラウンドの設置及び管理等に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  町長より提案の理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第９号 東伊豆町総合グラウンドの設置

及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  教育委員会が所有する他の体育施設や教育施設の管理等に関する諸条例との整合性を保つ

目的で、字句の修正や条文の整備を図るため、議会の議決を求めるものでございます。 

  詳細につきましては、教育委員会の事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議

をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、議案第９号 東伊豆町総合グラウンドの設

置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について、御説明させていただきます。 

  町長の提案理由にありましたとおり、教育委員会が所管している体育センターや学校体育

館等の設置及び管理に関する条例の条文と言い回しが異なっている部分がありまして、条例



－188－ 

ごとにそごが生じないよう、条文の整備を図るために改定させていただく内容です。 

  恐れ入りますが、４枚目の新旧対照表を御覧ください。 

  まず、第６条、使用許可の取消し等ですが、第１項中の取消しですが、「取る」と「消す」

の間に送り仮名が入っておりませんでしたので、「り」を加えます。 

  次に、同条第１号の「この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。」を「この条

例に違反したとき。」といたします。これはこの条例に基づく規則がそもそも存在しなかっ

たためによる変更となるものです。 

  次に、第６条第２項、「前項の規定により、使用の許可を取り消し、又は使用を停止し、

若しくは制限したことにより生じた損害に対しては、教育委員会は責めを負わない。」を新

設いたします。こちらは、利用者側の都合や責任による取消しに対して、教育委員会が責任

を負うことを避けるためであります。 

  続きまして第７条、使用料、第１項は「総合グラウンドを使用する者に対しては、別表に

定める額の使用料を徴収する。」を、「総合グラウンドの使用料は、別表に定める額を徴収

する。」に改め、第２項の「前項の使用料は、総合グラウンドの使用許可を受けたとき納付

しなければならない。」を、「使用者は、前項の使用料を前納しなければならない。ただし、

教育委員会が特別の事由があると認めるときは、この限りでない。」といたします。こちら

は、利用実態から利用者の実情に合わせて改正を行うものです。 

  次の第８条、使用料の減免ですが、第１項の「教育委員会は次の各号の１に該当するとき

は、使用料を免除又は減免することができる。」を、「町長は前条の規定にかかわらず、次

の各号の１に該当する場合は使用料を減額又は免除することができる。」に、また、第１号、

「国又は公共団体が公用又は公益のために使用する場合」を、「町又は教育委員会が主催し、

又は委託する事業に使用する場合」に、第２号、「その他教育委員会が適当と認めるとき。」

を、「その他町長が適当と認めた場合」に改めます。こちらは許可権者を町長に改めるとと

もに、条文の改正を行い、他施設の条例と統一するものであります。 

  続きまして、第９条、使用料の還付ですが、「ただし、災害その他やむを得ない理由があ

ると認めたときは、その全部又は一部を還付するものとする。」を、「ただし、次の各号の

１に該当するときは、その全部又は一部を還付することができる。」とし、第１号、「使用

者の責めに帰することができない理由により使用することができないとき。」、第２号、

「使用者が使用の許可を受けた日前３日までに、正当な理由により使用しない旨の申出をし

たとき。」を新設いたします。こちらにつきましても、他施設の条例に合わせ、改正を行い



－189－ 

ます。 

  同じ理由で、第10条、損害賠償につきましても、これまでの条文に、「ただし、町長がや

むを得ない事由があると認めたときは、賠償を減額又は免除することができる。」といたし

ます。 

  第11条、免責については、「総合グラウンドの使用又はこの条例に基づく処分によって使

用者の受けた損害については町はその賠償の責を負わない。」となってございましたが、い

かなる場合であっても賠償しないということはあり得ませんので、こちらを削除いたします。 

  これにより、第12条を第11条とし、第13条を第12条といたします。 

  最後に、附則についてですが、第２項中の施設名が、「総合グランド」となってございま

したが、正式には「総合グラウンド」ですので、改正させていただきます。 

  なお、この条例は令和２年４月１日から施行いたします。 

  以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） すみません。ちょっと読み込みがよく分からないんですけれども、

許可をするところは教育委員会という主語は同じなんだけれども、後段の部分では、減免の

ところは今度は町長がということで、減免は町長が行うというところで、条文の中で、教育

委員会が行うところと、町長が行うところと出てくるんですけれども、それは現状教育委員

会でやっているほとんどの貸出しについては、教育委員会が管理していると思うんですけれ

ども、それは将来的に町長がそういうふうに対応するというか、管理を想定をして、そうい

うふうに表現しているのか。なぜその上で教育委員会で、減免のところで町長というふうに

ちょっと出てくるのか、その意味がよく私理解できなかったのでお願いします。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） ただいまの御質問でございますが、減免の部分につき

ましては、料金が、収入的に最終的に町にということでありまして、町長のほうにさせてい

ただくことが適当だろうということで、教育委員会で管轄する料金をいただく施設につきま

しては、全て町長の許可によって減免などを決定させていただくということに統一をさせて

いただく内容でございます。 
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  使用の許可や取消しというのは、今のところ教育委員会のままとなってございますけれど

も、こちらは全て町長の判こが必要だということであると、利用者をお待たせする形になっ

てしまうものですから、決済の都合もございまして、教育委員会の権限でやらさせていただ

きたいなということでそのままにしてございます。 

  以上でございます。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 私はあれかな、かえって今後施設の管理なんかは、例えば、企画の

管財とか何かで統合していくような、何か別に意図があって、そこは町長というのが出てき

たのかなというふうに思ったんだけれども、そこまでは考えていないということですよね。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） 現在のところ、そこまでの考えはございませんでした

けれども、山田議員の言うように、その方向になりましたら、そちらに統一されるのかなと

は思っております。 

○議長（村木 脩君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第９号 東伊豆町総合グラウンドの設置及び管理等に関する条例の一部を

改正する条例についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議案第１０号 幼稚園保育料徴収の特例に関する条例を廃止する条例

について 

○議長（村木 脩君） 日程第９ 議案第10号 幼稚園保育料徴収の特例に関する条例を廃止
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する条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第10号 幼稚園保育料徴収の特例に関す

る条例を廃止する条例について、提案理由を申し上げます。 

  昨年10月１日から皆様の御理解の下、幼稚園においても保育料の無償化を実施しておりま

すが、それを受け、当条例の必要性がなくなりましたので、廃止について議会の議決を求め

るものでございます。 

  詳細につきましては、教育委員会事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議を

お願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） それでは、議案第10号 幼稚園保育料徴収の特例に関

する条例を廃止する条例について、御説明させていただきます。 

  町長の提案理由にございましたとおり、令和元年10月から国の政策に歩調を合わせ、町立

幼稚園におきましても保育料を無償とさせていただいております。このことにより、提案さ

せていただいた幼稚園保育料徴収の特例に関する条例の必要性がなくなり、今後におきまし

ても同様であると判断をさせていただきましたので、条例を廃止とするものです。 

  それでは、朗読をもって説明とさせていただきます 

  １枚おめくりください。 

  東伊豆町条例第 号。 

  令和 年 月 日。 

  幼稚園保育料徴収の特例に関する条例を廃止する条例。 

  幼稚園保育料徴収の特例に関する条例（平成13年東伊豆町条例第18号）は、廃止する。 

  附則。 

  この条例は、公布の日から施行する。 

  以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより、議案第10号 幼稚園保育料徴収の特例に関する条例を廃止する条例についてを

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１０ 議案第１１号 東伊豆町水道事業給水条例の一部を改正する条例に

 ついて 

○議長（村木 脩君） 日程第10 議案第11号 東伊豆町水道事業給水条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第11号 東伊豆町水道事業給水条例の一

部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

  水道法の一部改正に伴う水道法施行令の一部改正により、条文の整備が必要になったため、

条例の改正につきまして、議会の議決を求めるものであります。 

  詳細につきましては、水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました議案第11号 東伊豆町水道事業給水条例

の一部を改正する条例について、概要を説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、資料の３枚目、新旧対照表を御覧ください。 
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  今回の条例改正は、水道法の一部改正に伴う水道法施行令の一部改正により条文の整備が

必要となったため、改正する内容であります。水道法施行令において、法第11条第２項に規

定する給水人口の基準等が新設されたことにより、本条例第９条第４項においても、第４条

を第６条に改正する条ずれの修正であります。 

  資料の２枚目、改正文を御覧ください。 

  附則についてですが、この条例は令和２年４月１日から施行といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第11号 東伊豆町水道事業給水条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第１２号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約 

              について 

○議長（村木 脩君） 日程第11 議案第12号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更す

る規約についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第12号 静岡県市町総合事務組合規約の
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一部を変更する規約について、提案理由を申し上げます。 

  今回の変更は、静岡県市町総合事務組合の構成団体である浅羽地域湛水防除施設組合の脱

退に伴い、所要の変更を行うものであります。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） ただいま提案されました議案第12号 静岡県市町総合事務組合規

約の一部を変更する規約について御説明いたします。 

  地方自治法第286条第１項の規定により、静岡県市町総合事務組合の構成団体である浅羽

地域湛水防除施設組合が令和２年３月31日をもって解散し、静岡県市町総合事務組合から脱

退することに伴い、同組合規約を変更するものであります。 

  また、施行は令和２年４月１日からとさせていただきます。 

  以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第12号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約についてを採決

します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第１３号 賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営協議会の 

              設置について 
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○議長（村木 脩君） 日程第12 議案第13号 賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営協

議会の設置についてを議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第13号 賀茂地区障害者地域生活支援拠

点事業運営協議会の設置について、提案理由を申し上げます。 

  障害者等の重度化・高齢化または親亡き後の生活の安心を見据え、居住支援等を賀茂６市

町により共同で実施するため、賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営協議会を設置する

ことになり、規約の整備を図るものであります。 

  詳細につきましては、住民福祉課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 

○住民福祉課参事（木田尚宏君） ただいま提案されました議案第13号 賀茂地区障害者地域

生活支援拠点事業運営協議会の設置について、地方自治法第252条の２の２第３項の規定に

より事業を共同で実施するため、６市町の協議により同一規約を定め、議会の議決を経て普

通地方公共団体の協議会を設置するものです。 

  それでは、お手元の資料により説明をさせていただきます。 

  議案第13号の２枚目の資料を御覧ください。 

  設置の背景でございますが、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律第87条第１項に規定する障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保す

るための基本的な指針に基づき策定した第５期賀茂地区障害福祉計画で、賀茂地区は人口も

少なく、利用者数及び採算確保が困難なため、令和２年度までに地域生活支援拠点等の整備

の共同設置を目標としております。 

  設置の理由といたしまして、障害者児の方の重度化・高齢化または親亡き後の生活の安心

を見据え、居住支援のための機能を整備し、障害者児の方の生活を地域全体で支える体制を

構築する事業となります。 

  運営協議会の細部につきましては、賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営委員会設置

要綱で定めております。 

  具体的な事業内容は、東伊豆町障害者地域生活支援拠点事業実施要綱に定めており、①と
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しまして、緊急時の支援が見込めない世帯を事前に把握、常時連絡体制を確保してコーディ

ネーターが障害の特性に応じた対応・相談を実施し、緊急事態等に必要なサービスのコーデ

ィネートやその他の支援を行います。 

  ②としまして、短期入所を活用した常時の緊急受入れ態勢を確保した上で、介護者の急病

や障害者の状態変化等の緊急時の受入れや医療機関への連絡等、必要な対応を行います。 

  ③としまして、障害者の自立に当たって、共同生活援助等の障害福祉サービスの利用や、

一人暮らしの体験の機会の場を提供いたします。 

  裏面を御覧ください。 

  ④としまして、医療的ケアが必要な人や行動障害を有する人、高齢化に伴い重度化した障

害者に対して専門的な対応ができる体制、人材の養成を行います。 

  ⑤としまして、コーディネーターを配置し、地域のニーズに対応できるサービス提供体制

の確保や地域の社会資源の連携体制の構築を行います。 

  この事業は、令和２年４月より実施し、主に２年度は①、②、③の内容を整備し、順次④

と⑤の事業を進めていくこととなります。 

  この業務を松崎町にある障害者支援施設、十字の園、オリブに委託する予定であります。 

  規約の附則ですが、施行期日。 

  第１項、この規約は、令和２年４月１日から施行する。ただし、協議会に必要な手続、そ

の他の行為は、この規約の施行日前においても行うことができる。 

  読み替え規定。 

  第２項、この規約の施行後最初に開かれる協議会の招集等に関しては、第９条第２項中

「会長」とあるのは「松崎町長」と読み替えるものとする。 

  第３項、令和２年度に係る協議会の歳入歳出予算に関しては、第13条第１項中「年度開始

前に」とあるのは「この規約の施行後速やかに」と読み替えるものとする。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第13号 賀茂地区障害者地域生活支援拠点事業運営協議会の設置についてを

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１３ 議案第１４号 公の施設の指定管理者の指定について（田町コミュ 

              ニティ防災センター） 

○議長（村木 脩君） 日程第13 議案第14号 公の施設の指定管理者の指定について（田町

コミュニティ防災センター）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第14号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて（田町コミュニティ防災センター）の提案理由を申し上げます。 

  田町コミュニティ防災センターの指定管理者に田町区町内会を指定するものであります。

なお、指定管理者の選定は、東伊豆町公の施設の指定管理者選定委員会の２回の審議結果に

基づくもので、今回は指定管理期間を７年間としてございます。 

  詳細につきましては、企画調整課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） ただいま提案されました議案第14号 公の施設の指定管理者

の指定について、田町コミュニティ防災センターにつきまして、朗読をもちまして説明とさ

せていただきます。 

  公の施設の指定管理者の指定について（田町コミュニティ防災センター）。 

  東伊豆町防災センターの設置及び管理等に関する条例（平成18年東伊豆町条例第19号）第

４条第１項の規定により、田町コミュニティ防災センターの指定管理者を次のとおり指定い
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たします。 

  施設の名称、田町コミュニティ防災センター。 

  指定管理者の所在地、東伊豆町稲取352番地の１。 

  指定管理者の名称、認可地縁団体田町区町内会。 

  指定の期間、令和２年度４月１日から令和９年３月31日まで。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第14号 公の施設の指定管理者の指定について（田町コミュニティ防災セン

ター）を採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１４ 議案第１５号 公の施設の指定管理者の指定について（奈良本地区 

              多目的研修集会施設） 

○議長（村木 脩君） 日程第14 議案第15号 公の施設の指定管理者の指定について（奈良

本地区多目的研修集会施設）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第15号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて（奈良本地区多目的研修集会施設）の提案理由を申し上げます。 
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  奈良本地区多目的研修集会施設の指定管理者に奈良本区を指定するものです。 

  詳細につきましては、農林水産課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（鈴木伸和君） ただいま上程されました議案第15号 公の施設の指定管理者

の指定について（奈良本地区多目的研修集会施設）について、朗読をもって説明させていた

だきます。 

  公の施設の指定管理者の指定について（奈良本地区多目的研修集会施設）。 

  奈良本地区多目的研修集会施設の設置及び管理等に関する条例（平成18年東伊豆町条例第

20号）第４条第１項の規定により、奈良本地区多目的研修集会施設の指定管理者を次のとお

り指定する。 

  施設の名称、奈良本地区多目的研修集会施設。 

  指定管理者所在地、東伊豆町奈良本726番地の１。 

  名称、奈良本区。 

  指定の期間、令和２年４月１日から令和９年３月31日まで。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いしま

す。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第15号 公の施設の指定管理者の指定について（奈良本地区多目的研修集会

施設）を採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎日程第１５ 議案第１６号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町い 

              きいきセンター） 

○議長（村木 脩君） 日程第15 議案第16号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊

豆町いきいきセンター）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第16号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて、提案理由を申し上げます。 

  公の施設の指定管理者の指定につきましては、東伊豆町いきいきセンターの指定管理者に

東伊豆町シルバー人材センターを指定するのに当たり、議会の議決を求めるものでございま

す。 

  なお、指定管理者の選定は、東伊豆町公の施設の指定管理者選定委員の２回の審議結果に

より決定した内容に基づくものでございます。 

  詳細につきましては、住民福祉課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願

いいたします。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 

○住民福祉課参事（木田尚宏君） ただいま提案されました議案第16号 公の施設の指定管理

者の指定（東伊豆町いきいきセンター）について、議案の朗読をもちまして説明に代えさせ

ていただきます。 

  議案第16号 公の施設の指定管理者の指定について。 

  東伊豆町いきいきセンターの設置及び管理に関する条例（平成13年東伊豆町条例第25号）

第10条第１項の規定により、東伊豆町いきいきセンターの指定管理者を次のとおり指定する。 

  施設の名称、東伊豆町いきいきセンター。 

  指定管理者所在地、東伊豆町稲取410番地の１。 

  名称、東伊豆町シルバー人材センター。 

  指定の期間、令和２年４月１日から令和７年３月31日までの５年間といたします。 

  以上、簡単ですが、説明に代えさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第16号 公の施設の指定管理者の指定について（東伊豆町いきいきセンター）

を採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１６ 議案第１７号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉し 

              おかぜ広場） 

○議長（村木 脩君） 日程第16 議案第17号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川

温泉しおかぜ広場）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第17号 公の施設の指定管理者の指定に

ついて（熱川温泉しおかぜ広場）について、提案理由を申し上げます。 

  熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者に熱川温泉観光協会を指定するものであります。 

  詳細につきましては、防災課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） それでは、ただいま提案されました議案第17号 公の施設の指定

管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場）について、議案書の朗読をもちまして説明

に代えさせていただきます。 

  公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場）。 
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  東伊豆町防災公園の設置及び管理等に関する条例（平成28年東伊豆町条例第19号）第12条

第１項の規定により、熱川温泉しおかぜ広場の指定管理者を次のとおり指定する。 

  施設の名称、熱川温泉しおかぜ広場。 

  指定管理者所在地、東伊豆町奈良本966番地の13。 

  名称、熱川温泉観光協会。 

  指定の期間、令和２年４月１日から令和７年３月31日までの５か年とさせていただくもの

でございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明と代えさせていただきます。よろしく御審議をお願い

します。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第17号 公の施設の指定管理者の指定について（熱川温泉しおかぜ広場）を

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  ここで３時15分まで休憩とします。 

 

休憩 午後 ３時０４分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎日程第１７ 議案第１８号 令和元年度東伊豆町一般会計補正予算（第１０号） 

○議長（村木 脩君） 日程第17 議案18号 令和元年度東伊豆町一般会計補正予算（第10号）

を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第18号 令和元年度東伊豆町一般会計補

正予算（第10号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に2,869万5,000円を追加いたしまして、歳

入歳出予算の総額を56億6,402万2,000円とするものでございます。 

  今回の補正につきましては、緊急的な案件が発生しない限り、令和元年度の最終補正とな

りますので、全般的に事業の精算及び執行残額の最終調整を行ったところであります。 

  歳入の主な内容ですが、国庫支出金におきましては、プレミアム付商品券の事務費、事業

費補助金などを実績に基づき減額しております。 

  次に、歳出の主な内容ですが、国が進める児童生徒１人に１台端末配置と校内における高

速大容量の通信ネットワーク整備について、国の補助金と有利な補正予算債を活用して整備

する内容となっております。 

  必要な財源配分を行った後、余剰財源を財政調整基金へ繰り戻しております。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） ただいま提案されました議案第18号 令和元年度東伊豆町一般会

計補正予算（第10号）について、概要を御説明いたします。 

  令和元年度東伊豆町の一般会計補正予算（第10号）は、次に定めるところによります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,869万5,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ56億6,402万2,000円といたします。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  繰越明許費。 
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  第２条、地方自治法第213条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は、「第２表繰越明許費」によります。 

  債務負担行為の補正。 

  第３条、債務負担行為の追加は、「第３表債務負担行為補正」によります。 

  地方債の補正。 

  第４条、地方債の追加、変更及び廃止は、「第４表地方債補正」によります。 

  恐れ入りますが、12ページ、13ページをお開きください。 

  ２、歳入について御説明いたします。 

  １款町税、１項町民税、２目法人、補正前の金額から388万3,000円を減額し、7,738万

3,000円といたします。 

  １節、細節１現年課税分400万円の減は、法人の規模、事業所数の減少に基づく減額措置

であります。 

  ２項１目固定資産税、補正前の金額に911万4,000円を追加し、11億4,180万1,000円といた

します。 

  ２節、細節１滞納繰越分911万4,000円の増は、収納実績に基づく増額措置であります。 

  ５項１目入湯税、補正前の金額から666万円を減額し、１億839万1,000円といたします。 

  １節、細節１現年課税分705万円の減は、入湯客数の減少に伴う減であり、新型ウイルス

による影響を反映させ、今年度の見込みを72万人とさせていただきます。 

  16ページ、17ページを御覧願います。 

  ９款地方特例交付金、２項１目子ども・子育て支援臨時交付金、補正前の金額から483万

1,000円を減額し、450万円といたします。 

  １節、細節１子ども・子育て支援臨時交付金483万1,000円の減は、幼児無償化の国・県負

担分の一部について、この交付金から補助金へ移行したため減額措置するものであります。 

  20ページ、21ページを御覧願います。 

  14款国庫支出金、２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金、補正前の金額から1,334万

4,000円を減額し、2,367万5,000円といたします。 

  １節社会福祉費補助金、細節４プレミアム付商品券事業費補助金1,144万5,000円の減は、

事業費確定に基づく減額であります。 

  ５目教育費国庫補助金、補正前の金額に3,810万円を追加し、3,825万9,000円といたしま

す。 
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  １節教育費補助金、細節４公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金3,810万

円の増は、学校のＩＣＴ環境整備の補助金であります。 

  22ページ、23ページを御覧願います。 

  15款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金、補正前の金額から459万4,000円を減

額し、１億9,885万9,000円といたします。 

  ２節児童保護措置費等負担金、細節１子ども・子育て支援給付費負担金406万6,000円の減

は、実績に基づく減額措置であります。 

  ２項県補助金、１目総務費県補助金、補正前の金額から319万6,000円を減額し、492万

1,000円といたします。 

  １節企画費補助金、細節３移住就業支援事業費補助金315万円の減につきましても、実績

に基づき減額するものであります。 

  24ページ、25ページを御覧願います。 

  ４目農林水産業費県補助金、補正前の金額に317万7,000円を追加し、1,880万2,000円とい

たします。 

  １節農業費補助金、細節４経営体育成支援事業補助金575万5,000円の増は、台風15号及び

19号の被災農業者に対する国・県補助金の増額であります。 

  ３項委託金、１目総務費委託金、補正前の金額から589万2,000円を減額し、2,785万9,000

円といたします。 

  ４節選挙費委託金、細節１静岡県議会議員選挙費委託金498万4,000円の減は、事業費の確

定に伴う減額であります。 

  26ページ、27ページを御覧願います。 

  17款１項寄付金、１目ふるさと納税寄付金、補正前の金額に2,000万円を追加し、１億

7,000万円といたします。 

  １節、細節１ふるさと納税寄付金2,000万円の増は、ふるさと納税寄付金増額によるもの

であります。 

  18款繰入金、３項基金繰入金、２目財政調整基金繰入金、補正前の金額から2,175万5,000

円を減額し、２億7,260万4,000円といたします。 

  １節、細節１財政調整基金繰入金2,175万5,000円の減は、今回の補正予算における歳入歳

出調整後の余剰財源を基金へ繰り戻しするため、減額するものであります。 

  なお、補正後の財政調整基金残高見込みは、約６億1,000万円でございます。 
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  ３目ふるさと納税基金繰入金、補正前の金額に281万円を追加し、8,788万5,000円といた

します。 

  １節ふるさと納税基金繰入金、細節１ふるさと納税基金繰入金281万円の増は、昨年の台

風被害に対するふるさと納税災害寄付分を充当する内容となっております。 

  28ページ、29ページを御覧願います。 

  20款諸収入、４項２目雑入、補正前の金額に420万1,000円を追加し、7,024万9,000円とい

たします。 

  ９節雑入、細節９建物火災保険金320万7,000円の増は、昨年の台風被害における保険金の

増額であります。 

  30ページ、31ページを御覧願います。 

  21款１項町債、11目教育債、補正前の金額に2,100万円を追加し、2,100万円といたします。 

  １節小学校債、細節１小学校通信ネットワーク整備事業1,150万円及び２節中学校債、細

節１中学校通信ネットワーク整備事業950万円の増は、学校のＩＣＴ環境整備に係る補正予

算債を増額措置するものであります。 

  32ページ、33ページを御覧願います。 

  次に、３、歳出について御説明いたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正前の金額に921万9,000円を追加し、

４億7,383万円といたします。 

  事業コード11職員共済事業、３節職員手当、細節16退職手当組合特別負担金656万8,000円

の増につきましては、早期退職者分の増額措置であります。 

  事業コード15ふるさと納税寄付推進事業、８節報償費、細節１ふるさと納税寄付謝礼600

万円の増につきましては、寄付金の増に伴う返礼品費を増額するものであります。 

  12節役務費、細節11申込フォーム利用手数料350万円の減は、実績に基づき減額措置する

ものであります。 

  34ページ、35ページを御覧願います。 

  ６目旧アスド会館費、補正前の金額から693万円を減額し、338万6,000円といたします。 

  事業コード１旧アスド会館維持管理事業、15節工事請負費、細節１高圧引込口設備分離工

事693万円の減につきましては、工事実施前に調整すべき案件があったため、今年度の実施

を取りやめ、全額減額措置いたします。 

  ９目企画費、補正前の金額から616万5,000円を減額し、4,532万9,000円といたします。 
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  事業コード２交流・定住促進事業、19節負担金補助及び交付金、細節３移住就業支援事業

費補助金420万円の減は、実績に基づく減額であります。 

  36ページ、37ページを御覧願います。 

  15目ふるさと納税基金費、補正前の金額に1,754万7,000円を追加し、１億884万6,000円と

いたします。 

  事業コード１ふるさと納税基金管理事業、25節基金積立金、細節１基金積立金1,754万

7,000円の増につきましては、ふるさと納税寄付金の増により基金積立金を増額するもので

あります。 

  42ページ、43ページを御覧願います。 

  ４項選挙費、９目静岡県議会議員選挙費、補正前の金額から498万3,000円を減額し、25万

4,000円といたします。 

  事業コード１静岡県議会議員選挙事業、３節職員手当、細節20投開票事務等従事者手当

307万6,000円の減は、無投票による減額措置であります。 

  44ページ、45ページを御覧願います。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、２目障害者福祉費、補正前の金額から113万5,000円を減額

し、３億4,631万3,000円といたします。 

  事業コード４自立支援医療事業、20節扶助費、細節１身体障害者更生医療費405万7,000円

の減につきましては、制度利用者の減に伴う減額措置であります。 

  ３目老人福祉費、補正前の金額から524万5,000円を減額し、２億5,425万9,000円といたし

ます。 

  事業コード２養護老人ホーム施設入所事業、20節扶助費、細節１老人保護措置費604万

5,000円の減につきましては、施設退所などによる不用額の減額であります。 

  46ページ、47ページを御覧願います。 

  ７目国民健康保険費、補正前の金額に493万7,000円を追加し、１億2,209万9,000円といた

します。 

  事業コード１国民健康保険特別会計支援事業、28節操出金、細節１国民健康保険特別会計

操出金493万7,000円の増につきましては、実績による繰り出し見込み額の増であります。 

  ８目介護保険費、補正前の金額に332万円を追加し、１億9,356万1,000円といたします。 

  事業コード１介護保険特別会計支援事業、28節操出金、細節１介護保険特別会計操出金

312万6,000円の増につきましても、繰り出し見込み額の増であります。 
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  10目プレミアム付商品券事業助成費、補正前の金額から1,369万4,000円を減額し、１億

3,000万8,000円といたします。 

  48ページ、49ページを御覧願います。 

  13節委託料、細節２プレミアム付商品券販売等業務委託料1,197万8,000円の減は、実績に

基づく減額であります。 

  ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正前の金額から499万8,000円を減額し、２億

1,439万8,000円といたします。 

  事業コード２地域型保育事業、13節委託料、細節２小規模保育入所委託料314万6,000円の

減は、利用実績に基づく減額措置であります。 

  54ページ、55ページを御覧願います。 

  ５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、補正前の金額に786万2,000円を追加し、

1,971万4,000円といたします。 

  事業コード１農業振興事業、19節負担金補助及び交付金、細節17経営体育成支援事業補助

金786万2,000円の増につきましては、歳入と同じく、台風15号、19号の被災農業者に対する

補助金の増額であります。 

  64ページ、65ページを御覧願います。 

  ９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、補正前の金額から540万4,000円を減額し、

3,013万2,000円といたします。 

  事業コード６熱川小学校運営事業、７節賃金、細節１雇人料425万円の減につきましては、

臨時職員減に伴う不用額の減額であります。 

  各小中学校の２目教育振興費教育振興事業に計上されております13節委託料、細節２通信

ネットワーク整備委託料、計4,532万円は、校内における高速大容量の通信ネットワーク整

備に関する委託料であります。 

  また、18節備品購入費、細節２ＩＣＴ環境整備事業備品、計2,268万円は、ノートパソコ

ン、タブレットを購入する内容であります。 

  恐れ入りますが、５ページへお戻りください。 

  第２表繰越明許費でありますが、伊豆急行線鉄道施設老朽化対策事業に対する補助金、台

風の被災農業者への補助金、国の補正予算に対応した事業として採択を受けた湯ノ沢草崎線

のり面対策事業、各小中学校のＩＣＴ環境整備事業及びワサビ田や林道片瀬大付線などの災

害復旧工事を次年度へ全額繰り越しする内容であります。 
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  ６ページを御覧ください。 

  第３表債務負担行為補正でありますが、資源ごみ・可燃ごみ等収集業務委託料を追加する

ものであります。 

  ７ページ、８ページを御覧ください。 

  第４款地方債補正でありますが、小中学校の通信ネットワーク整備事業等の追加や橋梁補

修事業等の変更及び稲取漁港整備事業について廃止をしておりますので、御確認願います。 

  10ページ、11ページを御覧願います。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書で、ただいま御説明いたしました内容を総括してあります。 

  まず、歳入ですが、補正前額56億3,532万7,000円に2,869万5,000円を追加いたしまして、

56億6,402万2,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額56億3,532万7,000円に2,869万5,000円を追加いたしまして、

56億6,402万2,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金が917万9,000円の増、地方債が

2,120万円の増、その他財源は2,120万6,000円の増、一般財源を2,289万円の減といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 私、３点質問をさせていただきます。 

  １点目は、一番金額的にも大きいもんですから、そこを最初に聞きたいと思うんですけれ

ども、ＩＣＴということで子供たちにパソコンをやると、支給するというか配置するわけで

すけれども、これに関連して、ちょっと町長及び教育長に伺いたいんですけれども、青少年

が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律というものがござ

いますが、これに対応した計画というものを町は持っているのでしょうか。そのことについ

て確認をさせていただきたいと思います。 

  ２点目に、47ページのプレミアム商品券の関係なんですが、これ当然事業が終わったとい

うことですけれども、事業総体として、対象者に対してどの程度の利活用の状況であったの

かということをお聞かせいただきたいと思います。 

  ３点目に、63ページの関係ですけれども、防災情報機器の減額200万というものがござい

ますが、この理由について、どういう内容であるのかお聞かせください。 
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○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 子供のＩＣＴに関わる御質問ですけれども、通信についての、安全

な通信の指導ということで、現在では、子供たちはパソコン室のパソコンを中心に情報機器

を使った教育を進めていますけれども、学校ごとに、学校内で授業等で通信環境を、教職員

の使っているデータ、それから子供たちがパソコンの授業内で使っているデータ等を守るた

めの業者との必要な環境整備は、これまで進めてきたつもりですけれども、特に指針とかそ

ういうものを町で、教育委員会でまとめて出しているわけではありません。学校ごとに、指

導基準というか安全基準は、学校内で指導に際してまとめていただいています。 

  そんな環境の中で、これから１人１台ということを国の方向で、町はそれを受けて、今回

整備をさせていただくんですけれども、やはりきちんとした、子供たちが１人１台、しかも

小学校１年生からということで国のほうが方向をもって進めているということなので、学校

全体として、子供１人１人に安全な通信あるいは情報についての知識、リテラシーを指導し

ていくための指針は必要だと思っていますが、現段階では、まだ校内で教育の中で進めてい

るための指導、指針的なものとして進めております。 

○議長（村木 脩君） 住民福祉課参事。 

○住民福祉課参事（木田尚宏君） プレミアム付商品券事業なんですが、プレミアム商品券の

申請者、こちらが非課税対象者が2,928人に対して申請者が1,013人ありまして、プレミアム

付商品券の申請率が34.6％となっております。県下の市町の平均が36.7％となっております

ので、決して低い数字ではございません。 

  また、引換券の交付者につきましては、非課税者が892人と３歳までの子供がいる子育て

世帯の世帯主分が119人ありまして、1,011人の方に引換券を交付しております。商品券販売

により、商品券購入者から受領した代金の金額は1,554万円となっておりますので、御理解

をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） それでは、防災情報システム伝達機器の購入補助金の関係であり

ますが、これについては一般質問でありましたように、テレビプッシュ、それから戸別受信

機、防災ラジオ等の購入に対して１万円の補助というものを考えておりましたが、300世帯

考えておりましたが、実績では、今現在、86件、１月末では86件となっておりますので、こ

の分見込みがないということで、200世帯分を減額するものであります。 

  以上です。 
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○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） まず、ＩＣＴのパソコンの問題なんですけれども、これは国がやっ

ていることであるわけですけれども、当然こういう形でパソコンが今後、私たちの生活の中

で必要になるということで、それをやっていこうということ、これ自身は問題がないと思う

んです。 

  ただ、先ほど言ったように、青少年が安全に安心にインターネットを利用できる環境の整

備等に関する法律というのが、これは平成20年にできて、施行は平成30年２月１日という施

行の法律なんですけれども、この中で非常に大事なことは、第３章で、インターネットの適

切な利用に関する教育及び啓蒙、啓発活動の推進についてというところ、３章がありまして、

インターネットの適切な利用に関する教育の推進等、国及び地方公共団体は、青少年がイン

ターネットを適切に活用する能力を習得することができるよう、学校教育、社会教育及び家

庭教育におけるインターネットの適切な利用に関する教育の推進に必要な施策を講じるもの、

国及び地方公共団体は、インターネットを適切に活用する能力の習得のために効果的な手法

を開発、普及を促進するために、研究の支援、情報収集及び提供、その他必要な施策を講じ

ること。 

  第10条で、家庭における青少年の有害情報フィルタリングソフトウエアの利用の普及、国

及び地方公共団体は、家庭において青少年によるインターネットが利用される場合における

青少年の有害情報フィルタリングソフトウエアの利用を普及するために必要な施策を講じる

こと、インターネットの適切な利用に発する啓蒙活動等ということで、こういうやっぱり法

律におけるもの、法律は求めているわけです。 

  これは、実はこの情報は、文科省のホームページにはないんです。総務省のホームページ

にあるんです。そのことがあるということなわけで、同時に総務省のホームページには、イ

ンターネットトラブル事例集、こういうものがございまして、総務省のホームページには、

さらにこれを小学校低学年、中学年、高学年、中学生、こういう指導版までホームページに

はあります。 

  そういうことで、やっぱり便利なものを身につけるということとともに、やっぱり危険な

部分もあるというのがやっぱり一面、いろんな意味で、出会い系サイトの問題であったりと

かあるわけで、やっぱり有効なものを身につけるという部分と、やっぱりそこに潜む危険な

ものをしっかり認識させていくということが必要なんだろうと思うんです。こういうことは

やっぱりちゃんと受け皿として町はそういう取り組みをしていかないと、では、先生方がど
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こまでできるのか、では、どこはできないのか、そこをどうするのかという問題が、機械を

買うということとともに必要な部分があるのではないかと思うんですが、この辺、いかがお

考えでしょうか。 

  あと、防災の問題は、取り組みがやっぱり不十分ではないかと思いますけれども、どうお

考えですか。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず、学校のＩＣＴ関係、それぞれ、私も総務省見なかったもんで、

やっぱり横のつながりが全然もう、総務省と文部省の横、全然ないですよ。それが一つの問

題。さらにまた、今回のこの案件については、県の自治体も半分ぐらいはまだ見送っており

ます。 

  やっぱりそういう中で、行政もこれから財政的な負担もかかってくるもんで、国はどうい

うふうに考えているか、そういうことを聞こうとしたら、もう新型コロナウイルスというの

もあったもんで、一応、２月27日頃、文部科学省の課長に来ていただいた中で、一応、問題

点、学校の先生の教育はどうなっているかということで聞く機会を設けたんですけれども、

基本的にはコロナウイルスの関係でちょっと断念して、また４月にもやりますけれども、一

応、文部科学省がどのような考えかそれは聞いて、私は、また町としてもこれは整備してい

きたいと考えます。 

  その中でこのＩＣＴ、基本的には、自分もまだ、静岡県内がそういう状況ならば、まだ時

期尚早ではないかと言いましたけれども、そういう状況はまた原課から説明いたさせます。

この時期にやったほうが有利だという中で、今回補正のほうで対応させていただきました。

その理由につきましては、ちょっと原課のほうから説明をいたさせます。 

  それから、防災のほうの関係、基本的には、やっぱり本当に地域性があって、基本的には

テレビ、ほとんど熱川のほうはやって、稲取のほうはほとんどやっていないということは聞

いております。やっぱりこれを企画している業者が基本的には伊東のほうの業者という中で、

やっぱり稲取に入ってくると、やっぱりちょっと勘違いしているところもあるようなことを

聞いておりますもんで、それはまた先般の一応、老人会のしおさい学級ですか、それにおき

ましても、防災が来た中で、やっぱり稲取の地区のちょっと意識の改革、やっぱりそういう

ことではないですよということをやっていきたいと思いますので、確かに、これからも、一

般質問でやったように、さらにこの啓蒙活動はやっていきたいと思いますので、その辺は御

理解願いたいと思います。 
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  以上です。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） 児童生徒が安心・安全に情報機器を使えるような、そういうきちん

とした方向性を町としては、先ほど、まだ町全体としての方向性を決めたものはないという

お話をさせていただきました。ただ、これまで授業の中でパソコンを使う環境というのが学

校現場では、先ほどお話ししたように、パソコン室にある台数の限られたものを授業で使う

ことが教育場面としてはあったわけですけれども、その使い方は、当然学校で指針というか

指導の方向性はきちんと示して子供たちに指導をしてきました。 

  それから、情報機器という面につきましては、学校で使っているパソコン等、タブレット

等以外にも、子供たちの情報機器という面では、スマートフォンとかインターネットに接続

できる機器というものをもう個人的に家庭で保有している率が、学校のＰＣ環境とは別に非

常に高くなってきているということは御存じだと思いますけれども、そういう面で、学校で

は、これまで情報機器、インターネットに接続できる機器の使い方におけるトラブル、問題、

課題等の指導ということは、授業のパソコン指導ではないんですけれども、そういう面でト

ラブルに巻き込まれないような携帯やスマートフォンの使用等についての、取り出して、保

護者と一緒に高学年の児童に専門の業者に指導していただくとかというようなことは進めて

きております。 

  両方の面で、学校のパソコンの環境をこれから充実していくということと、それから、も

う個人的な情報機器の子供たちの保有率が高まっているということから、本当に山田議員の

御心配のとおり、安全・安心な情報機器に関するモラルとかリテラシーを高めていくという

ことの町としての指針も必要だなと思いますので、これは国も機器をたくさん入れるという

だけではなくて、使い方についても指導いただいていますので、そういう指導と県のほうの

情報等も踏まえて、町としても整備していきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 防災課長。 

○防災課長（竹内 茂君） 先ほど町長からもお話ありましたように、テレビプッシュにつき

ましては、どうしても稲取地区で回りますと、事業者のほうが回りますと、ちょっとケーブ

ルテレビの関係が違うということで門前払いを受けているということがありまして、なかな

か稲取のほうに普及がいかないということがあります。 

  同じようにテレビプッシュを入れている伊東市のほうも120件ということで、うちのほう

でいきますと、率でいけばうちのほうが少し普及はされているかなというところがあるんで
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すが、まだまだ事業者のほうも、やはりこれは推進していきたいということも言われていま

すので、また事業者とともに推進は図っていきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 14番、山田議員。 

○１４番（山田直志君） 教育長、町長はあれですので、私、別にＩＣＴのパソコン購入を反

対するわけではない。ただ、やっぱり環境としてよく考える必要があるということを非常に

心配しております。購入する、導入するということの中でね。 

  昨年というのかな、2019年のビジネス書大賞というのがありまして、この大賞は、「ＡＩ

 ｖｓ．教科書が読めない子どもたち」というのがビジネス大賞です。これは30万部、40万

部のベストセラーになっているわけですけれども、この続編は、ＡＩに負けない子育てとい

う形で言われております。これは誰が書いているかというと、ＡＩが東大に入学できるかと

いうプロジェクト、ちょっと話題になったやつがあるんですけれども、そのプロジェクトリ

ーダーをやった国立情報学研究所の教授の方が警鐘としてこのことは告発しているわけです。 

  だから、我々が車を運転できるようになったり、パソコンを利用できるようになったりし

て、仕事の可能性、またそれぞれの生活の可能性が豊かになるという反面、このＡＩという、

人工知能と言われますけれども、そういう活用の中で逆に仕事が奪われる人たち、そういう

ことも含めて、ＡＩに使われる人とＡＩを使う人、そういうやっぱりことが生じてくるので

はないか、そうしたやっぱり懸念を表明しているわけで、これは非常に多くの方に読まれて

いる本だと思います。 

  そういう懸念を含めて考えると、国や県の指示待ちではなくて、しっかりと導入する、町

が選択して購入するわけですから、このパソコンの導入に際して、しっかり受け皿を準備し

ていくというのは、これはやっぱり町長や教育長の、私は責任だと思いますので、そういう

対応を、しっかりやっぱり対応していただきたいということをお願いしたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 教育長。 

○教育長（黒田種樹君） ＡＩに負けないという、その方のお話は私も聞いたことがあります

が、ＡＩというのは、御存じのとおり、人工知能で、今、子供たちが持っている学力あるい

は学びの中で得る力ということと、いろいろな懸念を表明されていました。 

  ただ、文科省が進めている、このパソコンの１人１台というものは、これからの子供たち

が様々、ＡＩに関するものもありますけれども、パソコン的な機器を使いこなしていく時代

であるということはもう間違いないというようなことを説明を受けておりますし、私もその

ような面が当然必要だと思っていますので、とにかく子供たちが自分の力でパソコンという



－215－ 

ものを道具として使えるような、そういう教育を進めていく、道具の一つとして教育を進め

ていくということはもう必要なことだと思っていますので、先ほど国・県の指導を受けてと

いうことは、どこの県も、どこの市町も、子供たちにとって、パソコンを使ったりタブレッ

トを使ったりして教育を進めていくということは、これからの大きな課題であります。 

  今までそんなに１人１台という環境がなかった中で、これから授業改善をしていくという

ことは大きな課題ですので、そこは私たちも、東伊豆町としてもしっかり考えていかなけれ

ばならないんですけれども、これはお互いに、やっぱり有用な教育の仕方とか課題とか指導

についての情報は共有することが必要であると思っていますので、もちろん国の情報、県の

指導というのは、そういうところで必要だと思っています。そういうことを含めて判断しな

がら、町としても方向性をきちんと考えていきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） ほかに質問の…… 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません、３月ですので、数字的な調整の意味合いもある内容だと

思いますけれども、ちょっと教えていただきたいな、分かる範囲で結構です。 

  12、13ページの町税の関係です。固定資産税の滞納繰越分が911万4,000円の増ということ

で、大きな金額が増ということになっているんですけれども、この辺の内容が大口が解消さ

れたものなのか、それとも小さなものを積み重ねた数字なのか、その辺をちょっと教えてい

ただきたいのと、入湯税の関係ですけれども、先ほど、最終目標72万人ということの中で推

計をさせていただいたという説明がありましたけれども、705万円のマイナスを単純に150円

で計算をすると、計算機持っていないですから、手で計算したもんですから、４万6,000人

ぐらいの人数になると思うんです。 

  町長の政策方針の中でも、５万人ぐらいのキャンセルがあるということですけれども、そ

うしますと、税務課長のほうで捉えているのは、大体このマイナスの部分というのは、新型

コロナの影響で最終的に減になったという、そういう解釈でよろしいのかどうか、その辺、

ちょっと教えていただきたいのと、あと、26、27ページで、よく分からないもんですから、

総務課長、ちょっと教えていただきたいんですけれども、ふるさと納税、プラス2,000万の

数字になっておりますけれども、この辺は何か要因があるのか、件数的に増えたものなのか、

その辺、分かる範囲でいいですから教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） 事務的なことは担当課から説明いたさせますが、一般質問で言った５



－216－ 

万というのは、一応、４月の予約、それまで含めておりますので、その辺は御理解願いたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 税務課長。 

○税務課長（福岡俊裕君） それでは、まず固定資産税の滞納繰越分911万4,000円の増額につ

きましてですけれども、こちらにつきましては、税の公平負担の観点から、毎年10件を静岡

地方税滞納整理機構のほうに移管しております。同機構での直接徴収によりまして、本年度、

約550万円の徴収をしていただきました。 

  また、賀茂地方税債権整理回収協議会によります大型案件がございまして、こちらのほう

が１件200万円となりますが、こちらの取立てをしてもらったことによりまして、収納額の

ほうが大幅に増えております。また、同協議会では、年間100件を超える差押、取立てを行

っておりまして、この合算額が911万4,000円となるものでございます。 

  続きまして、入湯税の関係でございますが、入湯税につきましては、９月の補正予算の中

でも一度、台風の影響等によりまして３万3,000人を減額させていただいております。今回、

コロナウイルスの影響もございまして、現時点で把握できているキャンセルの数等を見込み

まして、影響額、入湯客数で４万7,000人、入湯税額で705万円を減額するものでございます。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） ふるさと納税の寄付金の2,000万円の増につきましては、今年度

のふるさと納税を増やそうという取り組みで、ポータルサイトの増ということで楽天を入れ

まして、その分が増えたという内容でございます。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） いいんですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第18号 令和元年度東伊豆町一般会計補正予算（第10号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１８ 議案第１９号 令和元年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算 

              （第４号） 

○議長（村木 脩君） 日程第18 議案第19号 令和元年度東伊豆町国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第19号 令和元年度東伊豆町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ524万6,000円を増額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ18億1,451万3,000円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、実績見込みによる保険税の減額、交付決定による

県支出金及び一般会計からの繰入金の増額であります。 

  歳出につきましては、保健事業費の減額、財源調整のための基金積立金の増額が主な内容

であります。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第19号 令和元年度東伊豆

町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、概要を説明させていただきます。 

  令和元年度東伊豆町の国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ524万6,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ18億1,451万3,000円といたします。 
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  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入の主な内容について説明させていただきます。 

  １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、補正前の額から145万4,000

円を減額し、３億4,537万4,000円といたします。 

  １節現年課税分、細節１医療給付費分特別徴収現年課税分100万7,000円の減、細節２医療

給付費分普通徴収現年課税分342万4,000円の増、細節５後期高齢者支援分普通徴収現年課税

分126万円の増は、１月末の調定額に基づき見込み額を試算し、それぞれ減額後、補正いた

しました。 

  ２節滞納繰越分、細節１医療給付費分滞納繰越分360万5,000円の減、細節３後期高齢者支

援分滞納繰越分148万5,000円の減につきましても、同様に見込み額を試算し、それぞれ減額

をいたしました。 

  ４款県支出金、１項県補助金、２目社会保障・税番号制度システム整備費補助金、補正前

の額に154万円を追加し、154万円といたします。 

  １節、細節１社会保障・税番号制度システム整備費補助金154万円の増は、マイナンバー

によるオンライン資格確認制度実施のためのシステム改修事業費補助金です。 

  ６款繰入金、１項１目一般会計繰入金、補正前の額に493万7,000円を追加し、１億2,209

万9,000円といたします。 

  １節、細節１保険基盤安定繰入金99万円の減、５節、細節１財政安定化支援事業繰入金

634万9,000円の増は、負担金の確定による増減です。 

  ９ページ、10ページをお開きください。 

  次に、歳出の主な内容について説明させていただきます。 

  一番下段の２款保険給付費、１項療養諸費、２目退職被保険者等療養給付費、補正前の額

から670万円を減額し、215万2,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１退職被保険者等療養給付費保険者負担金670万円の減

は、退職被保険者の減少に伴う療養給付費の減によるものです。 

  11ページ、12ページをお開きください。 

  ２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正前の額に670万円

を追加し、１億6,536万8,000円といたします。 
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  19節負担金補助及び交付金、細節１一般被保険者高額療養費保険者負担金670万円の増は、

高額療養費の実績見込みによる増額です。 

  13ページ、14ページをお開きください。 

  ６款保健事業費、２項１目特定健康診査等事業費、補正前の額から333万9,000円を減額し、

1,800万2,000円といたします。 

  13節委託料、細節１特定健診委託料233万9,000円の減及び細節４特定保健指導委託料100

万円の減は、受診実績、指導委託実績の減に伴う減額となります。 

  ７款１項基金積立金、１目国民健康保険事業基金積立金、補正前の額に835万2,000円を追

加し、2,116万1,000円といたします。 

  25節積立金、細節１国民健康保険事業基金積立金835万2,000円の増は、今回の補正におけ

る歳入歳出予算調整のための基金を増額するものです。 

  恐れ入りますが、３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してあります。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額18億926万7,000円に524万6,000円を

追加いたしまして、18億1,451万3,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額18億926万7,000円に524万6,000円を追加いたしまして、18

億1,451万3,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金が130万6,000円の増、その他財

源が493万7,000円の増、一般財源が99万7,000円の減といたします。 

  以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第19号 令和元年度東伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を採

決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１９ 議案第２０号 令和元年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予 

              算（第２号） 

○議長（村木 脩君） 日程第19 議案第20号 令和元年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第20号 令和元年度東伊豆町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に613万5,000円を増額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億9,147万4,000円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、実績見込みにより保険料を増額補正するものでご

ざいます。 

  歳出では、歳入で増額補正したものを広域連合へ納付するための納付金の増及び諸支出金

を増額補正するものでございます。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第20号 令和元年度東伊豆

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、概要を説明させていただきます。 

  令和元年度東伊豆町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

によります。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ613万5,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億9,147万4,000円といたします。 
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  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入の主な内容について説明いたします。 

  １款１項１目後期高齢者医療保険料、補正前の額に531万円を追加し、１億4,701万6,000

円といたします。 

  １節現年度分、細節１特別徴収保険料1,026万2,000円の増、細節２普通徴収保険料495万

2,000円の減は、徴収実績による増減です。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出の主な内容について説明をいたします。 

  １款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、補正前の額に589万9,000円を追加し、１億

9,081万7,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１後期高齢者医療広域連合納付金589万9,000円の増は、

保険料収入補正額及び保険基盤安定繰入金補正分を後期高齢者医療広域連合への納付金とし

て増額補正するものです。 

  ３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してあります。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額１億8,533万9,000円に613万5,000円

を追加いたしまして、１億9,147万4,000円といたします。 

  次に、歳出ですが、補正前の額１億8,533万9,000円に613万5,000円を追加いたしまして、

１億9,147万4,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源のその他が82万5,000円の増、一般財源が531万

円の増といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第20号 令和元年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２０ 議案第２１号 令和元年度東伊豆町介護保険特別会計補正予算（第 

              ４号） 

○議長（村木 脩君） 日程第20 議案第21号 令和元年度東伊豆町介護保険特別会計補正予

算（第４号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第21号 令和元年度東伊豆町介護保険特

別会計補正予算（第４号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に1,172万9,000円を増額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ13億5,346万2,000円とするものであります。 

  主な内容を申し上げますと、歳入では、介護保険料の実績による減額で、給付費の増に伴

う国・県支払基金、町からの法的負担分の増額であります。 

  歳出では、総務費と保険給付費を実績等により増額するものでございます。 

  なお、交付金内示額等による不足分につきましては補塡するため、基金積立金の減額措置

をさせていただきました。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第21号 令和元年度東伊豆

町介護保険特別会計補正予算（第４号）について、概要説明させていただきます。 
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  令和元年度東伊豆町の介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところにより

ます。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,172万9,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億5,346万2,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入の主な内容について説明をいたします。 

  １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正前の額から225万9,000円

を減額し、２億9,088万6,000円といたします。 

  １節現年度分保険料、細節１特別徴収保険料311万6,000円の減、細節２普通徴収保険料

193万4,000円の増、２節滞納繰越分保険料、細節１滞繰分普通徴収保険料107万7,000円の減

は、徴収実績によるものです。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正前の額に843万9,000円を

増額し、２億2,568万7,000円といたします。 

  １節現年度分負担金、細節１現年度分介護給付費負担金843万9,000円の増は、給付費の増

に伴う変更交付決定によるものです。 

  ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金、補正前の額から618万2,000円を減額

し、5,799万円といたします。 

  １節現年度分調整交付金、細節１普通調整交付金618万2,000円の減は、変更交付見込みに

よるものです。 

  ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、補正前の額から136万円

を減額し、544万1,000円といたします。 

  １節現年度分交付金、細節１地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

136万円の減は、変更交付決定によるものです。 

  ８目事業費補助金、補正前の額に202万5,000円を追加し、202万5,000円といたします。 

  １節、細節１事業費補助金202万5,000円の増は、制度改革に伴うシステム改修に係る国庫

補助金の増額補正となります。 

  ４款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正前の額に354万5,000円を増額し、
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３億3,147万円といたします。 

  １節現年度分交付金、細節１第２号被保険者介護給付費交付金354万5,000円の増は、給付

費の増に伴う変更交付決定によるものです。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、補正前の額に338万9,000円を増額

し、１億7,386万5,000円といたします。 

  １節現年度分負担金、細節１介護給付費県負担金338万9,000円の増は、給付費の増に伴う

変更交付決定によるものです。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、補正前の額に401万9,000円を

増額し、１億5,311万8,000円といたします。 

  １節現年度分繰入金、細節１介護給付費繰入金401万9,000円の増は、給付費の増に伴う法

定負担分の増によるものです。 

  ４目その他一般会計繰入金、補正前の額から100万7,000円を減額し、1,512万8,000円とい

たします。事務費繰入金等を減額するものです。 

  ９ページ、10ページをお開きください。 

  次に、歳出の主な内容について説明いたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正前の額に139万2,000円を増額し、

571万8,000円といたします。 

  13節委託料、細節３システム改修業務委託料139万2,000円の増は、制度改革に伴う電算シ

ステム改修業務委託料です。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正前の額に

3,062万6,000円を増額し、５億4,971万9,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１居宅介護サービス給付費保険者負担金3,062万6,000円

の増は、訪問介護サービス等のサービス料の実績見込みによるものです。 

  ３目地域密着型介護サービス給付費、補正前の額から1,054万2,000円を減額し、２億

1,955万6,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１地域密着型介護サービス給付費保険者負担金1,054万

2,000円の減は、地域密着型通所介護等のサービス料の実績見込みによるものです。 

  11ページ、12ページをお開きください。 

  ５目施設介護サービス給付費、補正前の額に814万円を増額し、２億9,788万9,000円とい
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たします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１施設介護サービス給付費保険者負担金814万円の増は、

介護療養型施設等のサービス料の実績見込みによるものです。 

  ９目居宅介護サービス計画給付費、補正前の額に268万4,000円を増額し、5,770万8,000円

といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１居宅介護サービス計画給付費保険者負担金268万4,000

円の増は、要介護認定者への介護プラン作成料の実績見込みによるものです。 

  15ページ、16ページをお開きください。 

  下段の２款保険給付費、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、補正前の

額に201万9,000円を追加し、2,416万4,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１高額介護サービス費保険者負担金201万9,000円の増は、

実績に基づく支給見込額の増によるものです。 

  17ページ、18ページをお開きください。 

  ２款保険給付費、５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費、

補正前の額から100万円を減額し、203万3,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１高額医療合算介護サービス費保険者負担金100万円の

減は、給付見込みの減によるものです。 

  ６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、補正前の額から100

万円を減額し、3,649万5,000円といたします。 

  19節負担金補助及び交付金、細節１特定入所者介護サービス費保険者負担金100万円の減

は、低所得者の施設入所時における食事、居住費の補足給付である特定入所者介護サービス

費の見込み減によるものです。 

  ４款１項積立金、１目介護給付費準備基金積立金、補正前の額から2,159万円を減額し、

3,788万7,000円といたします。 

  25節積立金、細節１介護保険給付費準備基金積立金2,159万円の減は、介護給付費の増に

伴う財源調整のため、積立金を減額するものです。 

  恐れ入りますが、３ページ、４ページへお戻りください。 

  ただいま説明いたしました内容を歳入歳出補正予算事項別明細書に総括してございます。 

  まず、歳入ですが、合計で申し上げます。補正前の額13億4,173万3,000円に1,172万9,000

円を増額いたしまして、13億5,346万2,000円といたします。 
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  次に、歳出ですが、補正前の額13億4,173万3,000円に1,172万9,000円を増額いたしまして、

13億5,346万2,000円といたします。 

  次に、補正額の財源内訳ですが、特定財源は国・県支出金が717万8,000円の増、その他が

368万4,000円の増、一般財源が86万7,000円の増といたします。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第21号 令和元年度東伊豆町介護保険特別会計補正予算（第４号）を採決し

ます。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２１ 議案第２２号 令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正予算 

              （第１号） 

○議長（村木 脩君） 日程第21 議案第22号 令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 議案第22号 令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正予算（第１

号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,000円を追加し、歳
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入歳出予算の総額を66万5,000円とするものであります。 

  財産収入と繰越金の確定により、一般会計の操出金を調整させていただいたものでありま

す。 

  詳細につきましては、企画調整課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） ただいま提案されました議案第22号 令和元年度東伊豆町稲

取財産区特別会計補正予算（第１号）について、説明をさせていただきます。 

  令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところにより

ます。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ66万5,000円といたします。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によります。 

  恐れ入りますが、５ページ、６ページをお開きください。 

  歳入ですが、１款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、補正前の金額から２

万9,000円を減額し、63万1,000円といたします。 

  １節その他普通財産貸付収入、細節２配分金は、天草事業の精算により配分金が２万

9,000円減額となったものでございます。 

  ２款１項１目繰越金、補正前の金額に３万2,000円を追加し、３万3,000円といたします。 

  １節、細節１前年度繰越金３万2,000円の増は、決算の確定によるものでございます。 

  ７ページ、８ページをお開きください。 

  次に、歳出ですが、２款諸支出金、１項操出金、１目一般会計操出金、補正前の金額に

3,000円を追加し、９万3,000円といたします。 

  28節操出金、細節１一般会計操出金3,000円の増は、前年度繰越金の増に伴う繰り出し措

置でございます。 

  ３ページ、４ページにお戻りください。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書で補正内容を総括いたしてございます。 

  補正前の歳入歳出予算の総額66万2,000円に歳入歳出それぞれ3,000円を追加し、補正後の
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歳入及び歳出予算の総額をそれぞれ66万5,000円といたします。 

  なお、補正予算財源は、全て一般財源となっております。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第22号 令和元年度東伊豆町稲取財産区特別会計補正予算（第１号）を採決

します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２２ 議案第２３号 令和元年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第４号） 

○議長（村木 脩君） 日程第22 議案第23号 令和元年度東伊豆町水道事業会計補正予算

（第４号）を議題とします。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） ただいま上程されました議案第23号 令和元年度東伊豆町水道事業会

計補正予算（第４号）について、提案理由を申し上げます。 

  今回の補正予算は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、水道事業収益の既決

予定額から274万6,000円を減額し、総額を４億3,765万円とし、水道事業費用の既定予定額

から49万5,000円を減額し、総額を４億3,782万円とするものであります。 
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  また、予算第４条に定めた資本的収入及び支出のうち、資本的収入の既決予定額から73万

3,000円を減額し、総額を37万3,000円とし、資本的支出の既決予定額から681万3,000円を減

額し、総額を２億430万2,000円とするものであります。 

  主な補正内容といたしましては、水道料金の実績に基づく調整や、台風15号により被災し

た取水場、浄水場の災害復旧工事費の増額、その他、予定していた工事の中止による工事請

負費の減額などを計上しております。 

  詳細につきましては、水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） ただいま提案されました議案第23号 令和元年度東伊豆町水道事

業会計補正予算（第４号）について、概要を説明させていただきます。 

  総則。 

  第１条、令和元年度東伊豆町水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よります。 

  収益的収入及び支出。 

  第２条、令和元年度東伊豆町水道事業会計予算（以下「予算」という）第３条に定めた収

益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正いたします。 

  収入、第１款水道事業収益、既決予定額４億4,039万6,000円から274万6,000円を減額し、

４億3,765万円といたします。 

  第１項営業収益、既決予定額４億2,065万5,000円から390万4,000円を減額し、４億1,675

万1,000円といたします。 

  第２項営業外収益、既決予定額1,974万1,000円に42万5,000円を追加し、2,016万6,000円

といたします。 

  第３項特別利益、既決予定額に73万3,000円を追加し、73万3,000円といたします。 

  支出、第１款水道事業費用、既決予定額４億3,831万5,000円から49万5,000円を減額し、

４億3,782万円といたします。 

  第１項営業費用、既決予定額４億178万4,000円から49万5,000円を減額し、４億137万

9,000円といたします。 

  ２ページを御覧願います。 

  資本的収入及び支出。 
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  第３条、予算第４条本文括弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額

「２億1,000万9,000円」を「２億392万9,000円」に、過年度分損益勘定留保資金「２億

1,000万9,000円」を「１億9,754万1,000円」に改め、次に「、過年度分消費税資本的収支調

整額638万8,000円」を加え、資本的支出の予定額を次のとおり補正いたします。 

  収入、第１款資本的収入、既決予定額110万6,000円から73万3,000円を減額し、37万3,000

円といたします。 

  第８項固定資産売却代金、既決予定額110万6,000円から73万3,000円を減額し、37万3,000

円といたします。 

  支出、第１款資本的支出、既決予定額２億1,111万5,000円から681万3,000円を減額し、２

億430万2,000円といたします。 

  第１項建設改良費、既決予定額１億1,658万5,000円から681万3,000円を減額し、１億977

万2,000円といたします。 

  恐れ入りますが、９ページをお開きください。 

  参考資料により主な補正内容を説明させていただきます。 

  初めに、収益的収入についてですが、１款水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、

１節水道料金を400万円減額いたします。使用水量の減少に伴う減額で、実績に基づいて計

上をしております。 

  10ページを御覧ください。 

  次に、収益的支出についてですが、１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水

費、21節賃借料118万8,000円の増は、災害対応のための仮設ポンプ及び発電機の賃借料の増

額で…… 

○議長（村木 脩君） 水道課長さん、ちょっと。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議時間の延長について 

○議長（村木 脩君） お諮りします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延長したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本日の会議時間は延長することに決し
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ました。 

  会議時間を延長します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

○議長（村木 脩君） どうぞ、水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） すみません、10ページを御覧ください。 

  次に、収益的支出についてですが、１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水

費、21節賃借料118万8,000円の増は、災害対応のための仮設ポンプ及び発電機の賃借料の増

額で、39節工事請負費から振り替えする内容であります。 

  26節動力費349万7,000円の減は、実績に基づく不用額の減額であります。 

  39節工事請負費339万1,000円の増は、白田浄水場、取水場の町で施行する災害復旧工事費

の増額であります。 

  なお、この災害復旧工事につきましては、翌年度への繰り越しを想定しております。繰り

越しをした場合には、繰越計算書を作成し、翌年度、議会へ報告いたしますので、御理解を

お願いいたします。 

  11ページを御覧ください。 

  次に、資本的収入についてですが、１款資本的収入、８項固定資産売却代金、１目１節土

地売却代金73万3,000円の減は、旧百山荘土地売却額のうち取得価格との差益分については、

固定資産売却益へ振り替えるため減額するものであります。 

  次に、収益的支出についてですが、１款資本的支出、１項建設改良費、１目原水及び浄水

施設整備費、39節工事請負費628万8,000円の減は、当初予定していた白田浄水場のろ過池整

備工事及びろ過流量調整弁取替工事について、白田浄水場の今後の使用年数が７年間という

ことを考慮し、改修を行わなくても機能は保てるという判断をし、工事を取りやめるもので

あります。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 
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  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  これより議案第23号 令和元年度東伊豆町水道事業会計補正予算（第４号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（村木 脩君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時３３分 
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開議 午前９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第１回定例会第３日目は成立いたしましたので、開会しま

す。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 議案第２４号 令和２年度東伊豆町一般会計予算 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算を議題とし

ます。 

  町長より提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） おはようございます。 

  ただいま上程されました議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算につきまして、概

要と提案理由を申し上げます。 

  既に施政方針でも御説明をさせていただいておりますが、当初予算の規模は52億5,000万

円となり、令和元年度当初予算に比べ１億2,100万円の増額となっております。 

  まず、歳入予算の内容でありますが、自主財源は前年対比1.5％減の25億8,017万5,000円
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で、構成比は49.1％となります。このうち構成比35.5％を占める町税におきましては、地価

の下落による固定資産税やまた入湯税、町たばこ税の減収などを見込んでおります。 

  町税全体では18億6,253万6,000円、前年対比3,854万5,000円の減額となっております。 

  次に、依存財源は前年対比6.4％増の26億6,982万5,000円で、構成比は50.9％となります。

このうち地方交付税についてですが、地方財政計画では2.5％の増とされておりますが、当

町の交付実績を勘案した中で、普通交付税並びに特別交付税を前年同額といたしました。 

  次に、国庫支出金につきましては、橋梁のメンテナンスに対する交付金などの減少や、参

議院議員通常選挙委託金の皆減によりまして、前年対比912万1,000円の減となっております。 

  県支出金につきましては、津波対策に対する補助金の増加や国勢調査委託金の皆増により

まして、前年対比1,825万3,000円の増となりました。 

  町債につきましては、適債事業に対する発行並びに臨時財政対策債との合計で５億2,350

万円とし、防災の情報システム整備のための消防債や町立体育センター改修事業や、稲取幼

稚園大規模改修事業の教育債発行が増加しております。 

  次に、歳出でありますが、構成比39.8％を占める義務的経費のうち、人件費につきまして

は、会計年度任用職員制度により物件費が廃止されまして、今までの臨時職員経費が人件費

として計上されたため10億9,834万円で、前年対比9,161万6,000円、9.1％の増となります。 

  扶助費につきましては、自立支援給付費などの増によりまして４億4,121万1,000円で、前

年対比863万2,000円、2.0％の増となります。 

  公債費につきましては、臨時財政対策債の償還額増加により５億4,872万円で、前年対比

1,216万円、2.3％の増となります。 

  物件費につきましては、会計年度任用職員の経費について物件費の賃金から人件費に移行

したことや、ごみの収集業務委託料の減少によりまして６億5,778万1,000円で、前年対比１

億1,115万4,000円、14.5％の減となります。 

  維持補修費につきましては、公共施設等の大規模改修が多く、普通建設費として工事を実

施しているため3,726万6,000円で、前年対比144万1,000円、3.7％の減となります。 

  補助費等につきましては、行政改革の一環として一律５％カットを実施したことや、少子

化による保育関係の補助が減少し12億3,749万1,000円で、前年対比1,471万9,000円、1.2％

の減となります。 

  次に、投資的経費についてですが７億1,579万9,000円となり、前年対比１億2,048万4,000

円、20.2％の増であります。 
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  補助事業では、橋梁補修工事で減少がありましたが、白田漁港津波対策整備工事の増で30

万円、0.1％の減と、前年とほぼ同額となっております。 

  単独事業では、防災情報システム整備に係る工事請負費の増や、町立体育センター改修工

事、稲取幼稚園屋上防水工事の皆増などを計上しており１億1,775万2,000円、42.3％の増と

なります。 

  以上、令和２年度一般会計予算の概要説明及び提案理由とさせていただきますが、依然と

して大変厳しい財政状況が続く中で、出産・子育て支援の充実、また移住・定住の促進、社

会基盤、また交通基盤の整備など、喫緊の課題解決や、また福祉関係の行政ニーズに対応し

ていくため、当面、緊急を要する事業以外は計画的な投資にとどまるものと考えております

ので、御理解をお願いいたします。 

  詳細につきましては、総務課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 総務課長。 

○総務課長（梅原裕一君） ただいま提案されました議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会

計予算の主な内容を御説明させていただきます。 

  １ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町の一般会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ52億5,000万円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  （債務負担行為） 

  第２条、地方自治法第214条の規定により、債務を負担する行為をすることができる事項、

期間及び限度額は、「第２表債務負担行為」によります。 

  （地方債） 

  第３条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」によります。 

  （一時借入金） 

  第４条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は７億

円と定めます。 
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  （歳出予算の流用） 

  第５条、地方自治法第220条第１項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めます。 

  第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  次に、款項の区分で概要説明をさせていただきますが、この予算の中で、「本年度」と申

し上げますのは「令和２年度」であり、「前年度」とは「令和元年度」といたします。また、

比較につきましては、令和２年度当初予算と令和元年度当初予算での比較で申し述べますの

で御理解をお願いいたします。 

  それでは、２ページを御覧ください。 

  第１表歳入歳出予算の歳入について御説明いたします。 

  １款町民税につきましては18億6,253万6,000円、前年対比3,854万5,000円、２％の減で、

構成比は35.5％であります。 

  まず、１項町民税につきましては、個人町民税と法人町民税で４億8,778万3,000円となり、

前年対比2,141万1,000円、4.2％の減であります。事業所廃業や給与所得者数の減を見込ん

だところであります。 

  ２項固定資産税につきましては、地価下落により11億2,589万円で、前年対比1,181万

6,000円、１％の減となります。 

  ３項軽自動車税につきましては3,707万3,000円で、前年対比2.7％の増を見込んでおりま

す。 

  ４項町たばこ税につきましては、たばこ離れ等の影響により9,478万9,000円で、前年対比

3.4％の減となっております。 

  ５項入湯税につきましては１億1,700万1,000円で、前年対比300万円、2.5％の減となりま

す。課税対象者を78万人と推計しております。 

  次に、２款地方譲与税につきましては5,490万円で、前年対比22％の増となっております。 

  １項自動車重量譲与税につきましては3,900万円で、前年対比21.9％の増となっておりま

す。 

  ２項地方揮発油譲与税につきましては1,200万円で、前年対比100万円の減となっておりま

す。 

  ４項森林環境譲与税につきましては390万円の皆増となっております。 
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  ３款利子割交付金につきましては90万円で、前年対比47.1％の減となっております。 

  ４款配当割交付金につきましては430万円で、前年同額であります。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金につきましては300万円で、前年対比40％の減であります。 

  ６款法人事業税交付金につきましては、申請された交付金であり、科目存置1,000円とし

ております。 

  ７款地方消費税交付金につきましては２億6,500万円で、前年対比4,500万円、20.5％の増

となっております。なお、構成比は５％であります。 

  ８款ゴルフ場利用税交付金につきましては1,200万円で、前年対比200万円、14.3％の減で

あります。 

  ９款環境性能割交付金につきましては400万円の皆増で、消費税率引上げに伴う税制改正

により交付されるものであります。 

  10款地方特例交付金につきましては577万5,000円で、前年対比207万5,000円、56.1％の増

であります。消費税率引上げに伴う税制改正の影響による減収補塡を見込み、増額としてお

ります。 

  ただいまの２款から10款の地方譲与税並びに各種交付金につきましては、国の地方財政計

画や県の試算した伸び率、また現下の経済情勢等に基づき、それぞれ予算計上しております。 

  次に、11款地方交付税につきましては10億500万円で、前年同額であります。構成比は

19.1％となっております。普通交付税では各種留意事項を踏まえた上で推計をし、実績を考

慮し、前年同額の９億3,000万円を計上いたしました。特別交付税につきましても7,500万円

と同額としております。 

  12款交通安全対策特別交付金につきましては80万円で、前年同額を計上しております。 

  13款分担金及び負担金につきましては1,378万5,000円で、前年対比2,517万9,000円、

64.6％の減となっております。保育料無償化による保育所、保育料負担金の減などを見込み、

減額となっております。 

  14款使用料及び手数料につきましては4,567万6,000円、前年対比501万2,000円、9.9％の

減となっております。 

  １項使用料につきましては3,930万7,000円で、こちらも幼児教育無償化による幼稚園使用

料の皆減などにより、前年対比10.9％の減となっております。 

  ３ページを御覧ください。 

  ２項手数料につきましては636万9,000円で、前年対比3.2％の減となっております。 
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  次に、15款国庫支出金につきましては４億5,788万9,000円、前年対比912万1,000円、２％

の減で、構成比は8.7％となっております。 

  １項国庫負担金につきましては２億7,851万7,000円で、前年対比3.7％の増となっており

ます。 

  ２項国庫補助金につきましては１億7,698万3,000円、前年対比610万8,000円、3.3％の減

で、橋梁のメンテナンスに対する社会資本整備総合交付金の減が主な要因であります。 

  ３項委託金につきましては238万9,000円で、参議院議員通常選挙費委託金の皆減により、

前年対比1,305万9,000円の減となっております。 

  16款県支出金につきましては３億3,276万円、前年対比1,825万3,000円、5.8％の増で、構

成比は6.3％となっております。 

  １項県負担金につきましては２億324万9,000円、前年対比772万9,000円、４％の増となっ

ております。 

  ２項県補助金につきましては9,440万4,000円、前年対比1,162万8,000円、14.1％の増で、

白田漁港の津波対策事業補助金の増が主な増額要因であります。 

  ３項委託金につきましては3,510万7,000円、前年対比110万4,000円、3.1％の減であり、

静岡県議会議員選挙費委託金の皆減が主な要因となっております。 

  17款財産収入につきましては6,223万6,000円、前年対比730万4,000円、10.5％の減で、構

成比は1.2％となっております。 

  １項財産運用収入につきましては6,037万円、前年対比730万4,000円、10.8％の減で、契

約更新による土地貸付収入減が主な要因でございます。 

  ２項財産売払収入につきましては186万6,000円、前年同額で、温水売払収入を計上してお

ります。 

  18款寄附金につきましては１億5,000万円で、ふるさと納税寄附金を見込額として、前年

同額を計上したところであります。 

  19款繰入金につきましては３億3,394万8,000円、前年対比1,796万1,000円、5.7％の増で、

構成比は6.4％となっております。 

  １項財産区繰入金につきましては８万3,000円で、稲取財産区特別会計からの繰入金であ

ります。 

  ２項特別会計繰入金につきましては７万円で、後期高齢者医療特別会計からの繰入金であ

ります。 
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  ３項基金繰入金につきましては３億3,379万5,000円、前年対比1,796万8,000円の増で、財

政調整基金から２億3,600万円、ふるさと納税基金から9,405万5,000円、育英奨学基金から

374万円をそれぞれ基金条例の目的に沿って繰入れいたします。 

  20款繰越金につきましては、前年度予算執行状況などから実質収支額6,000万円を見込み、

そのうち地方自治法233条の２の規定による基金への編入を3,000万円といたしましたので、

予算計上額は前年度と同額の3,000万円となります。予算全体に占める割合は0.6％となって

おります。 

  21款諸収入につきましては8,199万4,000円、前年対比1,877万1,000円、29.7％の増で、構

成比は1.6％となっております。 

  １項延滞金、加算金及び過料につきましては320万円で、町税の延滞金であります。 

  ２項町預金利子につきましては1,000円で、前年同額を計上いたしました。 

  次の、３項貸付金元利収入につきましては24万円で、育英奨学金の返還金であります。 

  ４項雑入につきましては7,855万3,000円で、前年対比1,934万7,000円、32.7％の増で、町

立体育センター改修事業に対するスポーツ振興くじ助成金などの増が要因であります。 

  最後に、22款町債につきましては５億2,350万円、前年対比１億400万円、24.8％の増とな

り、構成比は10％となっております。農林水産業債、土木債、商工債、消防債、教育債及び

臨時財政対策債を計上しております。 

  恐れ入りますが、７ページを御覧ください。 

  本予算の第３条で定めました第３表地方債の内容でございますが、限度額５億2,350万円

で、起債の方法につきましては、証書借入といたします。利率については、年５％以内とし、

償還方法を定めたものでございます。なお、地方債の現在高の見込みに関する調書につきま

しては、予算書225ページに記載しておりますので、御覧の上、御確認をお願いいたします。 

  恐れ入りますが、４ページへお戻りください。 

  歳出につきましても、款項の区分で御説明申し上げます。 

  まず、１款議会費につきましては6,406万4,000円、前年対比39万4,000円、0.6％の増で、

構成比は1.2％となっております。内容につきましては、議員報酬、各常任委員会活動費及

び事務局職員人件費などが主なものとなっております。 

  ２款総務費につきましては９億7,530万4,000円、前年対比2,513万7,000円、2.5％の減で、

構成比は18.6％となっております。 

  １項総務管理費につきましては８億81万8,000円、前年対比10万8,000円の増であります。
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全般的な需用費や庁舎維持管理費、自治振興費、地球温暖化対策費、電算費などを計上して

おります。また継続事業といたしまして、若者定住促進住宅取得補助金や地域おこし協力隊

事業、ふるさと納税寄附推進事業などにより、移住定住の促進、また、地域の活性化対策に

取り組んでまいります。 

  ２項徴税費につきましては9,691万6,000円、前年対比13.9％の減であります。税務担当職

員人件費、賦課徴収事務費等を計上しております。 

  ３項戸籍住民基本台帳費につきましては5,836万4,000円、前年対比29.5％の増で、戸籍住

民関係経費、マイナンバーや証明書、コンビニ交付関連の事務的経費のほか、窓口事務包括

委託事業や戸籍電算システムのクラウド化経費を計上しております。 

  ４項選挙費につきましては624万4,000円、前年対比2,849万8,000円の減で、参議院議員通

常選挙費、静岡県議会議員選挙費及び東伊豆町議会議員選挙費の皆減が主な要因です。 

  ５項統計調査費につきましては1,195万1,000円、前年対比94.7％の増であります。本年度

は国勢調査の経費を計上しております。 

  ６項監査委員費につきましては100万8,000円で、監査事務諸費を計上しております。 

  次に、３款民生費につきましては13億4,081万8,000円、前年対比1,279万9,000円、１％の

増で、構成比は25.5％となっております。 

  １項社会福祉費につきましては10億3,187万9,000円、前年対比2.5％の増であります。後

期高齢者医療等の老人福祉費、国民健康保険費、また介護保険費等を計上しております。 

  ２項児童福祉費につきましては３億452万1,000円、前年対比４％の減であります。保育所

入所委託料や小規模保育、保育ママ、放課後児童クラブ運営事業などを計上したほか、子ど

も医療費助成事業や子宝祝金、子育て用具購入費補助金などを継続して予算化し、子育て支

援の充実を図ります。 

  ３項国民年金事務取扱費につきましては431万8,000円、前年対比9.2％の増で、国民年金

事務の取扱いに係る経費を計上しております。 

  ４項災害救助費につきましては10万円で、前年度と同額を計上いたしました。 

  次に、４款衛生費につきましては５億4,740万7,000円、前年対比519万3,000円、0.9％の

減で、構成比は10.4％となっております。 

  １項保健衛生費につきましては２億2,033万7,000円、前年対比3.3％の増で、保健福祉セ

ンター維持管理事業費や各種保健対策事業費、環境衛生費、美化推進費及び担当職員人件費

等を計上しております。 
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  ２項清掃費につきましては３億2,707万円、前年対比3.6％の減となっております。ごみ収

集委託料や東河環境センター分担金、最終処分場包括的運転管理委託料が主な内容でありま

す。 

  ５款農林水産業費につきましては１億6,965万9,000円、前年対比2,514万8,000円、17.4％

の増で、構成比は3.2％となっております。 

  １項農業費につきましては7,329万6,000円、0.4％の減であります。農業委員会費をはじ

め、農業振興費補助金、有害鳥獣対策費、中山間地域総合整備事業負担金等を計上しており

ます。 

  ２項林業費につきましては2,035万8,000円、前年対比0.9％の減となっております。優良

景観樹木保全事業や公園緑地維持管理事業等を計上いたしました。 

  ３項水産業費につきましては7,600万5,000円、前年対比50.9％の増となっております。白

田漁港津波対策工事のほか、漁業振興費補助金や稲取漁港整備事業地元負担金等を計上して

おります。 

  次に、６款商工費につきましては１億6,366万9,000円、前年対比1,071万円、6.1％の減で、

構成比は3.1％となっております。観光協会補助金や商工会補助金をはじめ、町内景気対策

や観光振興対策に要する経費を計上しております。 

  次に、７款土木費につきましては３億8,303万3,000円、前年対比6,586万円、14.7％の減

で、構成比は7.3％となっております。 

  １項土木管理費につきましては3,249万9,000円、前年対比16.6％の増で、地籍調査業務や

境界確定のための事務委託料、その他担当職員人件費などが主な内容となっております。 

  ２項道路橋りょう費につきましては３億293万2,000円、前年対比15.4％の減で、道路維持

費では町道全般維持補修工事を計上し、また道路新設改良費では橋梁長寿命化のための設計

委託料や工事請負費のほか、継続事業の湯ノ沢草崎線法面対策工事ほか、３路線の改良工事

費を計上いたしました。 

  ３項河川費につきましては1,439万円、前年対比12.3％の減で、湯ケ岡山田水路や湯ケ岡

赤川線改築事業付帯工事を計上しております。 

  ４項都市計画費につきましては3,188万1,000円、前年対比10.3％の減で、都市公園並びに

唐沢汚水処理場の維持管理費及び担当職員人件費を計上いたしました。 

  ５項住宅費につきましては133万1,000円、前年対比88％の減で、稲取町営住宅ベランダ改

修工事の皆減が減額要因であります。 
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  次に、８款消防費につきましては５億1,556万7,000円、前年対比3,523万7,000円、7.3％

の増で、構成比は9.8％となっております。防災情報システム整備に係る工事請負費の増に

より、増額となりました。 

  次に、９款教育費につきましては５億2,721万4,000円、前年対比１億3,913万円、35.9％

の増で、構成比は10％となっております。 

  １項教育総務費につきましては１億467万2,000円、前年対比2.7％の減となっております。

教育委員会並びに教育委員会事務局運営費や国際教育推進事業などを計上しております。 

  ５ページを御覧ください。 

  ２項小学校費につきましては4,980万6,000円、前年対比20.8％の増で、学校施設の維持管

理事業や教育振興費を計上しております。 

  ３項中学校費につきましては4,154万2,000円、前年対比4.4％の増となっております。中

学校費におきましても、学校施設の維持管理事業や教育振興費を計上しております。 

  ４項幼稚園費につきましては１億1,690万4,000円、前年対比28.2％の増となっております。

稲取幼稚園屋上防水工事を計上しております。 

  ５項社会教育費につきましては3,976万円、前年対比21.3％の増であります。図書館高圧

受電設備更新工事などが増額の要因であります。 

  ６項保健体育費につきましては１億7,051万4,000円、前年対比139.1％の増であります。

町立体育センター改修工事が主な増額要因であります。 

  ７項育英奨学費につきましては401万6,000円で、育英奨学金の貸付金及び育英奨学基金へ

の積立金を計上しております。 

  次に、10款災害復旧費につきましては452万円、前年対比303万2,000円、203.8％の増で、

構成比は0.1％であります。 

  次に、11款公債費につきましては５億4,874万5,000円、前年対比1,216万円、2.3％の増で、

構成比は10.5％となっております。内容につきましては、元金償還金５億1,162万7,000円、

公債利子3,619万3,000円、一時借入金利子50万円を見込んだほか、諸費として２万5,000円

を計上したものであります。臨時財政対策債の償還額増加により元金償還金が増額となって

おります。 

  最後に、12款予備費につきましては1,000万円で、予算総額の0.2％を計上いたしました。 

  ６ページをお開きください。 

  第２表につきましては、債務負担行為として令和２年度設定分をお示ししております。事
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項、期間、限度額等を御覧の上、御理解をお願いいたします。なお、債務負担行為が翌年度

以降にわたるものにつきましては、222ページ以降に調書を掲載してございますので、後ほ

ど御確認ください。 

  ７ページを御覧ください。 

  第３表地方債につきましては、歳入の22款地方債の限度額等をお示ししてございますので、

御確認をお願いいたします。 

  ８ページをお開きください。 

  先ほど御説明いたしました各款の歳入概要につきまして、この事項別明細書総括表で前年

度比較も含めお示ししておりますので、御確認をお願いいたします。 

  ９ページを御覧ください。 

  同様に、歳出の前年度比較及び財源内訳の総括表となっております。 

  歳出予算総額の特定財源内訳につきましては、国県支出金が７億9,064万9,000円、地方債

が３億3,350万円、その他財源が４億954万8,000円となります。一般財源につきましては37

億1,630万3,000円となっております。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお

願いいたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第２５号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算 

◎日程第３ 議案第２６号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 

◎日程第４ 議案第２７号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算 

◎日程第５ 議案第２８号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算 

◎日程第６ 議案第２９号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算 

◎日程第７ 議案第３０号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松

崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業

特別会計予算 

◎日程第８ 議案第３１号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予

算、日程第３ 議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算、日程第４ 
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議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算、日程第５ 議案第28号 令和２年

度東伊豆町稲取財産区特別会計予算、日程第６ 議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電

事業特別会計予算、日程第７ 議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆

町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算、日程第８ 議案

第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算を一括議題とします。 

  町長より順次提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算につきま

して概要を申し上げ、提案理由といたします。 

  令和２年度の国民健康保険特別会計歳入歳出予算の総額は17億5,706万2,000円で、前年度

当初予算に比べまして3,834万8,000円、2.1％の減となっております。 

  まず、歳入につきましては、主な内容を申し上げますと、国民健康保険税が３億4,041万

1,000円で、前年度当初予算に比べ7.0％の減で、歳入総額の19.4％となっております。県支

出金が12億6,677万円で、歳入総額の72.1％となっております。繰入金は１億3,466万円で、

前年度当初予算に比べまして18.3％の増で、歳入総額の7.7％を占めております。諸収入は

1,492万円で、前年度当初予算に比べまして0.5％の減で、歳入総額の0.8％を占めておりま

す。 

  次に、歳出の主な内容につきましては、保険給付費が12億4,855万9,000円で、前年度当初

予算に比べまして2.5％の減で、歳出総額の71.1％となっております。国民健康保険事業費

納付金は４億5,658万4,000円で、前年度当初予算に比べ2.1％の減で、歳出総額の26.0％と

なっております。保健事業費は2,911万3,000円で、前年度当初予算に比べまして5.8％の増

で、歳出総額の1.6％となっております。諸支出金は1,210万円で、前年度当初予算と同額で、

歳出総額の0.6％となっております。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

  次に、議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算につきまして概要を

申し上げまして、提案理由といたします。 

  令和２年度の後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算の総額は１億9,923万6,000円で、前年

度当初予算に比べて1,450万7,000円、7.9％の増となっております。 
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  まず、歳入の主な内容を申し上げますと、後期高齢者医療保険料が１億5,420万2,000円で、

前年度当初予算に比べまして8.8％の増で、歳入総額の77.4％となっております。繰入金は

4,461万1,000円で、前年度当初予算に比べまして4.7％の増で、歳入総額の22.4％となりま

す。 

  歳出の主な内容につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金が１億9,881万5,000円で、

前年度当初予算に比べまして7.9％の増で、歳出総額の99.8％となる内容でございます。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

  次に、議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算につきまして概要を申し上

げまして、提案理由といたします。 

  令和２年度の介護保険特別会計歳入歳出予算の総額は13億92万4,000円で、前年度当初予

算に比べまして1,741万5,000円、1.4％の増となっております。 

  まず、歳入の主な内容を申し上げますと、介護保険料が２億8,160万5,000円、前年度当初

予算に比べまして3.9％の減で、歳入総額の21.6％となっております。国庫支出金は３億677

万7,000円で23.6％、支払基金交付金が３億3,539万2,000円で25.8％、県支出金が１億8,244

万5,000円で14.0％、繰入金は１億9,247万5,000円で14.8％となります。 

  次に、歳出の主な内容につきましては、総務費が1,060万7,000円で、前年度当初予算に比

べて19.2％の減で、歳出総額の0.8％となっております。保険給付費は12億1,429万6,000円

で、前年度当初予算に比べまして2.2％の増で、歳出総額の93.3％、地域支援事業費は5,768

万1,000円で、前年度当初予算に比べまして3.2％の増で、歳出総額の4.4％となる内容でご

ざいます。 

  詳細につきましては、健康づくり課参事より説明いたさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

  次に、議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算につきまして概要を申し

上げ、提案理由といたします。 

  令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算の総額は65万2,000円で、前年度に比べて１

万円、1.5％の減となります。天草事業の配分金見込みが３万円から２万円になったことが、

減額の要因となっております。 

  詳細につきましては、企画調整課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 
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  次に、議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算につきまして概要を申

し上げ、提案理由といたします。 

  令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算の総額は2,000万3,000円で、前年度と同額

となりました。売電収入を実績等から見込み、調整したものであります。 

  詳細につきましては、企画調整課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願い

いたします。 

  次に、議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆

町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算につきまして、提案理由を申し上げます。 

  平成31年度より、賀茂地域１市５町におきまして実施しております、幼児教育アドバイザ

ー共同設置事業の特別会計予算を計上するものであります。 

  特別会計歳入歳出予算の総額は226万1,000円となります。 

  詳細につきましては、教育委員会事務局長より説明いたさせますので、よろしく審議をお

願いいたします。 

  次に、議案第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算について概要を申し上げ、提案

理由といたします。 

  水道事業収益は４億3,148万2,000円で、前年度に比べまして883万6,000円、２％の減とい

たしました。前年度実績を参考に、減収を見込んだところであります。 

  水道事業費用は４億2,719万1,000円で、前年度に比べ1,771万6,000円、4.3％の増といた

しました。動力費や消費税の増などを見込んでおります。 

  資本的支出は１億9,666万5,000円で、前年度に比べ1,064万、5.1％の減といたしました。 

  主な事業では、稲取地区の新規の井戸活用に向けた詳細設計や、新白田浄水場建設に向け

ました測量、地質調査などを予定しております。 

  詳細につきましては、水道課長より説明いたさせますので、よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） ただいま提案されました議案第25号 令和２年度東伊豆

町国民健康保険特別会計予算について、概要を説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、226ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 
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  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ17億5,706万2,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  （一時借入金） 

  第２条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は１億

円と定めます。 

  （歳出予算の流用） 

  第３条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めます。 

  第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。 

  227ページをお開きください。 

  第１表歳入歳出予算の歳入について、款項の区分で概要を説明させていただきます。 

  １款１項国民健康保険税は３億4,041万1,000円で、前年度対比2,569万円、7.0％の減で、

予算全体の19.4％を占めております。減額の主な要因は、被保険者数の減少によるものです。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料は30万円で、督促手数料でございます。 

  ４款県支出金、１項県補助金は12億6,677万円、前年度対比3,330万円の減で、予算全体の

72.1％を占めております。保険給付に要する額が県から交付されます。 

  ６款繰入金は１億3,466万円で、前年度対比2,082万1,000円、18.3％の増で、予算全体の

7.7％を占めております。 

  １項一般会計繰入金は１億2,168万1,000円で、一般会計からの法定繰入金です。 

  ２項基金繰入金は1,297万9,000円で、歳入歳出予算調整のため、国民健康保険事業基金積

立から繰り入れるものです。 

  ８款諸収入は1,492万円で、前年度対比８万円、0.5％の減で、予算全体の0.8％を占めて

おります。 

  １項延滞金、加算金及び過料は402万円で、一般及び退職被保険者の延滞金でございます。 

  ３項雑入は1,090万円で、前年度の３月支払い分の保険給付費に関する精算、返還分や第

三者行為の納付金等であります。 

  228ページを御覧ください。 

  次に、歳出につきましても、款項の区分で申し上げます。 
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  １款総務費は970万6,000円で、前年度対比192万7,000円、24.8％の増であります。主な内

容として、１項総務管理費は709万1,000円で、全般的な需用費、役務費、委託料を、２項徴

税費は194万2,000円で印刷製本費や郵送料等を計上させていただきました。 

  ２款保険給付費は12億4,855万9,000円で、前年度対比3,189万1,000円、2.5％の減で、予

算全体の71.1％を占めております。 

  １項療養諸費は10億8,352万7,000円で、前年度対比2,910万9,000円、2.6％の減となって

おります。令和元年度の医療費実績により推計し、計上させていただきました。 

  ２項高額療養費は１億5,729万9,000円で、前年度対比337万2,000円、2.1％の減となって

おります。 

  ４項出産育児諸費は588万3,000円で、14人分を計上させていただきました。 

  ５項葬祭諸費は175万円で、前年度対比25万円、12.5％の減となっております。 

  ３款国民健康保険事業費納付金は４億5,658万4,000円で、前年度対比996万7,000円、

2.1％の減で、予算全体の26.0％を占めております。 

  １項医療給付費分は３億709万4,000円、２項後期高齢者支援金等分は１億854万円、３項

介護納付金分は4,095万円で、国の仮係数等に基づき県から示された納付金額を計上いたし

ました。 

  ６款保健事業費は2,911万3,000円で、前年度対比158万4,000円、5.8％の増です。 

  １項保健事業費は614万7,000円で、人間ドック補助金などを計上しております。 

  ２項特定健康診査等事業費は2,296万6,000円で、前年度対比162万5,000円の増となってお

ります。未受診者対策等を充実させるための委託料などを計上いたしました。 

  ９款諸費支出金、１項償還金及び還付加算金は1,210万円で、前年度と同額を計上いたし

ました。保険税の還付金及び前年度の３月支払い分の保険給付費に関し精算の処理が必要と

なるため、県への返還金を予算計上しております。 

  10款予備費は100万円とさせていただきます。 

  次のページ、229ページ、230ページをお開きください。 

  ただいま説明いたしました各款の歳入歳出の内容につきましては、この歳入歳出予算事項

別明細書で前年度比較を加え総括してありますので、御覧の上、御理解をお願いしたいと思

います。 

  次に、230ページの財源内訳ですが、合計で申し上げます。 

  国県支出金が12億6,677万円、その他財源は１億3,466万円、一般財源は３億5,563万2,000
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円という内訳となっております。 

  以上、簡単ですが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

  続きまして、議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算について、概

要を説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、254ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億9,923万6,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  次のページ、255ページをお開きください。 

  第１表歳入歳出予算の歳入について、款項の区分で概要を説明させていただきます。 

  １款１項後期高齢者医療保険料は１億5,420万2,000円、前年度対比1,249万6,000円、

8.8％の増で、予算全体の77.4％を占めております。令和２年度、３年度の保険料率は、均

等割額４万2,100円、所得割8.07％、賦課限度額64万円となります。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料は７万円で、前年度と同額、督促手数料となります。 

  ３款繰入金、１項一般会計繰入金は4,461万1,000円、前年度対比201万1,000円、4.7％の

増で、予算全体の22.4％を占めております。保険料軽減分に係る一般会計からの法定繰入金

です。 

  ４款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料は35万2,000円で、保険料還付に係る後期高齢

者医療広域連合からの納付金になります。 

  ５款繰越金につきましては、科目存置でございます。 

  256ページを御覧ください。 

  次に、歳出につきましても、款項の区分で申し上げます。 

  １款１項後期高齢者医療広域連合納付金は１億9,881万5,000円、前年度対比1,450万7,000

円、7.9％の増で、予算全体の99.8％を占めております。徴収した保険料等を後期高齢者医

療広域連合へ納付金として納付するものです。 

  ２款諸支出金は42万1,000円で、内訳は１項償還金及び還付加算金で35万1,000円、２項繰

出金７万円となっております。 

  257ページ、258ページをお開きください。 
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  ただいま説明いたしました各款の歳入歳出の内容につきましては、この歳入歳出予算事項

別明細書で前年度比較を加え総括してありますので、御覧の上、御理解をお願いしたいと思

います。 

  次に、258ページの財源内訳ですが、合計で申し上げます。 

  特定財源のその他で4,503万2,000円、一般財源で１億5,420万4,000円となっております。 

  以上、簡単ですが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） この際、10時35分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時２１分 

 

再開 午前１０時３５分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ再開します。 

  健康づくり課参事。 

○健康づくり課参事（齋藤和也君） 続きまして、議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険

特別会計予算について、概要を説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、263ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ13億92万4,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めます。 

  第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。 

  264ページをお開きください。 

  次に、第１表歳入歳出予算の歳入の款項の区分で概要説明をさせていただきます。 

  １款保険料、１項介護保険料は２億8,160万5,000円で、前年度対比1,154万円、3.9％の減
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で、予算全体に占める割合は21.6％でございます。65歳以上の方の特別徴収保険料と普通徴

収保険料で基準月額は4,840円でございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料は10万円を計上させていただきました。督促手数料と

なります。 

  ３款国庫支出金は３億677万7,000円で、前年度対比736万8,000円、2.5％の増で、予算全

体に占める割合は23.6％でございます。 

  １項国庫負担金は、介護給付費負担金で２億2,124万1,000円、前年度対比500万1,000円、

2.3％の増で、負担率は保険給付費の施設分15％、その他分20％でございます。実績に伴う

給付費の増によるものです。 

  ２項国庫補助金は、調整交付金、地域支援事業交付金及び保険者機能強化推進交付金で

8,553万6,000円、2.9％の増で、負担率は調整交付金が約５％、地域支援事業のうち介護予

防・日常生活支援事業に15％、包括的支援事業・任意事業38.5％、保険者機能強化推進交付

金につきましては、国が自立支援重度化防止等の取組を支援するため、町の取組状況を点数

化し、その点数に基づき算出された額が交付されるものです。 

  ４款１項支払基金交付金は３億3,539万2,000円で、前年度対比735万7,000円、2.2％の増

で、予算全体に占める割合は25.8％になります。２号被保険者の保険料となります。 

  ５款県支出金は１億8,244万5,000円で、前年度対比395万2,000円、2.2％の増で、予算全

体に占める割合は14.0％となります。 

  １項県負担金は、現年度分の介護給付費県負担金で１億7,340万3,000円、前年度対比

2.1％の増で、負担率は保険給付費施設分17.5％、その他分12.5％でございます。 

  ２項県補助金は、地域支援事業交付金で904万円、前年度対比3.7％の増で、負担率は介護

予防・日常生活支援事業12.5％、包括的支援事業19.25％でございます。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入は、科目存置です。 

  ７款繰入金は１億9,247万5,000円で、前年度対比1,028万9,000円、5.7％の増で、予算全

体に占める割合は14.8％となります。 

  １項一般会計繰入金は、介護給付費繰入金、地域支援事業繰入金及び事務費繰入金、包括

支援センターの人件費分繰入金、低所得者保険料軽減繰入金で１億9,247万4,000円、前年度

対比5.7％の増で、負担率は保険給付費及び地域支援事業の介護予防・日常生活支援事業が

12.5％、包括的支援事業・任意事業は19.25％でございます。 

  ８款１項繰越金は、前年度と同額の200万円を計上いたしました。 
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  ９款諸収入は12万9,000円で、前年度対比7.9％の減で、主に雑入でございます。 

  265ページを御覧ください。 

  歳出につきましても、款項の区分で申し上げます。 

  １款総務費は1,060万7,000円で、前年度対比252万8,000円、19.3％の減で、予算全体に占

める割合は0.8％でございます。 

  １項総務管理費は109万7,000円、前年度対比61.0％の減であります。全般的な需用費、役

務費、委託料などを計上してあります。 

  ２項徴収費は155万4,000円、前年度対比1.5％の増で、納入通知書等の印刷製本費と郵便

料が主なものでございます。 

  ３款介護認定審査会費は795万6,000円、前年度対比9.5％の減で、主に賀茂郡介護認定審

査会負担金、認定調査費などを計上してあります。 

  ２款保険給付費は12億1,429万6,000円で、前年度対比2,655万5,000円、2.2％の増で、予

算全体に占める割合は93.3％でございます。介護給付費等の実績により計上いたしました。 

  １項介護サービス等諸費は11億1,982万1,000円、前年度対比2.0％の増で、要介護認定者

の居宅介護サービス給付費等になります。 

  ２項介護予防サービス等諸費は3,121万1,000円、前年度対比17.8％の増で、要支援者の介

護予防サービス給付費等になります。 

  ４項高額介護サービス等費は2,228万8,000円で、前年度対比0.6％の増で、負担限度額を

超える介護給付の自己負担に対して補塡するもので、実績により算出してございます。 

  ５項高額医療合算介護サービス等費は328万円で、前年度対比4.7％の増で、実績により算

出してございます。 

  ６項特定入所者介護サービス等費は3,678万2,000円で、前年度対比2.2％の減で、低所得

者の施設入所時における食費、居住費の補足給付になります。 

  ３款１項財政安定化基金拠出金は、科目存置です。 

  ４款１項基金積立金は1,698万8,000円で、介護保険給付費準備基金への積立金です。 

  ５款地域支援事業費は5,768万1,000円で、前年度対比177万4,000円、3.2％の増で、予算

全体に占める割合は4.4％になります。 

  １項介護予防・生活支援サービス事業費は2,526万4,000円で、前年度対比2.1％の増、介

護予防・生活支援サービス費、介護予防ケアマネジメント費等でございます。 

  ２項一般介護予防事業費は266万円で、前年度対比7.4％の増で、介護予防事業費等でござ
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います。 

  ３項包括的支援事業等費は2,967万4,000円で、前年度対比3.8％の増、人件費及び在宅医

療介護連携推進事業、生活支援体制整備事業の委託料や、認知症総合支援事業費等でござい

ます。 

  ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は35万1,000円で、保険料過誤の還付金でござ

います。 

  ７款１項予備費は100万円で、前年度と同額を計上させていただきました。 

  266ページ、267ページをお開きください。 

  ただいま説明いたしました各款の歳入歳出の内容につきましては、この歳入歳出予算事項

別明細書で前年度比較を加え総括してありますので、御覧の上、御理解をお願いしたいと思

います。 

  次に、267ページの財源内訳ですが、合計で申し上げます。 

  国県支出金が４億8,922万2,000円、その他の財源が３億3,561万8,000円、一般財源は４億

7,608万4,000円という内訳となっております。 

  以上、簡単ですが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（村木善幸君） 議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算に

ついて、説明させていただきます。 

  307ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町の稲取財産区特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ65万2,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  次に、款項の区分で概要説明をさせていただきます。 

  308ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算の歳入について御説明いたします。 

  １款財産収入、１項財産運用収入は65万円で、前年対比１万円、1.5％の減となります。

土地貸付料23万円、むかい庵の稲取温泉旅館組合の土地貸付料40万円は、前年同額となりま

すが、天草事業配分金を前年対比１万円減の２万円で見込んでおります。 
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  ２款１項繰越金及び３款諸収入、１項預金利子は、科目存置とさせていただきました。 

  次に、309ページの歳出ですが、１款管理会費、１項管理会委員会費は51万9,000円で、前

年同額となります。内容は７名の委員報酬及び天草用地使用保証料です。 

  ２款諸支出金、１項繰出金は、一般会計の繰出金８万3,000円で、前年対比7,000円、

7.8％の減となります。要因は天草事業配分金の減額を見込んだためのものでございます。 

  ３款１項予備費は５万円で、前年対比3,000円、5.7％の減となります。 

  恐れ入りますが、310ページ、311ページを御覧ください。 

  歳入歳出予算事項別明細書で、予算内容を総括いたしております。 

  歳入歳出の予算の合計は、歳入歳出それぞれ65万2,000円で、前年対比１万円の減となっ

ております。本年度予算の財源内訳は全て一般財源となっております。 

  以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたし

ます。 

  続きまして、議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算について、御説

明させていただきます。 

  316ページをお開きください。 

  令和２年度東伊豆町の風力発電事業特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ2,000万3,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 

  （歳出予算の流用） 

  第２条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めます。 

  第１号、電気事業費の各項に計上した予算額に過不足が生じた場合における同一款内での

これらの経費の各項の間の流用。 

  次に、款項の区分で概要説明をさせていただきます。 

  恐れ入りますが、317ページをお開きください。 

  第１表歳入歳出予算の歳入について、御説明いたします。 

  １款財産収入、１項財産運用収入の予算額1,000円は、預金利子を見込んだものでありま

す。 
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  ２款繰入金、１項基金繰入金及び３款１項繰越金1,000円は、科目存置とさせていただき

ました。 

  ４款諸収入、１項収益事業収入2,000万円は、令和元年度の売電収益実績等から算定した

ものでございます。 

  次に、318ページの歳出ですが、１款電気事業費は1,950万3,000円で、前年同額となりま

す。 

  １項電気事業管理費は２万円で、前年同額となります。 

  ２項風力発電事業費は1,948万3,000円で、前年同額となります。主な内容ですが、施設稼

働時の電気料、修繕料、予期できない事故等により運転を停止した場合に売電収入を保証す

る保険料、施設保安管理委託料等を計上してございます。保安管理委託料は1,100万円で、

前年対比100万円、10.0％の増となっております。基金積立金は129万4,000円で、前年対比

137万6,000円、51.5％の減となっております。 

  ４款１項予備費は、前年同額の50万円を計上いたしました。 

  319ページ、320ページを御覧ください。 

  歳入歳出予算事項別明細書で内容を総括してあります。 

  本年度の歳入歳出予算の予算総額は歳入歳出それぞれ2,000万3,000円で、前年同額となり

ました。なお、財源内訳は特定財源でその他1,000円、一般財源2,000万2,000円です。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいた

します。 

○議長（村木 脩君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（梅原 巧君） ただいま上程されました議案第30号 令和２年度下田

市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業

特別会計予算について、概要を御説明させていただきます。 

  恐れ入りますが、327ページをお開きください。 

  令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイ

ザー共同設置事業特別会計予算は、次に定めるところによります。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ226万1,000円と定めます。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」

によります。 
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  次のページ、328ページを御覧ください。 

  第１表歳入歳出予算の歳入について、款項の区分で概要を説明申し上げます。 

  １款分担金及び負担金、１項負担金は226万円、前年対比28万5,000円、14.4％の増となっ

ております。これは賀茂地域１市５町の負担金となります。 

  ２款繰越金、１項繰越金は1,000円となっておりますが、こちらは科目存置となります。 

  329ページを御覧ください。 

  次に、歳出についても、款項の区分で申し上げます。 

  １款総務費、第１項総務管理費のみとなっておりまして226万1,000円、前年度対比28万

5,000円、14.5％の増。主な支出はアドバイザーの雇人料184万9,000円となります。 

  330ページ、331ページをお開きください。 

  ただいま御説明いたしました各款の歳入歳出の内容につきましては、この歳入歳出予算事

項別明細書で前年度比較を加え総括してございますので、御覧の上、御理解をお願いいたし

たいと思います。 

  次に、331ページの財源内訳ですが、財源につきましては、特定財源その他が226万円、一

般財源が1,000円となります。 

  以上、簡単でございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いい

たします。 

○議長（村木 脩君） 水道課長。 

○水道課長（鈴木貞雄君） 議案第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算について、概

要を説明させていただきます。 

  １ページを御覧ください。 

  （総則） 

  第１条、令和２年度東伊豆町水道事業会計の予算は、次に定めるところによります。 

  （業務の予定量） 

  第２条、業務の予定量は、次のとおりといたします。 

  第１号、給水件数、5,820件。 

  第２号、年間総給水量、230万6,000立方メートル。 

  第３号、一日平均給水量、6,317立方メートル。 

  第４号、主な事業、稲取地区新規井戸活用に向けた詳細設計、新白田浄水場建設に向けた

測量地質調査などを予定しております。 
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  （収益的収入及び支出） 

  第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めます。 

  （収入） 

  第１款水道事業収益４億3,148万2,000円。 

  第１項営業収益４億1,273万5,000円。 

  第２項営業外収益1,874万7,000円といたします。 

  （支出） 

  第１款水道事業費用４億2,719万1,000円。 

  第１項営業費用３億9,107万2,000円。 

  第２項営業外費用3,511万8,000円。 

  第３項特別損失1,000円。 

  第４項予備費100万円といたします。 

  ２ページをお開きください。 

  （資本的収入及び支出） 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めます。 

  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億9,666万5,000円は、過年度分損益勘

定留保資金１億9,666万5,000円で補塡するものといたします。 

  （支出） 

  第１款資本的支出１億9,666万5,000円。 

  第１項建設改良費9,975万7,000円。 

  第２項企業債償還金9,690万8,000円といたします。 

  （債務負担行為） 

  第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は次のとおりと定めます。 

  事項、水道検針業務委託、期間、令和３年度から令和４年度まで、限度額を1,095万4,000

円といたします。 

  （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

  第６条、予定支出の各項の経費を流用することができる場合は、次のとおりと定めます。 

  第１号、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用と営業外費用の間の

流用。 

  （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 
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  第７条、次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費に流用し、または

それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  第１号、職員給与費8,862万8,000円といたします。 

  （たな卸資産の購入限度額） 

  第８条、たな卸資産の購入限度額は879万3,000円と定めます。 

  14ページをお開きください。 

  予算参考書で概要を御説明いたします。 

  まず、収益的収入ですが、１款水道事業収益は４億3,148万2,000円で、前年対比883万

6,000円、２％の減といたします。 

  １項営業収益は４億1,273万5,000円で、前年対比792万円の減といたします。水道料金収

入を前年度実績から推計し、給水収益で700万円の減、簡易水道収益で170万円の減を見込み

ました。 

  ２項営業外収益は1,874万7,000円で、前年対比91万6,000円の減といたします。主な内容

は、長期前受金戻入などとなっております。 

  次に、収益的支出ですが、１款水道事業費用は４億2,719万1,000円で、前年対比1,771万

6,000円、4.3％の増といたします。 

  １項営業費用は３億9,107万2,000円で、前年対比1,709万3,000円の増といたします。動力

費や修繕費などが増加しております。 

  17ページをお開きください。 

  ２項営業外費用は3,511万8,000円で、前年対比62万3,000円の増といたします。消費税及

び地方消費税が増加しております。 

  ３項特別損失は、科目存置の1,000円でございます。 

  ４項予備費は、前年同額の100万円といたします。 

  18ページを御覧ください。 

  資本的収入ですが、前年度の固定資産売却代金がなくなり皆減となります。 

  資本的支出ですが、１款資本的支出１億9,666万5,000円で、前年対比1,064万円、5.1％の

減といたします。 

  １項建設改良費は9,975万7,000円で、前年対比1,301万8,000円の減といたします。町道天

神原線配水管更新工事などを12件の工事請負費や、稲取地区新規井戸整備に係る詳細設計業

務及び新白田浄水場建設に係る測量、地質調査業務の調査費などを計上しております。 
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  ２項企業債償還金は9,690万8,000円です。 

  なお、６ページには予定キャッシュフロー計算書、11ページには予定貸借対照表などを添

付してございますので、御参照ください。 

  以上、簡単ではございますが、概要説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。 

○議長（村木 脩君） 以上で、提案されました令和２年度の各会計の当初予算の概要説明を

終了します。 

  など、大綱質疑の締切りにつきましては、本日の午前11時30分までとします。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。 

  よって、大綱質疑の締切りを本日の午前11時30分までとします。 

  なお、質問の範囲は款項目の事業までとしますので、御承知ください。詳細については特

別委員会にて質疑していただくようお願いします。 

  通告書につきましては、あらかじめ配付してあります用紙を御使用ください。 

  なお、大綱質疑締切り後、議会運営委員会を開催します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（村木 脩君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  10日は午後１時からの本会議となります。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまです。 

 

散会 午前１１時０１分 
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開議 午後 １時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は11名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第１回定例会７日目は成立いたしましたので、開会します。 

  なお、14番、山田議員より本定例会を欠席するとの届出がありましたので、御報告します。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付いたしたとおりでありま

す。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 議案第２４号 令和２年度東伊豆町一般会計予算 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算を議題とし

ます。 

  これより大綱質疑を行います。 

  大綱質疑の範囲は事業別までとし、質疑の回数は通告分を含め２回まで、質疑と答弁を含

め１人30分以内とします。 

  なお、予算に対する質疑ですので、一般質問のようにならないよう御注意願います。 

  11番、藤井議員の大綱質疑を許します。 

  11番、藤井議員。 

（１１番 藤井廣明君登壇） 

○１１番（藤井廣明君） それでは、通告しておきました大綱質疑について、一般会計の歳出
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の部分から質問させていただきます。 

  歳出の２款総務費この中の１項総務管理費、その中に自治振興費があります。この中で主

に生活路線バス運行委託料等々が、これが増額されている。昨年より200万円増額されてお

ります。こういったことについてどういう内容なのか、それについてお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（村木 脩君） 答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 藤井議員の一般会計の大綱質疑についてお答えいたします。 

  地域公共交通対策事業の令和２年度予算額は、前年対比194万円の増額となっております。

これは、12節細節１の生活路線バス運行委託料が、前年度より202万1,000円の増となったと

ころによります。 

  生活路線バス運行委託料は、株式会社南伊豆東海バスに委託しております東伊豆町自主運

行バスの運営事業費でございます。委託料は、バス運行経常費用から経常収益を差し引いた

損益の金額となります。 

  令和２年度より、東海自動車は南伊豆東海バスを含む事業エリアごとのバス運行会社５社

を統合し、バス運行会社１社による運営となることとなりました。統合により、キロ当たり

の経常費用が新会社の単価となります。 

  今回の新会社の単価によりまして委託料が大きく変動する市町があることから、緩和措置

といたしまして、現行どおりの方法におきまして算出した令和２年度キロ当たり経常費用と、

新会社のキロ当たり経常費用の中間の単価を用いて算出することとなりました。これにより

まして、当町の委託料も増額となったところでございます。 

  なお、令和３年度からは、新会社の単価が用いられることになっております。 

○議長（村木 脩君） 11番、藤井議員。 

○１１番（藤井廣明君） ただいまお答えいただいたんですけれども、昨年より194万円の増

額は、町なかの自主運行バス、これに係る経費であるというふうにお答えいただいたと思う

んですけれども、これに関しては、町内で非常に買物に行く、あるいは通院するに当たって、

なかなか交通が不便であるという声があまた聞かれます。 

  中で、これは増額ということは、当然、その利便性をもっと高めるためのものではないか

なというふうにこちらは理解をしていたんですが、それにもかかわらず別に路線の変更とか、



－267－ 

あるいは新路線の開拓とかそういったものはなかったのかどうか。アンケート等も取られた

というような経過が確かにございますね、その辺の結果から、こういう現在の町民の声に応

えて、新たな交通路線の模索があったのかどうか、その辺について重ねて伺いたいと思いま

す。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） この関係に関して、あくまで自主運行バスの経費でございまして、基

本的には先ほど壇上で言ったように、今まで本社があってあと５事業に分かれたものが、そ

れが統合した中で東海バスさんのほうで一応経費を精査したところ、これだけ上がりますよ

と言ってきました。そういう中で町といたしましても、やっぱりある程度のアンケートとか

の中で、今ここで自主運行バスをまたやめることはできませんので、もう一応、今回上げさ

せていただきました。 

  これは要するに、１回400万近くが来たんですけれども、その半分を２年かけて分割する

という中でやって、また来年200万上がる予定でございます。そういう中でも、藤井議員が

言っているこの町の形態、どのような形態がいいか、これは今後検討していきますけれども、

自分としてはこれだけのやつをやれば、また違う方向でできるのではないかと、そんな頭で

はありますけれども、基本的には町の形態を変えるというか、町の公共交通会議というのが

あります。そういう中で自主運行バスをやっていると、将来的にはもっときめ細やかなこと

をやっていきたいと思います。 

  まず、今回、第一歩といたしまして、このアンケート調査を取りましたもので、それを踏

まえた上で、また今後の、どんな方式が一番いいかということを検討していきたい、そうい

う考えでございますので、御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 以上で、11番、藤井議員の大綱質疑を終結します。 

  次に、12番、鈴木議員の大綱質疑を許します。 

  12番、鈴木議員。 

（１２番 鈴木 勉君登壇） 

○１２番（鈴木 勉君） こんにちは。 

  それでは、一般会計について、大綱質疑をさせていただきたいと思います。 

  １点目で、歳入の18款寄附金、１項寄附金、１目ふるさと納税寄附金、ふるさと納税寄附

金が昨年と同額になっていますが、その要因をお聞きしたいと思います。 
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  ２点目、19款繰入金、３項基金繰入金、３目ふるさと納税基金繰入金、ふるさと納税基金

繰入金が前年比2,032万8,000円の増額となっていますが、その要因についてもお聞かせいた

だきたいと思います。 

  歳出のほうにございます。 

  １点目、９款教育費、７項育英奨学金、２目育英奨学金、奨学金が前年比36万円の減額と

なっておりますが、その要因についてお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（村木 脩君） 答弁を求めます。 

  町長。 

（町長 太田長八君登壇） 

○町長（太田長八君） 鈴木議員の一般会計への大綱質疑は、歳入２点、歳出１点からの質問

となっておりますので、順次お答えいたします。 

  歳入についての１点目についてですが、ふるさと納税寄附金は、あくまでも寄附金であり

まして、不確定な部分も多いため、過大な算定は行わないことにしております。もちろん、

予算以上の寄附を目指しますが、そのときには補正対応でお願いしたいと考えております。 

  次に、２点目についてですが、ふるさと納税基金を活用して行う事業につきましては、当

初予算（案）説明会の際に配付させていただいた資料のとおりであります。 

  今年度のふるさと納税は前年度を上回っており、また、この寄附金はいつまでも基金にた

めておくものではないと考えているため、寄附者の意向に沿った形で事業に充当しておりま

す。 

  次に、歳出についてですが、前年対比36万円の減額となっている原因につきましては、貸

付けしておりました大学生が卒業したことによる減となっております。 

○議長（村木 脩君） 12番、鈴木議員。 

○１２番（鈴木 勉君） 答弁ありがとうございます。 

  今、私も町長が答弁する内容については、想定はできているんですけれども、私が当初予

算について町長にお聞きしたい点は、このふるさと納税というのは、非常に、どこの地区も

今、国からの補助金、そういうものと違って自主財源という形の中で、非常にこうクローズ

アップされている地位にあるわけなんですよね。 

  そこで、前年と同じような金額を想定しながら、あとは補正で増額の場合は対応するんだ

という形の中の答弁だと思うんですけれども、私が町長に言いたいのは、今、この賀茂郡下

の町の中でも、非常に前年対比でこのふるさと納税を倍ぐらいの予算を計上してやっていき
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たいという、それを発表して、そういう自治体があるわけなんですよね。我が町もこのふる

さと納税については、もうちょっと迫力を持って、金額を大きく設定して、それを目標にし

てやるくらいの私は気持ちが欲しいなと思っているわけなんですけれどもね。それに対する

町長の考え方も聞いてみたいなと思っておりますし。 

  ２点目のこの基金の積立ては増えていくのは、今までふるさと納税でいただいた金を使っ

ていたんだけれども、その支出を抑えて、少しずつ増やしていきたいと、そういう考え方で

当初予算を組んだのかなと私思ったんだけれどもね。そういう意味でこの基金が増えるのか

なと思ったんだけれども、そうでもないような何だか答弁だったような気がするんですけれ

どもね。今、いただいたふるさと納税の基金をうんと増やしておいて、いざというときにそ

れを使いたいんだという、私はその当初予算を組んだのかなと思っていたんですけれどもね。 

  それから歳出のほうの教育費ですけれども、この教育費、奨学金を借りる人がこれ少なく

なったというものだろうと思うんだけれども、今非常に、若い人たちを地元に帰ってきてい

ただきたいとかという、そういう各自治体でも考えているわけなんですけれどもね。そうい

う中にこの奨学金というのは、非常に僕はその自治体にとっては注目をするこの科目だろう

と思っているわけなんですよね。 

  少なくなったから減らしていくというのは、自然の原理かも分からないんだけれども、私

は当初予算を組むときには増やしていって、もっと地元の子供たちにこれを使っていただい

て、地元の人たちに、またこれを利用して学校に行って、よかったら、また地元に帰ってき

ていただきたい。それぐらいの私は教育性を欲しいなと思って今、発言させてもらっている

わけですけれども、町長、答弁どうぞ。 

○議長（村木 脩君） 町長。 

○町長（太田長八君） まず１点目でございます。 

  町が一番恐れているのは歳入欠陥でございます。やっぱりそれだけ入ってくるのを予定し

た中で、もしそれだけ入ってこなかったならば、それは歳入欠陥となりまして、もう町政運

営上大変厳しいもので、できるだけ気持ちはもう多く取ろうという気持ちですよ。その中で

も最低これだけは取れるのではないかという予算化した中で、それで増えた部分は補正でや

りたいと。 

  ほかの町はどういうようなやつで、そのふるさと納税を予算計上しているのか、それは分

かりませんけれども、うちの毎年のスタンスとしては、歳入欠陥を絶対起こしてはいけない

もので、最低これは絶対見込めるという中で、気持ちはもうふるさと納税を上げるつもりで
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いますけれども、予算的におきましては、もう本当、歳入欠陥を起こさぬやつを、やった中

で言ったような補正で対応していきたい、そういう考えでございますもので、その辺は御理

解願いたいと思います。 

  また、あとふるさと納税基金の使い方でございますけれども、これは、ふるさと納税をや

るとき、目的がいろいろ……、そういう方が出てきまして、目的が、これに使ってくれと来

ておりますもので、町といたしましては、できるだけ基金は積みたいんです。やっぱりある

程度、そういうことを意向した中で、積めるばっかりのものではありませんと。基本的には

その１年間、このふるさと納税に何を使ったということを公表しなければいけないものです

ね。やっぱりある程度の数を使った中で、ふるさと納税を使った方に対しまして、一応、町

といたしましては皆さんの要望の中で、こういうものに使わせていただきましたというもん

で、できるだけ基金は積みたいので、やっぱりそういう中でやっていきたいと思いますもん

で、その辺は御理解願いたいと思います 

  もう１点、奨学金の関係でございますが、これは１人減ったので、奨学金１人当たりの単

価は変わりません。ただし、１人減になったので歳入も減になったという。今まで鈴木議員

も言ったように、奨学金を上げた中でやったらどうかという提案もありますけれども、やっ

ぱりこの奨学金の制度はお金が限りなくあればそれやってもいいですけれども、四百何万し

かありませんもんで、それはまた決算、その予算審議の中でまたやっていただければと思い

ますけれども、そういう中でやっぱり今回に対しましては、１人当たりの原価は減らしてお

りませんので、それはまた御理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 以上で、12番、鈴木議員の大綱質疑を終結します。 

  以上をもって、令和２年度東伊豆町一般会計予算の大綱質疑を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計

予算については、６人の委員で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託

して審査することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第24号については、６人の委員で

構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しまし

た。 

  お諮りします。ただいま設置されました一般会計予算審査特別委員会の委員の選任につい
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ては、委員会条例第７条第２項の規定により、お手元に配りました名簿のとおり指名したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。したがって、一般会計予算審査特別委員会の委

員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

  ただいま一般会計予算審査特別委員会に付託しました議案第24号については、会議規則第

46条第１項の規定により、来る３月18日までに審査を終え、報告できるよう期限をつけたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、一般会計予算審査特別委員会において、

来る３月18日までに審査を終え、報告できるように期限をつけることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第２５号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算 

◎日程第３ 議案第２６号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 

◎日程第４ 議案第２７号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算 

◎日程第５ 議案第２８号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算 

◎日程第６ 議案第２９号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算 

◎日程第７ 議案第３０号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松

崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業

特別会計予算 

◎日程第８ 議案第３１号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予

算、日程第３ 議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算、日程第４ 

議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算、日程第５ 議案第28号 令和２年

度東伊豆町稲取財産区特別会計予算、日程第６ 議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電

事業特別会計予算、日程第７ 議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆

町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算、日程第８ 議案

第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算を一括議題とします。 
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  お諮りします。議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算から議案第31

号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算までは、６人の委員で構成する特別会計予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第25号から議案第31号までは、６

人の委員で構成する特別会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに

決定しました。 

  お諮りします。ただいま設置されました特別会計予算審査特別委員会の委員の選任につい

ては、委員会条例第７条第２項の規定により、お手元に配りました名簿のとおり指名したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。したがって、特別会計予算審査特別委員会の委

員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

  ただいま特別会計予算審査特別委員会に付託しました議案第25号から議案第31号までにつ

いては、会議規則第46条第１項の規定により、来る３月18日までに審査を終え、報告できる

よう期限をつけたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、特別会計予算審査特別委員会において、

来る３月18日までに審査を終え、報告できるように期限をつけることに決定しました。 

  なお、委員会室として、一般会計予算審査特別委員会には中会議室を、特別会計予算審査

特別委員会には第１委員会室をそれぞれ当ててあります。 

  お諮りします。特別委員会審査のため、３月11日から18日までの８日間を休会としたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。したがって、３月11日から18日までの８日間を

休会とすることに決定しました。 

  ただいまから、予算審査特別委員会を開き、付託案件の審査をお願いします。 

  来る３月18日は午前９時30分から本会議を開き、委員長の報告を求め、質疑、討論並びに

採決を行います。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（村木 脩君） 本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 

  各予算審査特別委員会は、13時40分からの開催をお願いします。 

 

散会 午後 １時２３分 
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開議 午前 ９時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（村木 脩君） 皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は11名で、議員定数の半数に達しております。 

  よって、令和２年東伊豆町議会第１回定例会第15日目は成立いたしましたので、開会しま

す。 

  なお、14番、山田議員より、本定例会を欠席するとの届出がありましたので、御報告しま

す。 

  これより、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村木 脩君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付いたしたとおりでありま

す。 

  議事日程に従い、議事を進めます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第１ 議案第２４号 令和２年度東伊豆町一般会計予算 

○議長（村木 脩君） 日程第１ 議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算を議題とし

ます。 

  報告を求めます前に、一般会計予算審査特別委員長から、副委員長の同席を求めたいとの

申出がありましたので、これを許可します。 

  一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） 皆さん、おはようございます。 
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  それでは、朗読をもちまして審査の結果を報告いたします。 

  令和２年３月18日。 

  東伊豆町議会議長 村木 脩様。 

  一般会計予算審査特別委員会委員長 楠山節雄。 

  一般会計予算審査特別委員会審査報告書。 

  本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第77条

の規定により報告いたします。 

記 

  事件の番号、議案第２４号。 

  件名、令和２年度東伊豆町一般会計予算。 

  審査の結果、原案可決。 

  １ページ目をお開きください。 

  一般会計予算審査特別委員会に付託された議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算

について、審査の対象となった主な事項を報告します。 

  第１、会議回数、月日、場所、出席委員等については、下記のとおりになっておりますの

で、御確認ください。 

  それでは、３ページをお開きください。 

  第２、審査の要旨。 

  １、主な質疑の対象となった事項 

  （１）総務課 

  問：歳入の森林環境譲与税、環境性能割交付金の内容は。 

  答：森林環境譲与税については、令和元年度より譲与されているもので、森林整備や間伐、

人材育成や普及啓発などに充てられている。環境性能割交付金については、自動車取得税交

付金が令和元年10月より廃止となり、環境性能割交付金に移行した分が交付されるものであ

る。 

  問：令和２年度から始まる会計年度任用職員制度により、従来の臨時職員と比較して待遇

がどのくらい変わるのか。 

  答：月額は従来の額とさほど変わらないが、期末手当が見直され、１人当たり年間で７万

円程度の増額が見込まれる。また、有給休暇については、より幅広く取得できるよう改正さ

れた。 
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  問：ふるさと納税寄附推進事業について、システム利用料や利用手数料が増額となった要

因は。 

  答：ふるさとチョイスと楽天に加え、東急を導入する。そのうち、寄附額に対するシステ

ム利用料がふるさとチョイス１％、楽天は11％、東急は７％となっている。また、新しく導

入した媒体等による手数料の増額に加え、次年度からふるさとチョイスの利用料が１％から

５％になることにより増額とした。 

  （２）企画調整課 

  問：加森観光賃貸料6,089万6,000円から5,340万4,000円に減額となったが、その内容は。

また、今後の見通しは。 

  答：賃貸契約は３年ごとの見直しとなっている。昨年度より金額改正の要望があったが、

今年度協議した結果を予算計上している。坪単価については、ゴルフ場用地が現行75円を63

円に、その他用地は現行90円を83円に減額する。今後の見通しは、ゴルフ場やアニマルキン

グダムの収益の影響により、単価の考え方も変わってくると思われる。 

  問：地域協働促進事業は、ローカルデザインネットワークが実施する事業でよいか。また、

その内容は。 

  答：実施主体は町で、委託先はローカルデザインネットワークとなる。事業費は空き家利

活用202万円、地域魅力発信事業186万1,000円で、静岡県市町村振興協会より３分の２の助

成がある。 

  問：現在、風力発電施設は１基のみの運転となり、来年度は小水力発電施設の解体費用が

予算計上されている。また、学校施設における太陽光発電の売電収入が廃目となっている状

況下において、今後もエコリゾートタウンを推進するのか。 

  答：エコリゾートタウンの核となる町営風力発電の動向による。 

  問：港の朝市使用料80万円は、電気料金のほか水道料も含まれているか。 

  答：水道料についても含まれている。 

  問：アスド会館のポリ塩化ビフェニル廃棄物（ＰＣＢ）の委託について、来年度以降の処

理はあるのか。 

  答：令和２年度中に完了する。 

  （３）税務課 

  問：個人町民税が前年より減少となっている理由は。 

  答：令和元年度分の総所得金額が前年度実績と比較し、２億8,236万円、2.06％の減と見
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込まれることに加え、扶養控除等の所得控除が増になる見込みであることから、課税所得は

減となり、個人町民税も減収と見込まれる。 

  問：法人町民税が前年度より減となる理由は。 

  答：法人町民税の税率が、令和元年９月までの9.7％から10月に6.0％へ引き下げられ減収

になると見込まれる。 

  問：町税の試算に当たって、現年課税分の収納率はどの程度を見込んでいるのか。 

  答：個人住民税の普通徴収が92％、特別徴収が99.5％、固定資産税が92.5％及び軽自動車

税が95％を見込んでいる。 

  問：新型コロナウイルス感染拡大による影響が懸念されている中、町税収納率の見通しは。 

  答：厳しい状況も予測されるが、調定額が大きい現年課税分の徴収に注力し、滞納繰越分

を極力圧縮することが重要と考える。 

  （４）住民福祉課 

  問：子育てのための施設等利用給付費交付金の内容は。 

  答：幼児教育無償化により、認可外保育施設や預かり保育事業を行っている３歳から５歳

の子供に対して、国が２分の１を補助するもの。認可外保育施設の三宝保育園、熱川温泉病

院と熱川幼稚園、稲取幼稚園の預かり保育が補助対象となる。 

  問：敬老祝い金の減額の要因は。 

  答：祝い金の見直しを行い、77歳の5,000円を廃止し、100歳の10万円を５万円に減額した

ため。 

  （５）農林水産課 

  問：日帰り型市民農園使用料が減額となっている要因は。 

  答：12月に利用者の来季の意向を確認しているが、体調や家庭の事情等で更新ができない

方がいたため減額となった。 

  問：日帰り型市民農園で、今後空いている区画をどのようにしていくのか。 

  答：畑の土を再生しなければならず、空いている区画に移動し、利用していた区画を休ま

せて土の再生を行っていく。 

  問：けやき公園の施設管理は来年度行わないのか。 

  答：今年度同様に草刈り業務委託は行うが、足湯の管理等は行わない。管理棟やトイレに

ついては、清掃委託を行う。 

  （６）建設課 
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  問：地籍事業の実施区域と完了年度は。 

  答：熱川地区、片瀬地区の津波浸水区域の一部で実施し、計画に定められている完了年度

は令和８年度となっている。 

  問：橋梁補修の工事箇所は。 

  答：稲取片瀬線の黒根橋、旧大川小学校下の伊豆急をまたぐ下谷戸橋、大川遠笠山線の高

根橋、二度山付近の大川臨港第二橋、熱川温泉場の濁川に架かる権現橋の５橋。 

  （７）教育委員会 

  問：東京オリンピック・パラリンピック観戦の事業費が計上されているが、観戦時期と対

象者は。 

  答：９月２日開催のパラリンピックに、熱川、稲取の両小学校の５、６年生134人が観戦

する予定。 

  問：稲取幼稚園屋上防水工事の改修時期は。その後の活用は。 

  答：夏休み等の期間を利用して工事する予定。その後の活用については、町の今後の政策

にも関係するため、現状では答えられない。 

  問：図書館高圧受電設備更新工事の内容は。 

  答：キュービクルが老朽化し、電気保守点検でも危険性が指摘されているため更新するも

の。 

  問：町民大会の予算が半分になっているが、教育委員会としての考えは。 

  答：城東地区は実施予定だが、稲取地区は実施しないため半分となっている。大会の実施

には選手集めなど区の役員の協力が欠かせないので、区の理解がないと難しい。教育委員会

としては、町民が一堂に会する貴重な機会なので、別の開催方法も含め提案できればとも考

えている。 

  （８）健康づくり課 

  問：こどもインフルエンザ予防接種委託料の見込みは。 

  答：３歳から18歳までは接種が１回で507人、13歳未満は接種２回で709人を見込んでいる。 

  問：風しん対策事業の内容は。 

  答：平成31年から３か年の定期事業で、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの

男性が対象となる。令和２年度は、抗体検査対象者150人で、予防接種は50人を計上した。 

  問：産後ケア事業委託料が増となった要因は。 

  答：今年度、伊東市民病院と上山レディースクリニックを新たに契約したため増となった。 
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  （９）観光商工課 

  問：観光地域づくり整備事業の県補助金を活用し、来年度、熱川海岸観光トイレの改修工

事を行うようであるが、そのほかの場所で各観光協会からの要望が上がっているか。 

  答：現在のところ要望はない。県補助金の採択要件として、観光地エリア景観計画の３か

年計画策定が必須となっているが、次期計画策定時に観光協会等から要望を聞きたい。 

  問：観光対策等の町補助金について、コロナウイルス感染拡大の影響で執行が難しいこと

も予想される。財政当局と相談し、効果的な使い道を考えてほしいが。 

  答：補助金の中には経常的経費もあるので、観光協会や商工会と相談して、内示を出す際

には留意をしたい。 

  歳入が当初予算のとおり入ってくるか分からないので、執行停止や内容の見直しの可能性

があることは承知をしている。 

  答：経営会議を開き、予算の組み直しも視野に入れ準備したい。（総務課） 

  （10）防災課 

  問：非常備消防事務事業について、来年度より点検報酬、活動報酬が削除され、出勤手当

が増額、訓練手当が減額となっているが、その理由は。 

  答：来年度より、消防団報酬等の見直しを行ったため。点検報酬は近隣市町村では支出し

ていないため削除し、その代わりに年額報酬を増額した。さらに、活動報酬は全て出勤手当

に含めたため削除した。訓練手当については、東部地区の平均額へ引き下げた。 

  問：災害対策費用保険料とは。 

  答：平成30年度に創設された保険で、避難指示、避難勧告の発令で10割、避難準備、高齢

者等避難開始の発令で２分の１の保険料が支払われる。昨年のような台風の状況だと、その

分が補塡されるので有効と思われる。 

  問：家庭用ポータブル発電機等の購入補助金とは。 

  答：家庭用の発電機や蓄電池の購入費２分の１を補助する補助金で、上限額が４万円で令

和４年度までの制度となる。 

  問：防災用器具備品の内容は。 

  答：ドローン１機と消火器を購入する。 

  問：ドローンの活用方法は。 

  答：基本は災害での活用であるが、防災訓練等も含め、他の用途での活用も検討したい。 

  （11）議会事務局 
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  特になし。 

  （12）会計課 

  特になし。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと

決定したことを報告いたします。 

○議長（村木 脩君） これより、委員長の報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） 報告書からと、あと予算書から、ちょっとお聞きしたいことがありま

すので、お願いします。 

  今、報告書の中で、企画調整課のところで小水力の発電施設の解体ということがありまし

たけれども、これは小水力発電のほうが何か問題があったのでしょうか。その点を一点お伺

いします。 

  また、農林水産課のところでは、けやき公園の足湯の管理等は行わないということが回答

であったようです。この辺のところは、足湯を廃止するというようなことと捉えてよろしい

んでしょうか。 

  その辺のところをちょっと教えていただけますでしょうか。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山委員長。 

○１番（楠山節雄君） 小水力の発電の関係については、年数が経過をしてこれ以上やること

に対する疑問ということですから、これは廃止という内容だったと思います。 

  足湯についても、維持管理のお金が相当かかるということで、この辺の圧縮のこともある

と思うんですけれども、利用者数も少ないということで、この辺が廃止という結論に至った

と思います。 

○議長（村木 脩君） ７番、須佐議員。 

○７番（須佐 衛君） ありがとうございます。 

  予算書のところで、10款の災害復旧費のところです。 

  212ページ。 

  第２項公共土木施設災害復旧費というところで、前年度が124万円ほど措置されていて、

本年度は354万円ほど措置されているということで、比較すると230万円ほど増額になってお

ります。 
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  今、この台風の被害ですとか風水害の被害を見ますと、これぐらいの措置は妥当なのかな

ということが考えられますけれども、この辺のところの当局との質疑、やり取りといったの

はあったでしょうか。 

○議長（村木 脩君） １番、楠山委員長。 

○１番（楠山節雄君） 10款の災害復旧、道路橋梁と河川災害復旧の関係については、質疑等

は行われませんでした。 

○議長（村木 脩君） 須佐議員。 

  監査の立場で十分指摘できることですので、それは監査のほうでもやっていただきたいと

思います。ここでやるとまた監査のほうの職権の域に入ってくるということになりますので、

質問はよく考えて質問していただきたいと思います。 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計

予算を採決します。 

  本案に対する委員長の報告は可決とするものです。本案は委員長の報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第24号 令和２年度東伊豆町一般

会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎動議の提出について 

○議長（村木 脩君） １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません、議案第24号に対する附帯決議を提出させていただきます。 

○議長（村木 脩君） お諮りします。ただいま１番、楠山議員から、発議第２号 議案第24
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号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議についてが提出されました。 

  この動議は、１人以上の賛成者がありますので、成立しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加について 

○議長（村木 脩君） これを日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直ち

に議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。したがって、発議第２号 議案第24号 令和２

年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議についてを日程に追加し、追加日程第１として

議題にすることに決定しました。 

  資料配付のため暫時休憩します。 

 

休憩 午前 ９時５５分 

 

再開 午前 ９時５６分 

 

○議長（村木 脩君） 休憩を閉じ、再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎追加日程第１ 発議第２号 議案第２４号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に 

                     対する附帯決議について 

○議長（村木 脩君） これより、追加日程第１ 発議第２号 議案第24号 令和２年度東伊

豆町一般会計予算に対する附帯決議についてを議題とします。 

  提出者の説明を求めます。 

  １番、楠山議員。 

（１番 楠山節雄君登壇） 

○１番（楠山節雄君） ただいま上程されました発議第２号について、朗読をもって説明に代
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えさせていただきます。 

  発議第２号 議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議について。 

  地方自治法第112条及び会議規則第14条第３項の規定により、議案第24号 令和２年度東

伊豆町一般会計予算に対する附帯決議を別紙のとおり提出する。 

  令和２年３月18日提出。 

  東伊豆町議会議長 村木 脩様。 

  提出者 一般会計予算審査特別委員会委員長 楠山節雄。 

  賛成者 一般会計予算審査特別委員会副委員長 笠井政明。 

  次のページを御覧ください。 

  議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議。 

  現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、町内経済は非常に厳しい状況下に置か

れています。また、事態の収束のいまだ見通せない中、この先、町内経済がさらに疲弊し町

税をはじめとする歳入が大幅に落ち込むなど、町財政への影響が懸念されているところです。 

  このような状況の中、令和２年度の予算執行に当たっては、以下を留意し、危機感を持っ

て業務に取り組んでいただくよう強く求めるものであります。 

  １、行財政改革をさらに進めるとともに、歳出抑制に努め財政調整基金の増勢を図り、突

発的な災害等に対応できるよう努めること。 

  ２、歳入減の可能性を想定し、予算の組み替えも視野に入れながら、予算の執行について

は慎重に行うこと。 

  ３、事態が収束するまで、国内外の視察研修、イベント等は極力自粛されること。 

  ４、事業を変更または廃止する場合は、町民への周知徹底と合意形成を図ること。 

  以上、決議する。 

  令和２年３月18日。 

  東伊豆町議会。 

  以上、簡単ではありますが、概要説明とさせていただきます。 

  よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（村木 脩君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。討論ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  発議第２号 議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に対する附帯決議についてを

採決します。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第２５号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算 

◎日程第３ 議案第２６号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 

◎日程第４ 議案第２７号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算 

◎日程第５ 議案第２８号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算 

◎日程第６ 議案第２９号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算 

◎日程第７ 議案第３０号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松

崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業

特別会計予算 

◎日程第８ 議案第３１号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算 

 

○議長（村木 脩君） 日程第２ 議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予

算から、日程第８ 議案第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算まで以上７件を一括

議題とします。 

  特別会計予算審査特別委員長の報告を求めます。 

  10番、内山議員。 

（１０番 内山愼一君登壇） 

○１０番（内山愼一君） 皆様、おはようございます。 

  それでは、朗読をもちまして審査の結果を報告します。 

  令和２年３月18日。 

  東伊豆町議会議長 村木 脩様。 
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  特別会計予算審査特別委員会委員長 内山愼一。 

  特別会計予算審査特別委員会審査報告書。 

  本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第77条

の規定により報告します。 

記 

  事件の番号・件名・審査の結果。 

  議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算、原案可決。議案第26号 令

和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算、原案可決。議案第27号 令和２年度東伊豆

町介護保険特別会計予算、原案可決。議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計

予算、原案可決。議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算、原案可決。

議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教

育アドバイザー共同設置事業特別会計予算、原案可決。議案第31号 令和２年度東伊豆町水

道事業会計予算、原案可決。 

  １ページをお開きください。 

  第１、会議回数、月日、場所、出席委員等は下記のとおりになっておりますので、御確認

をください。 

  それでは、３ページをお開きください。 

  第２、審査の要旨。 

  １、令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：歳入の１款国民健康保険税2,569万円減額及び４款県支出金3,330万円減額の要因は。 

  答：国民健康保険税の減は、世帯数が2,527世帯から2,448世帯、79世帯の減となっており、

世帯数の減少によるものである。保険給付費を支払うために県から交付される県支出金の減

は、県全体の医療費が減少しているためである。 

  問：令和２年度の税率、限度額、負担軽減はどうなるのか。 

  答：税率は東伊豆町国民健康保険運営協議会で諮問し、据置きになっています。限度額は

１年遅れで国の基準に改正する予定であり、軽減判定は国の基準どおり実施する予定である。 

  問：特別徴収、普通徴収の割合はどうなのか。また、収納率の見込みは。 

  答：割合は、特別徴収が673世帯で27.49％、普通徴収が1,770世帯で72.51％を見込む。収

納率については、現年度分特別徴収が100％、普通徴収は93％と見込んでいる。滞納繰越分
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については、平成29年度が34.6％、平成30年度は32.4％、今年度は28％で推移しているが、

来年度は30％で見込んでいる。 

  問：８款諸収入、５目雑入、１節雑入の1,000万円の内容は。 

  答：２月診療分の交付が県から概算で交付されるため、翌年度精算する。県に交付金を返

還するが、返還した金額と同額が国保連合会から収入される。また、細節の名称が雑入とな

っており、分かりにくいため、来年度名称の変更を検討する。 

  問：歳出で１款総務費192万円7,000円の増額、２款保険給付費3,189万1,000円の減額、６

款保健事業費158万円4,000円増額の要因は。 

  答：総務費の増は、制度改正によるシステム改修委託料の計上によるもの。保険給付費の

減は、今年度の実績に基づき被保険者数の減少を見込んだもの。保健事業費は、新規事業と

して、特定健診未受診者対策のポテンシャル分析事業と特定健診フォローアップ事業の２事

業が増えたことによる。 

  以上のとおり、質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと決定

したことを報告します。 

  次に、４ページ。 

  ２、令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：後期高齢者医療保険料について8.8％の増の要因は。 

  答：来年度は保険料改定の年に当たり、医療費の増等により保険料が増額となるためであ

る。 

  問：後期高齢者広域連合納付金1,450万7,000円増額の要因は。 

  答：被保険者数の増加によるもので、平成30年12月末現在は2,674人であったが、令和元

年12月末には2,761人となり、87人増えている状況である。 

  以上のとおり、質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと決定

したことを報告します。 

  ３、令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：保険料の算出に当たっての被保険者数、介護認定者数、認定割合の状況は。 

  答：被保険者数は、令和元年度が5,455人、平成30年度が5,406人で49人増加している。介

護認定者数は、令和元年９月末現在で784人、平成30年９月末現在725人で59人増加をしてい
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る。認定者割合は、令和元年度が14.1％、平成30年度が13.2％となっており、認定率も

0.9％増加している。 

  問：保険料1,154万円の減額の要因は。 

  答：昨年10月から施行された消費増税による保険料の軽減措置によるもので、令和元年度

については10月から３月分の半年分のみが対象であったが、来年度については１年分が対象

となるため、保険料の減となった。なお、減額となった分は繰入金で調整される。 

  問：施設利用やサービスの種類による増減については。 

  答：居宅介護（デイサービス、訪問介護）、介護予防サービス、地域密着型サービスの利

用者については３％程度の伸びを見込んでいる。施設サービスについては前年度と同額を見

込んでいる。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと

決定したことを報告します。 

  次のページにいきます。 

  ４、令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：稲取財産区の主な収入源である天草漁を担っていた地域おこし協力隊について、延長

はあるのか。 

  答：令和元年度末で任期が終了となる。終了後は本人の意思による活動となるが、本人は

引き続き天草漁を含め、東伊豆町で活動したい意思がある。活動については、漁業権の関係

があるので、それにより活動が決まる。 

  問：財産収入65万円の内容は。 

  答：土地貸付料が23万円、個人の２名とＮＴＴドコモ。天草事業配分金として２万円、稲

取旅館組合土地貸付料が40万円で合計65万円となっている。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと

決定したことを報告します。 

  ５、令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：発電施設保安管理委託料の内容と止まっている風車の管理は。 

  答：年２回の点検と毎月行う電気系統の点検である。強風に対する保安管理、点検は止ま

っている風車も必要となる。 
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  問：基金積立金が129万4,000円となっているが、最終的な残高は幾らになるのか。 

  答：令和元年度末残高は579万1,000円、129万4,000円を積み立てると708万5,000円となる。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと

決定したことを報告します。 

  次のページ。 

  ６、令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アド

バイザー共同設置事業特別会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：全体の予算額が28万6,000円増えているが、その要因は。 

  答：アドバイザーの使用するパソコンの購入費分と、１市５町の幼児教育施設を回る旅費

の増などが主な要因となっている。 

  問：関係市町負担金の負担割合は。 

  答：下田市68万5,000円、東伊豆町31万9,000円、河津町25万6,000円、南伊豆町39万9,000

円、松崎町27万4,000円、西伊豆町32万7,000円の計226万円となっている。内容は均等割と

して各市町５万円、残りは各市町村への訪問予定回数等により決めている。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項を付し、全会一致で原案を可決すべきものと

決定したことを報告します。 

  それでは、続けて、７、令和２年度東伊豆町水道事業会計予算。 

  （１）主な質疑の内容 

  問：１款水道事業収益について、883万6,000円の減の要因は。 

  答：主な内容は、給水収益は観光客の減少と使用者の減少によるもので、実績から推計し

２％の減となる。簡易水道収益については、大川汐見崎別荘地の割合が多く、変動が大きい

ため実績の10％を見込んでいる。 

  問：令和２年度予定キャッシュフロー計算書の業務活動によるキャッシュフローの当年度

純利益が258万6,000円減となっている要因は。 

  答：個々の項目をそれぞれ積算し、全て積み上げて予算を編成しているので、積み上げた

結果として減になっている。減の要因は、収益の減少と動力費の増加、災害による仮設ポン

プの動力費の増加、営業外費用の消費税300万円の増などである。 

  問：１項営業費用、１目原水及び浄水費354万1,000円の増と、２目配水及び給水費918万

円の増の要因は。 
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  答：双方とも動力費が主な増の要因である。また、配水及び給水費については、修繕費と

して、仮設ポンプ修繕180万円、熱川小学校消火栓取替え修繕130万円を計上している。 

  問：１款資本的支出1,064万円の減の要因は。 

  答：原水及び浄水施設整備費については、白田浄水場２号ろ過弁取替え工事の１件のみと

なる。簡易水道施設整備費については、大川浄水ろ過池・洗浄ポンプ操作盤取替え工事が終

了。配水及び給水施設整備費では、遠方監視操作更新工事の４年間の更新工事が終了し、電

話回線からインターネット回線に変更した。 

  （２）予算に対する意見 

  １、来年度予算執行の留意点について 

  現在、水道事業については、水道ビジョン等に基づく施設の整備、改修に取り組んでいる

が、昨年の大型台風により中核施設が甚大なる被害を受け、早期復旧に取り組んでいる。さ

らに、給水人口の減少で水道事業収益が落ち込んでいる中、新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴い、観光関連産業の停滞が見込まれ、給水量が減り、事業収益の悪化につながってい

くものと思われる。新年度予算の当年度純利益はマイナス258万6,000円の計上で、大変厳し

い財政状況下での編成となっており、新年度の予算の執行に当たっては大幅な営業収益の減

が見込まれることを考慮し、支出の精査を含め弾力的な運用に配慮されたい。 

  ２、将来に向けた安定的な収益の確保について 

  利用者の減少や経済的に不安定要素が多々ある中で、収益の確保が将来的に重要な課題と

なってくる。特に、昨年策定された水道ビジョンに沿った事業の執行には多額の資金が必要

である。収益の根幹となる水道料金については、現在審議会で議論されているが、今後の水

道事業の継続的な経営のために説明を尽くし、将来的に利用者負担の著しい増大を招かない

ためにも適正な水道料金の改定に努め、安定的な収益の確保を図っていただきたい。 

  以上のとおり、主な質疑の対象となった事項と意見を付し、全会一致で原案を可決すべき

ものと決定したことを報告します。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） お諮りします。議案第25号から議案第31号までの令和２年度特別会計

及び水道事業会計の予算７件について、一括質疑したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。したがって、議案第25号から議案第31号までを
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一括質疑とします。 

  それでは、議案第25号から議案第31号までについて、委員長の報告に対する一括質疑を行

います。 

  質疑ありませんか。 

  １番、楠山議員。 

○１番（楠山節雄君） すみません。またちょっと的外れだったら、また議長のほうから指摘

をしていただきたいと思うんですけれども、風力発電の関係です。 

  今後の維持補修の関係も含めて、事業継承されるということで、今いろんな調査が行われ

ていると思いますけれども、その辺いつ頃になったらそういうことがはっきりするのか、そ

の辺の質疑はありませんでしたか。 

  よろしくお願いします。 

○議長（村木 脩君） 内山議員。 

○１０番（内山愼一君） 予算の中にそういう織り込みがなかったものですから、そういう質

問はありませんでした。 

  過去に全協だとかそういうものの中で、当局の方針等については、皆さんお聞きしている

ような状況であります。 

  以上です。 

○議長（村木 脩君） 今、楠山議員のほうから質問がありましたけれども、予算書に載って

いないことですので、そういう質問は予算の審議ですので、今後気をつけていただきたいと

思います。 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結します。 

  これより議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第25号 令和２年度東伊豆町国民健康

保険特別会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり
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決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第25号 令和２年度東伊豆町国民

健康保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  まだその席にいてください。いいですか。 

  次に、議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第26号 令和２年度東伊豆町後期高齢

者医療特別会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第26号 令和２年度東伊豆町後期

高齢者医療特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第27号 令和２年度東伊豆町介護保険

特別会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第27号 令和２年度東伊豆町介護

保険特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取財産

区特別会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第28号 令和２年度東伊豆町稲取

財産区特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第29号 令和２年度東伊豆町風力発電

事業特別会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第29号 令和２年度東伊豆町風力

発電事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆

町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第30号 令和２年度下田市、東伊豆町、

河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算を

採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第30号 令和２年度下田市、東伊

豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計

予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第31号 令和２年度東伊豆町水道事業会計予算の討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結します。 

  お諮りします。ただいま議題となっております議案第31号 令和２年度東伊豆町水道事業

会計予算を採決します。 

  この予算に対する委員長の報告は可決とするものです。この予算は委員長の報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、議案第31号 令和２年度東伊豆町水道

事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第９ 議会運営委員会所掌事務調査について 

○議長（村木 脩君） 日程第９ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についてを議題と

します。 

  議会運営委員長から会議規則第75条の規定によって、お手元にお配りしました本会議の会

期日程等の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎閉会の宣告 

○議長（村木 脩君） お諮りします。本定例会に付議された案件の審議は全て終了しました。 

  したがって、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（村木 脩君） 異議なしと認めます。よって、本定例会は本日で閉会することに決定

しました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  令和２年第１回東伊豆町議会定例会を閉会します。 

  長い間、御苦労さまでした。 

  皆様、少々お待ちください。 

  ただいまより、この３月31日をもって退職されます梅原総務課長、鈴木農林水産課長の長

年の行政に対する御労苦に対し、拍手をもって送りたいと思います。 

  梅原総務課長、鈴木農林水産課長は御起立ください。 

  それでは、拍手をお願いします。 

（拍手） 

  退職されます梅原総務課長、鈴木農林水産課長におかれましては、長い間東伊豆町のため

に御尽力いただき、感謝申し上げる次第です。 

  役場を離れましても、引き続き東伊豆町発展のために御協力をお願い申し上げますととも

に、お体には十分気をつけられ、これからの人生がすばらしいものでありますよう切に願っ

ており、大変御苦労さまでございました。 

  以上で全て終了いたします。 

 

閉会 午前１０時３５分 


